
働大阪府文化財調査研究センター調査報告書 第57集

茨木市佐保所在

一国際文化公園都市特定土地区画整理事業に伴う古墳群および中近世墓群の調査―

付 表 編

2000毎 ユ11月

側大阪府文化財調査研究センター



働大阪府文化財調査研究センター調査報告書 第57集

茨木市佐保所在

一国際文化公園都市特定土地区画整理事業に伴う古墳群および中近世墓群の調査―

付 表 編

2000寄 111月

側大阪府文化財調査研究センター



次目表付

付表 1 古墳一覧表
付表 2 古墳群遺構一覧表
付表 3 古墳群出土土器一覧表
付表 4 古墳群出上金属製品他一覧表
付表 5 古墳群出土鉄釘一覧表 (1)
付表 6 古墳群出土鉄釘一覧表 (2)
付表 7 中近世墓一覧表 (1)1～ 5号墓
付表 8 中近世墓一覧表 (2)6～ 10号墓
付表 9 中近世墓一覧表 (3)11～ 15号墓
付表10 中近世墓一覧表 (4)16～ 20号墓

付表■ 中近世墓一覧表 (5)21～ 25号墓
付表12 中近世墓一覧表 (6)26～ 30号墓

付表13 中近世墓一覧表 (7)31～ 35号墓

付表14 中近世墓一覧表 (8)36～ 40号墓

付表15 中近世墓一覧表 (9)41～ 45号墓

付表16 中近世墓一覧表 (10)46～50号墓

付表17 中近世墓一覧表 (11)51～55号墓

付表18 中近世墓一覧表 (12)56～60号墓

付表19 中近世墓一覧表 (13)61～65号墓

付表20 中近世墓一覧表 (14)66～70号墓

付表21 中近世墓一覧表 (15)71～75号墓

付表22 中近世墓一覧表 (16)76～80号墓

付表23 中近世墓一覧表 (17)81～85号墓

付表24 中近世墓一覧表 (18)86～90号墓

付表25 中近世墓一覧表 (19)91～95号墓

付表26 中近世墓一覧表 (20)96～ 100号墓

付表27 中近世墓一覧表 (21)101～105号墓

付表28 中近世墓一覧表 (22)106～110号墓

付表29 中近世墓一覧表 (23)111～115号墓

付表30 中近世墓一覧表 (24)116～120号墓

付表31 中近世墓一覧表 (25)121～125号墓

付表32 中近世墓一覧表 (26)126～130号墓

付表33 中近世墓一覧表 (27)131～135号墓

付表34 中近世墓一覧表 (28)136～140号墓

付表35 中近世墓一覧表 (29)141～145号墓

付表36 中近世墓一覧表 (30)146～150号墓

付表37 中近世墓一覧表 (31)150～155号墓

付表38 中近世墓一覧表 (32)156～160号墓

付表39 中近世墓一覧表 (33)161～165号墓

付表40 中近世墓一覧表 (34)166～170号墓

付表41 中近世墓一覧表 (35)171～175号墓

付表42 中近世墓一覧表 (36)176～180号墓

付表43 中近世墓一覧表 (37)181～185号墓

付表44 中近世墓一覧表 (38)186～190号墓

付表45 中近世墓一覧表 (39)191～195号墓

付表46 中近世墓一覧表 (40)196～200号墓

付表47 中近世墓一覧表

付表48 中近世墓一覧表

付表49 中近世墓一覧表

付表50 中近世墓一覧表

付表51 中近世墓一覧表

付表52 中近世墓一覧表

付表53 中近世墓一覧表

付表54 中近世墓一覧表

付表55 中近世墓一覧表

付表56 中近世墓一覧表

付表57 中近世墓一覧表

付表58 中近世墓一覧表

付表59 中近世墓一覧表

付表60 中近世墓一覧表

付表61 中近世墓一覧表

付表62 中近世墓一覧表

付表63 中近世墓一覧表

付表64 中近世墓一覧表

付表65 中近世墓一覧表

付表66 中近世墓一覧表

付表67 中近世墓一覧表

付表68 中近世墓一覧表

付表69 中近世墓一覧表

付表70 中近世墓一覧表

付表71 中近世墓一覧表

付表72 中近世墓一覧表

付表73 中近世墓一覧表

付表74 中近世墓一覧表

付表75 中近世墓一覧表

付表76 中近世墓一覧表

付表77 中近世墓一覧表

付表78 中近世墓一覧表

付表79 中近世墓一覧表

付表80 中近世墓一覧表

付表81 中近世墓一覧表

付表82 中近世墓一覧表

付表83 中近世墓一覧表

付表84 中近世墓一覧表

付表85 中近世墓一覧表

付表86 中近世墓一覧表

付表87 中近世墓一覧表

付表88 中近世墓一覧表

付表89 中近世墓一覧表

付表90 中近世墓一覧表

付表91 中近世墓一覧表

付表92 中近世墓一覧表

(41)201～205号墓

(42)206～210号墓

(43)211～215号墓

(44)216～220号墓

(45)221～225号墓

(46)226～230号墓

(47)231～235号墓

(48)236～240号墓

(49)241～245号墓

(50)246～250号墓

(51)250～255号墓

(52)256～260号墓

(53)261～265号墓

(54)266～270号墓

(55)271～275号墓

(56)276～280号墓

(57)281～285号墓

(58)286～290号墓

(59)291～295号墓

(60)296～300号墓

(61)301～305号墓

(62)306～310号墓

(63)311～315号墓

(64)316～320号墓

(65)321～325号墓

(66)326～330号墓

(67)331～335号墓

(68)336～340号墓

(69)341～345号墓

(70)346～350号墓

(71)350～355号墓

(72)356～360号墓

(73)361～365号墓

(74)366～370号墓

(75)371～375号墓

(76)376～380号墓

(77)381～385号墓

(78)386～390号墓

(79)391～395号墓

(80)396～400号墓

(81)401～405号墓

(82)406～410号墓

(83)411～415号墓

(84)416～420号墓

(35)421～425号墓

(86)426～430号墓



付表93 中近世墓一覧表

付表94 中近世墓一覧表

付表95 中近世墓一覧表

付表96 中近世墓一覧表

付表97 中近世墓一覧表

付表98 中近世墓一覧表

付表99 中近世墓一覧表

付表100中近世墓一覧表

付表101中近世墓一覧表

付表102中近世墓一覧表

付表103中近世墓一覧表

付表104中近世墓一覧表

付表105中近世墓一覧表

付表106中近世墓一覧表

付表107中近世墓一覧表

付表108中近世墓一覧表

付表109中近世墓一覧表

付表110中近世墓一覧表

付表111中近世墓一覧表

付表112中近世墓一覧表

付表113中近世墓一覧表

付表114中近世墓一覧表

付表115中近世墓一覧表

付表■6中近世墓一覧表

付表■7中近世墓一覧表

付表■8中近世墓一覧表

付表■9中近世墓一覧表

付表120中近世墓一覧表

付表121中近世墓一覧表

付表122中近世墓一覧表

付表123中近世墓一覧表

付表124中近世墓一覧表

付表125中近世墓一覧表

付表126中近世墓一覧表

付表127中近世墓一覧表

(87)431～ 435号墓        付表128火葬場一覧表

(88)436～ 440号墓        付表129中近世墓群出土土器一覧表 (1)

(89)441～ 445号墓        付表130中近世墓群出土土器一覧表 (2)

(90)446～ 450号墓        付表131中近世墓群出土土器一覧表 (3)

(91)450～ 455号墓        付表132中近世墓群出上金属製品一覧表

(92)456～ 460号墓        付表133中近世墓群出土鉄釘一覧表 (1)

(93)461～ 465号墓        付表134中近世墓群出土鉄釘一覧表 (2)

(94)466～ 470号墓        付表135中近世墓群出土鉄釘一覧表 (3)

(95)471～ 475号墓        付表136中近世墓群出土鉄釘一覧表 (4)

(96)476～ 480号墓        付表137中近世墓群出土鉄釘一覧表 (5)

(97)481～ 485号墓        付表138中近世墓群出土鉄釘一覧表 (6)

(98)486～ 490号墓        付表139中近世墓群出土鉄釘一覧表 (7)

(99)491～ 495号墓        付表140中近世墓群出土鉄釘一覧表 (8)

(100)496～ 500号墓       付表141中近世墓群出土鉄釘一覧表 (9)

(101)501～ 505号墓       付表142中近世墓群出土鉄釘一覧表 (10)

(102)506～ 510号墓       付表143中近世墓群出土鉄釘一覧表 (11)

(103)511～ 515号墓       付表144中近世墓群出土鉄釘一覧表 (12)

(104)516～520号墓       付表145中近世墓群出土鉄釘一覧表 (13)

(105)521～525号墓       付表146中近世墓群出土鉄釘一覧表 (14)

(106)526～530号墓       付表147中近世墓群出土鉄釘一覧表 (15)

(107)531～535号墓       付表148中近世墓群出土鉄釘一覧表 (16)

(108)536～540号墓       付表149中近世墓群出土鉄釘一覧表 (17)

(109)541～545号墓       付表150中近世墓群出土銭貨一覧表 (1)

(110)546～550号墓       付表151中近世墓群出土銭貨一覧表 (2)

(111)550～555号墓       付表152中近世墓群出土空風輪一覧表

(112)556～560号墓       付表153中近世墓群出土火輪一覧表

(113)561～565号墓       付表154中近世墓群出土水輪一覧表

(114)566～570号墓       付表155中近世墓群出土地輪一覧表

(115)571～575号墓       付表156中近世墓群出土一石五輪塔一覧表

(116)576～580号墓       付表157中近世墓群出土光背型石仏一覧表 (1)

(117)581～585号墓       付表158中近世墓群出土光背型石仏一覧表 (2)

(118)586～590号墓       付表159中近世墓群出土板碑型石仏一覧表 (1)

(119)591～595号墓       付表160中近世墓群出土板碑型石仏一覧表 (2)

(120)596～600号墓       付表161焼土坑一覧表

(121)601号墓         付表162墳墓群以外の遺物一覧表

凡     例
1.法量は、遺構が m単位、遺物が cm単位で表記している。また、 ( )イま復元値、<は現存値を表す。

2.遺物番号は、挿図および写真番号で表している。なお、貨銭。鉄釘に関しては遺構表に割愛しているので遺物一覧表

を参照されたい。



付表 1 古墳一覧表

遺構名 地区名 墳形
規模

(南北 ×東西 )
石    室 全長 玄室長 奥登幅 開 口方向 特   徴

1号墳 3A C1611・ 2 方形 6× 7 横穴式石室 (無袖) 1 99 N-0°
石室床面は角礫を敷く奥壁は 2石 攪乱を受
けているが開口部付近から鉄滓が出土

石室床面は 2石の棺台 頭都欠損の鉄釘が 6本
出土

石室床面には浅い溝がある 奥壁は 1石 石室
等から鉄釘22点出土 区画濤から須恵器杯の
出土 中世遺物の混入

石室は全て抜き取られている 開口部の列石は
西側のみ残存 石室から鉄釘17点出土 中世遺
物の混入

2号墳 3A C16■2 秘
一
確
彫
一
確
影
一　
浙
　
一　
移

不 明 小石室 N-0°

3号墳 4A
D16c4・ 5,
b4 径 9 横穴式石室 (両袖 ) N-18°一W

4号墳 ４Ａ
　
　
一　
　
４Ａ

D16b2,3

C1611

一辺95 横穴式石室(?) 推46 不明 推08 N-10°―W

5号墳
9× 7

(上 6、 下 8)
横穴式石室 (両袖 ) N17°―W

石室の開日部に東西へ展開する列石あり袖部
よりやや南の床面には 3石の梱石的なものあ
り

6号壌 3・ 5A
C15i・ g10,

C16i・ g10

11× 9

(上 7、 下96) 横穴式石室 (両袖) N-17・ W
墳丘は 3段築成で、その前面に 1段のテラス
2・ 3段目には列石を使用 石室床面は川原石
を敷く奥壁は 1石 石室から鉄釘23点・鑑 3
点出上 中世遺物の混入

付表 2 古墳群遺構一覧表
遺構名 地   区 平画形 主軸方位 長 軸 短軸 深 さ 特 徴

火葬墓 1

木棺墓 1

4A D16b5 不整円形 0 62

1 98

1 12

蔵骨器は土師器甕・須恵器杯蓋のセット床面には台石を設置

床面には角礫を敷く木棺は、約165× 050mの規模で、鉄釘を43本使用3A C16h2 長方形 N-13°一E 0 53

焼土坑 1

焼土坑 2

焼上坑 3

焼土坑 4

焼土坑 5

焼土坑 6

焼土坑 7

土坑 1

4A C16i3 長方形 N-69°一ヽV 0 81 壁面が被熱している 埋上下層は炭層

4A C16i・j3 長方形 N-68°一ヽパF 壁面が被熱している 埋上下層は炭層

4A C16i4 長方形 N-70°―W 0 75 壁面が被熱している 埋上下層は炭層

4A C16J4 長方形 N-50°一W 壁画が被熱している 埋土下層は炭層

3A C16il 方 形 N-80° 一E 壁面が被熱している 埋上は下層が炭層 上層には、数個の角礫 灰釉陶器瓶子が出土
4A C16i4 方形

長方形

楕円型

楕円型

N-48° 一E 0 32

0 29

0 10

0 15

壁面・床面が被熟している 埋上下層は炭層

4A D16a4 N-62° 一M「 0 75 壁面が被熱 している 埋上下層は炭層

4A C16i3 N-15°一Ⅵ「 054 埋土は炭層 土坑上面に須恵器壷破片と、鉄釘 2本出土

土坑 2 4A C16i4 N-lo°一E 041 埋土は炭層

(※出土遺4/Jに 関しては付表 3～ 6を参照されたい)



]版番号 写真番号 器  種 地 区 遺 構・層 位 口径 器 高 備 考 時  期
３６

一
３６

一
３６

一
３６

一
３６

一
３６

一
３６

一
３６

一
３６

一
３６

一
３６

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

須恵器不 G蓋

須恵器不 G蓋

須恵器不 G

須恵器不 G

須恵器不 G

4A D16b3 4号墳 石室 10 1< 約1/2残存 つまみ部を欠損 7後

1 4A D16b3 4号墳 石室 10 2 6 ほぼ完形 焼け歪みわずかに有り 7後

32

32

32

32

３２

一
３２

３３

一
３２

一
３２

一
３３

2

5

7

4

6

8

7

15

10

9

1

4A D16b3 4号墳 石室 96 3 約3/4残存 黒色粒子多量に含む 7後

4A D16c5 3号墳区画溝上層 10 2) 1 約1/3残存 口縁部がわずかに外反する 7後

4A D16c5 3号墳区画溝上層 10 7 2 約2/3残存 7後

須恵器不 B

須恵器不 G

須恵器不 B

4A D16c4 3号墳区画溝下層 13 3 5 ほぼ完形 口縁部を2箇所打ち欠く 7後

3A 1前 10 6号墳石室 10 1 5 ほぼ完形 焼け歪みあり 底部にヘラ記号あり 7後

4A D16b5 3号墳区画溝上層 19 2 6 約1/2残存 8後～ 9前

土師器皿 C

土師器皿 A
土師器甕 A
土師器甕 A
須恵器杯 B蓋

土師器甕 A

4A C16J l 5号墳区画溝下層 120) 2 約1/6残存 口縁部端部内面に沈線を1条施す 8後

4A 5号墳区画濤下層 189) 2

4<
6

約1/4残存 口縁部端部内面に沈線を1条施す 8後
4A D16b3 4号墳 石室 203) 口頚部のみ残存 外面 に煤付着 7後

３６

一
３ ６

4A D16b3 4号墳開口部列石南側 200) 口縁部のほとんどを欠損 外面に煤付着 7後

4A D16b5 火葬墓1 蔵骨器 18 8 5

6

4

8

4<
9<
4<
4<

6

4

5

3

7

3<
1

2

4

0<
3<
3

5<
7<
2<

3<
8<
6<
3<
35<

9<

3<

8

0

0

6<

完形 天丼部がやや膨らむ 自然釉力浜る 産地不明 一削

4 4A D16b5 火葬墓1 蔵骨器 15 6 ほぼ完形 土圧で歪む 一副

須恵器重 A 3A C16a3 土坑 1 約3/4残存 自然釉の状況から蓋があった可台を隆有り 8

須恵器重 L 4A Cl衝 1 5号墳区画濤上層 10 8 体部上反半を欠損する 底測部に布目圧痕 8

17 土師器甕 C 4A C1611 5号墳区画溝上層 21 2 約1/2残存 くさり礫を多量に含む 在地産か 8後～ 9前

灰釉陶器瓶子 3A C1611 焼土坑5 坑内上層 口縁部端部を欠損する 糸切り底 生焼け 9イ変

1 須恵器邪 G蓋 3A C16il 第 1・ 2層 11 0 約1/3残存 つまみ部欠損 7後

2 須恵器邪 G蓋 4A C16gl 2層 15 8 口縁部のみわずかに残存 7後

3 須恵器不 G 4A D16c4 第 1・ 2層 10 5 約1/3残存 7後

5 須恵器不 G 4A C16J3 2層 111 約1/5残存 口縁部内面に黒色漆付着 7後

37 6 須恵器不 G 4A D16c4 第2層 11 7 約 1/5残存 7後

7 上師器皿 C 4A C16J2 第1層 12 3 約1/4残存 口縁端部が尖りぎみに終わる 8て変

8 1 土師器椀 C lA B16i3 焼土坑8 坑内 13 1 約1/4残存 口縁部端部内傾する面をもつ 7

9 土師器不 A 4A C16h2 第1,2層 13 0 約 1/10残存 焼 け歪み有 り? 8

10 7 須恵器不 B 4A D16b3・ C16h 第1層 18 9 約1/4残存 8後～ 9前

1 須恵器皿 A 4A D16b3・ C16h 第1層 13 5 約1/10残存 8

37 2 須恵器不 G 4A D16a2 第2層 12 1 約 1/2残存 底部平底 7て変

3 土師器不 B蓋 4A D16a4 炭盛土 つまみ部のみ残存 8

4 土師器高イ 2A C16g6 第1層 杯部のみ残存 7

5 3 土師器皿 4A D16b5 第1層 16 2 約 1/4残存  口縁部 2段ヨコナデ 11

37

37

37

16

17

18

土師器奏 A 4A C1613 中世288号墓 (墳内) 17 6 日頚部のみ残存 体部外面表面磨滅のため調整不明 7´ シヽ8

土師器短頸壷

土師器甕 C
4A 第1層 12 5 口頚部約1/3残存 7-8
4A D16al 第1層 23 6 日頚部のみ残存 体部外面刷毛日 外面煤付着 7 マヽ8

37

37

37

37

37

37

土師器甕 C 4A D16c4 第2層 28 7 日頚部のみ残存 体部外面刷毛目 外面媒付着 7-8
2 須恵器甕 4A D16dl 第卜2層 32 8 日縁部のみ残存 日縁部端部面を持ち下部に突帯1帯 7

4 須恵器甕 4A D16c4 第1層 38 9 口縁端部のみ残存  列点紋・ 波状紋間凹線紋 7

須恵器不 B蓋 4A 第1層 13 6 約1/3残存 7末～ 8初

須恵器不 B重

須恵器不 B蓋

須恵器重 A蓋

4A 第1・ 2層 14 0 約1/5残存 7末～ 8初

3・ 4A 第 1・ 2層 19 0 約 1/2残存 8後

37

37

37

37

37

25

26

27

28

29

3 3A
C16i2・ C16j3
D16a2 第2層 16 0 約1/3残存 自然釉付着 口縁端部内傾する

段をもつ 図37-26と 組合せ 8中～後

4 須恵器重 A

須恵器壷 A

須恵器壺 Q

須恵器壷

3・4A 第1層 13 2 復原完形 図37-25と 組合せ 焼け歪み有 り
肩部に重の痕跡有り 底部打ち欠き 8中～後

5 4A 第1層 12 6 約1/2残存 蓋の痕跡有り 8中～後

4A 2層 21 6 約1/3残存 底郡打ち欠き? 自然釉付着 8中～後

2A C16f7・ C16i3 第
1・ 2層・中世74号 墓
(墳内) 底部のみ残存

付表 3 古墳群出土土器一覧表

付表 4 古墳群出上金属製品他一覧表

図番号 写真番号 種 類 地 区 特 徴

４ 〇

一
４ 〇

一
４ 〇

一
４ ０

14

15

16

17

３４

一
３４

一
３４

10

9

11

伐ぬP

鑑

鑑

鑑

不定形鍛冶滓

不定形鍛冶滓

椀形鍛冶滓

不定形鍛冶津

不定形鍛冶津

含鉄椀形鍛冶滓

刀子

刀子 ミニチュア

鉄鏃

袋状鉄斧

3A C15,10 6号墳石室 欠損 基部幅0 6cpl、 0 35cm 本質残存 基部が薄く鑑ではない可能性も?
3A C15j10 6号墳石室 先端部長 6 0cln 基部長 4 0cln・ 幅03伽・ 厚0 45cm

3A C15,10 6号墳石室 先端部長推定5 0cm 基部長4 0cn・ 幅0 4cm・ 厚0 5cm 木質残存

4A D16b3 号墳墓墳 屈曲部から鑑と推定 残存長3 7cln
4

4

4

4

4

1

2

3

4

5

３５

一
３５

一
３５

一
３５

一
３５

一
３５

一
３４

一
３４

一
３４

一
３４

4

6

5

3

2

1

7

6

8

5

3A C16il 号墳石室 メタル度なし 長70× 短48× 厚2 2cm 重量78g 椀形鍛冶滓の一部
3A C1611 号墳石室 メタル度なし 長53× 短27× 厚1 lcm 重量19g 気泡あり
3A C16,1 号墳石室 メタル度なし 長66× 短63× 厚2 5cm 重量96g ほぼ完形
4A C16i2 中世 68号墓 (壊内 ) メタル度高い (L)長42×短28× 厚1 5cm 重量31g
4A D16b3 中世550号墓 (壊内) メタル度なし 長44× 短41×厚2 4cm 重量39g

4 6 4A C16j4 中世352号墓 (壊内) メタル度高い(L)長76×短50× 厚31伽 重量209g 約2/3残存 酸化土砂の付着
4

4

7

8

３Ａ

一
３Ａ

C16gl

C16担

第2層 残存長8 8cm 銹が厚いため、関部の有無 は不明

号墳区画溝上面 刃部長4 0cpl 両関部を有する 厚さが2Eulと 薄く 実用品ではない
4

4

9

10

4A C16b4 3号墳石室 平根系方頭式鉄鏃 鏃身部長5 9cm 最大幅3 1cm
3A C16h3 第2層 残存長 8 0cln







付表7 中近世墓一覧表 (1)1～ 5号墓

1号墓
遺構図   第1図 1本文図   図52 1写真   図版481
葬法  

―

   1時期  不明 ブロック Aa群     1地 区 3 A C16hl
石組‖型式  I―②類     1主軸方向  N-1°一E 規模 南北  0.96   東西  130
造り替え 不明

墓墳‖型式     ――――一    1主軸方位     ―――――    1平面形
規模 長   ――    短   ―一    深さ   一―   1被熱痕跡  一―――一  1炭   ―――
焼骨     

―

     1壌 内施設・状況     

―

     1木棺
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真  ~図 1写真

備考 石組のみ 中心に五輪塔 ?

2号墓
遺構図   第1図 1本文図   図52 1写真   図版482
葬法  

―

   1時期  不明 ブロック Aa群     1地 区 3 A C16hl
石組‖型式  I類       1主軸方向  N12° E 規模 南北  0.75   東西  104
造り替え

墓嬢‖型式     
―

    1主軸方位     
―

     1平面形
規模 長   ――    短   ―一    深さ   

―    1被熱痕跡  一―――一  1炭   
―焼骨     

―

     1壌 内施設・状況     

―

    1木 棺
切 り合い

遺
物
石上 (土師器皿 4) 石

造
物 1写真    一一―図 1写真  

―
備考 石組のみ 南辺消失 北辺側 2段

3号墓
遺構図   第1図 1本文図   図52 1写真   図版483
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック Aa群     1地 区 3 A C16hユ

石組‖型式  I―②類     1主軸方向  N4°一E 規模 南北  1_00<   東西  0.81<
造り替え

墓墳‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  NO° 1平面形  楕円形
規模 長  091     短  0,70     深さ  032    1被 熱痕跡  壁     1炭   単層
焼骨     

―

     1境 内施設・状況     

―

     1木棺         ~~~~
切り合い

遺
物
石内 (土師器皿2) 石

造
物

地輪図13013

1写真  2042図 1写真  

―
備考 石組の中心に地輪 石組周縁は北辺の一部のみ残存

4号墓
遺構図   第1図 1本文図   図52 1写真     

―
葬法  ―――――   1時期  不明 プロック Aa群     1地 区 3 A C16hl

石組‖型式  I類       1主 軸方向  N12° E 規模 南北  0_55<   東西  0,88<
り替え

墓墳‖型式    ―――――    1主軸方位     ――――一    1平面形
規模 長   一一    短   一―    深さ   ―一   1被熱痕跡  ――――一  1炭   一一―
焼骨     

―

     1墳 内施設・状況     

―

    1木 棺
切 り合もヽ

遺
物
石上 (土師器皿2) 石

造
物 1写真    

―

図   ――――一―   1写真   

―
備考 石組のみ 北西角のみ残存

5号墓
遺構図   第2図 1本文図   図53 1写真    

―
葬法  一――――   1時期  ――――一 プロック Ab群     1地 区 3 A C16hl

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  不明 規模 南北  096<   東西  108<
造り替え

墓墳 ‖型式     

―

    1主 軸方位     

―

     1平面形
規模 長   一一    短   ―一    深さ   ――   1被熱痕跡  ―――――  1炭   一一―
焼骨     

―

     1壌 内施設・状況     

―

    1木 棺
切り合い

遺
物
石上 (土師器皿1)石内(上師器皿2) 石

造
物 1写真  ~図  1091       1写 真   

―
備考 石組のみ 集石遺構 ?



付表 8 中近世墓一覧表 (2)6～ 10号墓

6号墓
遺構図   第2図 1本文図   図53 1写真    ―一―一一
葬法  一―一――   1時期  不明 ブロック Ab群     1地 区 3 A C16hl

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  不明 規模 南北  0.94<   東西  072<
造り替え

墓嬢‖型式    ――――一    1主軸方位    ――――一    1平面形    ―――一―一
規模 長   一一    短   ―     深さ   ―一   1被熱痕跡  ――――一  1炭   一――
焼骨     

―

     1境 内施設。状況     

―

    1木 棺    ――――――
切り合い

遺
物
石上 (土師器皿2・鉄釘1) 石

造
物 1写真    一十一図 1写真

備考 石組のみ 集石遺構 ?

7号墓
遺構図   第2図 1本文図   図53 | =ヨ Fミ       屁]刊叉48-4

葬法  ―――――   1時期  不明 ブロック Ab群     1地 区 3 A C16h2
石組 ‖型式  I―②類?    1主 軸方向  N7° E 規模 南北  1.20<   東西  096<
造り替え

墓境 ‖型式    一――一一    1主 軸方位    ―一――一    1平 面形    ――――――
規模 長   ―一    短   

―
    深さ   ―一   1被熱痕跡  ――――一  1炭   ―――

焼骨     ――――一     1墳 内施設・状況    ――――――    1木 棺    一―――一―
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    ――一図 1写真

備考 石組のみ 中心に五輪塔 ?

8号墓
遺構図   第2図 1本文図   図53 1写真     一――――
葬法  ―――――   1時 期  不明 プロック Ab群     1地 区 3 A C16h2

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  不明 規模 南北  102<   東西  0.64<
造り替え

墓嬢 ‖型式    ―――一一    1主 軸方位    ――一一一    1平 面形    ――――――
規模 長   一一    短   一一    深さ   ―一   1被熱痕跡  ―――一一  1炭   ――一
焼骨     ―――――     1壌 内施設・状況    ――――――    1木 棺    一―――十一
切 り合い

遺
物
石上 (瓦器椀 1) 石

造
物 1写真    一――図            1写 真

備考 石組のみ 集石遺構 ?

9号墓
遺構図   第2図 1本文図   図53 1写真    ―――――
葬法  土葬      1時 期  I・ H期 プロック Ab群     1地 区 3 A C16h2

石組‖型式  I類       1主軸方向  N10° E 規模 南北  1.04<   東西  060<
造り替え

墓壌 ‖型式  上葬墓A類       1主 軸方位  Nl° W 1平面形  長方形
規模 長  1.27     短  079     深さ  0.30    1被 熱痕跡  無      1炭   一―一
焼骨  無 1墳内施設・状況    一――――一     1木 棺    ―――――一
切り合い

遺
物
石上 (上師器皿 5・新寛永通費 1) 石

造
物 1写真    一―一図           1写 真

備考 墓嫉に伴う石組かは不明 集石遺構 ?

10号墓
遺構図   第3図 1本文図   図53 1写真   図版4810
葬法  一―――一   1時期  不明 ブロック Ac群     1地 区 3 A C16h2

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  N13° E 規模 南北  103<   東西  063<
造 り替え

墓境‖型式    一――――    1主軸方位    ――――一    1平面形    ―――一――
規模 長   一―    短   一一    深さ   ―一   1被熱痕跡  一―――一  1炭   ―一―
焼骨     一―――一     1境 内施設・状況    ――――一―    1木 棺    一――――一
切 り合い

遺
物
石上 (土師器皿3) 石

造
物 1写真    一一一図  10916       1写 真

備考 石組のみ 北西角のみ残存



付表 9 中近世墓一覧表 (3)11～ 15号墓

11号墓
遺構図   第3図        1本 文図   図53        1写 真   図版49
葬法 火葬 1時期 II期 プロック Ac群     1地 区 3 A C16h2

石組 ‖型式  I―②類     1主 軸方向  NO° 規模 南北  1.30   東西  130
造り替え  石組と墓壊がわずかにずれるため、造り替えが想定できる
墓境‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N10° E        I平面形  長方形
規模 長  1.23     短  0.95     深さ  0.45    1被 熱痕跡  壁・床・棺台  1炭  単層
焼骨  有(2g)        1壌 内施設・状況  棺台(南北2石、1石は地山の石)木棺  鉄釘使用木棺 (0,9× 0.6)
切り合い

遺
物
城内(上師器皿4・温石l。鉄釘47) 石

造
物 1写真図 1写真

備考 中心に五輪塔の痕跡有り 温石は被熱しており、また鉄釘には炭が付着しているため、本棺の中に遺体と共に温石を副葬し
荼昆を行ったものと思われる

12号墓
還構図   第4図        1本 文図   図53        1写 真    ―――――
葬法 火葬 1時期 II期 ブロック Ad群     1地 区 3 A C15h10

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  不明 規模 南北  ―――  東西    ――一
造り替え

墓墳 ‖型式  火葬墓 A類       1主 軸方位  N10° W        I平 面形  楕円形
規模 長  060<    短  0.48     深さ  0.14    1被 熱痕跡  壁     1炭   混在
焼骨     

―

     1墳 内施設・状況     

―

    1木 棺    

―
切り合い

遺
物
石上 (上師器皿1) 石

造
物 1写真図            1写 真  ―――――一

備考 石組残存不良

13号墓
遺構図   第4図        1本 文図   図53        1写 真   図版50-1
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック Ad群     1地 区 3 A C16hl

石組‖型式  不明       1主軸方向  NO° 規模 南北  1.12   東西  104<
造り替え

墓壌‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  NO°          1平面形  長方形
規模 長  116     短  095     深さ  0.44    1被 熱痕跡  壁・床    1炭   単層
焼骨  無 1墳内施設。状況     

―

    1木 棺    ―――一――
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真

備考 石組残存不良

14号墓
遺構図   第4図        1本 文図   図53        1写 真   図版50-2
葬法 火葬 1時期 H剣日 プロック Ad群     1地 区 3 A C16hl

石組‖型式  不明       1主軸方向  不明 規模 南北  0.58<   東西  0.90<
造り替え

墓壌‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N5° W         I平面形  楕円形
規模 長  102     短  0.78     深さ  0.57    1被 熱痕跡  壁・棺台   1炭  単層
焼骨     

―

     1墳 内施設・状況  棺台(10石敷き詰め)    1木 棺
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真

備考 石組残存不良 墓墳の棺台は、散在した状況で出土しているため、茶昆後片付けの際に移動した可能性あり、奈毘時には石
を床全体に敷きつめて使用していたと思われる

15号墓
遺構図   第4図        1本 文図   図53        1写 真      ~
葬法 火葬 1時期 II期 プロック Ad群    1地 区 3 A C16hl

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  不明 規模 南北  ―一一   東西  ――一
造り替え

墓嬢‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N3° E         I平面形  円形
規模 長  0.63     短  057     深さ  031    1被 熱痕跡  壁      1炭   単層
焼骨     

―

     1境 内施設・状況     

―

    1木 棺    

―

切り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  

―
備考 石組残存不良



付表10 中近世墓一覧表 (4)16～ 20号墓

16号墓
遺構図   第5図 1本文図   図54 1写真   図版511
葬法 火葬      1時 期  Ⅱ期 ブロック Ae群     1地 区 3 A C16hl

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  不明 規模 南北  065<   東西  0.48<
造り替え

墓境‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N5° E 1平面形  楕円形
規模 長  089     短  0.75     深さ  0.58    1被 熱痕跡  壁・棺台   1炭  単層
焼骨     ―――一―     1壌 内施設・状況  棺台(南北 3石)      1木 権    ―――――一
切 り合い

遺
物

石
造
物 1誉告  

―

図 1写真  ――――――
備考 石組の中心部分のみ残存 墓墳の棺台は原位置の可能性

17号墓
遺構図   第 5図       1本 文図   図54 1写真   図版512
葬法  

―

   1時期  不明 ブロック Ae群     1地 区 3 A C16H
石組 ‖型式  X―②類     1主 軸方向  N-5° E 規模 南北  1.30<   東西  1.32<
造り替え

墓墳‖型式    ――――一    1主軸方位    ―――――    1平面形    ――――一―
規模 長   ―一    短   一―    深さ   ―一   1被熱痕跡  ―一一一一  1炭   ――一
焼骨     ―――――     1壌 内施設・状況    ――――――    1木 檀    一――――一
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    ―――図 1写真  ――――――

備考 石組のみ 北半部のみ残存 北辺のみ 3段残存

18号墓
還構図   第 5図       1本 文図   図54 1写真   図版514
葬法  不明      1時 期  H期 (16中 ) ブロック Ae群     1地 区 3 A C16hl

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――一 規模 南北  
―
  東西  ―――

造り替え

墓壌 ‖型式  不明 1主軸方位  Nl° E 1平面形  円形
規模 長  032     短  0.17<    深さ  010    1被 熱痕跡  一一――一  1炭   ――一
焼骨     一―――一     1境 内施設。状況    一――――一     1木 棺    ――――――
切り合い

遺
物
墳内(土師器皿完形 1) 石

造
物 1写真    ―――図  10944       1写 真  16813

備考 石組は検出せず 墓墳の規模が小さく、焼骨が出土していない為、土器埋納遺構の可能性もあり

19号墓
遺構図   第 5図       1本 文図   図54 1写真   図版513
葬法  火葬      1時 期  Ⅱ期 プロック Ae群     1地 区 3 A C16h2

石組‖型式  I―②類     1主軸方向  N5° E 規模 南北  067<   東西  0.56<
造り替え

墓壌 ‖型式  火葬墓A類       1主 軸方位  N5°一E 1平面形  方形
規模 長  082     短  065     深さ  057    1被 熱痕跡  壁・棺台   1炭  混在
焼骨     ―――――     1嬢 内施設・状況  棺台(6石敷き詰め)    1木 棺    

―
切 り合い

遺
物

石
造
物

地輪図13018

1写真  20牛 7図            1写 真  ――――――
備考 石組の外周欠損 中心に地輪 棺台は土を敷いた後に敷き詰めるように設置、原位置

20号墓
遺構図   第 5図       1本 文図   図54 1写真   図版541
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック Ae群     1地 区 3 A C16h2

石組‖型式  不明       1主軸方向  ――――一 規模 南北  ――一   東西  ―――
り替え

墓壊‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N5° W 1平面形  長方形
規模 長  101     短  068     深さ  0.48    1被 熱痕跡  壁・棺台   1炭  単層
焼骨  有(1目 ) 1墳内施設・状況  棺台(南北 3石)      1木 棺    一―――――
切 り合い

遺
物

石
造
物 1写真   ~――一図 1写真  ――――――

備考 石組は検出せず 墓墳の棺台は原位置の可能性あり



付表■ 中近世墓一覧表 (5)21～ 25号菫

21号墓
遺構図   第6図 1本文図   図54 1写真   図版521、 図版53■
葬法  火葬      1時 期  H期 プロック Af群     1地 区 3 A C16h2

石組‖型式  I類       1主軸方向  N2° W 規模 南北  082<   東西  1.02
造り替え  22号墓との間に新たな石組を造り足す (0.83× 0.80)そ の中心に石仏の抜き取り痕有り
墓嬢‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  Nl° W 1平面形  方形
規模 長  1.08     短  0,71     深さ  031    1被 熱痕跡  壁・床 。梧台 1炭  単層
焼骨__有 (微量)        1墳 内施設。状況  棺台 (南北 2個所、石は3石)1木棺    

―

切り合い

遺
物
石上 (上師器皿2)嬢内 (土師器皿2) 石

造
物 1写真    ―――図 1写真  

―
備考 石組の南半部を欠損する

22号墓
遺構図   第6図 1本文図   図54 1写真   図版521、 図版532
葬法  火葬      1時 期  H期 プロック Af群     1地 区 3 A C16h2

石組‖型式  I類       1主軸方向  不明 規模 南北  1.16    東西  0.18<
造り替え

墓壌‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N-4° E 1平面形  長方形
規模 長  1.06     短  0.56     深さ  0.51    1被
焼骨  集中 (23g) 1壌内施設・状況  棺台(4石、南北 ?)    1木 棺    ――一――一
切り合い  23号墓に切られる
遺
物

石
造
物 1写真    ―一一図            1写 真

備考 石組の東辺を残す? 墓壌の棺台は移動した形跡あり

23号墓
遺構図   第6図 1本文図   図54 1写真   図版鬱面¬函戻雨巧
葬法 火葬      1時 期  H期 ブロック Af群     1地 区 3 A C16h2

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  不明 規模 南北  153   東西  1.06<
造り替え  24号墓と北辺を並べる石組を造り替える(0.85× 0.85)
墓壌‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N3° E 1平面形  長方形
規模 長  129     短  1.16     深さ  0.31    1被 熱痕跡  壁・床・棺台  1炭  単層
焼骨  集中(23g) 1壌内施設・状況  棺台(南北2石)~~~~~下祠面

~琵
轟課証雰誦硬扁夢覇扉醸蔀

切り合い  22号墓を切る
遺
物
壊内 (土師器皿2・鉄釘 7) 石

造
物 1写真   ~図  1092       1写 真

備考 石組残存不良 23.24号墓間に空風輪写19912点在 墓壌の棺台は原位置の可能性あり
鉄釘に被熱しているものがあるので、荼昆時に木棺を使用した可能性が高い

24号墓
遺構図   第6図 1本文図   図54 1写真

~  
図版551、 2

葬法 土葬      1時 期  H期 ブロック Af群    1地 区 3 A C16h2
石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  不明 規模 南北       東西
造り替え

募墳 ‖型式  上葬墓 A類       1主 軸方位  N-0° 1辛面形
~~万
形

規模 長  0.77     短  0.66     深さ  042    1被 熱痕跡  ――――一  1炭
~~下
三正三

焼骨     ――――一     1墳 内施設・状況    一―――――    1木 棺    ――――――
切 り合い

遺
物

石
造
物 1写真    一――図 1写真

備考 石組残存不良 墓墳の規模からは子供埋葬の可能性

25号墓
遺構図   第7図 1本文図   図55 1写真    ―一―一一
葬法  土葬      1時 期  H期 ブロック Ag群     1地 区 3 A C16h2

石組‖型式  I―③類     1主軸方向  N10° E 規模 南北  0,74<   東西  0.72<
造り替え

墓墳‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N16° E 1平面形  楕円形
規模 長  0.81     短  062     深さ  0.39    1被 熱痕跡
焼骨  __ ―――――     1嬢 内施設・状況    ――――――    1木 棺    ~
切り合い

遺
物
壊内(上師器皿1) 石

造
物

石仏写1866 空風図12717
1写真  186619911図 1写真  

―
備考 石組の外周欠損 ? 中心に石仏およびその前面に空風輪 墓壌の規模から子供埋葬の可能性



付表12 中近世墓一覧表 (6)26～30号墓

26号墓
遺構図   第7図 1本文図   図55 1写真   図版542
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック Ag群     1地 区 3 A C16h2

石組‖型式  I―②類?     1主軸方向  N12° E 規模 南北  1.60    東西  1.20<
り替え

墓壌 ‖型式  火葬墓A類       1主 軸方位  N12°一E 1平面形  楕円形
規模 長  1.03     短  069     深さ  0.58     1被熱痕跡  壁 。棺台  1炭  単層
焼骨  散在 (10g) 1壊内施設・状況  棺台(南北 2石)      1木 相    ―――一――
切 り合い

遺
物

石
造
物 1写真    ―――図 1写真  ――――――

備考 石組の残存不良 北東角の外周石を残す

27号墓
遺構図   第8図 1本文図   図55 1写真   図版561
葬法 火葬      1時 期  H期 ブロック Ag群     1地 区 3 A C16h3

石組‖型式  I―②類?     1主軸方向  N3° W 規模 南北  116    東西  1.00<
造り替え

墓壊 ‖型式  火葬墓A類       1主 軸方位  N 12° 一E 1平面形  楕円形
規模 長  106     短  0.73     深さ  0.39     1被熱痕跡  壁・床・棺台 1炭  単層
焼骨  集中(39g) 1墳内施設。状況  棺台 (南北 2石) 煙道   1木棺    ――――――
切り合い

遺
物
石上 (上師器皿1) 石

造
物 1写真    ―一一図 1写真  ―――――一

備考 石組の南西角欠損 北東部に空風輪写19910が点在 墓壊の焼骨は煙道を奈昆の際に生じた炭で埋めた後に置いている

28号墓
遺構図   第8図 1本文図   図55 1写真   図版562
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック A咀 群    1地 区 3 A C16h3

石組 ‖型式  I―②類 ?     1主軸方向  N6° E 規模 南北  133   東西  127<
造り替え

墓墳‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N9° E 1平面形  精円形
規模 長  1.18     短  071     深さ  047     1被 熱痕跡  壁・床。棺台  1炭  単層
焼骨  集中(60貿 ) 1壌内施設・状況  棺台(南北 2、 中央 2石)  1木棺    

―
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    ―一一図 1写真  

―
備考 27号墓と石組の北辺を揃える

29号墓
遺構図   第9図 1本文図   図55 1写真   図版571
葬法 火葬      1時 期  H期 プロック A硬 群    1地 区 3 A C16h3

石組 ‖型式  X―②類 ?     1主軸方向  N5° E 規模 南北  1.00   東西  0.90
造り替え  石組と墓帳にずれが認められることから、造り替えが指摘できる
墓境‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N ll° E 1平面形  長方形
規模 長  1.11     短  0.92     深さ  025     1被 熱痕跡  壁・床・棺台  1炭  単層
焼骨     

―

     1墳 内施設・1犬況  棺台(南北 3石)      1木 棺  茶昆時に木倍使用の可能性あり
切り合い

遺
物
墳内 (鉄釘 4) 石

造
物 1写真    ――一図 1写真  一―――――

備考 石組の中心部欠損

30号墓
遺構図   第9図 1本文図   図55 1写真   図版572
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック Ag群     1地 区 3 A C16h3

石組‖型式  I―②類?     1主軸方向  N3° E 規模 南北  092<   東西  094
造り替え

墓壊 ‖型式  火葬墓A類       1主 軸方位  N20° E 1平面形  方形
規模 長  091     短  078     深さ  020    1被 熱痕跡  壁・床    1炭   単層
焼骨  集中(48g) 1壌内施設・状況                1木 棺    

―
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    

―
図 1写真  ――――――

備考 北東部分を欠損する 南東角に火輪写20116点在 地山の石が被熱しているが、 1石しかないため格台に使用したかは不
明



付表13 中近世墓一覧表 (7)31～ 35号墓

31号墓
遺構図   第10図        1本 文図   図56 1写真   図版582
葬法  

―

   1時期  不明 プロック Ah群     1地 区 3 A C16h3
石組‖型式  I―②類 ?     1主軸方向  Nl° E 規模 南北  114   東西  106
造り替え

墓崚‖型式     
―

     1主軸方位     
―

     1平面形    ――――――
規模 長   ―一    短   ―一    深さ   ―一   1被熱痕跡  ――――一  1炭   ―一一
焼骨     

―

     1壌 内施設・状況     

―

     1木棺    

―
切り合い

遺
物
石上 (土師器皿5) 石

造
物 1写真    

―
図 1写真  

―
備考 石組のみ 3132号墓間空風輪写2001有 り

32号墓
遺構図   第10図        1本 文図   図56 1写真   図版581
葬法 火葬      1時 期  H期 ブロック Ah群     1地 区 3 A C16h3

石組‖型式  I―②類?     1主軸方向  N18° E・ NO° 規模 南北  1.41、 158東西  1.05<、 159
造り替え  石組と墓躾にずれが認められ、石組の造り替えが確認できた
墓嬢‖型式  火葬墓A類       1主 軸方位  N16°一E 1平面形  長方形
規模 長  1.04     短  070     深さ  0.45    1被 熱痕跡  壁・床・棺台 1炭  単層
焼骨  散在 (33g。 成人 ?)    1塘 内施設・状況  棺台(南北 3石)      1木 棺    ――――――
切り合い

遺
物
石上 (上師器皿2)壌 内 (土師器皿2) 石

造
物

空風図12723

1写真  2002図 1写真  

―
備考 造り替えられた石組が31号墓の北辺と並ぶ 石組の中心部欠損

33号墓
遺構図   第10図        1本 文図   図56 1写真   図版583
葬法  火葬      1時 期  H期 プロック Ah群     1地 区 3 A C16h3

石組‖型式  I―②類     1主軸方向  N22° E 規模 南北  133   東西  1.55
造り替え  石組と墓壌にずれが認められ、また石組の辺の長さが違うことから造り替えが指摘できる
墓境‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N25° E 1平面形  長方形
規模 長  1.30     短  0.90     深さ  0_45    1被 熱痕跡  壁・床・棺台  1炭  単層
焼骨  散在 (85g・ 熟年以上)   1墳 内施設・状況  棺台 十字に5石)     1木 棺    

―
切り合い  35号墓に切られる ?
遺
物
石上(土師器皿15)嫉内(土師器皿3) 石

造
物

地輪図13020

1写真  2049図  1095。 6      1写 真  

―
備考 石組の周縁 2段残存 石組の中心に地輪 墓壌の棺台は原位置の可能性 考古地磁気測定で1350年の判定

34号墓
遺構図   第■図       1本 文図   図56 1写真   図版602
葬法  土葬      1時 期  H期 (15前 ) ブロック Ah群     1地 区 3 A C16h3

石組‖型式  不明       1主軸方向  ――――― 規模 南北  ――一   東西  ――一
造り替え

墓境‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N25° E 1平面形  方形
規模 長  0,70     短  0.58     深さ  0.13    1被 熱痕跡  ―――――  1炭   ―――
焼骨     

―

     1墳 内施設・状況     

―

     1木棺    

―
切り合い  36号墓に切られる
遺
物
城内(土師器皿1) 石

造
物 1写真    ―――図  10910       1写 真  

―
備考 石組は検出せず 墓壊の規模からは子供埋葬の可能性

35号墓
遺構図   第11図       1本 文図   図56 1写真   図版59
葬法 火葬      1時 期  H期 ブロック Ah群     1地 区 3 A C16h3

石組 ‖型式  I一②類     1主 軸方向  N30° E 規模 南北  133    東西  1.20
造り替え

墓嬢‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N33° E 1平面形  楕円形
規模 長  130     短  078     深さ  0.50    1被 熱痕跡  壁・棺台   1炭  単層
焼骨  集中(25g) 1嬢内施設・状況  棺台(南北 2石)      1木 相    

―
切り合い  33号墓を切る
遺
物
石上 (上師器皿6) 石

造
物

地輪図13019

1写真  2048図 1写真  ――――――
備考 石組の中心に地輪 '67年 に一部調査
墓嫉と石組がほとんどずれていないことと、石組の石が墓墳に及んでおり、埋葬と石組の構築の同時性を示す好例



付表14 中近世墓一覧表 (8)36～ 40号墓

38号墓
遺構図   第■図       1本 文図   図56        1写 真   図版601
葬法  土葬      1時 期  H期 (15前 ) ブロック Ah群     1地 区 3 A C16h3

石組 ‖型式  I―②類     1主 軸方向  N12°一E 規模 南北  1.06    東西  1,06
り替え

墓壌‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N15°一E         I平面形  長方形
規模 長  0.93     短  060     深さ  041    1被 熱痕跡  一―――一  1炭   一一―
焼骨     

―

     1墳 内施設・状況                1木 棺    

―
切 り合い  34号墓を切る
遺
物
石上 (上師器皿3)壌内 (上師器皿2) 石

造
物 1写真    一一一図  1093・ 7・ 11     1写真  1681

備考 石組の南辺 3段残存 中心部に地輪の痕跡有り

37号墓
遺構図   第12図        1本 文図   図56        1写 真   図版611
葬法 火葬      1時 期  Ⅱ期 プロック Ah群     1地 区 3 A C16h3

石組 ‖型式  不明       1主 車由方向  一―一―― 規模 南北  ――一   東西  一一一
造り替え

墓墳‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N13° E         I平面形  方形
規模 長  0.79     短  066<    深さ  0.39    1被 熱痕跡  壁     1炭   単層
焼骨     

―

     1墳 内施設・状況     

―

    1木 棺
切り合い  3839号墓に切られる
遺
物

石
造
物 1写真    

―
図 1写真  

―
備考 石組検出せず

38号墓
遺構図   第12図        1本 文図   図56        1写 真   図版611、 2
葬法 火葬      1時 期  H期 プロック Ah群     1地 区 3 A C16h3

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  N13° E 規模 南北  093<   東西  103<
造り替え  石組と墓墳にずれが認められることから造り替えが確認できた
墓墳 ‖型式  火葬墓A類       1主 軸方位  N25°一E         I平 面形  長方形
規模 長  1.10     短  072     深さ  018    1被 熱痕跡  ―――――  1炭   

―焼骨  集中(56g)        1嬢 内施設・状況     

―

    1木 棺
切り合い  37号墓を切り39号墓に切られる
遺
物

石
造
物 1写真図 1写真  

―
備考 石組の東辺と南辺の一部が残存 墓嫉は被熱していないが、焼骨の検出と墓城の規模からすると火葬墓 A類の可能性

39号墓
遺構図   第12図        1本 文図   図56        1写 真   図版611、 4
葬法 火葬      1時 期  H期 プロック Ah群     1地 区 3 A C16h3

石組‖型式  I―③類     1主軸方向  NO° 規模 南北  090<  東西  100
造り替え  石組と墓墳の方向にずれが認められることから、造り替えが確認できた
墓墳 ‖型式  火葬墓A類       1主 軸方位  N17°一E         I平 面形  楕円形
規模 長  091     短  0,70     深さ  0.35    1被 熱痕跡  壁・棺台   1炭  単層
焼骨  集中(33g・成人)     1墳 内施設。状況  棺台 (南北 2石)      1木 棺    

―
切 り合い  37.38号墓を切る

遺
物
石上 (上師器皿 4) 石

造
物 1写真    

―
図 1写真  

―
備考 石組の南辺を欠く 中心部に石仏の抜き取り痕有り

40号墓
遺構図   第12図       1本 文図   図56        1写 真   図版603
葬法 火葬 1時期  Ⅱ期 プロック Ah群     1地 区 3 A C16h3

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  不明 規模 南北  ―――   東西  
―造 り替え

墓墳 ‖型式  火葬墓A類       1主 軸方位  N21° E         I平 面形  楕円形
規模 長  1,09     短  071     深さ  015    1被 熱痕跡  壁・棺台   1炭  単層
焼骨  集中 3g)        1壌 内施設・状況  棺台 南北 3石)      1木 棺

切 り合い

遺
物

石
造
物 1写真    

―
図 1写真  

―
備考 石組残存不良



付表15 中近世墓一覧表 (9)41～45号墓

41号墓
遺構図   第13図       1本 文図   図56 1写真   図版604、 図版612
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック Ah群     1地 区 3 A C16h3

石組‖型式  I類       1主軸方向  N24° E 規模 南北  0.43<   東西  083<
造り替え

墓墳‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N24° E 1平面形  楕円形
規模 長  1.19     短  0.93     深さ  0.28     1被熱痕跡  壁。床・棺台  1炭  単層
焼骨  集中(55g。子供 ?)    1境 内施設。状況  棺台 (南北 3石)      1木 相    

―
切り合い

遺
物
嫉内 (上師器皿 1) 石

造
物 1写真    

―
図            1写 真  一一――――
備考 石組の北辺のみ残存 墓嬢の西側の石は地山のものであるが、被熱しており棺台として使用された可能性あり

42号墓
遺構図   第13図       1本 文図   図56 1写真    ――一――
葬法  土葬      1時 期  I・ H期 プロック Ah群     1地 区 3 A C16h3

石組‖型式  I類       1主軸方向  N10° E 規模 南北  I.25<   東西  1.20<
造り替え

墓壌‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N17°一E 1平面形  楕円形
規模 長  1.16     短  0.71     深さ  0.52     1被熱痕跡  ―――――  1炭   

―
焼骨     

―

     1壌 内施設・状況                1木 棺    

―
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    

―
図 1写真  

―
備考 石組の南東角欠損

43号墓
遺構図   第9図 1本文図   図56 1写真   図版615
葬法  

―

   1時期  不明 プロック Ah群     1地 区 3 A C16h3
石組‖型式  I―③類P     I主軸方向  NO° 規模 南北  0.80   東西  090
造り替え

如      

―

     1主 軸方位     

―

     1平 面形          _
規模 長   

―
    短   ――    深さ   一    1被熱痕跡  一―――一  1炭   ―

焼骨     

―

     1壌 内施設。状況                1木 棺    

―
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    

―
図 1写真  

―
備考 石組のみ 東辺のみ 2段残存

44号墓
遺構図   第14図       1本 文図   図58 1写真   図版641、 2
葬法  

―

   1時期  不明 ブロック Ba群     1地 区
石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  不明 規模 南北  0.90<   東西  0.85<
造り替え

墓嬢‖型式     
―

     1主軸方位     
―

     1平面形    

―
規模 長   ―一    短   十一    深さ   十一   1被熱痕跡  一―――一  1炭    _
焼骨     

―

     1壌 内施設・状況                1木 棺    

―
切り合い

遺
物
石上 (鉄釘 1) 石

造
物 1写真    

―
図 1写真  

―
備考 流失した石組 ? 石組のみ

45号墓
遺構図   第14図       1本 文図   図58 1写真    

―葬法  

―

   1時期  不明 ブロック Ba群     1地 区   ―一一
石組‖型式  I―③類P     I主軸方向  N13° W 規模 南北  1.05<   東西  0.90<
り替え

墓壊‖型式     
―

    1主軸方位     
―

     1平面形
規模 長   ―一    短   一一    深さ   一    1被熱痕跡  ―――――  1炭   ―――
焼骨     

―

     1墳 内施設・状況                1木 棺          _
切り合い  1号墳石室上面
遺
物

石
造
物

ァ三frh写ヌ197-3

1写真  1973図 1写真  一―――――
備考 石組のみ 石組の中心に石仏 ?



付表16 中近世墓一覧表 (10)46～ 50号墓

46号墓
遺構図   第14図       1本文図   図58       「写真    ――――一
葬法  土葬      1時 期  I・ H期 ブロック Ba群     1地 区 3 A C162

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  不明 規模 南北  075<   東西  050<
造り替え

墓壌 ‖型式  上葬墓 A類       1主 軸方位  N2° W         I平 面形  長方形
規模 長  1.05     短  076     深さ  037    1被 熱痕跡  

―

炭   ―一―
勢
骨      ― ― 一 ― ―      1境 内 施 設 ・ 状 況     ― ― ― ― ― ―     1木 棺     一 ― ― ― ― 一

切り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真

備考 石組残存不良

47号墓
遺構図   第14図       1本 文図 1写真     ―――――
葬法 火葬 1時期 II期 ブロック Ba群     1地 区 3 A C1612

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――一―一 規模 南北  ――一   東西  
―造り替え

墓崚上型式 _火葬墓 A類      1主 軸方位  Nl° E       I平 面形  長方形
規模 長  098     短  061<    深さ  023    1被 熱痕跡  棺台 炭  単層
焼骨  有(3g)        1嬢 内施設・状況  棺台(南北 2石)      1木 棺    ―――――一
切り合い

遺
物

石
造
物 1栗図            1写 真

備考 石組検出せず 墓嫉の棺台は浮いており、奈毘後の片付けの際に一度除去した可能性あり

48号墓
遺構図   第15図       1本 文図   図58   ~    1写 真   図版643
葬法 土葬 1時期  I・ Ⅱ期 プロック Bb群     1地 区 3 A C162

石組 ‖型式  I―②類     1主 軸方向  N10°一W 規模 南北  126    東西  1.12
り替え

墓壌
_‖
型式  上葬墓 A類       1主 軸方位  N31° W        I平 面形  楕円形

規模 長  1.03     短  0,68     深さ  0.40    1被 熱痕跡  

―

炭  混在
焼骨     ――――一     1壌 内施設・状況    ――――――    1木 棺    ―――――一
切 り合い

遺
物
石上 (常滑甕体部破片) 石

造
物 1写真図            1写 真  

―
備考 石組中心部 2段残存

49号墓
還構図   第15図       1本 文図   図58        1写 真   図版634
葬法  火葬      1時 期  Ⅱ期 ブロック Bb群     1地 区 3 A Cla2

石組‖型式  不明       1主軸方向  不明 規模 南北  0.56<   東西  069<
造り替え

墓壊 ‖型式  火葬墓 A類       1主 軸方位  N6° E         I平 面形  精円形
規模 長  0.97     短  077     深さ  023    1被 熱痕跡

~ 
壁。床・棺台  1炭  単層

勢骨  集中(10g)        1墳 内施設・状況  棺台 (南北 3石)      1木 棺
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  

―
備考 石組残存不良

50号墓
遺構図   第15図       1本 文図   図58        1写 真   図版64写
葬法  火葬      1時 期  H期 プロック Bb群     1地 区 3 A ClG2

石組‖型式  I類       1主軸方向  NO° 規模 南北  078<   東西  0.83<
造り替え  石組の北辺角および北辺が墓墳と離れているため、 2基の石組の造り替えが想定できる
墓嬢‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N4° W         I平面形  長方形
規模 長  093     短  053     深さ  033    1被 熱痕跡  壁・床。棺台 炭   

―焼骨     ―――――     1壌 内施設・状況  棺台(南 2石、北 1石)   1木 棺
切り合い

遺
物
石上 (土師器皿2) 石

造
物 1写真図            1写 真  

―
備考 石組の残存不良



付表17 中近世墓一覧表 (11)51～ 55号墓

51号墓
遺構図 第16図 1本文図 屁]58 1写真

葬法 土葬 1時期 H期 ? ブロック Bb群     1地 区 3 A C16i2
石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  不明 規模 南北  一―一   東西  

―造り替え

墓城‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N2° E         I平面形  円形
規模 長  1.01     短  0.95     深さ  0.38    1被 熱痕跡  ―――――  1炭   ――一
焼骨     

―

     1墳 内施設・状況     

―

    1木 棺
切り合い

遺
物
石上 (土師器皿2) 石

造
物 1写真図            1写 真  

―
備考 石組の残存不良 51号墓東側の石組は別の石組のみの墓か ?

32号墓
遺構図   第14図       1本 文図   図58        1写 真    ―一―一一
葬法 土葬 1時期 H期 ? プロック Bb群     1地 区 3 A C16i2

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ―一一一一 規模 南北  ―――   東西  
―造り替え

墓墳‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N9° E         I平面形  円形
規模 長  0,79     短  0.75     深さ  038    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   ――一
焼骨     

―

     1墳 内施設・状況     

―

    1木 棺
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  

―
備考 石組検出せず

53号墓
遺構図   第16図        1本 文図   図58        1写 真     

―
葬法  

―

   1時 期  不明 プロック Bb群     1地 区 3 A C16i2
石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  NO° 規模 南北  045<   東西  0.45<
造り替え

墓墳 ‖型式    ―――一一    1主 軸方位     ―――――    1平 面形
規模 長   一一    短   ―一    深さ   ―一   1被熱痕跡  ――――一  1炭   一――
焼骨     

―

     1壌 内施設・状況     

―

    1木 相
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  

―
備考 4石共に被熱しており、火葬墓 A類の棺台に使用されたものの可能性あり

54号墓
遺構図   第16図        1本 文図   図59        1写 真   図版621、 2
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック BC群     1地 区 3 A C16i2

石組‖型式  I類       1主軸方向  Nl° E 規模 南北  0.90<   東西  0.88
造り替え  55号墓を造る時点で造り替えられたと思われる
墓嬢 ‖型式  火葬墓A類       1主 軸方位  N2° E         I平 面形  長方形
規模 長  101     短  078     深さ  0.29    1被 熱痕跡  壁・棺台   1炭  単層
焼骨  有 1壌内施設・状況  棺台(南北 3個所、 4石)  1木棺    ――一――一
切り合い  55号墓に切られる
遺
物
石上 (土師器皿2) 石

造
物 1写真図            1写 真  

―
備考 石組の中心部が平坦なため五輪塔が座っていた可能性大

55号墓
遺構図   第17図       1本 文図   図59        1写 真   図版621、 2
葬法  火葬      1時 期  II期 ブロック B―C群    1地 区 3 A C16i2

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  Nl° E 規模 南北  1.10   東西  0,73<
造 り替え

墓墳‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N3° E         I平面形  精円形
規模 長  094     短  0.72     深さ  0.36    1被 熱痕跡  壁。床    1炭   単層
焼骨  有(2質)        1壌 内施設・状況    一――――一    1木 棺    ―――――一
切り合い  54号墓を切る
遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  

―
備考 54号墓の石組と北辺を揃える 墓墳の床面に、深さ5cm程度の円形の落ち込みあり、煙道に類する機能をもつのか ?



付表18 中近世墓一覧表 (12)56～ 60号墓

56号墓
遺構図   第17図 1本文図   図59 1写真   図版63-1、 2、 3
葬法 火葬      1時 期  H期 ブロック B―C群    1地 区 3 A C1612

石組‖型式  I類       1主軸方向  N6° E 規模 南北  1.16    東西  0.95
造り替え

墓娼‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N9° W 1平面形  長方形
規模 長  085    1短   0.56     1深 さ  023    1被 熱痕跡  壁・床。棺台  1炭  単層
焼骨     ――――一     1嬢 内施設・状況  棺台(南北 2石)      1木 棺    ―――一一一
切 り合い

遺
物
石上 (土師器皿1) 石

造
物 1写真 ~~下三二_図 1写真  一――――一

備考 石組の中心部を欠損

57号墓
遺構図   第17図        1本 文図   図59 1写真   図版631、 2、 4
葬法 火葬      1時 期  H期 プロック BC群     1地 区 3 A C16i2

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  NO° 規模 南北  1.28    東西  105
造り替え

墓壌‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  Nl° W 1平面形  精円形
規模 長  0.95    1短   0.60     1深 さ  0,40    1被 熱痕跡  壁      1炭   単層
焼骨  散在 (39g。成人)     1嬢 内施設。状況    一―――――    1木 棺    ――――――
切 り合い

遺
物

石
造
物

空風輪図1276.8

1写真  1991,1993図 1写真

備考 墓嬢の輪郭に合わせて石を置く 石組の中心部を欠損 石組に五輪塔の空風輪転用

58号墓
遺構図   第18図        1本 文図   図60 1写真    ――一一一
葬法  土葬      1時 期  H期 ? プロック Bd群     1地 区 3 A C16i2

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  

―

規模 南北  ―――   東西  一一一
造 り替え

墓壌‖型式  土葬墓A類       1主軸方位  N25° E 1平面形  円形
規模 長  057    1短   0.49     1深さ  038    1被 熱痕跡  一――――  1炭   

―焼骨     ―――一一     1境 内施設・状況    ――――――    1木 棺    ――――――
切 り合い

遺
物

石
造
物 1写真    ―一一図 1写真   ――一―――

備考 石組検出せず 墓嫉の規模が小さい為、子供埋葬の可能性あり

59号墓
遺構図   第18図        1本 文図   図60 1写真    ―一一――
葬法  

―

   1時期  不明 プロック Bd群     1地 区 3 A C16i2
石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  NO° 規模 南北  067<   東西  0.65
造り替え

墓壌‖型式    一―――一    1主軸方位    ―――――    1平面形    ―――一――
規模 長   一―   1短   ―    1深 さ   ―一   1被熱痕跡  ―――――  1炭  一一――
焼骨     ―――――     1嬢 内施設。状況    一――――一     木棺    一―――――
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    ―――図 1写真  ――一―――

備考 石組のみ

80号墓
遺備図   第18図        1本 文図   図60 1写真   図版681、 2
葬法  土葬      1時 期  H期 プロック Bd群     1地 区 3 A C16i3

石組 ‖型式  I―②類?    1主 軸方向  Nl° E 規模 南北  1.08<   東西  130
造り替え

墓壊‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N2° E 1平面形  楕円形
規模 長  1.14    1短   080    1深 さ  018    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   ―――
焼骨     一―――一     1墳 内施設・状況    ――――――    1木 棺    ――――――
切り合い

遺
物
石上 (上師器皿2) 石

造
物 1写真

~~~下
三正三図 1写真  ――――――

備考 石組の北側に火輪写2019、 地輪写2036、 両側に火輪写20010、 水輪写2024点在



付表19 中近世墓一覧表 (13)61～ 65号墓

61号墓
遺構図   第18図       1本 文図   図66        1写 真   図版653
葬法  土葬      1時 期  H期 ブロック Bd群     1地 区 3 A C16i3

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  N5° E 規模 南北  083<   東西  0.25<
造り替え  南西部分に新たに64号墓を造る
墓壌 ‖型式  上葬墓 A類       1主 軸方位  N12° E         I平 面形  長方形
規模 長  1.18     短  0.82     深さ  035    1被 熱痕跡   ~~~~ 炭

焼骨     

―

     1壌 内施設・状況  人頭大の石 2石あり     1木 棺    

―

切り合い  64号墓に切られる
遺
物
石内 (上師器皿1)石上 (上師器皿5) 石

造
物 1写真図            1写 真

備考 石組の北東角のみ残存

82号墓
遺構図   第19図       1本 文図   図60        1写 真   薗膊
葬法  土葬      1時 期  Ⅱ期 プロック Bd群     1地 区 3 A C16i3

石組‖型式  I―③類     1主軸方向  N10° W 規模 南北  1.08    東西  0.80
造り替え  石組の北辺が63号墓に並ぶように造り替えられている
墓壌 ‖型式  上葬墓 A類       1主 軸方位  N4° W         I平 面形  長方形
規模 長  0,75     短  0.50     深さ  0.31    1被 熱痕跡  ~ 炭

焼骨     ――――一     1壌 内施設。状況    ――――――    1木 棺    ――――――
切 り合い  65号墓に切られる
遺
物
石上 (土師器皿 2) 石

造
物

石仏写1855

1写真図            1写 真

備考 石組の南半部を欠損 石組の中心部に石仏
墓壊の規模が小さい為、子供埋葬の可能性あり

63号墓
遺構図   第19図       1本文図   図60        1写 真   図版6「1、 2
葬法  ――――― 1時期 II期 ? ブロック Bd群     1地 区 3 A C16i3

石組‖型式  I―②類     1主軸方向  N15° E 規模 南北  1.05<   東西  0,80<
造り替え  石組の北辺が62号墓と並ぶように造り替えられる
墓墳 ‖型式  土葬墓 A類       1主 軸方位  Nl° E         I平 面形  長方形
規模 長  104     短  0,75     深さ  0.34    1被 熱痕跡

~=
炭   ―――

摯骨     ――――一     1壌内施設・状況  石の落ち込みあり      |
切り合い  66号墓に切られる
遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真

備考 石組の中心部に五輪塔を据えた痕跡有り

64号墓
遺構図   第18図       1本 文図   図60        1写 真   ~図版651
葬法  

―

   1時期  不明 ブロック Bd群     1地 区 3 A C1613
石組‖型式  I―②類     1主軸方向  N3° W 規模 南北  0.80    東西  0,80
造り替え

墓境 ‖型式    ―――――    1主 軸方任    ―――――    1平 面形      ~~~~
規模 長   ―一    短   ――    深さ   ―一   1被熱痕跡  

―

炭   ―――
焼骨     ――――一     1壌 内施設・状況     一―――――

~~~~可
万課下

~~~下
三
=====

切り合い  61号墓を切る
遺
物
石上 (上師器皿1) 石

造
物 1写真図            1写 真

備考 石組のみ 石組の中心部に五輪塔を据えた痕跡有り

65号墓
遺構図   第19図       1本 文図   図60         写真   図版651
葬法  

―

   1時期  不明 ブロック Bd群    1地区 3 A C16i3
石組 ‖型式  I類        1主 軸方向  N15° W 規模 南北  103   東西  0.83
造り替え

墓
笙 ⊥

型 式
____―

― ― ― 一     1主 軸 方 位     ― ― ― ― 一     千 平 面 形     一 ― ― ― ― ―

規模 長   ―一    短   ―一    深さ   ――   1被熱痕跡  ――――一  1炭   ―――
歩骨     ――――一     1壌 内施設・状況    ――――――    1木 棺    ――――――
切 り合い  62号墓を切る
遺
物
石上 (土師器皿2) 石

造
物 1写真図            1写 真  

―
備考 石組のみ 中心部欠損



付表20 中近世墓一覧表 (14)66～70号墓

86号墓
遺構図   第19図        1本 文図   図60         1写 真   図版691
葬法  

―

   1時期  不明 ブロック Bd群     1地 区 3 A C16i3
石組 ‖型式  I―③類     1主 軸方向  N2° E 規模 南北  0,68    東西  0.68
造り替え

墓壌 ‖型式    ―一―一一    1主 軸方位    ――一一―    1平 面形    ―――――一
規模 長   一一    短   ――    深さ   ――   1被熱痕跡  ―一―一―  1炭   ――一
焼骨     

―

     1境 内施設・状況     

―

     1木 棺    

―
切り合い  63号墓を切る
遺
物

石
造
物

空風輪図1273

1写真  19811図            1写 真  ――――――
備考 石組のみ 中心部欠損 石組に空風輪転用

67号墓
遺構図   第19図        1本 文図   図60         1写 真    

―
葬法  

―

   1時期  不明 プロック Bd群     1地 区 3 A C16i3
石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  NO° 規模 南北  0.83   東西  079
造り替え

墓境‖型式    ―一一――    1主軸方位    ―――――    1平面形    ―――一――
規模 長   一一    短   ――    深さ   ―一   1被熱痕跡  一―――一  1炭   ―一一
焼骨     

―

     1墳 内施設・状況     

―

     1木 棺    

―
切り合い  176号墓に切られる
遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  一―――――

備考 石組のみ 中心部欠損

68号墓
遺構図   第 20図       1本 文図   図61         1写 真   図版661、 2
葬法 火葬 1時期 H卿] プロック Be群     1地 区 3 A C16i2

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  不明 規模 南北  1.58    東西  105<
造り替え  墓壊の南半部に東西に石が並んでおり、それからすると造り替えられていると考えられる
墓壌 ‖型式  火葬墓A類       1主 軸方位  N8° E         I平 面形  楕円形
規模 長  1.41     短  0,73     深さ  0,28    1被 熱痕跡  壁・床・棺台  1炭  単層
焼骨     

―

     1墳 内施設。状況  棺台(南北 3石 )、 煙道    1木棺  鉄釘使用木棺 (0.4× 0.8)
切り合い

遺
物
壊内(上師器皿3・鉄釘16)石上 (上師器皿1) 石

造
物 臣貢

~~ 
―

図            1写 真  ―――――一
備考 石組の残存不良 棺台は3石検出されており、原位置に近いと思われるものは2石 しかないが、状況からすると南北に3石
あったと考えられる 鉄釘には炭が付着しているものがあるので、奈毘時に木棺が使用されたものである

69号墓
遺構図   第20図       1本 文図   図61         1写 真   図版661、 図版67
葬法 火葬 1時期  H期 (14後～15前 ) ブロック Be群     1地 区 3 A C16i2

石組‖型式  I類       1主軸方向  N3° W 規模 南北  1.58    東西  1.40
造り替え

墓媛 ‖型式  火葬墓A類       1主 軸方位  N5° E         I平 面形  長方形
規模 長  1.27     短  0.89     深さ  025    1被 熱痕跡  壁・床・棺台  1炭  単層
焼骨  蔵骨器 (663g。 2体分)   1壌 内施設・状況  棺台(南北 3石 )、 煙道    1木棺    

―
切り合い

遺
物
蔵骨器 (備前壷1)石上 (土師器皿1) 石

造
物 1写真図 1写真

備考 石組の残存不良 棺台は破砕して蔵骨器の蓋。据え石に転用しており、本来は南北 3石だったと思われる
火葬墓 A類で唯一蔵骨器を使用、焼骨は2体分で成人と子供もしくは女性 考古地磁気測定で1400～1415年の判定

70号墓
遺構図   第21図       1本 文図   図61         1写 真   図版681、 3
葬法 火葬 1時期 II期 ブロック Be群     1地 区 3 A C16i3

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  N2° W 規模  MEIヒ   0.83<    東西   070<
造り替え

墓壌‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N10° E         I平面形  長方形
規模 長  1.02     短  0.72     深さ  0.30    1被 熱痕跡  壁・床・棺台  1炭  単層
焼骨  集中(9崚)        1境 内施設。状況  棺台 南北 2石)      1木 棺    

―
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  一一――――

備考 石組の残存不良



付表21 中近世墓一覧表 (15)71～ 75号墓

71号墓
遺構図   第21図       1本 文図   図61        1写 真   図版693
葬法  土葬      1時 期  H期 (15前 ) ブロック Be群     1地 区 4 A C16i3

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――一 規模 南北  ―一一   東西  ―――
造り替え

墓壌‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N43° W        I平面形  楕円形
規模 長  0.90     短  0.63     深さ  0.32    1被 熱痕跡  一―――一  1炭  混在
焼骨  混入(微量)       1墳 内施設。状況    ――――――    1木 槍      ~~~~
切 り合い  77号墓に切られる
遺
物
壌上 (上師器皿ほぼ完形 1)躾 内 (土師器皿6) 石

造
物 1写真    

―
図  10915       1写 真  1684
備考 石組検出せず 周囲には火葬墓が多く、焼骨と炭は混入の可能性がある事と、規模から火葬墓ではないと思われる

72号墓
遺構図   第21図       1本 文図   図61        1写 真   図版695
葬法  土葬      1時 期  I・ II期 プロック Be群     1地 区 4 A ClG3

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  
―
  東西  ――一

り替え

墓墳‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N8° E         I平面形  方形
規模 長  0.75     短  0.62     深さ  0.48    1被 熱痕跡  ――――一  1炭  単層
焼骨  混入(18g)        1壊 内施設・状況    一―――――    1木 棺    ――――――
切り合い  74,75号 墓に切られる

遺
物
墳内(土師器皿1) 石

造
物 1写真    ――一図 1写真  ―――――一

備考 石組検出せず 炭の混入は古代の上坑 1を切っている為と思われる。

73号墓
遺構図   第22図       1本 文図   図61        1写 真   図版694、 5
葬法  土葬      1時 期  I・ H期 プロック Be群     1地 区 4 A C16i3

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――一 規模 南北  
―
  東西  ―――

造り替え

墓墳‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N7° E         I平面形  楕円形
規模 長  1.18     短  0.89     深さ  0,38    1被 熱痕跡  ―一―――  1炭  単層
焼骨     

―

     1嬢 内施設・状況  棺台(南側に2石あり)   1木 棺    

―
切り合い  74.76号 墓に切られる

遺
物

石
造
物 1写真    

―
図 1写真  

―
備考 石組検出せず この付近全体に炭が広がっており、この遺構自体は火葬墓ではないと思われる
墓壌の石は浮いていないが、棺台等に使用されたかは不明

74号墓
遺構図   第22図       1本 文図   図61        1写 真   図版695
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック Be群     1地 区 4 A C16i3

石組 ‖型式  I―⑥類     1主 軸方向  N■ 6°一E 規模 南北  1.08    東西  0。 73<
造り替え  石組と墓媛がずれているため、造り替えが行われたと思われる 72号墓に南辺を揃える
墓嬢‖型式  火葬墓CH類      1主軸方位  N6° E         I平面形  長方形
規模 長  1.31     短  099     深さ  0,12    1被 熱痕跡  棺台     1炭   単層
焼骨  散在 (散在。12g)     1媛 内施設・状況  石が 1石あるが性格不明  1木棺    

―
切り合い  72.73号 墓を切り、75号墓に切られ、造り替えの石組が75号墓を切る

遺
物
石上 (上師器皿3)壊内(土師器皿3) 石

造
物

石仏 (70)

1奪

―

図 1写真  ―――――一
備考 石組の中心に石仏 焼土も検出されているが、火葬墓 A類かどうか判断つかず

75号墓
遺構図   第21図       1本 文図   図61        1写 真     

―
葬法  

―

   1時期  不明 ブロック Be群     1地 区 4 A C16i3
石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  

―

規模 南北  084    東西  0.75<
造り替え  72号墓に南辺を揃える
墓壌‖型式    ―――――    1主軸方位    一――――    1平面形    ――――一―
規模 長   ―一    短   一一    深さ   一―   1被熱痕跡  一―――一  1炭   ―――
焼骨     ―――――     1墳 内施設・状況    一―――――    1木 棺      ~
切り合い  72.74号 墓を切り、74号墓の石組に切られる

遺
物
石上 (上師器皿4内 1つ はほぼ完形)石内(上師器皿4) 石

造
物 1写真    ―一一図  10914       1写 真  1682

備考 石組のみ



付表22 中近世墓一覧表 (16)76～80号墓

76号墓
遺構図   第22図       1本 文図   図61        1写 真   図版702
葬法 土葬      1時 期  IV期 プロック Be群     1地 区 4 A C16i3

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――一―一 規模 南北  ――一   東西  
―り替え

墓嬢‖型式  上葬墓B類       1主軸方位  N95° W        I平面形 長方形
規模 長  1.97     短  055     深さ  066    1被 熱痕跡  ―――――  1炭  混在
焼骨     ――一――     1墳 内施設・状況               1木 棺  鉄釘使用木棺 (1_7× 03)
切り合い  7396号墓を切る
遺
物
壌内 (鉄釘25) 石

造
物 1写真    

―
図 1写真  

―
備考 石組検出せず 96号墓の北辺が、76号墓の石組になるか ?

77号墓
遺構図   第22図        1本 文図   図61        1写 真   図版697
葬法  上葬      1時 期  Ⅲ・Ⅳ期 ブロック Be群     1地 区 4 A C1613

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  ―――   東西  一――
り替え

墓壌‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N ll° E         I平面形  円形
規模 長  1.28     短  1.18     深さ  095     1被 熱痕跡  ――――一  1炭  混在
焼骨  混入(9g)       1墳 内施設・状況               1木 棺  桶棺等の使用の可能性 ?
切 り合い  71号墓を切る
遺
物
墳内 (土師器皿 1) 石

造
物 1写真    ―一一図 1写真  

―
備考 炭や焼骨は周囲一帯からの混入 墓墳の埋上が落ち込んだような堆積をしており、円形の墓壊であるので桶棺等の使用の
可能性あり 石組が検出されず、また石の落ち込みも無いことからこのタイプの墓には石組がなかった可能性が高い

78号墓
遺構図 第22図 1本文図 優]62 1写真

葬法 火葬      1時 期  H期 ブロック Bf群     1地 区 4 A C1612
石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  ――一   東西  一一一
造り替え

墓嬢‖型式  火葬墓CI類      1主軸方位  N38° E         I平面形  円形
規模 長  1.18     短  0,89     深さ  0,38     1被熱痕跡  一―――一  1炭  単層
焼骨  有(lg)         1墳 内施設・状況                1木 棺

切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    

―

図 1写真  

―
備考 石組検出せず

炭層は上層にあり、奈昆を行ったかは不明。

79号墓
遺構図   第22図        1本 文図   図62        1写 真    ――一一―
葬法 火葬      1時 期  II期 プロック Bf群     1地 区 4 A C1612

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  

―

規模 南北  ――一   東西  ―――
造り替え

墓壌‖型式  火葬墓CH類      1主軸方位  N3° W         I平面形  楕円形
規模 長  0.98     短  0.75     深さ  028     1被 熱痕跡  ―――――  1炭  単層
焼骨     

―

     1壌 内施設・状況                1木 棺    

―
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    一一一図 1写真  

―
備考 石組検出せず 炭層は上層にあり、奈昆を行ったかは不明。

80号墓
遺構図   図23        1本 文図   図62        1写 真    

―
葬法  火葬      1時 期  H期 プロック Bf群     1地 区 4 A C16i2

石組‖型式  I―③類     1主軸方向  N4° W 規模 南北  1.23<  東西  090<
造り替え  石仏が立っていたとすれば、その形式が新しいため、石組が造り替えられた可能性が考えられる
墓壌‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N4° W         I平面形 長方形
規模 長  1.32     短  0,91     深さ  0.57    1被 熱痕跡  壁・棺台   1炭  単層
焼骨  散在(lg)        1墳 内施設・状況  棺台(南北乱れて 3石)   1木 棺    

―
切 り合い

遺
物
嬢内 (土師器皿 1) 石

造
物

石仏写1921

1写真  1921図 1写真  

―
備考 石組の残存不良 石仏が背を上にして出土 墓渡は3層が炭層で 4層には炭が無いことから、墓壊が切り合っているか、2
回使用された可能′性もあるが、判断がつかなかった



付表23 中近世墓一覧表 (17)81～85号墓

81号墓
遺構図   図23 1本文図   図62 1写真   図版701
葬法 火葬      1時 期  H期 プロック Bf群     1地 区 4 A C16i2

石組 ‖型式  I―②類     1主 軸方向  NO° 規模 南北  0_83<   東西  1.08
造り替え  石組と墓嫉の方向に差異が認められることから造り替えが行われたと考えられる
墓鍍‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N ll° E 1平面形  長方形
規模 長  135     短  074     深さ  018     1被 熱痕跡  壁・床・棺台  1炭  単層
焼骨  集中(12g) 1嫉内施設・状況  棺台 (南北 2石)      1木 棺    

―
切り合い

遺
物

石
造
物

地輪図130■

1写真  20315図 1写真  

―
備考 石組の南辺を欠損 石組の中心に地輪 北側に空風輪写1995が点在

82号墓
還構図   図23 1本文図   図62 1写真   図版711
葬法  

―

   1時期  H期 プロック Bf群     1地 区 4 A C1612
石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  不明 規模 南北  0.66<   東西  0.50<
造り替え

墓壌‖型式  火葬墓BI類      1主軸方位  N3° W 1平面形  円形
規模 長  0.36(推)  短  0.36(推 )  深さ  0.14     1被 熱痕跡  ―――――  1炭   

―焼骨  蔵骨器内(30g)      1壌内施設・状況     

―

    1木 棺    

―

切り合い  83号墓を切る?
遺
物
蔵骨器 (瓦質羽釜)墳内(土師器皿1) 石

造
物 1写真    

―
図  1116       1写 真  1716

備考 石組残存不良 蔵骨器上に石有り 北東部に石仏写1894が それのみ立っていた

83号墓
遺構図   図23 1本文図   図62 1写真   図版712
葬法  土葬      1時 期  I・ H期 ? プロック Bf群     1地 区 4 A C16i2

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  不明 規模 南北  0_38   東西  020<
造り替え

墓境 ‖型式  上葬墓 A類       1主 軸方位  N3° W 1平歯形
~~買
万形

規模 長  0.82     短  0.56     深さ  036     1被 熱痕跡  ――――一  1炭   
―焼骨     

―

     1壊 内施設・状況  3方巡る石囲い       1木 棺    

―

切り合い  82号墓に切られる
遺
物
赤色顔料塗布布片が石囲い内の際から出土 石

造
物

|

図 1写真  カラー50,51
備考 石組残存不良 赤色顔料塗布布片が石囲いの際のみ出上し、箱もしくは袋状の製品であった可能性あり

84号墓
遺構図   第24図        1本 文図   図62 1写真   図版713
葬法  火葬      1時 期  H・ III期 ブロック Bf群     1地 区 4 A Clω 2

石組‖型式  I類       1主軸方向  N10° W 規模 南北  0.21<   東西  0_65<
造り替え

墓境‖型式  火葬墓BH類      1主軸方位     
―

    1平面形    

―
規模 長   一一    短   ―一    深さ   

―    1被熱痕跡
焼骨  集中(12g) 1嬢内施設。状況     ――――――    1木 棺    

―

切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    

―
図 1写真  

―
備考 石組の南北両辺の一部のみ残存 径0.6mの範囲から焼骨を集中した状態で検出

85号墓
遺構図   第24図       1本 文図   図62 1写真    

―
葬法  火葬      1時 期  H・ III期 ブロック Bf群     1地 区 4 A ClG2

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  不明 規模 南北  0.45<   東西  0.63<
造り替え

墓墳‖型式  火葬墓BH類      1主軸方位    ―――一一    1平面形    ―――――一
規模 長   ――    短   ―一    深さ   

―    1被熱痕跡  ―――――  1炭   
―焼骨  散在 (微量) 1媛内施設・状況     

―

    1木 棺
~~~π
三=====

切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    

―
図 1写真  

―
備考 石組の残存不良 径0_5mの範囲から焼骨を散在した状態で検出



付表24 中近世墓一覧表 (18)86～ 90号墓

86号墓
遺構図   第24図        1本 文図   図62 1写真   図版714
葬法  火葬      1時 期  H・ III期 ブロック Bf群     1地 区 4A Cl傷 2

石組‖型式  I―②類?     1主軸方向  N4° W 規模 南北  091    東西  1.05
造り替え

墓墳 ‖型式  火葬墓BH類      1主 軸方位     ―――――    1平 面形    ―――一―一
規模 長   一一    短   

―
    深さ   ―一   1被熱痕跡  ――――一  1炭   ――一

焼骨  散在 (微量) 1墳内施設・状況    ―――――一    1木 相    ――一――一
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    一一一図 1写真  一――一――

備考 石組の中心部欠損 径0,3mの範囲から焼骨を散在した状態で検出

87号墓
遺構図   第24図        1本 文図   図63 1写真    一一―一一
葬法  土葬      1時 期  H期 ブロック Bg群     1地 区 4 A C1612

石組‖型式  不明       1主軸方向  不明 規模 南北  0.33<   東西  0.30<
り替え

墓嬢 ‖型式  上葬墓A類       1主 軸方位  N6° W 1平面形  楕円形
規模 長  1.10     短  063     深さ  050    1被 熱痕跡  ―一一――  1炭   一―一
焼骨     

―

     1墳 内施設・状況     

―

    1木 棺
切 り合い  89号墓に切られる
遺
物
石上 (上師器皿)墳 内(瓦器椀1) 石

造
物 1写真    ―一一図  10931       1写 真  

―
備考 石組中心部の一部のみ残存

88号墓
遺構図   第24図        1本 文図   図63 1写真    ――――一
葬法 火葬      1時 期  Ⅱ期 ブロック Bg群     1地 区 4 A C16i2

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  

―

規模 南北  ――一   東西  ―十一
造り替え

墓墳 ‖型式  火葬墓A類       1主 軸方位  N3° W 1平面形  長方形
規模 長  1.08     短  0,70     深さ  0.18    1被 熱痕跡  ――――一  1炭  単層
焼骨  散在 (2破・成人)     1壌 内施設・状況     

―

    1木 棺    

―
切り合い  89,91.92号墓に切られる

遺
物

石
造
物 1写真    一―一図 1写真

備考 石組検出せず 北側の石は地山の石

89号墓
遺構図   第25図        1本 文図   図63 1写真   図版723、 4
葬法  火葬      1時 期  II期 プロック B報群    1地 区 4 A C16i2

石組 ‖型式  I―③類     1主 軸方向  不明 規模 南北  0.78<   東西  065<
造り替え  石組と墓壌が大きくずれるため造り替えが行われたことが判る
墓壌‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N16° E 1平面形  楕円形
規模 長  100     短  077     深さ  010    1被 熱痕跡  床。棺台   1炭  単層
焼骨  集中(3崚 ) 1墳内施設・状況  棺台(南北 2石)      1木 棺    

―
切り合い  87.88号墓を切る

遺
物
境内 (土師器皿 2) 石

造
物 1写真    ――一図 1写真

備考 石組の南西部を残す 中心部に石仏の抜き取り痕有り

90号墓
遺構図   第25図        1本 文図   図63 1写真   図版722
葬法  火葬      1時 期  H期 プロック Bg群     1地 区 4 A C1612

石組‖型式  I―③類     1主軸方向  N3° E 規模 南北  075<   東西  0,78<
造り替え  石組と墓媛のずれや規模が違うため、造り替えが考えられる
墓境 ‖型式  火葬墓A類       1主 軸方位  N4° E 1平面形  楕円形
規模 長  100     短  0.66     深さ  028    1被 熱痕跡  壁。棺台   1炭  単層
焼骨     

―

     1墳 内施設・状況  棺台 (南北 3石)      1木 棺    

―
切り合い  91号墓に切られる
遺
物
石上 (上師器皿3) 石

造
物 1写真    ―一一図 1写真

備考 石組の南西角を欠損する 中心部に石仏の抜き取り痕を残す



付表25 中近世墓一覧表 (19)91～ 95号墓

91号墓
遺構図   第25図        1本 文図   図63        1写 真   図版721
葬法  土葬      1時 期  Ⅲ期 ブロック Bg群     1地 区 4 A C16i2

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  N8°一E 規模 南北  1,31   東西  0.83
造り替え

墓嫉 ‖型式  上葬墓A類       1主 軸方位  N2° E         I平 面形  長方形
規模 長  1.26    1短   073    1深 さ  0.32    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   

―焼骨  混入(lg)       1壌 内施設・状況    ――――――    1木 棺  鉄釘使用木棺 (075× 0.55)
切り合い  8890号墓の墓嫉を切る
遺
物
石上 (土師器皿2)壊内(上師器皿1・鉄釘19) 石

造
物

火輪図12827.30

1写真  2011215図  1099       1写 真  1683
備考 石組の中心部を欠損 石組に火輪を再利用、墓壊に落ち込んだ状況でも火輪各1点出土
土師器皿は床面より20cm程度浮いた状況で出土

92号墓
遺構図   第25図        1本 文図   図63        1写 真   図版724
葬法  

―

   1時期  不明 プロック Bg群     1地 区 4 A C16i2
石組‖型式  I―③類     1主軸方向  N10tW 規模 南北  085   東西  0.63<
造り替え  92.90.93号墓の石組の北辺を揃える

墓壌 ‖型式    ―――――    1主 軸方位     一――――    1平 面形
規模 長   ―一   1短   ―一   1深 さ   ―一   1被熱痕跡  ――――一  1炭   ―――
焼骨     ―――――     1壌 内施設・状況    一一――――    1木 棺
切 り合い  89号墓の石組を切る
遺
物
石上 (土節器皿2) 石

造
物 1写真    

―
図 1写真

備考 石組のみ 中心部に石仏の抜き取り痕有り '67年の掘削痕あり

93号墓
遺構図   第26図        1本 文図   図63        1写 真   図版731
葬法  土葬      1時 期  Ⅱ期 プロック Bg群     1地 区 4 A C16i3

石組 ‖型式  I―③類     1主 軸方向  N3°一E 規模 南北  100   東西  1.20
造り替え  石組と墓嫉にずれが認められるために造り替えが指摘できる
墓壌 ‖型式  上葬墓A類       1主 軸方位  N8°一E         I平 面形  方形
規模 長  080    1短   0,72    1深 さ  032    1被 熱痕跡  ―――――  1炭   ―――
焼骨     ――――一     1媛 内施設・状況  】ヒ側に数石落ち込んだ状況で検出 1木相
切 り合い

遺
物

石
造
物 1写真    

―
図 1写真

備考 石組の残存不良 東辺が墓媛に伴う石組の残骸と思われる

94号墓
遺構図   第26図        1本 文図   図63        1写 真   図版732
葬法  土葬      1時 期  H期 プロツク B FF群    1地 区 4 A C16i3

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  N3° W 規模 南北  0.70<   東西  1.13
造り替え

墓嫉‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N8° W         I平面形  長方形
規模 長  107    1短   083    1深 さ  0.39    1被 熱痕跡  一一――一  1炭   ―一一
焼骨     

―

     1壌 内施設・状況     

―

    1木 棺    

―
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真  ~~下二__図 1写真  

―
備考 石組の南半部を欠損するか造り替えがなされたものと思われる

95号墓
遺構図   第27図        1本 文図   図63        1写 真   図版733
葬法  土葬      1時 期  H期 プロック Bg群     1地 区 4 A C16i3

石組 ‖型式  I―⑥類     1主 軸方向  N3° W 規模 南北  113    東西  1.03
造り替え  造り替え石組と墓壊にずれが認められることから96号墓の南辺に合わせるように縮小される
墓壌 ‖型式  上葬墓A類       1主 軸方位  N-0° 1平面形  長方形
規模 長  1.25    1短   0.86    1深 さ  0.32    1被 熱痕跡  一―――一  1炭   

―焼骨     

―

     1壌 内施設・状況     

―

    1木 棺
切 り合い  7696号墓の石組に切られる
遺
物
石上 (土師器皿1) 石

造
物

石仏写1864

1写真  1864図            1写 真  

―
備考 石組の中心に石仏 石仏は96号墓と向かい合っている



付表26 中近世墓一覧表 (20)96～ 100号墓

98号墓
遺構図   第27図        1本 文図   図63        1写 真   図版733
葬法  土葬      1時 期  H期 プロック B咀 群    1地 区 4 A C16i3

石組 ‖型式  I一③類     1主 軸方向  N8° E 規模 南北  100<   東西  125
造り替え

墓壊‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N14° E         I平面形  長方形
規模 長  096<    短  070     深さ  0.29    1被 熱痕跡  ―――――  1炭   一―一
焼骨     ―――――     1嬢 内施設・状況    ―――――一    1木 棺    ―――――一
切 り合い  76号墓に切られる
遺
物

石
造
物

石仏写1871

1写真図            1写 真

備考 石組の南側に95号墓と向い併せに石仏 石組の北辺は76号墓に伴うものか ?

97号墓
還構図   第28図        1本 文図   図63        1写 真   図版741
葬法  火葬      1時 期  H期 プロック Bh群     1地 区 4A Cl∞ 2

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  
―
   東西  

―造り替え

墓嬢 ‖型式  火葬墓 A類       1主 軸方位  N55° W        I平 面形  方形
規模 長  087<    短  0,70     深さ  0.14    1被 熱痕跡  棺台     1炭   単層
焼骨     ―――――     1壌 内施設・状況  棺台 (現状で1石)    1木 棺    ―――一一―
切り合い  98号墓に切られる
遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  

―
備考 石組検出せず 墓城の棺台は現状では1石のみだが、本来 2～ 3石はあったものと思われる

98号墓
遺構図   第28図       1本 文図   図63        1写 真   図版741
葬法 土葬 1時期  Ⅲ期(15後～16前 ) プロック Bh群     1地 区 4 A Cla2

石組 ‖型式  H類 ?      1主 軸方向  ――――― 規模 南北  ―――   東西  ―――
造り替え

墓境 ‖型式  上葬墓 A類       1主 軸方位  N3° W         I平 面形  円形
規模 長  1.03     短  095     深さ  0.28    1被 熱痕跡  ―一一一一  1炭  混在
焼骨     ―――――     1嬢 内施設・状況    一―――――    1木 棺  木棺が使用された可能性
切り合い  97号墓を切る
遺
物
墳内 (上師器皿6) 石

造
物

水輪図12916

1写真 203-3図  1094・ 8・ 12・ 13・43  1写真  16812
備考 石組検出せず 墓壊上面に水輪 1点のみ 炭や焼上が含まれるのは97号墓を切っているからか
土器が落ち込んだような堆積であるので木棺が使用された可能性あり

99号墓
遺構図   第28図       1本 文図   図63        1写 真   図版742
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック Bh群     1地 区 4A Cl釦 2

石組‖型式  H類 ?      1主軸方向  ――――一 規模 南北  855<   東西  0.35<
造り替え

墓墳‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N3° W         I平面形  長方形
規模 長  103     短  079     深さ  0.37    1被 熱痕跡  壁     1炭   混在
焼骨     ―――――     1境 内施設・状況    ――――――    1木 棺    ――――――
切り合い

遺
物
墳内(上師器皿1) 石

造
物

水輪図1295,12

1写真  20卜7,2027,14図            1写 真  

―
備考 石組の中心部に水輪 2点のみ出上 墓墳の床面近くに1石のみ石があり、棺台であった可能性はある

100号墓
遺構図   第28図        1本 文図   図63        1写 真   図版744
葬法 火葬 1時期 II期 ブロック Bh群     1地 区 4A Cl鋼 2

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  

―

規模 南北  
―
   東西  一――

り替え

墓壌‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N3° W         I平面形  長方形
規模 長  113     短  0.68     深さ  0.21    1被 熱痕跡  壁     1炭   単層
焼骨  有 (微量)        1嬢 内施設・状況    ――――――    1木 棺  ~~下 三正三正三三
切 t,合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  

―
備考 石組北辺の一部のみ残存



付表27 中近世墓一覧表 (21)101～ 105号墓

101号墓
遺構図   第28図        1本 文図   図63 1写真   図版743
葬法  火葬      1時 期  H期 プロック Bh群     1地 区 4A Cl釘 2

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――一 規模 南北  ―――   東西  一――
造り替え

墓嬢 ‖型式  火葬墓A類       1主 軸方位  N2° W 1平面形  楕円形
規模 長  1.07     短  0,75     深さ  0.17    1被 熱痕跡  壁・棺台  1炭  単層
焼骨  散在 (29g) 1境内施設・状況  棺台(南北 2石)      1木 棺    ―――一一一
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    一―一図 1写真

備考 石組検出せず

102号墓
遺構図   第29図        1本 文図   図63 1写真   図版743
葬法  火葬      1時 期  II期 プロック Bh群     1地 区 4A Cl句 2

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  一―――一 規模 南北  015<   東西  0.40<
造り替え

墓壌 ‖型式  火葬墓A類       1主 軸方位  N5° E 1平面形  楕円形
規模 長  100     短  0,70     深さ  0.15    1被 熱痕跡  壁・床・棺台  1炭  単層
焼骨  有 (微量) 1壌内施設・状況  棺台(南北 2石)      1木 棺    一――――一
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    一一一図 1写真

備考 石組北辺の一部のみ残存

103号墓
遺構図   第29図       1本 文図   図63 1写真   図版751
葬法  ―――――   1時期  不明 ブロック Bh群     1地 区 4 A C16,2

石組 ‖型式   I―②類      1主 軸方向  N20° W 規模 南北  100<   東西  125<
造り替え

墓壌 ‖型式    一―――一    1主 軸方位    ―――――    1平 面形    ――一一――
規模 長 短 深 さ 1被熱痕跡  一―――一  1炭   ―一一
焼骨     ――一――     1娯 内施設。状況    一――――一     1木 棺    ――――――
切 り合もヽ

遺
物

石
造
物 1写真    ―一一図 1写真  ―――――一

備考 石組のみ 中心部を根株に壊される 石組上に石仏写1927

104号墓
遺構図   第29図        1本 文図   図64 1写真   図版752
葬法 火葬      1時 期  H期 ブロック Bi群     1地 区 4 A C16j2

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  N3° W 規模 南北  088<   東西  080<
造り替え  石組と墓壊のずれから、石組の北辺が再整理されたと考えられる
墓城‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N16° W 1平面形  楕円形
規模 長  106     短  0.77     深さ  0.13    1被 熱痕跡  一――――  1炭  単層
焼骨     一――――     1境 内施設・状況    一――――一     1木 棺    ――――――
切 △ロ 107号墓に切られる

遺
物

石
造
物 1写真 ~~図 1写真   ―――――一

備考 石組の南東部を欠損する

炭と焼上が含まれ、火葬墓 A類と思われる。

105号墓
遺構図   第29図        1本 文図   図64 1写真   図版753
葬法 火葬      1時 期  H期 プロック Bi群     1地 区 4A Cl何 2、 3

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  不明 規模 南北  ―一一   東西  ―――
造り替え

墓境 ‖型式  火葬墓A類       1主 軸方位  N14°一W 1平面形  楕円形
規模 長  1.03     短  080     深さ  0.12    1被 熱痕跡  棺台     1炭   単層
焼骨  散在 (23g) 1墳内施設・状況  棺台(南北 2石)      1木 棺    ―――一――
切り合い  107号墓に切られる

遺
物

石
造
物 1写真    一――図 1写真  

―
備考 石組残存不良



付表28 中近世墓一覧表 (22)106～ 110号墓

106号墓
遺構図   第29図       1本 文図   図64 1写真   図版754
葬法 火葬      1時 期  H期 プロック Bi群     1地 区 4A Cl衝 2

石組 ‖型式  不明       1主 草由方向  ――――― 規模 南北  ―一―   東西  一―一
造り替え

墓壌 ‖型式  火葬墓A類       1主 軸方位  N18° E 1平面形  精円形
規模 長  0.90     短  066     深さ  0.23    1被 熱痕跡  棺台     1炭   単層
焼骨  散在 (33g。成人)     1壊 内施設。状況  棺台(南北 2石)      1木 棺    

―
切り合い  107号墓に切られる
遺
物

石
造
物 1写真    一――図 1写真  ―一―一―一

備考 石組残存不良

107号墓
遺構図   第29図       1本 文図   図64 1写真   図版755
葬法  土葬 ?     1時 期  H・ III期 ? ブロック BI群    1地 区 4 A C16,2

石組 ‖型式  I―②類?     1主軸方向  N14° E 規模 南北  133   東西  1.35
造り替え

墓壊 ‖型式  上葬墓A類 ?       1主軸方位  N77° W 1平面形  不明
規模 長  0.83<    短  0.58<    深さ  0.28<    1被熱痕跡  ―――――  1炭   ――一
焼骨     

―

     1壌 内施設・状況  四方を巡る石囲い      1木 棺    ――――――
切り合い  105106号墓を切る
遺
物

石
造
物 1写真    一―一図 1写真  一―――――

備考 石組の南西部をを欠く 墓媛の石囲いの内法は30cm程しかなく、どのように埋葬されていたかは不明

108号墓
遺構図   第30図       1本 文図   図64 1写真   図版761
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック Bi群     1地 区 4A Cl∞ 3

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  不明 規模 南北  0.55<   東西  075<
造り替え

墓嬢‖型式  火葬墓BH類      1主軸方位  N8° E 1平面形  円形
規模 長  056     短  0_50     深さ  0.12    1被 熱痕跡  ―――――  1炭   ――一
焼骨  集中(299g・熟年以上P)  1壌 内施設。状況     

―

     1木 棺    

―
切り合い  107.■2号墓に切られる

遺
物

石
造
物 1写真    一――図 1写真  一―――――

備考 石組の中心部のみ残存

109号墓
遺構図   第30・ 31図     1本 文図   図64 1写真   図版762、 4
葬法  火葬      1時 期  II期 ブロック Bi群    1地 区 4A Cl飼 3

石組‖型式  不明       1主軸方向  ――――― 規模 南北  ―一一   東西  ――一
造り替え

墓境‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N3° W 1平面形  長方形
規模 長  1.13     短  0.93     深さ  0.12    1被 熱痕跡  棺台    1炭   単層
焼骨  散在 02g・成人)     1墳 内施設。状況  棺台(南北 3石)      1木 棺    

―
切り合い  ■0■ 1号墓に切られる
遺
物
墳内 (上師器皿1) 石

造
物 1写真    ―――図 1写真  一―――――

備考 石組の残存不良

110号墓
遺構図   第30図       1本 文図   図64 1写真   図版764
葬法 火葬      1時 期  H期 ブロック B■ 群    1地 区 4A Cl匈 3

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  一―――一 規模 南北  ―――   東西  一―一
造り替え

墓壌‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N10° E 1平面形  楕円形
規模 長  1.00     短  0.40<    深さ  038    1被 熱痕跡  壁。棺台   1炭  単層
焼骨  散在 (15g) 1墳内施設・状況  棺台慨状では,印 1に寄って2石)1木 棺    

―
切り合い  109号墓を切り、111112号墓に切られる
遺
物

石
造
物 1写真    ―――図 1写真  ――――――

備考 石組検出せず



付表29 中近世墓一覧表 (23)111～ 115号墓

111号墓
遺構図   第30・ 31図     1本 文図   図64        1写 真   図版764、 再
葬法  不明      1時 期  III期 ? ブロック Bi群     1地 区 4A Cl∞ 3

石組 ‖型式  I―③類     1主 軸方向  

―

規模 南北  0.80<   東西  0.65<
造り替え  石組と墓墳にズンが認められるため、造り替えが判る
墓墳‖型式  不明 1主軸方位  N82° W        I平 面形  楕円形
規模 長  1.28     短  0.87     深さ  023    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   一――
焼骨     

―

     1嬢 内施設・状況  20数石の被熱した石あり   1木棺
~~~下
三=====

切り合い  109、 110号墓を切る

遺
物
石内(土師器皿1)壊内(上師器皿1) 石

造
物

石仏

1写真    ―――図 1写真  一―一――一
備考 石組残存不良 造り替えられた石組の中心に石仏
墓鍍には被熱した石を一括廃棄された状況で検出

112号墓
遺構図   第30図       1本 文図   図64        1写 真   図版763、 4
葬法  土葬      1時 期  H・ III期 ブロック Bi群     1地 区 4 A ClG3

石組 ‖型式  I―③類     1主 軸方向  N10°一E 規模 南北  085   東西  075
造り替え  石組と墓墳の規模に差異があることと、墓墳に伴う石組の東辺が残存していることから造り替えが確認できる
墓壌‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N4° E         I平面形  長方形
規模 長  1.25     短  1.00     深さ  057    1被 熱痕跡  ――――一  1炭  混在
焼骨     ――――一     1壌 内施設・状況    ―――――一    1木 棺    ―――――一
切り合い  ■0号墓を切る
遺
物

石
造
物 1写真    ―――図 1写真   ―――――一

備考 造り替えた石組の中央部に石仏の抜き取り痕有り 墓壊に炭が見られるのは火葬墓A類の■0号墓を切っているため

113号墓
遺構図   第31図       1本 文図   図64        1写 真   図版771
葬法 火葬      1時 期  H期 ブロック Bi群     1地 区 4 A C16i3

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  不明 規模 南北  065<   東西  130<
造り替え  石組と墓壊の規模に差異があり、造り替えが行われたと思われる
産聾 ‖型式  火葬墓 A類       1主 軸方位  N13° E         I平 面形  方形
規模 長  0_96     短  087     深さ  019    1被 熱痕跡  壁     1炭   単層
焼骨  有 (微量)         1壌 内施設・状況     

―

     1木 棺    

―

切り合い

遺
物

石
造
物 1写真  ~図 1写真  一――――一

備考 石組の南辺が■4号墓と揃っている

114号墓
遺構図   第32図       1本 文図   図64        1写 真   図版772
葬法  火葬      1時 期  H期 プロック Bi群     1地 区 4 A C16i3

石組 ‖型式  I―②類?     1主軸方向  N17° EoN O° 規模 南北  075く ,06<東西  0.93<,056<
造り替え  石組に墓壊と合うものとずれるものがあり造り替えが行われたことが判る
墓墳 ‖型式  火葬墓 A類       1主 軸方位  N15° E         I"
規模 長  1.02     短  0.74     深さ  0.31    1被 熱痕跡  壁。棺台   1炭  単層
焼骨  散在(19g)        1壊 内施設・状況  棺台(南北2石、その間に2石)1木 棺    

―

切り合い

遺
物

石
造
物

空風輪図1279

1写真  1994図 1写真  一―――――
備考 造り替えられた石組中央部に空風輸出土

115号墓
遺構図   第32図       1本 文図   図64        1写 真   図版773
葬法 土葬      1時 期  H期 ブロック Bi群     1地 区 4 A C16i3

石組‖型式  I一②類?     1主軸方向  不明 規模 南北  0.75<   東西  0_75<
造り替え  石組と墓嫉にズレが認められるため、造り替えが判る
墓壌‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N9° W         I平面形  円形
規模 長  100     短  0.88     深さ  0.25    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   ―――
焼骨     一――――     1境 内施設・状況  石 2つあり         1木 棺   ~
切り合い  ■6号墓に切られる
遺
物

石
造
物 1写真    ―――図 1写真  ――――――

備考 石組の残存不良 南側に空風輪点在 (写19913)115116号 墓の墓壊上に新たに一辺115mの石組が造られる



付表30 中近世墓一覧表 (24)116～120号墓

116号墓
遺構図   第32図       1本 文図   図64 1写真   図版773
葬法 土葬       1時 期  H期 ブロック Bi群     1地 区 4 A C1613

石組‖型式  I―②類?     1主軸方向  N6° E 規模 南北  1.08    東西  1.13
造り替え  石組と墓壊にずれが認められるため、造り替えが行われたことが判る
墓壌‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N7° E 1平面形  楕円形
規模 長  1,29     短  092     深さ  0.27    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   ――一
焼骨     

―

     1墳 内施設・状況  南端に2石あり       1木 棺    ――――――
切り合い  115号墓の墓境を切る
遺
物

石
造
物 1写真    ――一図 1写真  一―――――

備考 墓嫉に伴うと思われる石が南辺の一部に残存

117号墓
遺構図   第33図       1本 文図   図66 1写真   図版791
葬法 土葬       1時 期  Ⅱ・III期 ブロック Ca群     1地 区 3 A C16h3

石組 ‖型式  I―③類      1主軸方向  N27° E 規模 南北  1.03    東西  103
造り替え

墓壌‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N22° E 1平面形  方形
規模 長  0.83     短  077     深さ  049    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   ―一一
焼骨     

―

     1壊 内施設。状況     

―

     1木相    ―――――一
切 り合い

遺
物
墳内(上師器皿1) 石

造
物 1写真    ―――図 1写真   ――――――

備考 石組の南東角を欠損 石組の中心に石仏の抜き取り痕あり

118号墓
遺構図   第33図       1本 文図   図66 1写真    一――――
葬法 土葬       1時 期  H・ⅡI期 プロック Ca群     1地 区 3 A C16h3

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  ――一   東西  ――一
造り替え

墓壊‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N4° W 1平面形  方形
規模 長  0.98     短  0.87     深さ  016    1被 熱痕跡  ――一一一  1炭   ――一
焼骨  無 1墳内施設。状況                1木 棺    ――――一一
切り合い  ■9号墓の石組に切られる
遺
物

石
造
物 1写真    ―――図 1写真  ―――――一

備考 石組を検出せず

119号墓
遺構図   第33図       1本 文図   図66 1写真   図版774
葬法 火葬       1時 期  Ⅱ期 プロック Ca群     1地 区 3 A C16h3

石組 ‖型式  I一②類     1主 軸方向  NO° 刈見奄葉  属gJヒ     1 20 東西

造り替え

墓犠 ‖型式  火葬墓CH類      1主 軸方位  NO° 1平面形  円形
規模 長  070     短  0.65     深さ  0.26    1被 熱痕跡  一―一―一  1炭  単層
焼骨     

―

     1壌 内施設。状況  床に2石 1釉          

―
切り合い  118120.122号墓を切る

遺
物
石上 (土師器皿7) 石

造
物 1写真    一十一図  10917       1写 真  1685

備考 石組の中心部に五輪塔を設置した痕跡有り
埋土は焼骨を含まない炭層であり、規模からすると炭のみ埋葬された可能性有り

120号墓
遺構図   第34図       1本 文図   図66 1写真   図版793、 4
葬法 土葬       1時 期  I・Ⅱ期 ブロック Ca群     1地 区 3 A C16h3

石組‖型式  不明       1主軸方向  ――――一 規模 南北  068<   東西  041<
造り替え  本来の石組は残存しておらず造り替えられた石組が有る
墓墳‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N21° E 1平面形  楕円形
規模 長  1.■     短  067     深さ  038    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   一――
焼骨     

―

     1境 内施設・状況  棺台(3石が南北2箇所に配する) 1木棺    

―
切り合い  119.122号墓に切られる

遺
物

石
造
物 1写真    ――一図 1写真  一―――――

備考 造り替えられた石組は、119号墓の段造成および墓道の確保のためと思われる 詳細は本文第7章第6節参照



付表31 中近世墓一覧表 (25)121～ 125号墓

121号墓
遺構図   第34図       1本 文図   図66 1写真    

―
葬法  土葬      1時 期  I・ H期 ブロック Ca群     1地 区 3 A C16h3

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  ―一一   東西  ―――
造り替え

墓壌‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N■ 9° E 1平面形  円形
規模 長  075     短  0.65     深さ  0.22    1被 熱痕跡  ―――一一  1炭   ―――
焼骨     

―

     1墳 内施設・状況     

―

     1木 棺    

―
切り合い  122号墓に切られる
遺
物

石
造
物 1写真    ――一図 1写真  ―――――一

備考 石組残存せず

122号墓
還構図   第34図       1本 文図   図66 1写真   図版792～4
葬法  土葬      1時 期  I・ II期 ブロック Ca群     1地 区 3 A C16h3

石組 ‖型式  I―②類     1主 軸方向  n3° W 規模 南北  1.1<   東西  120
造り替え  石組と墓壌がずれるため造り替えが判る また、中心部の石組が 2段残存し地輪の据えた方向が違っていた
墓壌‖型式  土葬墓A類       1主軸方位  N22° E 1平面形  長方形
規模 長  1■     短  087     深さ  042    1被 熱痕跡  ――――一  1炭  混在
焼骨     

―

     1壌 内施設・状況     

―

     1木 棺    ――――――
切り合い  120.121.123号 墓を切り、119号墓に切られる

遺
物
石上 (上師器皿1) 石

造
物

地輪図1309

1写真  20313図 1写真  一―――――
備考 石組の中心部に地輪有り 詳細は第7章第6節参照

123号墓
遺構図   第34図       1本 文図   図66 1写真    

―
葬法  土葬      1時 期  X・ H期 ブロック C―a群    1地 区 3 A C16h3

石組 ‖型式  不明       1主 車由方向  ――――― 況 模  雨 北   ― 一 一   東 西  ― ― 一

造り替え

墓墳 ‖型式  上葬墓A類       1主 軸方位  N24°一E 1平面形  楕円形
規模 長  0.94     短  078     深さ  0.21    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   一―一
焼骨     

―

     1壌 内施設・状況     

―

     1木 棺    

―
切り合い  122号墓に切られる
遺
物

石
造
物 1写真    ――一図 1写真  ――――――

備考 石組残存せず

124号墓
遺構図   第35図       1本 文図   図66 1写真    ―――――
葬法  土葬      1時 期  I・ II期 ブロック Ca群     1地 区 3 A C16h4

石組‖型式  不明       1主軸方向  ――――― 規模 南北  ―一一   東西  ―一一
造り替え

墓壌‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N24° E 1平面形  円形
規模 長  070<    短  070     深さ  0.29    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   一一一
焼骨     

―

     1墳 内施設。状況     

―

     1木 棺    

―
切 り合い  125,126.129号 墓に切られる

遺
物

石
造
物 「 誉

―

図            1写 真  ――――――
備考 石組残存せず

125号墓
遺構図   第35図       1本 文図   図66 1写真    

―
葬法  土葬      1時 期  I・ II期 ブロック Ca群     1地 区 3 A C16h4

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  

―

規模 南北  ―一―   東西  一―一
り替え

墓嬢‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N28°一E 1平面形  円形
規模 長  095     短  0.82     深さ  0.19    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   一一―
焼骨     

―

     1嬢 内施設・状況     

―

     1木 棺    

―
切り合い  124号墓を切 り、126号墓に切られる
遺
物

石
造
物 1写真    ―一一図 1写真  一――――一

備考 石組残存せず



付表32 中近世墓一覧表 (26)126～ 130号墓

12G号墓
遺構図   第35図        1本 文図   図66        1写 真    ――一―一
葬法 土葬 1時期  I・ II期 プロック Ca群     1地 区 3 A C16h4

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  N7° E 規模 南北  0_90<   東西  115
造り替え  石組と墓壌がわずかにずれていることから造り替えの可能性が有る
墓墳‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N24° E         I平面形 長方形
規模 長  1.05     短  087     深さ  027    1被 熱痕跡  一―――一  1炭   

―焼骨     

―

     1境 内施設。状況                1木 棺    

―
切り合い

遺
物
石上 (上師器皿2) 石

造
物 1写真図            1写 真  

―
備考 石組の中心部および南辺消失

127号墓
遺構図   第35図        1本 文図   図66        1写 真   図版802
葬法 火葬 1時期 H期 プロック Ca群     1地 区 3 A C16h4

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  不明 規模 南北  0.70<   東西  0,63<
造り替え

墓壌‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N37° E         I平面形  長方形
規模 長  1.13     短  088     深さ  0.22     1被熱痕跡  棺台    1炭   単層
焼骨  集中(128質)       1嬢 内施設・状況  棺台 (南北 3石)      1木 棺    

―
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  

―
備考 石組の残存不良

128号墓
遺構図   第36図        1本 文図   図66        1写 真   図版801
葬法 火葬 1時期  Ⅱ期 (14後～15前 ) ブロック Ca群     1地 区 3 A C16h4

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  N52°一E 規模 南北  1.06    東西  030<
造り替え  石組と墓壌がずれているために造り替えられたと考えられる
墓境 ‖型式  火葬墓 BI類       1主 軸方位  N25°一E         I平 面形  円形
規模 長  0.66     短  0.56     深さ  0.25<    1被熱痕跡  ―――――  1炭   

―焼骨  蔵骨器内(12g)      1墳 内施設。状況                1木 棺    

―
切り合もヽ

遺
物
蔵骨器 (瓦質羽釜1) 石

造
物 1章負図 1写真

備考 石組南辺のみ残存 西側に石仏写1965点在

129号墓
遺構図   第35図        1本 文図   図66        1写 真   図版795
葬法  

―

   1時期  不明 ブロック Ca群     1地 区 3 A C16h4
石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  N35° E 規模 南北  0.94    東西  0.83
造り替え

墓境 ‖型式    ――――一    1主 軸方位    ―一―一―    1平 面形
規模 長   一一    短   ――    深さ   一一   1被熱痕跡  ―――――  1炭   

―焼骨     

―

     1壊 内施設。状況     

―

    1木 棺    

―
切り合い  124号墓を切る
遺
物

石
造
物 陣図            1写 真  ――――――

備考 石組のみ 中央部掘削痕有り

130号墓
遺構図   第36図        1本 文図   図67        1写 真   図版811
葬法 土葬 1時期  I期 (14) ブロック Cb群     1地 区 3 A C16h3

石組‖型式  I類       1主軸方向  Nl° E 規模 南北  083   東西  1.23
造り替え  石組と墓境がずれていることから造り替えが判る 0.90× 0,90の 石組 2基か ?
墓墳 ‖型式  上葬墓A類       1主 軸方位  N15° E         I平 面形  楕円形
規模 長  1.30     短  088     深さ  0.69    1被 熱痕跡  一一―――  1炭   

―焼骨     

―

     1墳 内施設・状況  やや浮いた状況で 1石あり  1木棺    

―
切り合い

遺
物
石上 (上師器皿2・瓦器椀1)石内(上師器皿1・瓦器椀1) 石

造
物 1写真図  10929       1写 真  

―
備考 東側石組の中心部に五輪塔の設置痕有り 墓壊の北側にある石は落ち込んだ可能性もあるが不明



付表33 中近世墓一覧表 (27)131～ 135号墓

131号墓
遺構図   第36図        1本 文図   図67 1写真    一―一―一
葬法  土葬      1時 期  IoH期 ブロック Cb群     1地 区 3 A C16h3

石組‖型式  不明       1主 軸方向  

―

規模 南北  ―一一   東西  ―一一
造り替え

墓壊‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N25° E 1平面形  長方形
規模 長  1.25     短  1.05     深さ  0,52     1被 熱痕跡  一―――一  1炭   

―焼骨     

―

     1墳 内施設・状況                1木 棺    

―
切り合い  135.136号墓に切られる

遺
物

石
造
物 1写真    ―十一図 1写真  

―
備考 石組検出せず

132号墓
遺構図   第37、 38図      1本 文図   図67 1写真   図版812
葬法  土葬      1時 期  I・ II期 プロック Cb群     1地 区 3 A C16h3

石組 ‖型式  I―③類     1主 軸方向  N32° E 規模 南北  0,93    東西  108
造り替え  石組と墓墳にずれが認められるため造り替えが判る 石組と墓墳の方向に差異が有る
墓壊‖型式  土葬墓A類       1主軸方位  N21° E 1平面形  楕円形
規模 長  1.11     短  070     深さ  056    1被 熱痕跡  ―――――  1炭   一一―
焼骨     

―

     1墳 内施設・状況                1木 棺    

―
切り合い  136137.139号墓を切る

遺
物

石
造
物 1写真    

―
図 1写真   

―
備考 136132.139号墓の石組北辺が並ぶ 中心部に石仏 ?

133号墓
遺構図   第37図        1本 文図   図67 | =ヌ Fミ       ロ]刊更81-4

葬法 火葬      1時 期  H期 ブロック Cb群     1地 区 3 A C1613
石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  

―

規模 南北  ――一   東西  ――一
造り替え

墓壌 ‖型式  火葬墓 A類       1主 軸方位  N12° E 1平面形  精円形
規模 長  1.25<    短  0.81<    深さ  053     1被 熱痕跡  壁・棺台   1炭  単層
焼骨     

―

     1墳 内施設。状況  棺台(南北に5石)     1木 棺    

―
切り合い  138140号墓に切られる
遺
物

石
造
物 1写真    

―
図 1写真  

―
備考 石組検出せず

134号墓
遺構図   第38図       1本 文図   図67 1写真    ――一一―
葬法  

―

   1時期  不明 プロック Cb群     1地 区 3 A C16i3
石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  NO° 規模 南北  0.98   東西  098
造り替え

墓墳 ‖型式     

―

     1主軸方位     

―

     1平面形    

―
規模 長   

―
    短   ――    深さ   一一   1被熱痕跡  一―――一  1炭   

―焼骨     

―

     1壊 内施設・状況                1木 槍    

―
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    

―
図 1写真  

―
備考 石組のみ 中心部欠損

135号墓
遺構図   第37図        1本 文図   図67 1写真   図版815
葬法  

―

   1時 期  不明 プロック Cb群     1地 区 3 A C16i3
石組 ‖型式  I―③類     1主 軸方向  N-2°一W 規模 南北  1.10   東西
造り替え

墓墳 ‖型式     

―

    1主 軸方位     

―

    1平 面形    

―
規模 長   ――    短   ――    深さ   一一   1被熱痕跡  一―――一  1炭   ――一
焼骨     

―

     1墳 内施設・状況                1木 棺    

―
切り合い  136号墓に切られる
遺
物

石
造
物 1写真    

―
図 1写真  

―
備考 石組のみ 中心に石仏の抜き取り痕有り



付表34 中近世墓一覧表 (28)136～ 140号墓

136号墓
遺構図   第37図       1本 文図   図67 1写真  ~図 版812
葬法  ――――一   1時期  不明 プロック Cb群    1地 区 3 A ClG3

石組 ‖型式  I―③類     1主 軸方向  N10° W 規模 南北  088    東西  1.28
り替え 有 り

昌嬢 ‖型式    一――――     1主 軸方位     ―――――     1平 面形      ~
規模 長   一一    短   ―一    深さ   ――   1被熱痕跡  ―――――  1炭   ―――
焼骨     

―

     1壌 内施設・状況     

―

    1木 棺
切り合い  131.135号墓を切る

遺
物

石
造
物 1写真    ―一―図 1写真  

―
備考 石組のみ 132号墓と西辺を共有する 中心部に石仏の抜き取り痕有り

137号墓
遺構図   第37図       1本 文図   図67 1写真     

―
葬法  火葬      1時 期  不明 H・ III期 ブロック Cb群     1地 区 3 A C16i3

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  N29° E 規模 南北  030<   東西  0,75<
造り替え

墓壊 ‖型式  火葬墓 BH類      1主 軸方位  N36° E 1平面形

規模 長   一一    短   ――    深さ   一一   1被熱痕跡  ――――一  1炭   ――一
焼骨  集中(141g・熟年以上)   1墳 内施設・状況     

―

    1木 棺    

―

切り合い  132号墓の墓媛を切り、石組に切られる
遺
物
石上 (上師器皿1)壊上 (瓦器椀 1) 石

造
物 1写真    ――一図 1写真

備考 石組北辺のみ残存か 南側に並ぶ石を含めるとすると一辺1.25mの 石組になる 径0.4mの焼骨がまとめて置かれていた

138号墓
遺構図   第37図        1本 文図   図67 1写真   図版814
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック Cb群     1地 区 3 A C16h4

石組‖型式  不明       1主軸方向  
―

規模 南北  ―――   東西  一一一
造り替え

墓墳‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N28° E 1平面形  楕円形
規模 長  1.38     短  092     深さ  0.40    1被 熱痕跡  壁     1炭

~~~単
層

焼骨  散在 (16g) 1墳内施設・状況    ―――――一    1木 棺
切り合い  133号墓を切り、139号墓に切られる
遺
物

石
造
物 1写真    一一一図 1写真  

―
備考 石組検出せず

139号墓
遺構図   第38図        1本 文図   図67 1写真   図版813
葬法  ―――――   1時期  不明 ブロック Cb群     1地 区 3 A C16h4

石組‖型式  I―②類?     1主軸方向  N25° E 規模 南北  0.90<   東西  095<
造り替え

墓壌‖型式    ―一―――    1主軸方位     ―――――    1平面形
規模 長   一―    短   ――    深さ   ―一   1被熱痕跡  ――――一  1炭   ――一
焼骨     

―

     1壌 内施設・状況     

―

    1木 棺    ~~~~~― ―

切り合い  140号墓に切られ、138号墓を切る
遺
物
石上 (上師質羽釜1) 石

造
物 1写真    一一一図  1121       1写 真

備考 石組の残存不良 中心部に五輪塔の設置痕有り

148号墓
遺構図   第38図        1本 文図   図67 1写真    ――一―一
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック Cb群     1地 区 3 A C16h4

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  ――――一 規模 南北  0.90<   東西  095<
造り替え

墓墳‖型式  火葬墓CH類      1主軸方位  N4° E 1平面形  円形
規模 長  096     短  081     深さ  0.36    1被 熱痕跡  ――――一  1炭  単層
焼骨  散在 (250g) 1嬢内施設。状況

切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    一一一図 1写真  

―
備考 石組残存不良
炭層が上層のみにあり、火葬墓 A類の一種か別の遺構が切り合っているものか、土葬墓かは不明



中近世墓一覧表 (29)141～ 145号墓

141号墓
遺構図   第38図        1本 文図   図67        1写 真   図版824
葬法  不明      1時 期  Ш期 ブロック Cb群     1地 区 3 A C16h4

石組‖型式  I類       1主軸方向  
―

規模 南北  ―――   東西  
―造り替え

墓壌‖型式  不明 1主軸方位  N34° E 平面形  方形
規模 長  070     短  0.59     深さ  0.30    1被 熱痕跡  ――――― 炭   ―――

1壌内施設・状況  石仏を据えるように石を配す 木棺

切り合い

遺
物

石
造
物

石仏写1845

1写真 184-5図            1写 真  ―――――一
備考 石組残存不良 墓壊の規模と構造からすると、石仏を埋納した何らかの遺構の可能性もある

142号墓
遺構図   第39図       1本 文図   図67        1写 真   図版822
葬法  土葬      1時 期  I期 ? ブロック Cb群     1地 区 3 A C16h4

石組‖型式  I類       1主軸方向  不明 規模 南北  0.38<   東西  0.68<
造り替え  石組の残存不良であるが造り替えの可能性あり
墓媛 ‖型式  土葬墓 A類 1主軸方

"
平面形  方形 ?

規模 長  106<    短  098<    深さ  0.40<~~~下顧覇肩面
~下
===== 炭   ―――

焼骨     _     1壌 内施設・状況  石囲いの中に床に石を敷き詰める 木棺

切 り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  ――――――

備考 石組残存不良 墓墳内の石囲いが567号墓と類似している 墓墳北西が欠損している可能性あり

143号墓
遺構図   第39図       1本文図   図67        1写真   図版82ど5
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック Cb群     1地 区 3 A C16h4

石組‖型式  I類       1主軸方向  N27° E 規模 南北  0.73<   東西  1,45<
造り替え  石組と墓墳の方向が違うため造り替えが行われたことが判る
墓嬢‖型式  火葬墓A類 1主軸方位  N3° E 平面形  長方形
規模 長  1.61     短  124     深さ 炭  単層
焼骨  散在 (332g。成人) 1墳内施設・状況  棺台(南北 351 木棺

切り合い

遺
物
石上 (土師器皿 1) 石

造
物 1写真図            1写 真  ――――――

備考 数基の石組の残骸 ? 棺台は2層下面にあるので、複数回の荼毘が行われた可能性がある

144号墓
遺構図   第38図       1本 文図   図67        1写 真         ~
葬法 火葬 1時期  H・ III期 プロック Cb群     1地 区 3 A C16h4

石組‖型式  I類       1主軸方向  N38°一W 規模 南北  0,75<   東西  0_38<
造り替え

墓墳‖型式  火葬墓BH類 1主軸方位  N35° W 平面形

規模 長   一―    短   ――    深さ   ―一   1被熱痕跡    ~ 炭

焼骨  集中(96g) 1壌内施設・状況 木棺

切り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  

―
備考 石組の残存不良 径0.2mの範囲に焼骨を塊めて置かれている

145号墓
遺構図   第39図        1本 文図   図67        1写 真   図版82と 1、 3
葬法 火葬 1時期  H期 (14後～15前 ) ブロック Cb群     1地 区 3 A C16h4

石組 ‖型式  I類       J主 軸方向  不明 規模 南北  1.00<   東西  070<
り替え

墓猿 ‖型式  火葬墓 BI類      1主 軸方位  N23° W        I 平面形  円形
規模 長  0.68     短  064     深さ  0.38<   1被 熱痕跡

~三
=正
三
= 炭   一―一

焼骨  蔵骨器(lg) 1壌内施設・状況 釉

切 り合い

遺
物
蔵骨器 (瓦質羽釜1) 石

造
物 1写真図 1写真

備考 石組残存不良



付表36 中近世墓一覧表 (30)146～ 150号墓

146号墓
遺構図   第39図        1本 文図   図67 1写真   図版821
葬法 火葬      1時 期  H期 プロック Cb群     1地 区 3 A C16h4

石組‖型式  I類       1主軸方向  N29° E 規模 南北  070<   東西  1.05
造り替え

墓境‖型式  火葬墓BH類      1主軸方位  NO° 平面形    一一―――一
規模 長   ―一   1短   一一   1深 さ   一一   1被熱痕跡  

―

 1炭   ―一―
焼骨  集中 (51g) 1壌内施設・状況    ――――一―    1木 棺    一――一――
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    一―一図 1写真

備考 石組の北半部のみ残存 径0.2mの範囲に焼骨が塊めて置かれてある

147号墓
遺構図   第40図        1本 文図   図68 1写真  _図 版832
葬法 火葬      1時 期  H期 ブロック Cc群     1地 区 2 A C16h4

石組‖型式  I類       1主軸方向  N ll° E 規模 南北  135    東西  0,70<
造り替え

輛   火葬墓 A類     ~1主 軸方位  N12° E 1平面形  楕円形
規模 長  0,94    1短   0.57    1深 さ  043    1被 熱痕跡  壁・棺台   1炭  単層
焼骨
~~~~~■ ____     1墳 内施設・状況  棺台(南北やや乱れて 3石) 1木相    ―一―――一

切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    一十一図 1写真  ―一一―――

備考 石組の南北両辺の一部のみ残存 149号墓の北辺と並ぶ

148号墓
造構図   第40図        1本文図   図68 1写真   図版83翌
葬法  火葬      1時 期  H期 プロック Cc群     1地 区 3 A C1612.3

石組‖型式  I―②類     1主軸方向  Nl° E 規模 南北  1.08<   東西  103
造り替え

墓増‖型式  火葬墓CH類      1主 軸方位  N2° W 1平面形  楕円形
066    1深 さ _008    1被 熱痕跡  ――――一  1炭  単層

焼骨  散在 (1戦 ) 1墳内施設・状況    ―一――――    1木
切り合い

遺
物

石
造
物

地輪図13010

1写真  20314図 1写真  ―一―――一
備考 石組南辺を欠損する 石組の中心に地輪 石組の南辺を149号墓に揃える 石組の北側に空風輪写19レ 16点在
火葬墓 A類の可能性もあるが、規模からすると炭と焼骨を埋納したと思われる

149号墓
造構図   第40図       1本 文図   図68 1写真   図版833

葬法  火葬      1時 期  Ⅱ期 プロック Cc群     1地 区 3 A C16i3
石組‖型式  I類       1主軸方向  N3° E 規模 南北  1.30    東西  0.90
造り替え

墓嬢 ‖型式  火葬墓 A類       1主 軸方位  N3° E 1平面形  長方形
離 長
~0.85    1短

 055    1深 さ  0.35    陸 熱痕跡 _壁・棺台   1炭 _単層
焼骨  散在 (34g) 1壊内施設・状

切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    ―一―図 1写真  ――一――一

備考 石組の北辺に合わせて148147号墓の北側に石列を検出

150号墓
遺構図   第41図 1本文図   図68 1写真   図版841、 2
葬法 火葬      1時 期  Ⅱ期 ブロック Cc群     1地 区 3 A C16i3

石組 ‖型式  I―②類     1主 軸方向  Nl° W 規模 南北  108    東西
造り替え

墓境‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N2° E 平面形  長方形
規模 長  1.04    1短   0,75    1深 さ  0.42    1被 熱痕跡  壁      1炭   単層
焼骨  有(2g) 1壌内施設

。状況    ―――π正三____」 望墾上____三 三
===三

切 り合い

遺
物
嬢内 (土師器皿1) 石

造
物 1写真    一一一図 1写真  ――一一―一

備考 墓壌に伴う石組の中央部に五輪塔の痕跡有り



中近世墓一覧表 (31)151～ 155号墓

151号墓
遺構図   第41図        1本 文図   図68        1写 真   図版841、 3
葬法  土葬      1時 期  I・ II期 ブロック Cc群     1地 区 3 A C16i3

石組‖型式  I―②類     1主軸方向  N8°―E 規模 南北  1.28<   東西  1.08<
造り替え  石組の東側中央に新たに(069× 0.70)の石組を造り替えている
墓嬢‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N ll° E        I平面形  長方形
規模 長  1.05    1短   063    1深 さ  0.40    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   

―
姿
骨      ― ― ― ― 一      1墳 内 施 設 ・ 状 況     一 ― ― ― ― ―     1木 棺   ~~=正

三 三 正 三

切り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真

備考 墓壊に伴う石組の中央部に石仏の抜き取り痕有り

152号墓
遺構図   第41図        1本 文図   図69        1写 真       ~~~
葬法  火葬      1時 期  不明 ブロック Cd群     1地 区 3 A Clα 3

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  不明 規模 南北  ―一―   東西  ――一
造り替え

墓城‖型式  火葬墓CH類      1主軸方位  N25° W        I平面形  円形
規模 長  0.95     短  0.85     深さ  0.■    1被 熱痕跡  ―――――  1炭  単層
焼骨     ―――――     1壌 内施設・状況    ―――――一    1木 棺    ――――――
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真

備考 石組の残存不良
埋土は炭層で、規模からすると火葬墓 A類の可能性もあるが、断定できず

153号墓
遺構図   第42図       1本 文図   図69        1写 真   ~
葬法  火葬      1時 期  不明 プロック Cd群     1地 区 3 A C16i3

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  N9° E 規模 南北  0.59    東西  068
造り替え

婁城 ‖型式    ―――――     1主 軸方位     ―――――     1平 面形  ~~正 三三正三=
規模 長   ―一    短   ―一    深さ   ―一   1被熱痕跡  ―――――  1炭   ―――
焼骨     

―

     1城 内施設・状況     

―

    1木 棺    

―

切り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真

備考 石組のみ 中心部を欠損

154号墓
遺構図   第42図       1本 文図   図69        1写 真    ―――――
葬法  一――――   1時期  不明 ブロック Cd群     1地 区 3 A C16i3

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  NO° 規模 南北  0.68    東西  068
造り替え

墓嫉 ‖型式    ―――――    1主 軸方位    ―――――    1平 面形    ――――――
規模 長   ―一    短   一―    深さ   ―一   1被熱痕跡  ―――――  |…
焼骨     一――――     1墳 内施設・状況    一―――――    1木 棺          ~
切り合もヽ

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  

―
備考 石組のみ

155号墓
遺構図   第42図       1本 文図   図69        1写 真    一――――
葬法  ―――――   1時期  不明 ブロック Cd群     1地 区 3 A C16i3

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  N33° E 規模 南北  1.00<   東西  0.30
造り替え

墓壌‖型式    一――――    1主軸方位    ―――――    1平面形    ―――――一
規模 長   一―    短   ―一    深さ   ―一   1被熱痕跡  ―――――  1炭   

―焼骨     ―――――     1壌 内施設・状況    一―――――    1木 棺   ~
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真

備考 石組のみ 石組の中心部を欠損



付表38 中近世墓一覧表 (32)156～ 160号墓

156号墓
遺構図   第 42図       1本 文図   図69 1写真     一一一一一
葬法 火葬      1時 期  Ⅱ期 ブロック c― d群    1地 区 3 A C16i3

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  N33°一E 規模 南北  0.91    東西  0.95
造り替え  石組の並びと墓壌の方向にずれがあるために上下の整合性が無いと考えられる
墓嬢‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N32° E 1平面形  楕円形
規模 長  084     短  0.62     深さ  007    1被 熱痕跡  床     1炭   単層
焼骨  散在 (124g) 1壊内施設。状況    ――――――    1木 棺    一――――一
切 り合い

遺
物

石
造
物 1写真    一――図 1写真  一―――――

備考

157号墓
遺構図   第42図       1本 文図   図69 1写真   図版861
葬法  

―

   1時期  不明 プロック Cd群     1地 区 3 A C16i3
石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  N23° W 規模 南北  1.21    東西  113
造り替え

墓壌 ‖型式    ――一―一    1主 軸方位    一――――    1平 面形    ――――――
規模 長   一一    短   一一    深さ   ―一   1被熱痕跡  ―一―一一  1炭   ―――
焼骨     一―一―一     1墳 内施設・状況    ―――一―一    1木 棺    ――――一―
切り合い  134号墓と重複
遺
物

石
造
物 1写真    ――一図 1写真  

―
備考 石組のみ

158号墓
遺構図   第42図       1本 文図   図69 1写真   図版86ユ
葬法  

―

   1時期  不明 ブロック c― d群     1地 区 3 A C16i3
石組‖型式  I類       1主軸方向  NO°・N33° E 規模 南北  094,0.48<東 西  0.83,1.23
造り替え  向きの違う2基の石組か ?
墓壌 ‖型式    ―一――一    1主 軸方位    一―――一    1平 面形    一――――一
規模 長   ―一    短   一一    深さ   ―一   1被熱痕跡  ――――一  1炭   ――一
焼骨     ―――――     1嬢 内施設・状況    一――――一     1木 棺    ―――一―一
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    ――一図 1写真  ――――――

備考 石組のみ

1開号墓
遺構図   第43図       1本 文図   図69 1写真    ――――一
葬法  土葬 A     I時 期  I・ II期 プロック Cd群     1地 区 3 A C16i3

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  N13°一E 規模 南北  103   東西  0,79
造り替え  石組と墓墳にずれがあるため、造り替えが行われたと判る
墓壌‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  NO° 1平面形  楕円形
規模 長  1.12     短  0.59     深さ  032    1被 熱痕跡  ――一――  1炭   ――一
焼骨     一―――一     1境 内施設。状況  人頭大の石力ゞ数石落ち込んでいる  1木相    ―一―――一
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    一―一図 1写真  一―――――

備考 南端の石が墓壊の輪郭に合っているため、墓墳に伴う石組が若干残存していると思われる 墓嫉の石の落ち込みから木棺
使用の可能性あり

160号墓
遺構図   第43図       1本 文図   図69 1写真    ―――――
葬法  

―

   1時期  不明 ブロック Cd群     1地 区 3 A C16i3
石組 ‖型式  I―②類     1主 軸方向  Nl° W 規模 南北  081    東西  0.88
造り替え

墓壌‖型式    ――一一一    1主軸方位    一―――一    1平面形    一―――――
規模 長   ――    短   ――    深さ   一一   1被熱痕跡  ――一―一  1炭   ―――
焼骨     

―

     1墳 内施設・状況     

―

     1木 相    

―
切り合い  142号墓を切る

遺
物

石
造
物 1写真    ――一図 1写真  ――――――

備考 石組のみ 中心部に五輪塔の痕跡有り



付表39 中近世墓一覧表 (33)161～ 165号墓

181号墓
遺構図   第43図       1本 文図   図69 1写真   図版862、

~図

版871
葬法  

―

   1時期  不明 ブロック Ce群     1地 区 3 A C163
石組‖型式  I―③類     1主軸方向  N13° E 規模 南北  075   東西  1.13
造り替え

墓壌‖型式 1主軸方位 平面形    ――――――
規模 長   一一    短   

―
    深さ   ―― 被熱痕跡  ―一―一一  1炭   一―一

焼骨 1墳内施設・状況 木相    ――――――
切り合い

遺
物

石
造
物

石仏写1892

1写真  1892図 1写真   ――一―――
備考 石組のみ 中心に石仏有り

162号墓
遺構図   第43図       1本 文図   図69 1写真   図版862、 図版872
葬法  

―

   1時期  不明 ブロック Ce群     1地 区 3 A C16i3
石組‖型式  I―②類     1主軸方向  N8° E 規模 南北  0,79    東西  0.66
造り替え

墓嬢‖型式 1主軸方位 平面形    ―――――一
雛 長   ――    短   ―一    深さ   ―― 被熱痕跡  ――一――  1炭   ――一
焼骨 1墳内施設・状況 木棺    

―

切り合い  164号墓を切る
遺
物

石
造
物

石仏写1898

1写真  1898図 1写真  ――一――一
備考 石組のみ 中心に石仏有り 石組の北辺を欠く

163号墓
遺構図___第 43図       1本 文図   函雨 1写真
葬法  ――――一   1時期  不明 ブロック Ce群     1地 区 3 A Cla3

石組‖型式  I―④類     1主軸方向  N25:五 規模 南北  0.75   東西  0.65
造り替え

墓墳‖型式 1主軸方位 平面形
規模 長         短         深さ 被熱痕跡  ―――一―  1炭   ―――
焼骨 1壌内施設・状況 純    

―

切り合い  164号墓を切る
遺
物

石
造
物

空風輪図12720

1写真  19併 14図 1写真  ―――――一
備考 石組のみ 川原石を平らに敷き詰める

184号墓
遺構図   第44図        1本 文図   図69 1写真
葬法  火葬      1時 期  H期 プロック Ce群     1地 区 3 A C163、 4

石組‖型式  I類       1主軸方向  不明 規模 南北  0.95<   東西  1.05
造り替え  下部構造に墓壊と焼骨が別個にあることから、一辺0.80mの 石組が造り替えられたと考えられる
墓境‖型式  火葬墓CH類 1主軸方位  N5° E 平面形  楕円形
規模 長  093     短  o.67     深さ  0.19 被熱痕跡  ―――一―  1炭  混在
焼骨 散在 (5g) 1境内施動 糀    

―

切 り合い

遺
物

石
造
物 1写真    ―――図 1写真  ―――――一

備考 石組残存不良 炭が埋土に混在しているが、混入したとは考えにくく、とりあえず火葬墓 C類とした
また、墓墳の南西側に焼骨が散在してる範囲がある

165号墓 1本文図   図69 1写真   図版851
葬法  ■葬      1時期  I・ H期 ブロック Cf群     1地 区 3 A Clα 4

石組‖型式  I類  _     1主軸方向  N10° E 規模 南北  0.80    東西  0.80
■ り替え  石組と墓墳にずれがあることから、造 り替えが判る
募墳 ‖型式  上葬墓 A類 1主軸方位  N32° E 平面形  楕円形
規模 長  0.79     短  064     深さ  0.33 被熱痕跡  ―――――  1炭   ――一
堡骨     ―――――     1墳内施設・状況  棺台(南北3石)      1木棺    ――――――
切り合い  166号墓に切られる
遺
物

石
造
物 1写真    ――一図 1写真       ~

備考 石組の中心部を欠損する



付表40 中近世墓一覧表 (34)166～ 170号墓

166号墓
遺構図   第44図       1本 文図   図69         1写 真   図版853
葬法  

―

   1時期  不明 ブロック Cf群     1地 区 3 A C16i4
石組‖型式  不明       1主軸方向  N ll° E 規模 南北  125    東西  06<
造り替え

墓壌‖型式     
―

     1主軸方位     
―

     1平面形    ――一―――
規模 長   一―    短   一一    深さ   一一   1被熱痕跡  ――一――  1炭   ―――
焼骨     

―

     1境 内施設・状況     

―

     1木 相    _
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  

―
備考 集石遺構 ? '67年時掘削痕か ?

167号墓
遺構図   第45図       1本 文図   図69         1写 真    一―――一
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック Cf群     1地 区 3 A Cla4

石組‖型式  不明       1主車由方向  一―――一 規模 南北  ――一   東西  一――
造り替え

墓壌‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N-31 E         I平 面形  楕円形
規模 長  1.44     短  0.84     深さ  021    1被 熱痕跡  一―――一  1炭  混在
焼骨  集中(66g)        1壊 内施設・状況     

―

     1木 棺
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  一―――――

備考 炭層はなさないが焼骨を含み、規模から火葬墓 A類と思われる。焼骨が南側に集中している

168号墓
遺構図   第44図       1本 文図   図69         1写 真     ―――一―
葬法  

―

   1時期  不明 ブロック Cf群     1地 区 3 A C16i4
石組‖型式  I類       1主軸方向  N36° E 規模 南北  0.93    東西  115
造り替え

墓壌‖型式     
―

     1主軸方位     
―

     1平面形    

―
規模 長   一一    短   一―    深さ   ――   1被熱痕跡        l炭   一―一
焼骨     

―

     1嫡 内施設・状況     

―

     1木棺    ―一――――
切 り合 tヽ

遺
物
石上 (土師器皿1) 石

造
物 1写真図            1写 真  一――――一

備考 石組のみ 石組の中心部を欠損

169号墓
遺構図   第45図        1本 文図   図69         1写 真    ――――一
葬法  

―

   1時期  不明 ブロック Cf群     1地 区 3 A C16i4
石組 ‖型式  I―②類     1主 軸方向  N36° E 規模 南北  0.80<   東西  0.80<
造り替え

墓嬢‖型式     
―

     1主軸方位     
―

     1平面形    一―――一―
規模 長   一一    短   ――    深さ   十一   1被熱痕跡  一―――一  1炭   ―一―
焼骨     

―

     1壌内施設・状況     

―

     1木性    

―
切り合い

遺
物

石
造
物 「写真    一―一図            1写 真  ――――――

備考 石組のみ 中心部に五輪塔の痕跡有り 北西部に地輪写2043が逆転して点在

178号墓
遺構図   第45図       1本 文図   図69         1写 真    ――――一
葬法 火葬 1時期 H期 ブロック Cf群     1地 区 4 A C16i4

石組‖型式  I類       1主車由方向  ――――― 規模 南北  ――一   東西  ―一―
造り替え  石組と墓躾にズレが認められるために造り替えが判る
墓墳‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N35° E         I平面形  楕円形
規模 長  122     短  0.87     深さ  0.17    1被 熱痕跡  棺台    1炭   単層
焼百
~~散
在 (14g。 子供 ?)    1嬢 内施設・状況  棺台(南北 2石)      1木 棺    _

切り合い  170.171号墓上に新たに造られた石組に切られる

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  

―
備考 墓壊に伴う石組残存せず



付表41 中近世墓一覧表 (35)171～ 175号墓

171号墓
遺構図   第 45図       1本 文図   図69        1写 真   図版852
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック Cf群     1地 区 4 A C16i4

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  N54°一E 規模 南北  088<   東西  1.00<
造り替え  170171号墓にまたがって検出したことから、造り替えが判る
墓壌‖型式  火葬墓A類 ?      1主軸方位  N57° E         I平面形  楕円形
規模 長  1,27     短  0.75     深さ  060    1被 熱痕跡  ―――――  1炭  単層
焼骨     

―

     1壌 内施設・状況  棺台 (南北 2石)      1木 棺    

―
切り合い  墓媛の172号墓に切られる
遺
物

石
造
物 1写真    ―――図 1写真  

―
備考 石組の中心部を欠損 炭層が上層にあり、下層には無い 火葬墓 A類としたが、土葬墓と火葬墓が切り合っている可含留性
も否定できない

172号墓
譴ヨ菊雪図      う仔45、  46昼]           |ツト】てE]      膠]69                 1 =ヌ F三       図幻見85-2

葬法 火葬      1時 期  H期 ブロック Cf群     1地 区 4 A C16i4
石組 ‖型式  I―③類     1主 軸方向  N54° E 規模 南北  1.03<   東西  1.05
造り替え  171.172号墓にまたがって検出したことから、造り替えが判る

墓蝦‖型式  火葬墓A類 ?       1主軸方位  N33°一W        I平 面形  楕円形
規模 長  1.44     短  096<    深さ  043    1被 熱痕跡  ――――一  1炭  単層
焼骨     

―

     1墳 内施設・状況     

―

     1木棺    

―
切り合い  墓壊の171号墓に切る
遺
物

石
造
物

石仏 (73)

1写真
~~~下
二__図            1写 真  ――――――

備考 石組の中心に石仏 炭層が上層にあり、下層には無い 火葬墓A類としたが、土葬墓と火葬墓が切り合っている可能性も
否定はできない

173号墓
遺構図   第46図       1本 文図   図69        1写 真    ―――――
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック Cf群     1地 区 2 A C16b4

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  ――一   東西  一―一
造り替え

墓墳‖型式  火葬墓A類       1主 軸方位  N30° E         I平 面形  楕円形
規模 長  1.13     短  0.83     深さ  031    1被 熱痕跡  棺台    1炭   単層
焼骨  散在 (185g・成人)     1壌 内施設。状況  棺台(3石を南北2箇所に配す)1木 相    

―
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  ――――――

備考 石組残存せず 172号墓の西側にほぼ並ぶと思われる石組の東辺残存か ?
墓壌の棺台は全て床面よりかなり浮いている

174号墓
遺構図   第46図       1本 文図   図70        1写 真    ―――――
葬法  土葬      1時 期  不明 ブロック Cg群     1地 区 4 A C16i3

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  一一―一― 規模 南北  ――一   東西  一―一
造り替え

墓墳 ‖型式  上葬墓A類       1主 軸方位  N2° W         I平 面形  楕円形
規模 長  0.85     短  0.55     深さ  0.39    1被 熱痕跡  一一―一―  1炭  無
焼骨  有 1壌内施設・状況    ――一―一一    1木 棺    ―――一一一
切り合い  175176号墓に切られる
遺
物

石
造
物 1写真    ――一図 1写真   

―
備考 石組残存せず

175号墓
遺構図   第46図       1本 文図   図70        1写 真    

―
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック Cf群     1地 区 4 A C16i3

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  ―――   東西  ―一一
造り替え

墓壌‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N80° E         I平面形  楕円形
規模 長  0.94     短  0.51     深さ  009    1被 熱痕跡  壁     1炭    ―――
焼骨  有 1壌内施設・状況    ――――――    1木 棺    ――一――一
切り合い  174号墓を切り、176号墓に切られる
遺
物

石
造
物 1写真    ―一一図 1写真  

―
備考 石組残存せず



付表42 中近世墓一覧表 (36)176～ 180号墓

176号墓
遺構図   第46図        1本 文図   図70 1写真   図版892
葬法  

―

   1時期  不明 ブロック Cg群     1地 区 4 A C1613
石組 ‖型式  I―②類     1主 軸方向  NO° 規模 南北  0.70    東西  0.65
造り替え

墓境‖型式    ―――――    1主軸方位     ――――一    1平面形
規模 長   一一    短   ―一    深さ   一一   1被熱痕跡  ―――――  1炭   ――一
焼骨     ―――――     1墳 内施設。状況    ――――――    1木 棺
切り合い  174.175号墓を切る

遺
物
石上 (上師器皿 1) 石

造
物

地輪図1301

1写真  2035図 1写真  

―
備考 石組のみ 石組の北東部を欠損する 石組の中心に五輪塔

177号墓
還橋図   第47図        1本 文図   図70 1写真   図版882、 図版891、 3
葬法 火葬      1時 期  H期 プロック C載 群    1地 区 4 A C16i3

石組 ‖型式  I―③類     1主 軸方向  不明 規模  南司し  0.98     東西   0.63<
造り替え  石組の切り合いから、177～ 179号墓が同時に石組の造り替えが行われたと考えられる
墓境‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N5° E 1平面形  方形
規模 長  083     短  0,80     深さ  040    1被 熱痕跡  棺台     1炭   単層
焼骨  散在 (34g) 1墳内施設・状況  棺台 (東西に3石)     1木 棺    ――一一一―
切り合い  178,179号墓に切られる

遺
物

石
造
物 1写真    ――一図            1写 真  

―
備考 石組の中心部に石仏の抜き取り痕有り

178号墓
遺構図   第46図        1本 文図   図70 1写真   図腕 82、 図朧 91、 図膀 01
葬法  火葬      1時 期  H期 プロック C報 群    1地 区 4 A C16i3

石組 ‖型式  I―③類     1主 軸方向  N17° W 規模 南北  0.75    東西  1.15
造り替え  177～179号墓の完形から、造り替えられたものと判る
墓墳‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N ll° W 1平面形  楕円形
規模 長  1.00     短  062     深さ  0.29    1被 熱痕跡  壁・棺台   1炭  単層
焼骨  散在(70g)        1墳 内施設・状況  棺台 南北 2石)      1木 棺
切り合い  177号墓を切る
遺
物

石
造
物

石仏 (78)

|

写真図 1写真  

―
備考 石組の中心に石仏

179号墓
遺構図   第47図       1本 文図   図70 1写真   図胸81、 2、 図版891、 図胸02
葬法  火葬      1時 期  Ⅱ期 ブロック C載 群    1地 区 4 A C16i3

石組‖型式  I一③類     1主軸方向  N-0° 規模 南北  0.95   東西  0,88
造り替え  石組と墓壊にずれが認められることから、造り替えが判る
墓境‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N2° E 1平面形  楕円形
規模 長  1.16<    短  0,78     深さ  0.20    1被 熱痕跡  壁・床    1炭   混在
焼骨     ――――一     1墳 内施設・状況    ――――――    1木 相    ――一――一
切り合い  177号墓を切り、186号墓に切られる
遺
物
石内 (土師器皿3) 石

造
物

石仏写1867

1写真  1867図            1写 真  

―
備考 石組の中心に石仏

180号墓
遺構図   第47図        1本 文図   図70 1写真   図版903
葬法  

―

   1時期  不明 ブロック Cg群     1地 区 4 A C16i3
石組 ‖型式   I―⑤類      1主 軸方向  NO° 規模 南北  0.89   東西  0.66
り替え

墓壌‖型式    ――――一    1主軸方位    ―――――    1平面形    ――一――一
規模 長   一―    短   ―一    深さ   一―   1被熱痕跡  一一――一  1炭   ――一
焼骨     ―――――     1壌 内施設・状況    ―――――一    1木 棺
切 り合い  182号墓に切られる
遺
物

石
造
物 1写真    ―――図 1写真  

―
備考 石組のみ 中心部に石仏の痕跡有り



付表43 中近世墓一覧表 (37)181～ 185号墓

1田号墓
遺構図   第49図        1本 文図   図70        1写 真   図版854
葬法 火葬 1時期  H・ III期 ブロック Cg群     1地 区 4 A C16i4

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  

―

規模 南北  ――一   東西  
―造り替え

墓城‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N-11° W        I平面形  楕円形
規模 長  1.07     短  072     深さ  0.39    1被 熱痕跡  棺台    1炭   単層
焼骨  集中(4後)        1壌 内施設。状況  棺台(4石を南北3師に配す)1木植
切り合い  182200号墓に切られる

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真

備考 石組残存せず 焼骨は南側の棺台にまとめて置かれてある

182号墓
遺構図   第47図        1本 文図   図70        1写 真   図版903、 4
葬法 土葬 1時期  I・ II期 プロック Cf群     1地 区 4 A C16i3

石組 ‖型式  I―②類     1主 軸方向  N32°一E 規模 南北  1.15    東西  0.99
造り替え  石組と墓壊の方向の違いやずれから、造り替えが行われたことが半Jる
墓壊‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N2°―E         I平面形  楕円形
規模 長  0.80     短  063     深さ  037    1被 熱痕跡  一―――一  1炭   ―――
焼骨     

―

     1墳 内施設・状況  人頭大の石が数石落ち込む  1木棺
切 合い  180号墓に切られる
遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真

備考 石組の北西部を欠損する 石組の中心部に五輪塔の痕跡有り

183号墓
遺構図   第48図        1本 文図   図70        1写 真   図版911、 2
葬法 火葬 1時期 H卿日 ブロック Ch群     1地 区 4 A Cla3

石組‖型式  I―③類     1主軸方向  N3°一E 規模 南北  093    東西  0.85
造り替え  石組と墓壊がわずかにずれていることから、造り替えの可能性が考えられる
墓壌 ‖型式  火葬墓A類       1主 軸方位  Nl° E         I平 面形  方形
規模 長  0。 76     短  0.66     深さ  0.12    1被 熱痕跡  床     1炭   単層
焼骨  有 (微量)        1境 内施設。状況     

―

    1木 棺
切り合い

遺
物

石
造
物

石仏写1878

1写真  187亀図            1写 真  

―
備考 石組の中心に石仏

184号墓
遺構図   第48図        1本 文図   図70        1写 真   図版911、 3
葬法 火葬 1時期 II期 プロック Ch群     1地 区 4 A C16i3

石組‖型式  I―③類     1主軸方向  N3° E 規模 南北  0,91    東西  0.83
造り替え  石組と墓壌がわずかにずれていることから、造り替えの可能性が考えられる
墓壌 ‖型式  火葬墓A類       1主 軸方位  N ll° E         I平 面形  長方形
規模 長  1.11     短  072     深さ  015    1被 熟痕跡  棺台    1炭   単層
焼骨  有(4g)         1墳 内施設。状況  格台(4石を南北に3箇所配す)1木棺
切り合い   186号墓に切られる

遺
物

石
造
物

石仏写1832

1写真  1832図            1写 真  

―
備考 石組の中心に石仏

185号墓
遺構図   第49図        1本 文図   図70        1写 真    

―
葬法  土葬      1時 期  I・ II期 ブロック Ch群     1地 区 4 A C16i3

石組 ‖型式  不明       1主 車由方向  一一――― 規模 南北  ―――   東西  
―造り替え

墓境‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N90° E         I平面形  長方形
規模 長  0.71<    短  0.54     深さ  0.53    1被 熱痕跡  一―――一  1炭   

―焼骨     

―

     1墳 内施設・状況     

―

    1木 棺
切り合い  186～ 190.193194号 墓に切られる

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  

―
備考 石組残存せず



付表44 中近世墓一覧表 (38)186～ 190号墓

186号墓
遺構図   第48図 1本文図   図70 1写真     一―――一
葬法 火葬      1時 期  H期 ブロック Ch群     1地 区 4 A C1613

石組‖型式  I―③類     1主軸方向  N6° E 規模 南北  1.03   東西  083
造り替え  石組と墓壊にわずかなずれが認められ、造り替えられたと考えられる
墓境 ‖型式  火葬墓CI類       1主 軸方位  N2° E 1平面形  楕円形
規模 長  0.88     短  055     深さ  0.10    1被 熱痕跡  ――――一  1炭  単層
焼骨  散在 (85g) 1境内施設・状況    ――――――    1木 棺    一――――一
切 り合い  184185190号墓を切る
遺
物
石上 (土師器皿5。瓦質羽釜1) 石

造
物

石仏写1895

1写真  1895図 1写真

備考 石組の中心に石仏

187号墓
遺構図   第49図        1本 文図   図70 1写真     ―――――
葬法  土葬      1時 期  I・ H期 プロック Ch群     1地 区 4 A C16i3

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  

―

規模 南北  
―
  東西  ――一

造り替え

墓境 ‖型式  上葬墓A類       1主 軸方位  N74° W 1平面形  楕円形
規模 長  103     短  060     深さ  0.46    1被 熱痕跡  ―――――  1炭   一―一
焼骨     ―――――     1嬢 内施設・状況  西側に2石床面にあり    1木相    

―
切 り合い 185194号墓を切 り、188～190号墓に切 られる

遺
物
墳内 (上師器皿1) 石

造
物 1写真    ―一一図 1写真

備考 石組残存せず

188号墓
遺構図   第49図        1本 文図   図70 1写真   図版923
葬法  ――――一   1時期  不明 プロック Ch群     1地 区 4 A C16i3

石組‖型式  不明       1主軸方向  
―

規模 南北  1.03    東西  0.68
り替え

墓嬢 ‖型式  火葬墓CI類       1主 軸方位  N14°一E 1平面形    一――――一
規模 長  0,99     短  040<    深さ  0.18    1被 熱痕跡  ―一一一―  1炭   ――一
焼骨  散在 (62g) 1壌内施設・状況    ―――――一     1木 棺    ――――――
切 り合い  187.194号墓を切 り、189号墓に切られる

遺
物

石
造
物 1写真    ―一一図 1写真  ――一――一

備考 石組残存せず

189号墓
遺構図   第49図        1本 文図   図70 1写真   図版922
葬法  火葬墓A類   1時 期  H期 ブロック Ch群     1地 区 4 A C16i3

石組 ‖型式  I―③類     1主 軸方向  N3° E 規模 南北  ―――   東西
造り替え

墓境 ‖型式    ―――――    1主 軸方位    一―――一    1平 面形  楕円形
規模 長   ―一    短   ―     深さ   ―一   1被熱痕跡  ――――一  1炭  単層
焼骨     ――――一     1竣 内施設。状況    一――――一     1木 棺    一―――――
切り合い  187188号墓を切る
遺
物

石
造
物

石仏写1914

1写真  1914図 1写真  

―
備考 石組のみ 石組の中心に石仏 180号墓の南辺を利用

190号墓
遺構図   第49図        1本 文図   図70 1写真   図版922
葬法  

―

   1時期  不明 ブロック Ch群     1地 区 4 A C16i3
石組 ‖型式  I―④類     1主 軸方向  N3° E 規模 南北  0.65<   東西  0.63
造り替え

墓境‖型式    ―――一―    1主軸方位    一――――    1平面形    ――――――
規模 長   ―一    短   ――    深さ   一―   1被熱痕跡  ――――一  1炭   

―焼骨     一―――一     1墳 内施設・状況    ―――――一     1木 棺    ―――一一―
切り合い  185187～ 189.194号墓を切る
遺
物

石
造
物 1写真    ――一図 1写真   一―――一一

備考 石組のみ 180号墓の南辺を北辺に利用



付表45 中近世墓一覧表 (39)191～ 195号墓

191号墓
遺構図   第50図        1本 文図   図71        1写 真     ―――――
葬法  ―――――   1時期  不明 ブロック Ci群     1地 区 4 A C16i3

石組‖型式  I類       1主軸方向  NO° 規模 南北  083   東西  0,70<
造り替え

墓壌‖型式    ―――――    1主軸方位    一――――    1平面形    ――――――
規模 長   一一    短   ――    深さ   ――   1被熱痕跡  ――――一  1炭   ―――
焼骨     ――――一     1嬢 内施設。状況    ―――――一    1木 相    ―――――一
切 り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  ――一――一

備考 石組のみ 集石遺構 ?

192号墓
遺構図   第50図       1本 文図   図71        1写 真   図版941
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック Ci群     1地 区 4 A C16i3

石組‖型式  I―②類     1主軸方向  NO° 規模 南北  098   東西  1.08
造り替え  石組と墓壊の規模に差異が認められるため、造り替えが判る
墓壊‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N10° W        I平面形  楕円形
規模 長  1.23     短  0.88     深さ  0_12    1被 熱痕跡  床      1炭   単層
焼骨  集中(157g)       1境 内施設・状況     

―

    1木 棺    

―
切り合い

遺
物
石上 (上師器皿 1) 石

造
物 1写真図            1写 真

備考 石組の中心部に五輪塔の痕跡有り 石組の上面からも焼骨(lg)検出されている

193号墓
遺構図   第50図        1本 文図   図71        1写 真     ―――――
葬法 土葬 1時期  II・Ш期 ブロック Ci群     1地 区 4A Cl髄 3

石組 ‖型式  I―③類     1主 軸方向  N5° W 規模 南北  080<   東西  0.90
造り替え  石組と墓壊にずれが認められるため、造り替えが判る
墓墳‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N85° W        I平面形  方形
規模 長  093     短  0.80     深さ  030    1被 熱痕跡  一―――一  1炭   一一一
焼骨     

―

     1境 内施設。状況     

―

     フ酎宮    

―
切り合い  185号墓を切り、186号墓の石組に切られる
遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真

備考

194号墓
遺構図   第50図        1本 文図   図71        1写 真   図版921、 4
葬法 上葬 1時期  I・ II期 ブロック Ci群     1地 区 4 A C16i3

石組 ‖型式  I―③類     1主 軸方向  NO° 規模 南北  100   東西  080
造り替え  石組と墓壊にずれが認められるため、造り替えが判る
墓壌‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N3° E         I平面形  長方形
規模 長  1.09     短  0.81     深さ  0.53    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   ―――
焼骨     一――――     1壌 内施設・状況  数石の石力汁ヒ較的床面に近くある  1木棺    ―――――一
切り合い  185187～ 190号墓に墓躾が切られ、石組が189号墓の石組を切る
遺
物

石
造
物

石仏写1863

1写真 186-3図            1写 真  

―
備考 石組の中心に石仏 189号墓の南辺を北辺に利用 石組の南側にさらに石列を追加することにより192号墓の南辺に揃えて
いる 墓墳の石は落ち込みの可合〕性もある

195号墓
遺構図   第51図        1本 文図   図71        1写 真   図版921
葬法  火葬      1時 期  Ⅱ期 ブロック Ci群     1地 区 4 A C16i4

石組 ‖型式  I―③類     1主 軸方向  ――――― 規模 南北  ―一一   東西  ――一
造り替え

墓墳 ‖型式  火葬墓A類       1主 軸方位  N16° E        I平 面形  長方形
規模 長  1.05     短  0.79     深さ  0.36    1被 熱痕跡  壁      1炭   単層
焼骨  散在(13g)        1境 内施設・状況     

―

     1木棺  泰昆時に木棺使用の可能性?
切り合い  196200号墓に切られる
遺
物
壌内(鉄釘 1) 石

造
物

石仏 (99)

1写真図            1写 真

備考 石組残存不良 石組の中心に石仏 墓墳の埋上がやや通常と異なり3層 に分かれた中の 2層目が薄い炭層である



付表46 中近世墓一覧表 (40)196～ 200号墓

196号墓
遺構図   第51図        1本 文図   図71         1写 真   図版921
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック Ci群     1地 区 4 A C16i4

石組‖型式  I類       1主軸方向  N8° E 規模 南北  0.95   東西  0.56<
造り替え  194.196号墓間に石仏を中心に置いた新たな石組が造られる

墓壌‖型式  火葬墓CI類       1主軸方位  N14° E         I平面形  楕円形
規模 長  0.81     短  052     深さ  022    1被 熱痕跡  石     1炭   単層
焼骨  有 (微量)         1墳 内施設・状況  やや浮いた状況で 2石あり  1木棺    

―
切り合い  188.195号墓を切る

遺
物

石
造
物 1写真    ―一―図           1写 真  ―一―――一

備考 石組の中心に平面半円形状の平らな石を置く
焼土塊の検出及び墓壌の石が被熱しているが、規模が小さく火葬墓 A類の可能性はあるが断言できない

197号墓
遺構図   第51図       1本 文図   図71         1写 真   図版931
葬法 火葬      1時 期  H期 プロック Ci群     1地 区 4 A C1614

石組‖型式  I―③類     1主軸方向  N14° E 規模 南北  1.38<   東西  0.65<
造り替え  石組と墓嫉の 規模に差異が認められるため、造り替えが判る
墓壌‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N3° E         I平面形  楕円形
規模 長  133     短  0.47     深さ  0.41    1被 熱痕跡  壁     1炭   単層
焼骨  集中(77g)        1墳 内施設・状況  煙道(北壁に突き抜けるもの) 1木 棺    

―
切り合い

遺
物

石
造
物

石仏 (80)

1写真  ~図 1写真  ―――――一
備考 墓壊上に墓媛に伴う石組がわずかに残存する 造り替えられた石組の中心に石仏 墓墳の焼骨は拾骨時煙道を埋めた後に
置いている

198号墓
遺構図   第51図       1本 文図   図71         1写 真   図版932
葬法  土葬      1時 期  H期 ブロック Ci群     1地 区 4 A C16i4

石組 ‖型式  I―③類     1主 軸方向  N3上E 規模 南北  0.83   東西  0.83
造り替え  石組と墓墳の規模に差異が認められるため、造り替えが判る
墓境‖型式  土葬墓A類       1主軸方位  N4° E         I平面形  楕円形
規模 長  0,95     短  0.66     深さ  026    1被 熱痕跡  ――一―一  1炭   ――一
焼骨     一――――     1壌 内施設・状況  北東隅に4石置いている   1木棺    ――――――
切り合い  198号墓の石組が201号墓を切る
遺
物

石
造
物

石仏写1842

1写真  1842図 1写真  ―――――一
備考 石組の中心に石仏 194～198号墓の石組の北辺が並ぶ 墓嫉の石が置かれている部分の下には径0.3mの円形の浅い落ち
込みがある

199号墓
遺構図   第52図       1本 文図   図71         1写 真    

―
葬法  上葬      1時 期  H期 プロック Ci群     1地 区 4 A C16i4

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  N5° E 規模 南北  0.80   東西  1.00
造り替え

墓壌‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N4° E         I平面形  円形
規模 長  0,75     短  067     深さ  0.28    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   一―一
焼骨     

―

     1壌 内施設。状況  墓壊の床面に1石あり    1木棺    

―
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    ―――図 1写真  一――――一

備考 石組残存不良 墓壊の規模からすると子供埋葬の可能性有り

200号墓
遺構図   第52図       1本 文図   図71        1写 真    

―
葬法  不明      1時 期  ⅡI期 ブロック Ci群     1地 区 4 A C1614

石組 ‖型式  II類 ?      1主 軸方向  N3° E 規模 南北  1.05   東西  0.60<
造り替え

墓媛 ‖型式  不明 1主軸方位  N14° E         I平 面形  楕円形
規模 長  089<    短  0.63<    深さ  0.33    1被 熱痕跡  ――――一  1炭  混在
焼骨     

―

     1嬢 内施設・状況  火輪 2、 水輪 1、 石仏 1出土 1木棺    

―
切り合い  195.196号墓を切る

遺
物
壊内 (土師器皿1) 石

造
物

石仏写1887、 火輪写20012,14、 20113、 2024
空風輪写1999、 水輪写20321写真図 1写真  ――――――

備考 石組から火輪 2点、空風輪 1点出土
墓壊から火輪、水輪、石仏が出上しており、墓躾の規模からすると、これらを埋納した遺構の可能性あり



付表47 中近世墓一覧表 (41)201～ 205号墓

201号墓
遺構図   第52図        1本 文図   図71 1写真    ――一――
葬法  土葬      1時 期  I・ H期 ブロック C■ 群    1地 区 4 A Cla4

石組‖型式  不明       1主軸方向  一―――一 規模 南北  一一―   東西  ―一一
り替え

墓壌‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N87° W 1平面形  楕円形
規模 長  1.13     短  0.82     深さ  0.19    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   ――一
焼骨     一――――     1壌 内施設。状況    ―――一一―    1木 棺    一――一――
切り合い  198号墓の石組に切られる
遺
物

石
造
物 1写真    ―――図 1写真  一――――一

備考 石組残存せず

202号墓
遺構図   第52図        1本 文図   図71 1写真   図版942、 3
葬法  土葬      1時 期  H期 ブロック Cj群     1地 区 4 A Cla3

石利 ‖型式  I類       1主軸方向  N ll° E 規模 南北  0.95<   東西  0,78<
造り替え

墓境‖型式  土葬墓A類       1主軸方位  N8° E 1平面形  楕円形
規模 長  1.02     短  073     深さ  0.38    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   一――
焼骨     ――――一     1壌 内施設・状況  四方を巡る石囲い状     1木 棺    

―
切り合い  203.204号墓に切られる

遺
物

石
造
物 1写真    一十一図 1写真  十一一一一―

備考 石組の北西部のみ残存 基城内に四方を囲う石囲い状の施設有り

203号墓
遺構図   第52図        1本 文図   図71 1写真   図版942、 3
葬法  土葬      1時 期  Ⅱ期 プロック Ci群     1地 区 4 A C16i3

石組‖型式  I類       1主軸方向  不明 規模 南北  080<   東西  0,70<
造り替え

墓境‖型式  土葬墓A類       1主軸方位  N27° E 1平面形  楕円形
規模 長  139     短  1.00     深さ  0.35    1被 熱痕跡  ―一―一一  1炭   一――
焼骨     

―

     1嬢 内施設・状況  拳大の石が数石純 した状況  1木棺    

―
切り合い  202号墓を切り204号墓に切られる

遺
物

石
造
物 1写真    ―――図            1写 真  ――――――

備考 わずかに石組を残す 墓壌の北東隅に径05m程度の楕円形の浅い落ち込みがある 墓壊の石は落ち込んでいるのかどう
か判断はつかず

204号墓
遺構図   第52図 1本文図   図71 1写真   図版942
葬法  

―

   1時期  不明 プロック Ci群     1地 区 4 A Cla3
石組 ‖型式  I―③類     1主 軸方向  N ll° E 規模 南北  1.03    東西  0.90
造り替え  202.203号墓の石組上に石組のみ新たに造り足している

墓墳‖型式    ――――一    1主軸方位    一一――一    1平面形    ――――――
規模 長   一―    短   ――    深さ 炭

焼骨     ――一――     1嬢 内施設・状況    一――――一     1木 棺    ――――一―
切り合い  202203号墓を切る

遺
物

石
造
物

7三 f/hξ弄188-8

1写真  1888図 1写真  ――――――
備考 石組のみ 石組の中心に石仏

205号墓
遺構図   第53図        1本 文図   図71 1写真   図版954
葬法  

―

   1時期  不明 プロック C筍 群    1地 区 4 A C16i3
石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  N ll° E 規模 南北  1.08    東西  075
造り替え

墓壊‖型式    ―――――    1主軸方位    一―一――    1平面形    一―一一――
規模 長   ―一    短   ―一    深さ   ――   1被熱痕跡  一一一一一  1炭   一―一
焼骨     一―――一     1墳 内施設・状況    一―――――    1木 棺    ―――――一
切り合い  203号墓を切る

遺
物

石
造
物 1写真    ―十一図 1写真  一一一――一

備考 石組のみ



付表48 中近世墓一覧表 (42)206～ 210号墓

20G号墓
遺構図   第53図       1本 文図   図71 1写真   図版951
葬法  土葬      1時 期  H期 プロック C,群     1地 区 4 A C16i3

石組 ‖型式  I―③類     1主 軸方向  N5° E 規模 南北  0,78   東西  065
造り替え  石組と墓城の規模に差異が認められ、造り替えが判る
墓墳 ‖型式  上葬墓 A類       1主 軸方位  N18° E 1平面形  楕円形
規模 長  115     短  0.38<    深さ  046    1被 熱痕跡  ――一―一  1炭   一――
焼骨     

―

     脚 設。状況  人頭大の石が数石落ち込んでいる  1木槍  木棺使用の可能性
切 り合い  207.208号墓に切られる

遺
物

石
造
物

石仏写1838

1写真  1838図 1写真  一――――一
備考 石組の中心に石仏 墓墳に石が落ち込んでいることから、木棺が使用された可能性が有る

207号墓
遺構図   第53図       1本 文図   図71 1写真   図版951、 2、 3
葬法  土葬      1時 期  H・ III期 ブロック Ci群     1地 区 4 A C16i3

石組 ‖型式  I一③類      1主軸方向  N5° E 規模 南北  0,73   東西  0.40<
造り替え  石組と墓壌の規模に差異が認められ、造り替えが判る
墓墳』型式  上葬墓 A類       1主 軸方位  N18° E 1平面形  方形
規模 長  100     短  092     深さ  0.46    1被 熱痕跡
弊骨     

―

     1塘 内施設・状況  人頭大の石が数石落ち込んでいる  1木棺  木棺使用の可能性
切り合い  206号墓を切 り、208号墓に切られる
遺
物
石上 (土師器皿 1) 石

造
物

石仏写1833

1写真  1833図 1写真  

―
備考 石組の中心に石仏 206号墓の南辺に揃える 墓壌に石が落ち込んでいることから、本棺が使用された可能性が有る

208号墓
還構図   第53図       1本 文図   図71 1写真   図版951、 5
葬法  

―

   1時期  不明 ブロック C筍 群    1地 区 4 A Cla3
石組‖型式  I―②類      1主軸方向  N ll° E 規模 南北  066   東西  068
造り替え

婁
城

‖
型 式     ― 一 ― 一 ―     1主 軸 方 位     ― ― 一 ― ―     1平 面 形     一 ― ― ― ― ―

規模 長   ―一    短   ――    深さ   ―一   1被
焼骨     

―

 _  1墳 内施設・状況     

―

     1木 棺    一―――――
切 り合い  206207号墓を切る
遺
物

石
造
物

地輪図1307

1写真  20311図 1写真  ――――――
備考 石組のみ 石組の中心に地輪

209号墓
遺構図   第53図       1本 文図   図71 1写真    ~~
葬法  

―

   1時期  Ⅱ・III期 プロック Cj群     1地 区 4 A C16i4
石組‖型式  I類       1主軸方向  ――――― 規模 南北  ―――   東西  ―――
造り替え

墓壌 ‖型式  上葬墓 A類       1主 軸方位  Nl° W 平面形  不明
規模 長  037<    短  0.49<    深さ  055    1被 熱痕跡  ―――――  1炭   ――一
焼骨     

―

     1墳 内施設・状況     ―――――――
切り合い

遺
物
墳内 (鉄釘 2) 石

造
物 1写真  ~図 1写真  ――――――

備考 石組残存不良 墓墳の南半分はトレンチにより削平してしまい、全貌分からず

210号墓
遺構図   第54図       1本 文図   図72 1写真   図版963
葬法  

―

   1時期  不明 ブロック C―k群    1地 区 4 A C16i4
石組‖型式  I類       1主軸方向  N13° E 規模 南北  093    東西  0.80
造り替え 無

1主軸方位     

―

     1平 面形    ――――――
規模 長   ―一    短   一―    深さ   ―一   1被熱痕跡  ――――一  1炭   ――一
煙      

―

     1塘 内施設。状況    

―

     1木 棺    ――――――
切り合い  211号墓に切られる
遺
物

石
造
物 1写真    ―一一図 1写真  ――――――

備考 石組のみ 西側半分と東側半分で別遺構の可能性有り



付表49 中近世墓一覧表 (43)211～ 215号墓

211号墓
遺構図   第54図       1本 文図   図72         1写 真   図版962
葬法  上葬      1時 期  Ⅳ期 ブロック C―k群    1地 区 4 A C16i4

石組 ‖型式  II類       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  ―一一   東西  ―――
造り替え

墓壌‖型式  上葬墓B類       1主軸方位  N72° W        I平面形  精円形
規模 長  115     短  0.38<    深さ  0.46    1被 熱痕跡  ―――――  1炭   ―――
焼骨     一一一一一―     1壌 内施設・状況     

―

     1木 棺  鉄釘使用木悟(サイズ復元困難)
切り合い  210号墓を切る?
遺
物
墳内 (土師器皿 1・鉄釘11) 石

造
物 1写真図            1写 真   ―――――一

備考 南東および北西角部のみ石組を残す 鉄釘が■本出土しており、木棺が使用された可能性が高いが、その配置から木棺の規
模。構造は復元できず

212号墓
遺構図   第54図       1本 文図   図72         1写 真    ―――――
葬法  

―

   1時期  不明 プロック C―k群    1地 区 4 A C16i4
石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  N13° E 規模 南北  0.45<   東西  063<
造り替え

墓壊‖型式    ―一―一一    1主軸方位    ―――――    1平面形    一―――――
規模 長   一一    短   ――    深さ   ―一   1被熱痕跡  ――――一  1炭   ―――
焼骨     

―

     1壌 内施設・状況     

―

     1木 柏    ――――――
切り合い

遺
物
石上 (土師器皿1) 石

造
物 1写真図            1写 真  一―――――

備考 石組のみ 一部のみ残存

213号墓
遺構図   第54図       1本 文図   図72         1写 真   図版961
葬法 火葬 1時期 II期 ブロック c―k群    1地 区 4 A C16i4

石組 ‖型式  I―③類      1主軸方向  N3° W 規模 南北  095    東西  1.00
造り替え  石組と墓壊の方向がずれるため、造り替えられたと判る
墓壌‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N10° E         I平面形  精円形
規模 長  1.00     短  0.58     深さ  0_44    1被 熱痕跡  壁・棺台   1炭  単層
焼骨  散在(126g)       1壌 内施設。状況  棺台鮨北2石、中央は東西2石) 1木棺    

―
切り合い

遺
物

石
造
物

石仏写1885

1写真図            1写 真  一―――――
備考 石組の中心に石仏

214号墓
遺構図   第55図       1本 文図   図72         1写 真   図版971、 2
葬法 土葬 1時期  X・ II期 プロック C― k群     1地 区 4 A C16i4

石組 ‖型式  I―③類     1主 軸方向  N18°一E 規模 南北  0.83   東西  068
造り替え  石組と墓壊の方向がずれるため、造り替えられたと判る
墓壌 ‖型式  上葬墓A類       1主 軸方位  N8° E         I平 面形  楕円形
規模 長  1.05     短  060     深さ  047    1被 熱痕跡  ――――一  1炭  混在
焼骨     

―

     1娯 内施設・状況     

―

     1木 棺    

―
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  一―――――

備考 石組の中心部に石仏の抜き取り痕有り 1層目に炭を多く含んだ部分があり、別の墓壊と切り合っていた可能性はあるが、
断定できず

215号墓
遺構図   第55図       1本 文図   図72         1写 真   図版971、 3
葬法 土葬 1時期  I・ H期 プロック Ck群     1地 区 4 A C1614

石組‖型式  I―③類     1主軸方向  N22° E 規模 南北  0.65<   東西  0.65
造り替え  石組と墓墳の規模に差異が認められるため、造り替えが判る
墓境‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N13° E         I平面形  精円形
規模 長  1.15     短  0.63     深さ  0.55    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   一一一
焼骨     

―

     1墳 内施設・状況  棺台(南北 3石)      1木 棺    ――――一一
切 り合い

遺
物
石上 (上師器皿1) 石

造
物 1写真

~~~下
三正三図            1写 真  ――――――

備考 石組の南東部を欠損する 石組の中心部に石仏の抜き取り痕有り



付表50 中近世墓一覧表 (44)216～ 220号墓

216号墓
還構図   第55図       1本 文図   図72        1写 真   図版964
葬法  土葬      1時 期  I・ H期 ブロック Ck群     1地 区 4 A C16i4

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  N25° E 規模 南北  0.65<   東西  0.90
造り替え  石組と墓壊の規模に差異が認められるため、造り替えの可能性が有る
多媛 ‖型式  上葬墓 A類       1主 軸方位  N25° E         I平 面形  長方形
規模 長  1.21     短  082     深さ  044     1被 熱痕跡  ――――一  1炭   

―焼骨     

―

     1嬢 内施設・状況  様々 の大きさの石力ゞ落ち込んでいる 1木棺  木棺使用の可能性
切り合い  256号墓に切られる
遺
物

石
造
物 1写真    

―
図 1写真  ――――――

備考 墓墳に石が落ち込んでいる事とその規模から、木棺を使用している可能性が有る

217号墓
遺構図   第56図       1本 文図   図72        1写 真    ―――――
葬法  土葬      1時 期  H・ II期 ブロック C■ 群    1地 区 4 A C16i4

石組‖型式  I類       1主軸方向  ――――― 規模 南北  1.00<   東西  0.26<
造り替え

墓壌 ‖型式  上葬墓 A類       1主 軸方位  N22° E         I平 面形  長方形
規模 長  098     短  0,60     深さ  0,30    1被 熱痕跡  ―――――  1炭   ――一
焼骨     

―

     1壌 内施設・状況                1木 棺  鉄釘使用木棺0.65× 0.3)?
切り合い  218号墓に切られる
遺
物
石上 (土師器皿1)壊内(鉄釘 7) 石

造
物 1写真図 1写真  ――――――

備考 石組の東辺のみ残存 鉄釘が 7本出土しており、木棺が使用されていたと思われるが、出上位置がまばらでその規模。構造
にはやや不安が残る

218号墓
遺構図   第56図       1本 文図   図72        1写 真   図版982
葬法  

―

   1時期  不明 ブロック C■ 群    1地 区 4 A Clα 4
石組‖型式  I―③頬     1主軸方向  N27° E 規模 南北  0.98    東西  0.88
造り替え

墓壌‖型式     
―

     1主軸方位     
―

     1平面形    

―
規模 長   ―一    短   ―一    深さ   ――   1被熱痕跡  ―――――  1炭   一一―
焼骨 __   

―

     1墳 内施設・状況                1木 棺    

―

切り合い  217号墓を切る
遺
物

石
造
物

石仏写1883

1写真  1883図 1写真  ――――――
備考 石組のみ 中心に石仏 219号墓の石組の南辺に揃える

219号墓
遺構図   第56図       1本 文図   図72        1写 真   図版981
葬法  火葬      1時 期  H期 プロック Cl群     1地 区 4 A C16i4

石組‖型式  I―②→③類   1主軸方向  N27° E 規模 南北  0.93    東西  093
造り替え  石組と墓壊の方向にずれがあり、造り替えが判る
墓媛‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N16七E         I平面形  楕円形
規模 長  1.00     短  074     深さ  0.24     1被熱痕跡  棺台    1炭   単層
焼骨  散在(14g)        1嬢 内施設・状況  棺台 (南北西 3石)     1木 棺    

―

切り合い

遺
物

石
造
物 1写真  ~~~~図 1写真  

―
備考 石組の中心部が 2段残存しており、下段に五輪塔の痕跡があり、上段に石仏の抜き取り痕がある

220号墓
遺構図   第56図        1本 文図   図72       ~1写 真    

―
葬法 火葬      1時 期  H期 ブロック C■ 群    1地 区 4 A C16i4

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  ――一   東西  一――
造り替え

墓墳 ‖型式  火葬墓 A類       1主 軸方位  N6°一E         I平 面形  楕円形
規模 長  100     短  0。 78     深さ  0.23     1被熱痕跡  壁     1炭   単層
焼骨     

―

     1城 内施設・状況                1木 棺    

―

切り合い

遺
物

石
造
物 1写真図 1写真  ――――――

備考 石組残存せず



付表51 中近世墓一覧表 (45)221～ 225号墓

221号墓
遺構図 __第 57図       1本 文図   図万 1写真   ~
葬法  火葬      1時 期  H oIH覇 ブロック Cl群     1地 区 4 A C16i4

石組‖型式  I類       1主軸方向  N23° E 規模 南北  0,80   東西  0.75
造り替え  石組と墓嬢の方向に差異が認められるため、造り替えが判る
墓壊‖型式  火葬墓BH類 1主軸方位 平面形    一―一――一
規模 長   

―
    短   ――    深さ   ―一 被熱痕跡  ―――――  1炭   ――一

焼骨 散在 (12g) 1壌内施設・状況 木棺    ――――――
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真       ~図 1写真  

―
備考 218～ 223号墓の北辺が並ぶ 墓壊は径0.5mの範囲に焼骨が散在して検出

222号墓
遺構図 __第 57図       1本 文図   薗万 1写真   図版984
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック Cl群     1地 区 4 A C16i4

石組‖型式  不明       1主軸方向     ~ 規模 南北       東西
造り替え

墓壌 ‖型式  火葬墓 A類 1主軸方位  N28° E 平面形  楕円形
規模 長  0.88     短  064     深さ  0.23 被熱痕跡  壁・床    1炭   混在
焼骨  有 (微量 ) 1嬢内施設。状況  床面には小さめの石が1石のみあり 木棺    

―

切り合い  223_224号墓に切られる

遺
物

石
造
物 1写真   「正三三図 1写真  ――――――

備考 石組残存せず

223号墓
遺構図   第57図        1本 文図   図72 写真   図版983、 4
葬法  火葬      1時 期  H期 (15前 ) プロック C-1辞 1地区 4 A C16i4

石組‖型式  I―③類     1主軸方向  N24° E 規模 南北  0.63<   東西  0.88
造り替え

墓境‖型式  火葬墓CI類 1主軸方位  N64°雨 平面形  楕円形
規模 長  073     短  052     深さ  022 被熱痕跡  ――――一  1炭  混在
焼骨 散在 (87g。 子供 ?) 1壌内施設。状況 木棺    

―

切 り合い  222号墓を切る
遺
物
石上 (土師器皿1)壊内(上師器皿3、 内1は完形) 石

造
物 1写真

―

図  10918       1写 真  1686
備考 石組の中心部に石仏の抜き取り痕有り 焼骨は散在しているが比較的量が多く
また、上師器皿は床面から10cm程度浮いた状況で出上している

焼骨・炭を埋納した墓と思われる

224号墓
遺構図   第57図       1本 文画

~~~画
万 写真   図版991

葬法  土葬      1時 期  Ⅳ期 ブロック c― 群    1地区 4A Clむ iZ
石組‖型式  不明       1主軸方向  

―

規模 南北       東西
造り替え

墓境‖型式  上葬墓B類 1主軸方位  N83° W 平面形  長方形
規模 長  0.84     短  o45     深さ  0.52 被熱痕跡  ――――一  1炭   ―――
焼骨 1墳内繭 木権  鉄釘使用木棺 (06× 0.25)
切り合い  222号墓を切る
遺
物
壊内 (鉄釘22) 石

造
物 1写真    

―

図 1写真  

―
備考 石組残存せず

225号墓 1本文図   図73 写真   図版992
葬法 本葬      1時期  H期 プロック c―m群    1地 区 4 A C16i3

石組‖型式  I類       1主軸方向  N2° E 規模 南北  048<   東西  083
り替え

墓墳 ‖型式  火葬墓 A類 1主軸

"
平面形  長方形

規模 長  1.22     短  067     深さ  022 被熱痕跡 棺台 山灰 単層

焼骨  有(5g) 1墳内施設・状況  棺台(南 2、 中央 2、 北 1石 ) 木棺  泰昆時に木陶史用の可含ヒ性 ?
切り合い  226号墓に切られる
遺
物
壊内 (鉄釘 1) 石

造
物 1写真    ―――図 1写真      ~

備考 石組の南半部のみ残存か? 石組が造り替えられたかは不明
墓城の北側は段落ちとなっている



付表52 中近世墓一覧表 (46)226～ 230号墓

226号墓
遺構図   第58図       1本 文図   図73 1写募   図版1001
葬法  土葬      1時 期  IV期 プロック C―m群   1地 区 4 A ClЫ3.4

石組‖型式  不明       1主軸方向  ―一―一一 規模 南北  ―一―   東西  
―

造り替え  225号墓を切る
墓境‖型式  上葬墓B類       1主軸方位  N79° W 平面形  長方形
離 長  191    短  072    深さ  083    1被 鏃 跡  一一一一― 1炭   一―一
焼骨     

―

     1壌 内施設・状況     

―

    1木 棺  鉄釘使用木棺 (1.6× 035)_
切り合い  225号墓を切る
遺
物
壌内 (鉄釘12) 石

造
物 1写真    

―
図 1写真

備考 石組残存せず

227号墓
遺構図   第58図       1本 文図   図73 1写真  _図版1002、 4
葬法  土葬      1時 期  I・ H期 ブロック C―m群    1地 区 4 A C16i4

石組‖型式  I―③類     1主軸方向  N14° E 規模 南北  1.05   東西  090
造り替え 石組と墓壊の方向に差異が認められ、造り替えが判る

墓壌‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N8° E 1平面形  楕円形
規模 長  0.88     短  0.65     深さ  0.41    1被 熱痕跡  ―――――  1炭   

―
1壊内施設・状況     

―

    1木 棺
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    一一一図 1写真        _

備考 石組の中心部に228号墓と向かい合う石仏があつたと考えられる

228号墓
遺構図   第58図        1本 文図   図73 1写真   図版1002、 3、 4
葬法  土葬      1時 期  I・ Ⅱ期 プロック Cm群    1地 区 4 A C16i4

石組‖型式  I―③類     1主軸方向  N12°一E 規模 南北  1.05   東西  0.80<
造り替え  石組と墓壊の規模に差異が認められ、造り替えが判る
墓壊 ‖型式  土葬墓 A類       1主 軸方位  N22° E 1平面形  楕円形
規模 長  1.10     短  075     深さ  0.56    1被 熱痕跡  一―――一  1炭   ―一―
焼骨     

―

     1墳 内施設・状況     

―

    1木 棺____二 正三
==正
三

切り合い

遺
物

石
造
物

石仏写1852

1写真  1852図 1写真  

―
備考 石組の南東部を欠損 石組の中心に石仏

229号墓
遺構図   第58図        1本 文図   図73 1写真   図版993
葬法  土葬      1時 期  I・ H期 プロック C―m群    1地 区 4 A C16i4

石組‖型式  I類       1主車由方向  N15°一E 規模 南北  0.83<   東西  0.63<
造り替え

墓 A類       1主 軸方位  N-17° E 1平面形  長方形
規模 長  0.96     短  0.69     深さ  0.43    _
焼骨     

―

     1壌 内施設・状況     

―

    1木 棺
切り合い

遺
物
石上 (上師器皿 1) 石

造
物 1写真    

―
図 1写真  

―
備考 石組の残存不良

230号墓
遺構図   第59図        1本 文図   図73 1写真    

―葬法  

―

   1時期  不明 プロック C―m群    1地 区 4 A Cla4
石組‖型式  I―②類     1主軸方向  N32° E 規模 南北  0.98   東西  0.78
造り替え

墓境‖型式    ――一――    1主軸方位    ――――一    1平面形  __正三正三三=
規模 長   一一    短   一―    深さ   一    1被熱痕跡  一一――一  1炭   ――一
焼骨     

―

     1墳 内施設・状況     

―

    1木 棺
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    

―
図            1写 真  

―
備考 石組のみ 中心に五輪塔の痕跡有り



中近世墓一覧表 (47)231～ 235号墓

231号墓
遺構図   第59図        1本 文図   図73        1写 真     

―
葬法  

―

   1時期  不明 ブロック Cm群    1地 区 4 A C16i4
石組‖型式  I類       1主軸方向  N32° E 規模 南北  0.80<   東西  0_58<
造り替え

墓嫉‖型式     
―

     1主軸方位     
―

     1平面形    

―
規模 長   一一    短   ―一    深さ 灰   ~~~
焼骨     

―

     1嬢 内施設・状況     

―

    1木 棺
切り合い

遺
物

石
造
物

空風輪図1271

1栗 198-9図            1写 真   ――――――
備考 石組のみ 東辺がわずかに残存 石組に空風輪転用 ?

232号墓
遺構図   第59図       1本 文図   図73        1写 真   図版1016
葬法 火葬 ? 1時期 II期 ブロック c―m群    1地 区 4 A C16i4

石組‖型式  H類       1主軸方向  不明 規模 南北  065<   東西  0.70<
造り替え

墓壌 ‖型式  火葬墓 CI類 ?      1主 軸方位  N38°一W        I平 面形  楕円形
規模 長  1.04     短  080     深さ  0.16    1被 熱痕跡  ―――――  1炭  混在
焼骨  有 (微量)         1壌 内施設・状況     

―

    1木 棺
切 り合い

遺
物

石
造
物

火輪写2008,2018、 水輪写20212,15

1写真    
―

図            1写 真  ―――――一
備考 墓墳上面に火輪 2点、水輪 2点出土
焼骨は含むが、炭はあまり含まないので、土葬墓の可能性も否定はできない。

233号墓
遺構図   第59図       1本 文図   図73        1写 真   図版1011
葬法 土葬 1時期 H期 ブロック Cn群     1地 区 4 A Cla3

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  不明 規模 南北  130   東西  045<
造り替え

墓嬢 ‖型式  上葬墓 A類       1主 軸方位  N9° E         I平 面形  長方形
規模 長  116     短  o.83     深さ  033     1被 熱痕跡  ~ 炭

墜骨     

―

     1墳 内施設。状況  3方を巡る石囲い      1木 棺
切 り合い

遺
物
石上 (上師器皿 1) 石

造
物 1写真図            1写 真  ―――――一

備考 石組の東辺のみ残存 墓墳の石囲いは床面よりやや浮いている

234号墓
還構図   第60図       1本文図   図73        1写 真   図版10√う
葬法 火葬 1時期 H期 プロック Cn群     1地 区 4 A ClG4

石組‖型式  I類       1主軸方向  不明 規模 南北  1.13<   東西  100<
造り替え

墓墳 ‖型式  火葬墓 A類       1主 軸方位  N21° E         I平 面形  長方形
規模 長  1.07     短  070     深さ  040     1被 熱痕跡  壁 炭  単層
焼骨     

―

     1境 内施設・状況  拳大の石が数石落ち込んでいる 1木棺    

―

切 り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  

―
備考 石組の残存不良

235号墓
遺構図   第60図        1本 文図   図73        1写 真   図版10■ 4
葬法 火葬 1時期 H期 プロック Cn群     1地 区 4 A C16i4

石組‖型式  I類       1主軸方向  不明 規模 南北  1.33<   東西  0.50<
造り替え

墓壌 ‖型式  火葬墓 A類       1主 軸方位  N ll° E         I平 面形  楕円形
規模 長  1.01     短  0.83     深さ  0.45 炭  単層
焼骨     

―

     1壌 内施設・状況  棺台 (南北 2石)      1木 棺
切り合い

遺
物

石
造
物 1豪図            1写 真  

―
備考 石組の残存不良 墓嬢には明瞭な比熱痕跡がないが、埋上の下層が炭層であるので火葬墓 A類とした



付表54 中近世墓一覧表 (48)236～ 240号墓

236号墓
遺構図 第60図 1本文図 唇]73 1写真

葬法  土葬      1時 期  Ⅱ期 プロック Cn群     1地 区 4A Cl働 4
石組‖型式  I類       1主軸方向  N18°一E 規模 南北  0.93<   東西  080<
り替え

墓壌 ‖型式  上葬墓A類       1主 軸方位  N20° E        I平 面形  楕円形
規模 長  1.20     短  0_59     深さ  0.21    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   ―――
焼骨     ―――――     1境 内施設。状況    一――――一    1木 棺    ―一―一―一
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    一一一図 1写真  

―
備考 石組の残存不良

237号墓
遺構図   第61図        1本 文図   図73        1写 真   図版1021
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック Cn群     1地 区 4 A C16i4

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  N28° E 規模 南北  105   東西  0.88<
造り替え

墓境 ‖型式  火葬墓A類       1主 軸方位  N25° E        I平 面形  楕円形
規模 長  1■     短  086     深さ  0.29    1被 熱痕跡  壁・床・棺台  1炭  単層
焼骨  集中 33留・成人)     1壌 内施設。状況  棺台(散在して 6石)    1木 棺  奈昆時に木憎使用の可能性?
切 り合い

遺
物
壊内 (鉄釘 1) 石

造
物 1写真    ――一図 1写真  

―
備考 石組の南西半部を欠損 墓壊の棺台はいくつか確実に浮いているものがあり、泰毘後の片づけが行われた際に移動したも
のと思われる

238号墓
遺構図   第61図        1本 文図   図73        1写 真   図版1022、 3
葬法  土葬      1時 期  I・ Ⅱ期 プロック Cn群     1地 区 4 A C16i4

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  N ll七E 規模 南北  0.85<   東西  075<
造り替え

墓境‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N2° W         I平面形  楕円形
規模 長  060<    短  0,70     深さ  0.18    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   ―――
焼骨     一――――     1壌 内施設・状況  現状では3方を巡る石囲い  1木棺    ―――――一
切り合い  239.240号墓に切られる

遺
物

石
造
物 1写真    一――図 1写真  

―
備考 石組の北西角を残存 墓媛の石囲いは南側が切られているため、 4方に巡るかは不明である

239号墓
遺構図   第61図        1本 文図   図73        1写 真   図版1023
葬法  上葬      1時 期  I・ II期 プロック Cn群     1地 区 4 A C1614

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  N10°―E 規模 南北  0_60<   東西  0.68
造り替え

墓壊 ‖型式  上葬墓A類       1主 軸方位  N10° E        I平 面形  楕円形
規模 長  0.96    短  0.46    深さ  028    1被 鏃 跡  

―

 1炭   ―――
焼骨     一―――一     1嬢 内施設。状況    ―――――一    1木 糖    ―――――一
切り合い  238号墓を切る
遺
物

石
造
物 1写真    一――図 1写真   

―
備考 石組の北半部を残存

240号墓
遺構図   第62図        1本 文図   図73        1写 真   図版1024
葬法  上葬      1時 期  I・ H期 ブロック Cn群     1地 区 4 A Cla4

石組‖型式  I―②類     1主軸方向  N29° E 規模 南北  070<  東西  0_75<
造り替え  石組と墓墳の規模に差異が認められ、造り替えが判る
墓墳 ‖型式  上葬墓A類       1主 軸方位  N23° E        I平 面形  楕円形
規模 長  113     短  0.70     深さ  0.24    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   一――
焼骨     一一―一―     1境 内施設。状況  床面に拳大の石1石のみあり  1木棺    

―
切り合い  238号墓を切る
遺
物

石
造
物

地輪図1308

1写真  20312図 1写真  

―
備考 墓墳の南束部に墓嫉に伴う石組の石が残存 石組の中心に地輪



付表55 中近世墓一覧表 (49)241～ 245号墓

241号墓
還構図   第62図        1本 文図   図73        1写 真   図版1013
葬法  土葬      1時 期  Ⅱ・III期 ブロック Cn群     1地 区 4 A Clα 4

石組 ‖型式  I類       1主 車由方向 N30° E 規模 南北  080<   東西  065<
造り替え

墓城‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N30° E        I平面形  方形?
規模 長  085<    短  077     深さ  0.37    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   ―――
焼骨     

―

     1墳 内施設・状況  こぶし大の石が落ち込む   1木棺  鉄釘使用木棺(サイズ復元困難)
切り合い

遺
物
娘内 (鉄釘 8) 石

造
物 1写真    ――一図 1写真

備考 石組の北西半部のみ残存 鉄釘が 8本出上しており、木棺が使用された可能性が高いが、その配置から規模・構造は復元で
きず

242号墓
遺構図   第62図        1本 文図   図73        1写 真   図版1015、 6
葬法 火葬      1時 期  II期 プロック Cn群     1地 区 4A Cl硯 4

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  N40°―E 規模 南北  0.63<   東西  108
造り替え

墓壌‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N10° E        I平面形  楕円形
規模 長  1.07     短  0,85     深さ  0.25    1被 熱痕跡  棺台    1炭   単層
焼骨  散在(1lg)        1墳 内施設。状況  棺台(5石散在してあり)  1木権    

―
切 り合い  243号墓に切られる
遺
物

石
造
物

石仏写1844、 空風輪図1274

1写真  1844,19812図            1写 真

備考 石組に石仏および空風輪転用 石組の南半部のみ残存 石組上面からも焼骨 (27g。若い?)が検出されているが、墓墳のも
のと同一個体かは不明

243号墓
遺構図   第62図        1本 文図   図73        1写 真   図版1016
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック Cn群     1地 区 4 A C16i4

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――一 規模 南北  ――一   東西  
―造り替え

墓嫉 ‖型式  火葬墓A類       1主 軸方位  N40°一W        I平 面形  楕円形
規模 長  0.72     短  059     深さ  025    1被 熱痕跡  壁・床・棺台  1炭  混在
焼骨  散在(6g)       1嬢 内施設・状況  棺台(東西 2石)      1木 棺    ―――――一
切り合い  242号墓を切る
遺
物

石
造
物 1写真    ―――図 1写真  

―
備考 石組検出せず

244号墓
遺構図   第63図        1本 文図   図74        1写 真   図版1031
葬法  土葬      1時 期  I・ H期 プロック Co群     1地 区 4 A ClG3

石組‖型式  I―③類     1主軸方向  Nl° E 規模 南北  0_75<   東西  0,75
造り替え  石組と墓嫉の方向に差異が認められ造り替えが判る
墓嫉‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N20° E        I平面形  精円形
規模 長  107     短  067     深さ  036    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   ―――
焼骨     一―――一     1壌 内施設・状況    ―――――一    1木 棺
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    ―一一図 1写真  

―
備考 石組の中心部に石仏の抜き取り痕有り 石組の北側に水輪 1点 (写20210)点在

245号墓
遺構図   第63図        1本 文図   図74        1写 真    ――――一
葬法  土葬      1時 期  H・ III期 ブロック Co群     1地 区 4A Cl∝ 3,4

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  不明 規模 南北  0.40<   東西  0.61<
造り替え

墓嫉‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N16° E         I平 面形  方形
規模 長  0.85     短  080     深さ  034    1被 熱痕跡  ―――――  1炭   ――一
焼骨     ―――――     1壌 内施設・状況     ――――――     1木 棺
切 り合い  246号墓に切られる
遺
物

石
造
物 1写真    ―――図 1写真  

―
備考 石組の残存不良



付表56 中近世墓一覧表 (50)246～ 250号墓

246号墓
遺構図   第63図        1本 文図   図74 1写真    ――――一
葬法   

―

  1時期  不明 ブロック Co群     1地 区 4 A C16,3
石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  N3° W 規模 南北  090<   東西  0,78<
造り替え

墓壌‖型式    ――一――    1主軸方位    ―――一―    1平面形    ―――一―一
規模 長   一一    短   一一    深さ   ―一   1被熱痕跡  ――――一  1炭   ―――
焼骨     

―

     1壌 内施設・状況     

―

     1木 棺    

―
切り合い  245号墓を切る

遺
物
石上 (上師器皿2) 石

造
物

Z三わ氏写予184-6

1写真  1846図 1写真   ―――――一
備考 石組のみ 石組に石仏転用

247号墓
遺構図   第63図        1本 文図   図74 1写真   図版1032
葬法 土葬      1時 期  H期 ブロック Co群     1地 区 4 A C16i3

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  不明 規模 南北  100<   東西  0.65<
造り替え

墓境‖型式  土葬墓A類       1主軸方位  N5° W 1平面形  楕円形
規模 長  0.93     短  0.63     深さ  0.35    1被 熱痕跡  ―一―一一  1炭   ――一
焼骨     一――――     1壌 内施設・状況    ―一―一十一     1木 棺    一――一―一
切 り合い

遺
物

石
造
物 1写真    一――図 1写真  一一―――一

備考 石組の残存不良

248号墓
遺構図   第64図       1本 文図   図74 1写真    一一一一一
葬法 土葬 1時期  H期 ブロック Co群     1地 区 4 A C16i3

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  不明 規模 南北  0.40<   東西  0.65<
り替え

墓嬢 ‖型式  土葬墓A類       1主 軸方位  N15° E 1平面形  楕円形
規模 長  097     短  077     深さ  0.49    1被 熱痕跡  ―――一―  1炭  混在
焼骨     一――一―     1壌 内施設・状況    ―――――一     1木 棺    一一一――一
切り合い  249号墓に切られる
遺
物

石
造
物 1写真    ―――図 1写真  ―――――一

備考 石組の残存不良

249号墓
遺構図   第64図        1本 文図   図74 1写真   図版1033
葬法 火葬      1時 期  H期 ブロック Co群     1地 区 4A Cl街 3

石組‖型式  I類       1主軸方向  不明 規模 南北  030<   東西  075<
造り替え

墓嬢 ‖型式  火葬墓CI類       1主 軸方位  N79° W 1平面形  楕円形
規模 長  1.36     短  0.83     深さ  013    1被 熱痕跡  ―一―一一  1炭  単層
焼骨  集中 107宮 ) 1壊内施設・状況    ――――――    1木 棺    一―一――一
切り合い  248号墓を切る

遺
物
壊内(鉄釘 4) 石

造
物 1写真    ―――図 1写真  ――一――一

備考 石組の残存不良 焼骨を含んだ炭層が盛り上がっており、焼骨・炭・鉄釘が他所から運ばれた可能性もある

250号墓
遺構図   第64図       1本 文図   図74 1写真    一一―一一
葬法  土葬      1時 期  I・ H期 プロック Cp群     1地 区 4 A C16i4

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  一一―   東西
造り替え

墓墳‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N18° E 1平面形  楕円形
規模 長  0.85     短  0.65     深さ  0.22    1被 熱痕跡  ―一―一一  1炭  混在
焼骨     一―――一     1墳 内施設・状況    ―――――一     1木 棺    一――一十一
切り合い  253号墓に切られる

遺
物

石
造
物 1写真    ―――図 1写真  一一―一―一

備考 石組残存せず



付表57 中近世墓一覧表 (51)251～ 255号墓

251号墓
遺構図   第64図        1本 文図   図74 1写真    一―――一
葬法  土葬      1時 期  I・ H期 プロック Cp群     1地 区 4 A C16i4

石組 ‖型式  不明       1主 車由方向  一―――一 規模 南北  
―
  東西  

―造り替え

墓壌 ‖型式  上葬墓A類       1主 軸方位  N23° W 1平面形  楕円形
規模 長  087     短  057     深さ  0.13<    1被熱痕跡  ――――一  1炭   ―――
焼骨     ――――一     1娼 内施設。状況    一―――――    1木 棺    一―――――
切 り合い

遺
物

石
造
物 1写真    ――一図 1写真  ―――――一

備考 石組残存せず

252号墓
遺構図   第64図        1本 文図   図74 1写真    ―一一一―
葬法  土葬      1時 期  I・ H期 プロック Cp群     1地 区 4A Cl∞ 4

石組‖型式  不明       1主軸方向  不明 規模 南北  065<   東西  045<
造り替え

墓壌 ‖型式  土葬墓A類       1主 軸方位  N ll° 一E 1平面形  楕円形
規模 長  1.15     短  075     深さ  033    1被 熱痕跡  ――一――  1炭   一一―
焼骨     ―――――     1壊 内施設・状況    ――――――     1木 棺    ―――――一
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    

―
図 1写真  ―――――一

備考 石組残存不良

253号墓
遺構図   第64図        1本 文図   図74 1写真    ――――一
葬法 火葬      1時 期  H期 ブロック Cp群     1地 区 4A Cl飼 4

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――一―― 規模 南北  ―――   東西  ―一一
造り替え

墓墳‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N15° E 1平面形  楕円形
規模 長  089     短  065     深さ  0.15    1被 熱痕跡  床・棺台   1炭  単層
焼骨  不明 1壌内施設。状況  棺台(南北2石)      1木 棺    ―――――一
切 り合い  250号墓を切る
遺
物

石
造
物 1写真    

―
図 1写真   ―――――一

備考 石組残存せず

254号墓
遺構図   第65図        1本 文図   図74 1写真     ―――十一
葬法  土葬      1時 期  I・ H期 ブロック Cp群     1地 区 4 A C16i4

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  ―――   東西  ―一一
造り替え

墓壌 ‖型式  上葬墓A類       1主 軸方位  N26° E 1平面形  長方形
規模 長  1.04     短  0.62     深さ  0.32    1被 熱痕跡  一一―――  1炭   ―一―
焼骨     ―――――     1墳 内施設・状況  棺台(南北 2石)      1木 棺    

―
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    ―――図 1写真   

―
備考 石組残存せず

255号墓
遺構図   第65図       1本 文図   図74 1写真   図版1043
葬法  土葬      1時 期  I・ Ⅱ期 プロック ∈ p群    1地 区 4 A C16i4

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  ―一一   東西  ―――
造り替え

墓壌 ‖型式  上葬墓A類 ?      1主 軸方位  N30° E 1平面形  長方形
規模 長  0.86     短  0.67     深さ  0.18    1被 熱痕跡  棺台     1炭   

―焼骨     

―

     1壌 内施設・状況  棺台(南北 2石)      1木 棺    

―
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    ―一一図 1写真  ――――――

備考 石組残存せず やや墓城が浅く、土葬墓ではない可能性も否定できない



付表58 中近世墓一覧表 (52)256～ 260号墓

258号墓
遺構図   第65図       1本 文図   図75         1写 真    ――一――
葬法 上葬 1時期  II・ III期 プロック Cq群     1地 区 4 A C16i4

石組 ‖型式  H類 ?      1主 軸方向  不明 規模 南北  0.23<   東西  0.50<
造り替え

墓壊‖型式  土葬墓A類       1主軸方位  N30七E         I平面形  楕円形
規模 長  0.87     短  0,71     深さ  015    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   ――一
焼骨     

―

     1墳 内施設・状況     

―

     1木 棺    ――――――
切り合い  216号墓を切る
遺
物

石
造
物

火輪図12818

1写真図            1写 真  ――――――
備考 石組の中央部のみ残存 石組に火輪転用

237号墓
遺構図   第65図        1本 文図   図75         1写 真    

―
葬法  火葬      1時 期  H期 プロック Cq群     1地 区 4 A C16i4

石組 ‖型式  I類 ?      1主 軸方向  不明 規模 南北  0.35<   東西  053<
造り替え

墓壌 1型式  火葬墓 A類       1主 軸方位  N50° E         I平 面形  楕円形
規模 長  0,81     短  0.70     深さ  012    1被 熱痕跡  床     1炭   単層
焼骨  散在 (128g・熟年以上)   1境 内施設・状況  棺台(南北 2石)      1木 棺  奈毘時に木棺の使用 ?
切り合い

遺
物
嫉上 (鉄釘 3) 石

造
物 1写真図            1写 真  ―――――一

備考 石組の残存不良 墓壊の棺台は床面より浮いている 鉄釘は墓渡上面からの出土だが、荼毘時に使用された木棺の可能性
を否定できない

258号墓
遺構図   第65図       1本 文図   図75         1写 真    ―――――
葬法 火葬 1時期  H期 (15前～中 ブロック C9群     1地 区 4 A C16i4

石組‖型式  不明       1主軸方向  ――――― 規模 南北  ―――   東西  ―――
造り替え

墓墳‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N48°一W         I平面形  楕円形
規模 長  0.91     短  085     深さ  0.■     1被 熱痕跡  棺台    1炭   単層
焼骨  散在 (74g。 子供 ?)    1墳 内施設・状況  棺台(現状では1石のみ)  1木棺  奈昆時に木棺の使用の可台ヒ性あり
切り合い  259号墓に切られる
遺
物
壊生(土師器皿ほぼ完形 1・破片9・鉄釘18)墳内(上師器lll13) 石

造
物 1寧真図  10945～49     1写真  16814

備考 石組残存せず 墓壊内には1つ しかないが棺台と思われる被熱した石がある 鉄釘は墓壊上面からの出土だが、その数の
多さから泰昆時の本格のものの可能性高い

2開号墓
遺構図   第65図       1本 文図   図75         1写 真    

―
葬法 土葬 ? 1時期  H・ III期 ブロック Cq群     1地 区 4 A C16i4

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  

―

規模 南北  ――一   東西  一一―
造り替え

墓媛‖型式  土葬墓A類 ?       1主軸方位  N37° E         I平面形  楕円形
規模 長  100     短  067     深さ  025    1被 熱痕跡  一―――一  1炭  混在
焼骨  散在(106g)       1墳 内施設・状況     

―

     1木 棺    

―
切り合い  258号墓を切る
遺
物
鍍内(土師器皿2) 石

造
物 1写真図            1写 真  ――――――

備考 石組残存せず 墓壊の埋土は炭が層をなさず、被熱痕跡もないので土葬墓と考えたいが、焼骨の量が多く、躊躇する
ただ、258号墓からの混入の可能性を無視できない

260号墓
遺構図 第66図 1本文図 回]75 1写真

葬法  

―

   1時期  不明 ブロック Cq群     1地 区 4 A C1614
石組 ‖型式  I類 ?      1主 軸方向  不明 規模 南北  0.60<   東西  0.78
造り替え

墓境‖型式     
―

     1主軸方位     
―

     1平面形    ――――――
規模 長   一一    短   ――    深さ   ―一   1被熱痕跡  ―――――  1炭  単層
焼骨     

―

     1嬢 内施設・状況     

―

     1木棺    

―
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  ――――――

備考 石組のみ



付表59 中近世墓一覧表 (53)261～ 265号墓

261号墓
遺構図   第66図       1本 文図   図75         1写 真    ―――――
葬法   

―

  1時期  不明 ブロック Cq群     1地 区 4 A C16i4
石組‖型式  I類       1主軸方向  N57° E 規模 南北  0.83<   東西  083
り替え

墓壌 ‖型式     

―

     1主 軸方位
規模 長   一―    短   一―    深さ   ――   1被熱痕跡 ~―――――  1炭   一――
焼骨     

―

     1壌 内施設・状況     

―

     1木 棺
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  ――――――

備考 石組のみ 石組の中心部に石仏

262号墓
遺構図   第66図       1本 文図   図75         1写 真        ~~
葬法 土葬 1時期  ⅢoⅣ期 ブロック Cq群     1地 区 4 A Cla4

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  

―

規模 南北  ―――   東西  ―――
造り替え

墓壊 ‖型式  上葬墓 A類       1主 軸方位  N35° W         I平 面形  彫
規模 長  1.08     短  1.05     深さ  0.42    1顔 熱痕跡

~~三
==== 炭  混在

蜂骨  混入(2g)   _    1墳 内施設・状況     

―

     1木相    

―
切り合い  258号墓を切る
遺
物
壊内 (瓦質羽釜1・鉄釘 2) 石

造
物 1写真図            1写 真  ――――――

備考 石組残存せず 鉄釘は258号墓からの混入と思われる

263号墓
遺構図   第66図       1本 文図   図75        1写 真   頗
葬法 火葬 1時期 H期 ブロック Cq群     1地 区 4 A C16i4

石組‖型式  不明       1主軸方向  ――――一 規模 南北  ―一―   東西  一―一
造り替え

墓壌 ‖型式  火葬墓 A類       1主 軸方位  N47° E         I平 面形  長方形
規模 長  135<    短  081<    深さ  0.16    1被 熱痕跡  壁・廉 炭  無
焼骨  _ 

―

     1壌 内施設・状況     

―

切り合い  264号墓に切られる
遺
物
城内(天虐通費・元豊通賓 2・元祐通賓 2・嘉祐通賓) 石

造
物 1写真図            1写 真  ――――――

備考 石組残存せず 銭貨は6枚付着しており、拾骨の際の片付け後に床面に置かれている

264号墓
遺構図   第66図       1本 文図   図75         1写 真   図版1042、 4
葬法  火葬      1時 期  H期 プロック Cq群     1地 区 4 A C16i4

f組 ‖型式  I類        1主 軸方向  N38° E 規模 南北  0、 98<  東西  1.00
造り替え  石組が造り替えられたか ?

A類       1主 軸方位  N48° E         I平 面形  楕円形
規模 長  109     短  0,73<    深さ  014    1被 熱痕跡  壁・床・権台 炭  単層
焼骨  有 (微量)         1壌 内施設。状況  棺台(4石を南北2ヶ所に配す)1木 棺  茶昆時に木悟使用の可能性?
切り合い  263号墓を切り、267号墓に切られる
遺
物
境内(上師器皿1・鉄釘 1) 石

造
物 1写真図            1写 真  ―――――一

備考 石組残存不良

265号墓
遺構図   第67図 1本文図   図75 1写真

葬法  火葬     _1時 期  H期 ブロック Cq群     1地 区 4 A Cla4
石組‖型式  不明       1主軸方向  ――――― 規模 南北  ―――   東西  ―――
造り替え

墓塘 ‖型式  火葬墓 CI類      1主 軸方位  N44° W        I平 面形  円形
規模 長  0,61     短  0.51     深さ  009    1被 熱痕跡  一―――一  1炭  単層
焼骨  有(lg)        _1壌 内施設・状況     

―

     1木 棺
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  一―――――

備考 石組残存せず
規模からすると焼骨・炭を埋納した遺構の可能性がある



付表60 中近世墓一覧表 (54)266～ 270号墓

288号墓
遺構図   第67図        1本 文図   図75 1写真    一―――一
葬法  火葬 ?     1時 期  H期 プロック Cq群     1地 区 4 A C16i4

石組‖型式  不明       1主軸方向  一―――一 規模 南北  ―一―   東西  ―一―
造り替え

墓墳 1國式  火葬墓 CI類 ?      1主 軸方位  N71° W 1平面形  方形
規模 長  1.12     短  103     深さ  0.09    1被 熱痕跡
焼骨  有(1質) 1壌内施設・状況  集石 A 1木棺    一――――一
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    ――一図 1写真  

―
備考 石組残存せず 墓壌は浅 く、埋土には焼骨が散在しており、やや性格を限定しがたいが火葬墓の可能性がより高いと判断し
た

267号墓
遺構図   第66図        1本 文図   図75 1写真   図版10許 4
葬法  火葬      1時 期  H・ III期 ブロック Cq群     1地 区 4 A C1614

石組‖型式  不明       1主軸方向  不明 規模 南北  0.75<   東西  0.80<
造り替え

重覆 W亜 弐   火葬墓 BH類       1主 軸方位     ―一一一一     1平 面形        _
規模 長   一一    短   一一    深さ   ―一   1被熱痕跡  ――――一  1炭   

―
焼骨  集中(101Я )石組内から   1墳 内施設。状況               1木 棺    一――一十一
切り合い  264266号墓を切る

遺
物

石
造
物 1写真    ――一図 1写真  ――一一――

備考 石組のみ 石組内から焼骨が検出

268号墓
遺構図   第67図        1本 文図   図75 1写真    一―――一
葬法  火葬      1時 期  H期 プロック Cq群     1地 区 4 A C16i4

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――一 規模 南北  一十一   東西  ――一
造り替え

墓墳‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N54° E 1平面形  楕円形
規模 長  1.06     短  0.84     深さ  0.23     1被 熱痕跡  棺台    1炭   単層
焼骨  墓媛上面に散在      1壌 内施設・状況  棺台(東西 2石)      1木 棺
切り合い  269号墓に切られる

遺
物
石上 (上師器皿1) 石

造
物 1写真    

―
図 1写真  

―
備考 石組検出せず

289号墓
遺構図   第67図        1本 文図   図75 1写真   図版1035
葬法  火葬      1時 期  H期 プロック Cq群     1地 区 4 A C16i4

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ―一一―― 規模 南北  ―一一   東西  ――一
り替え

墓墳‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N24° E 1平面形  長方形
規模 長  1.40     短  105     深さ  018     1被 熱痕跡  一―――一  1炭  単層
焼骨     

―

     1境 内施設・状況                1木 棺  _ 

―
切り合い  268号墓を切り、270号墓に切られる

遺
物

石
造
物 1写真    

―
図 1写真  ―――一一―
備考 石組検出せず
被熱痕跡はないが、10cm以上の炭化材と焼上を含む炭層を有するので、火葬墓 A類 と思われる.

270号墓
遺構図   第67図        1本 文図   図75 1写真   図版1035
葬法  不明      1時 期  Ⅲ期 プロック Cq群     1地 区 4 A C16i4

石組‖型式  II類       1主軸方向  一―――一 規模 南北  ―一―   東西
造り替え

墓壊‖型式  不明 1主軸方位  N76° W 1平面形  円形
規模 長  067     短  058     深さ  0.34     1被熱痕跡  一―――一  1炭   

―
焼骨     

―

     1壊 内施設。状況  水輪を埋納したような状況  1木棺    

―
切り合い  269号墓を切る
遺
物

石
造
物

石仏写1984、 水輪図12914

1写真  1984,2031図 1写真  ―――――一
備考 墓壌上面に石仏 1体出土
墓媛内に水輪 1点出上しており、墓城の規模からすると、水輪を埋納した遺構の可能性あり



付表61 中近世墓一覧表 (55)271～ 275号墓

271号墓
遺構図   第67図       1本 文図   図75         1写 真    ―――――
葬法  不明      1時 期  III期 ブロック Cq群     1地 区 4 A C16i4

石組‖型式  H類       1主軸方向  ――――― 規模 南北  ―一―   東西  ―――
造り替え

墓墳 ‖型式  不明 1主軸方位  N3° W         I平 面形  円形
規模 長  0.81     短  0.74     深さ  022    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   ―――
焼骨     ――――一     1墳 内施設・状況    ――一―――     1木 棺    ――――――
切り合い

遺
物

石
造
物

地輪図13017、 火空風輪図13卜 3

1写真  2046,2058図 1写真  ――――――
備考 墓墳に地輪が落ち込み、壊内に一石五輪塔の火空風輪 1点出上しており、これらを埋納する遺構の可能性あり

272号墓
遺構図   第67図       1本 文図   図77         1写 真    ―――――
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック Da群     1地 区 4 A C16i3

石組‖型式  不明       1主軸方向  ――――― 規模 南北  ――一   東西  一――
造り替え

墓墳‖型式  火葬墓A類 ?       1主軸方位  N28° E         I平面形  楕円形
規模 長  1.04     短  0.57     深さ  008<    1被 熱痕跡  ―――――  1炭  混在
焼骨     

―

     1墳 内施設・状況     

―

     1木 棺    ――――――
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真  ~下三正三図 1写真  一―――――

備考 石組残存せず
被熱痕跡はないが、墓壊の規模および埋上に炭と焼上が含まれることから、火葬墓 A類と思われる。

273号墓
遺構図   第67図       1本 文図   図77        1写 真    ―――――
葬法  土葬      1時 期  I・ H期 ブロック Da群     1地 区 4 A C16,3

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――一 規模 南北  ―一一   東西  一――
造り替え

墓境‖型式  土葬墓A類       1主軸方位  N6° E         I平面形  楕円形
規模 長  109     短  0,89     深さ  0.16<   1被 熱痕跡  ――――一  1炭   ―――
焼骨     

―

     1境 内施設・状況     

―

     1木 棺    

―
切り合い

遺
物

石
造
物

|
図 1写真  一――――一

備考 石組残存せず

274号墓
遺構図   第68図       1本 文図   図77        1写 真    ―――――
葬法  土葬      1時 期  I・ H期 ブロック Da群     1地 区 4A Cl傷 3

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  ―一―   東西  一一―
造り替え  墓躾上面に残る石組は造り替えによるものと思われる
墓墳‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N80° W         I平面形  長方形
規模 長  1.28     短  0,92     深さ  0.24    1被 熱痕跡  ―――――  1炭   一―一
焼骨     

―

     1境 内施設・状況     

―

     1木 棺    ――――――
切り合い  277号墓の石組に切られる
遺
物

石
造
物 1写真    ―――図 1写真  一―――――

備考 石組残存不良

275号墓
還構図   第68図       1本 文図   図77        1写 真   図版1051
葬法 上葬      1時 期  H期 プロック Da群     1地 区 4A Cl鋼 3

石組 ‖型式  I―③類?     1主軸方向  N18° E 規模 南北  083   東西  0.80
造り替え  石組と墓壊の規模に際が認められるため、造り替えが判る
墓媛‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N7° E         I平面形  楕円形
規模 長  1.12     短  0.83     深さ  0.34    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   ―――
焼骨     

―

     1壌 内施設。状況  石仏 1体と数個の石あり   1木棺    

―
切り合い  279号墓の石組に切られる
遺
物

石
造
物

Tttf/A=子 187-6, 184-1, 183-7

1写真  1876,1841,1837図 1写真  一――――一
備考 石組に石仏転用 この石組は後世の里道下にあるため、周辺の石組と比較して落ち込んでいた
墓嫉内の石と石仏は落ち込んでいるか据えてあるのかは断定できないが、床面に近いレベルのものもある



付表62 中近世墓一覧表 (56)276～ 280号墓

276号墓
遺構図   第68図        1本 文図   図77        1写 真    ―――――
葬法 土葬 1時期  I・ II期 プロック Da群     1地 区 4A Cl∝ 3

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  ―一一一一 規模 南北  ――一   東西  
―り替え

墓墳‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N4° E         I平面形  楕円形
規模 長  1.19     短  0,92     深さ  040    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   ―――
焼骨     ――――一     1嬢 内施設・状況    ―――――一    1木 棺    ―――一―一
切 り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真

備考 石組残存不良

277号墓
遺構図   第69図       1本 文図   図77        1写 真   図版1052
葬法 上葬 1時期  I・ II期 ブロック Da群     1地 区 4A Cl句 3

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  N24°一W 規模 南北  0,90    東西  0.96
造り替え  石組と墓壊にずれが認められ、造り替えが判る
墓壌‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N15° E        I平面形  長方形
規模 長  0,78     短  053     深さ  038    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   一――
焼骨     ―――――     1墳 内施設・状況    ――――――    1木 棺    一―――――
切 り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真

備考 墓壊の規模が小さく、子供埋葬の可能性あり

278号墓
還構図   第69図        1本 文図   図77        1写 真     

―
葬法 土葬 1時期  I・ H期 プロック Da群     1地 区 4A Cl∝ 3

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  N24° W 規模 南北  094   東西  09<
造り替え  石組と墓墳にずれが認められ、造り替えが判る
墓墳‖型式  土葬墓A類       1主軸方位  N18° E        I平面形  楕円形
規模 長  114     短  080     深さ  025    1被 熱痕跡  ―――――  1炭  混在
焼骨     一―――一     1墳 内施設・状況    ――――――    1木 棺    ―――――一
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  

―
備考 墓嫉埋上の炭はわずかに含まれる程度である

279号墓
遺構図   第69図        1本 文図   図77        1写 真    一―――一
葬法 土葬 1時期  I oII期 ブロック Da群     1地 区 4A C崎 3

石組‖型式  I類       1主軸方向  N24°一W 規模 南北  055<   東西  075<
造り替え  石組と墓壊の方向に差異が認められ、造り替えが判る
墓壊‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N4° W         I平面形  楕円形
規模 長  0.92     短  077     深さ  0.26    1被 熱痕跡  ――一――  1炭   ―――
焼骨     ―――――     1塘 内施設・状況     

―

    1木 棺    ――――――
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真

備考 石組残存不良 277～ 279号墓の石組の北辺が並ぶ

280号墓
遺構図   第70図        1本 文図   図78        1写 真     

―
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック Db群     1地 区 4 A C1612

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  NO° 規模 南北  095<   東西  033<
造り替え

墓境‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N2° W         I平面形  楕円形(推 )
規模 長  0,98<    短  071     深さ  0.07    1被 熱痕跡  末・棺台   1炭  単層
焼骨  有 (微量)        1壊 内施設。状況  棺台(現状では1石)    1木 棺    

―
切 り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真

備考 石組の残存不良 墓壊の棺台は、本来北側にもう1石あった可能性が高い



付表63 中近世墓一覧表 (57)281～ 285号墓

281号墓
遺構図   第70図        1本 文図   図78        1写 真    ――一―一
葬法 火葬 1時期  古代 ?～中世 ブロック Db群     1地 区 4A Cl碕 3

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  一一十一― 規模 南北  ―一一   東西  ――一
造り替え

墓嬢‖型式  火葬墓CH類      1主軸方位  N5° E         I平面形  円形?
規模 長  0,90     短  0.85<    深さ  0,03    1被 熱痕跡  ―――――  1炭  単層
焼骨     

―

     1嬢 内施設。状況     

―

    1木 棺
切り合い  183186号墓に切られる

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真

備考 石組残存せず 浅い墓媛に粒状の炭が充填されている 周辺では一番切り合い的に古い 可能性としては古代の蔵骨器が
埋納された遺構が削平された可能性もあるが断定できない

282号墓
遺構図   第70図        1本 文図   図78        1写 真   図版1062
葬法  土葬      1時 期  I期 ブロック Db群     1地 区 4A Cl碕 3

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――一―一 規模 南北  ――一   東西  一一―
造り替え

墓壌 ‖型式  上葬墓A類       1主 軸方位  N7°一E         I平 面形  楕円形
規模 長  080     短  0.63     深さ  0.54    1被 熱痕跡  ――――一  1炭  混在
焼骨     

―

     1境 内施設・状況     

―

    1木 棺
切 り合い  283号墓に切られる
遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真

備考 石組残存せず

炭が含まれるが、281号墓の炭と類似しているので混入の可能性が高い

283号墓
遺構図   第70図        1本 文図   図78        1写 真   図版1062
葬法 火葬 1時期  Ⅱ期 (15前～中) プロック Db群     1地 区 4A Cl句 3

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  Nl° E 規模 南北  0,76<   東西  0.96<
造り替え

墓媛 ‖型式  火葬墓A類       1主 軸方位  Nl° E         I平 面形  楕円形
規模 長  123<    短  1.05     深さ  030    1被 熱痕跡  壁・床・棺台  1炭  単層
焼骨  有 (微量)        1壌 内施設・状況  棺台 (南北 2石)      1木 棺
切り合い  282号墓を切り、284号墓に切られる
遺
物
嬢上 (上師器皿3)口縁を合わせた土爺器皿 2枚出土 石

造
物 1写真図  10919・ 20 1写真

備考 石組の残存不良

284号墓
遺構図   第70図        1本 文図   図78        1写 真   図版1062、 3
葬法  火葬      1時 期  H期 プロック Db群     1地 区 4A Cl釦 3

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向   

―

規模 南北  0.59<   東西  042<
造り替え

墓境 ‖型式  火葬墓A類       1主 軸方位  N13° W        I平 面形  楕円形
規模 長  0.77     短  0.62     深さ  0.19    1被 熱痕跡  棺台     1炭   単層
焼骨  有 (微量)        1境 内施設・状況  棺台(南北 2石)      1木 棺    ―――――一
切 り合い  283号墓を切る
遺
物

石
造
物

石仏写1906

1写真 190-6図            1写 真  

―
備考 石組の残存不良 石組に石仏転用 やや墓壌の規模が小さいが棺台の配置からすると火葬墓 A類 と思われる

286号墓
遺構図   第71図        1本 文図   図78        1写 真   図版1054
葬法 土葬 1時期  I・ H期 プロック Db群     1地 区 4A Cl街 3

石組 ‖型式  

―

    1主軸方向  

―

規模 南北  ―一一   東西  ―――
造り替え

墓墳 ‖型式  土葬墓A類       1主 軸方位  N4° W         I平 面形  楕円形
規模 長  108     短  0.85     深さ  038    1被 熱痕跡  ――――一  1炭  混在
焼骨  有(9宮)        1壌 内施設・状況    一―――――    1木 棺    ――一一十一
切り合い  286.287号墓に切られる

遺
物
石上 (上師器皿5) 石

造
物 1写真図            1写 真  ――――――

石組残存せず

炭が混在しているのは281号墓を切っている為と思われ、土葬墓と判断した
備考



付表64 中近世墓一覧表 (58)286～ 290号墓

286号墓
遺構図   第71図        1本 文図   図78        1写 真   図版1053
葬法 火葬 1時期  H・ III期 ブロック Db群     1地 区 4A Cl鋼 3

石組 ‖型式  I―③類     1主 軸方向  N4° W 規模 南北  090   東西  0.80
造り替え

墓壌‖型式  火葬墓BH類      1主軸方位  N4° W         I平面形  方形
規模 長  056     短  051<    深さ  0,33    1被 熱痕跡  棺台    1炭   一―一
焼骨  集中(32g)        1壌 内施設・状況  床面に拳大の石2つ あり   1木棺    ――――――
切り合い  285292号墓を切る
遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  一――――一

備考 石組の中心部に掘削痕有り 北辺の石組は265号墓の石組の名残か ?
焼骨は墓墳の仄面の石の上に置かれたような状況

287号墓
遺構図   第71図       1本 文図   図78        1写 真   図版107ユ
葬法 火葬 1時期 H期 ブロック Db群     1地 区 4A Cl鋼 3

石組 ‖型式  I一③類     1主 軸方向  N20° W 規模 南北  082<   東西  0.90
造り替え

墓壌 ‖型式  火葬墓A類       1主 軸方位  Nl° E         I平 面形  楕円形
規模 長  0,96     短  065     深さ  0.14    1被 熱痕跡  壁。床    1炭   単層
焼骨  やや散在 (110g。成人)   1娯 内施設。状況    ――――――    1木 棺  茶昆時に木憎の使用の可能陛あり
切り合い  285号墓を切る

遺
物
墳内(鉄釘 4) 石

造
物 1写真図            1写 真  一――――一

備考 石組の中心部に石仏の抜き取り痕有り

288号墓
遺構図   第71図       1本 文図   図78        1写 真   図版1071
葬法  火葬      1時 期  H期 プロック Db群     1地 区 4A Cl嚇 3

石組‖型式  I―②類     1主軸方向  N7° E 規模 南北  115    東西  1_15<
造り替え  石組と墓墳にずれが認められ、造り替えが判る
墓境 ‖型式  火葬墓A類       1主 軸方位  N15° E         I平 面形  楕円形
規模 長  1.17     短  087     深さ  0.13    1被 熱痕跡  壁・床    1炭   単層
焼骨  やや散在 (205g・成人)   1嬢 内施設。状況    一――――一     1木 棺  茶昆時に木棺の使用の可能性あり
切り合い  293号墓の石組に切られる
遺
物
石上 (土師器皿1)媛内(鉄釘 1) 石

造
物 1写真図            1写 真  ――――――

備考 石組の北辺および東辺を欠損 石組の中心部に五輪塔の痕跡有り

289号墓
遺構図   第71図        1本 文図   図78        1写 真   図版1091
葬法 火葬 1時期 H期 プロック Db群     1地 区 4 A ClG3

石組‖型式  I類       1主軸方向  N7° W 規模 南北  1.05   東西  1.05
造り替え  石組と墓壌がずれており、造り替えが判る
墓墳 ‖型式  火葬墓A類       1主 軸方位  N3° W         I平 面形  楕円形
規模 長  094     短  0.62     深さ  0.44    1被 熱痕跡  棺台    1炭   単層
焼骨  散在(74g)        1壊 内施設・状況  棺台(南北 2石)      1木 棺    

―
切り合い

遺
物
墳内 (瓦器椀 1) 石

造
物 1写真図            1写 真  ――――――

備考 石組の残存不良 墓城の棺台は完全に床面より浮いているので、拾骨の際の片付け時に移動させたものと思われる

290号墓
遺構図   第73図       1本 文図   図78        1写 真    

―
葬法  

―

   1時期  不明 ブロック Db群     1地 区 4A Cl航 3
石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  一―一   東西  

―造り替え

墓墳‖型式  火葬墓CI類      1主軸方位  N87tW        I平 面形  楕円形
規模 長  175     短  1.30     深さ  012    1被 熱痕跡  ―――一一  1炭  単層
焼骨  散在 (微量)       1境 内施設・状況    ――――――    1木 棺    一――――一
切り合い  291293～295号墓に切られる
遺
物

石
造
物 1写真図           1写 真  ―――――一

石組残存せず
墓媛には焼骨を含んだ炭層が浅く広がっている状況である

備考



付表65 中近世墓一覧表 (59)291～ 295号墓

291号墓
遺構図   第72図 1本文図   図78 1写真   図版108
葬法 火葬      1時 期  H期 ブロック Db群     1地 区 4A Cl∞ 3

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――一 規模 南北  
―
   東西  ―――

造り替え

墓墳‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N8° E 1平面形  方形
規模 長  1.49     短  1.26     深さ  0.31    1被 熱痕跡  壁     1炭   混在
焼骨     ―――――     1墳 内施設。状況     

―

     1木 棺  奈昆時に木棺の使用の可含ヒ性?
切り合い  290号墓を切り、292.295号 墓に切られる
遺
物
壊内 (鉄釘 1) 石

造
物 1写真

~~
図 1写真  ――一―――

備考 石組残存せず

292号墓
遺構図   第72図        1本 文図   図78 1写真   図版108
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック Db群     1地 区 4A Cl飼 3

石組 ‖型式   I―②類      1主 軸方向  N3° W 規模 南北  105   東西  0,78
造り替え

墓墳‖型式  火葬墓BI類      1主軸方位  N20° E 1平面形  円形
規模 長  080<    短  070<    深さ  0■ <    1被熱痕跡  ―――――  1炭   ―――
焼骨  蔵骨器 (134g。熟年以上)  1壌内施設・状況     

―

     1木 棺    

―
切り合い  286号墓に切られ、285291号墓を切る
遺
物
壊上 (上師器皿1)蔵骨器 (瓦質羽釜 ) 石

造
物 1写真    ―――図  10942・ 1■ 8    1写真  17■ 8

備考 羽釜の上に平らな石を乗せる

293号墓
遺構図   第72図       1本 文図   図78 1写真   図版1072
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック Db群     1地 区 4A Cl何 3

石組 ‖型式  I―③類     1主 軸方向  N10° E 規模 南北  115    東西  1.05<
り替え

墓壌‖型式  火葬墓CH類      1主軸方位  N22° E 1平面形  円形
規模 長  0.73     短  066     深さ  0.23    1被 熱痕跡  ―一一一―  1炭  単層
焼骨     ――――一     1墳 内施設・状況    ――――――    1木 棺    ―――――一
切 り合い  288.290号墓を切 り、189号墓に切られる

遺
物
石上 (土師器皿3) 石

造
物

地輪図13015

1写真  2044図 1写真  ――――――
備考 石組の南西角を欠損 この墓は火葬墓 CH類に確実に石組が伴っている例である

294号墓
還橋図   第72図        1本 文図   図78 1写真    一―一―一
葬法  

―

   1時期  不明 プロック Db群     1地 区
石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  N13° W 規模 南北  0,78   東西  0.63
造り替え 有 り

墓墳‖型式    ――一――    1主軸方位    ―――――    1平面形    ―――一――
規模 長 短 深 さ 1被熱痕跡  ――――一  1炭   ―――
焼骨     ―――――     1墳 内施設・状況     

―

     1木棺    

―
切り合い  291～ 293号墓を切る

遺
物
石上 (土師器皿1) 石

造
物 1写真    ―一一図 1写真  ――一――一

備考 石組のみ 中心部を欠損する

295号墓
遺構図   第73図       1本 文図   図78 1写真   図版1064
葬法  土葬      1時 期  Ⅳ期 プロック Db群     1地 区 4 A Cla3

石組‖型式  不明       1主軸方向  一―――一 規模 南北  
―
   東西  

―造り替え

墓嬢 ‖型式  上葬墓B類       1主 軸方位  N85° W 1平面形  長方形
規模 長  1.93     短  064     深さ  0.62    1被 熱痕跡  

―

 1炭   ――一
焼骨     一――――     1壌 内施設。状況    一――――一     1木 相  鉄釘使用木棺 (1.75× 03)
切り合い  290～ 292号墓を切る
遺
物
墳内 (鉄釘15) 石

造
物 1写真    二―一図           1写 真  ――――――

備考 石組を検出せず



付表66 中近世墓一覧表 (60)296～ 300号墓

298号墓
遺構図   第73図       1本 文図   図79 1写真   図版1101
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック Dc群     1地 区 4A Cl飼 3

石組 ‖型式  I―②類?     1主軸方向  N7° E 規模 南北  0.93   東西  088
り替え

墓嬢‖型式  火葬墓BI類      1主軸方位  N21° E 1平面形  円形
規模 長  0.45     短  041     深さ  0,14<    1被熱痕跡  ――――一  1炭   ―――
焼骨  蔵骨器(116g)       1嬢内施設・状況     

―

     1木 棺    ――――――
切り合い  297号墓を切る
遺
物
蔵骨器 (瓦質羽釜) 石

造
物 1写真    ―――図  ■11       1写 真  1711

備考 石組の中心部に平坦な石を据える 北側に石仏写1854、 水輪写2026点在

297号墓
還構図   第73図       1本 文図   図79 1写真   図版1095
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック Dc群     1地 区 4A Cl衝 3

石組 ‖型式  ――一――    1主軸方向  ――――― 規模 南北  ―――   東西  一――
造り替え

墓壊 ‖型式  火葬墓 BH類       1主 軸方位    ,一 ――――     1平 面形   ~工 正三正三正三

規模 長   ――    短   一―    深さ   ―一   1被熱痕跡  ――一――  1炭   一―一
焼骨  集中(35g) 1境内施設。状況     

―

     1木棺    ――――――
切り合い  296号墓に切られる
遺
物

石
造
物 1写真    一――図 1写真  ―――――一

備考 石組残存せず 墓壊を掘削ぜずに径0.4mの範囲に焼骨が集中して検出された

298号墓
遺構図   第73図       1本 文図   図79 1写真     一――――
葬法  土葬      1時 期  I・ II期 ブロック Dc群     1地 区 4A Cl傷 3

石組‖型式  I類       1主軸方向  不明 規模 南北  088<   東西  0.88<
造り替え

墓墳‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N2° E 1平面形  楕円形
規模 長  095     短  0.64     深さ  032    1被 熱痕跡  ――――一  1炭  混在
焼骨     ――――一     1娯 内施設・状況    ――――――     1木 棺    ――――――
切り合い  300号墓に切られる
遺
物

石
造
物

石仏写1853

1写真  1853図 1写真  ――――――
備考 石組残存不良 石組に石仏再利用か ?

299号墓
遺構図   第74図       1本 文図   図79 1写真     ―――――
葬法  

―

   1時期  不明 プロック Dc群     1地 区 4 A C16,3
石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  N7° E 規模 南北  0.68<   東西  083<
造り替え

墓壌‖型式     
―

     1主軸方位     
―

     1平面形    ――――――
規模 長   一―    短   一―    深さ   一―   1被熱痕跡  一―一――  1炭   ――一
焼骨     

―

     1境 内施設・状況     

―

     1木 棺    

―
切り合い

遺
物
石上 (土師器皿1) 石

造
物 1写真    ―一―図 1写真  ――――――

備考 石組残存のみ

300号墓
遺構図   第73図       1本 文図   図79 1写真    一―――一
葬法 火葬      1時 期  H期 ブロック Dc群     1地 区 4A Cl蒟 3

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  不明 規模 南北  0.58<   東西  1.08
造り替え

墓壌‖型式  火葬墓CI類      1主軸方位     
―

     1平面形    

―
規模 長  0.66     短  0.55     深さ  0.05    1被 熱痕跡  ―――――  1炭  混在
焼骨  集中(39g) 1墳内施設。状況     

―

     1木 棺    ――――――
切り合い  298号墓を切る
遺
物

石
造
物 1写真    ――一図 1写真  ――――――

備考 石組残存不良



付表67 中近世墓一覧表 (61)301～ 305号墓

301号墓
遺構図   第74図       1本 文図   図79 1写真   図版1093
葬法  土葬      1時 期  I・ H期 プロック Dc群     1地 区 4A Cl∝ 3

石組‖型式  I類       1主軸方向  ――――― 規模 南北  ――一   東西  ――一
造り替え

墓 A類       1主 軸方位  N39° E 1平面形  楕円形
規模 長  094<    短  0.74<    深さ  023    1被 熱痕跡  棺台 炭

勢 骨     ―――――      1嫉 内施設・状況  棺台 (南北 2石)      1木 棺     一―――――
切り合い  302.306号墓に切られる

遺
物

石
造
物 1写真    ―――図 1写真  一―一――一

備考 石組南辺の一部のみ残存

302号墓
遺構図   第74図       1本 文図   図79 1写真   図版1092
葬法 火葬      1時 期  H期 プロック Dc群     1地 区 4 A C16j3

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  一―――― 規模 南北  050<   東西  0,30<
造り替え

墓境 ‖型式  火葬墓 A類       1主 軸方位  N6° E 1平面形  楕円形
規模 長  101     短  o77     深さ  0.13    1被熱痕跡  格石 炭  単層
焼骨  集中(不明) 脚 設。状況  肩台(5石を南北 2ヶ所に配す)1木 棺    ―――――一
切り合い  301号墓を切り、306号墓の石組に切られる
遺
物

石
造
物 1写真    ―――図 1写真  一―――――

備考 石組残存不良 南東部の石組のみ残存

303号墓 遷構図   第74図       1本 文図   画79 1写真   図版1102
葬法  

―

   1時期  不明 ブロック Dc群     1地 区 4 A Cla3
石組‖型式  I類       1主軸方向  NO° 規模 南北  1.10   東西  105
造り替え

墓渡 ‖型式     

―

     1主 軸方位     

―

     1平 面形    ――――――
規模 長   ――    短   一一    深さ   ――   1被熱痕跡  ――――― 炭

焼骨     

―

     1壌 内施設・状況     

―

     1木 棺    ――――――
切 り合い

遺
物

石
造
物 1写真    ―――図 1写真  ――――――

備考 石組のみ 中心部を欠損

304号墓
遺構図   第74図       1本 文図   図79 1写真   ~
葬法  火葬      1時 期  H・ III期 ブロック Dc群     1地 区 4 A Cla3

石組‖型式  I類 ?      1主軸方向  N17°一E 規模 南北  080<   東西  0.65<
造り替え

墓墳 ‖型式  火葬墓 CI類       1主 軸方位     

―

     1平 面形         ~
規模 長   ―一    短   ――    深さ   ――   1被熱痕跡  

―

炭  混在
焼骨  散在 (微量) 1境内施設・状況     

―

 ~~~T禾 羅戸――
~下
三
=====

切り合い  301号墓を切る?
遺
物

石
造
物 1写真  ~図 1写真  ――――――

備考 石組残存不良
径1.Omの範囲に焼骨と炭が浅く広がっており、散布した可能性がある

305号墓
遺構図 第74図 1本文図 屁]79 1写真

葬法  土葬      1時 期  I・ H期 ブロック Dc群     1地 区 4A Cl鋼 3
螂   不明       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  一一―   東西  ――一
造り替え

墓城‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N15° W 平面形  楕円形
規模 長  118<    短  o.74     深さ  0.23    1被 熱痕跡  ――――一 炭

焼骨     

―

     1墳 内施設。状況     

―

     1木 棺    

―

切り合い  306号墓に切られる
遺
物

石
造
物 1写真    ―――図 1写真  ――――――

備考 石組残存せず



中近世墓一覧表 (62)306～ 310号墓

30G号墓
遺構図   第75図       1本 文図   図79        1写 真   図版1094
葬法 火葬 1時期 II期 ブロック Dc群     1地 区 4 A C16,3

石組‖型式  I類       1主軸方向  N32° E 規模 南北  0.80   東西  088
造り替え  石組と墓城に大きなずれが認められ、造り替えが判る
墓境‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N35° E         I平面形  楕円形
規模 長  090     短  0.76     深さ  0,30     1被熱痕跡  棺台    1炭   単層
焼骨  集中(3g。子供)     1壌 内施設・状況  棺台 (現状では1石)    1木 相    

―
切り合い  301.305号墓を切る

遺
物
石上 (上師器皿 1) 石

造
物 1写真図 1写真  ――――――

備考 石組下層に墓嫉に伴う石組残存

307号墓
遺構図   第75図       1本 文図   図79        1写 真   図版■03
葬法  火葬 ?不明   1時期  I期 (13) プロック Dc群     1地 区 4 A C16j3

石組‖型式  I類       1主軸方向  
―

規模 南北  0.90<   東西  113
造り替え

墓壌 ‖型式  火葬墓 BI類 ?      1主軸方位  N2° W         I平 面形  円形
規模 長  0.45     短  0.41    1深 さ  017     1被 熱痕跡  一―――一  1炭   

―
焼骨     

―

     1壌 内施設。状況                1木 棺    

―
切り合い

遺
物
蔵骨器 ?(瓦質三足羽釜) 石

造
物 1写真図 111-5 1写真

備考 石組残存不良 羽釜内には焼骨が全く検出されておらず、またこの羽釜だけが時期が古いことから、火葬墓ではなく、
何か他の有機質のものが納められた遺構の可能性がある

308号墓
遺構図   第75図       1本 文図   図79        1写 真    

―葬法 火葬 1時期  H oIH期 プロック Dc群     1地 区 4 A C16i3
石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  

―

規模 南北  0.30<   東西  0.70<
造り替え

墓壌‖型式  火葬墓BH類      1主軸方位    ―一―一一    1平面形    ―――――一
規模 長   

―
    短   一一    深さ   ――   1被熱痕跡  ――――一  1炭   

―焼骨  集中(1敬)        1墳 内施設・状況               1木 棺    ――一――一
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  一―――――

備考 石組残存不良 径06mの範囲に焼骨をまとめて置いたようである

309号墓
遺構図   第75図        1本 文図   図80        1写 真   図版1111
葬法 火葬 1時期 H期 プロック Dd群     1地 区 4A Cl∞ 2

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  055<   東西  055<
造り替え

墓壌‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N19° E         I平面形  円形
規模 長  0.99     短  0.90     深さ  015     1被 熱痕跡  棺台    1炭   単層
焼骨  集中(60g)        1壌 内施設・状況  棺台 (南北 2石)      1木 棺    ―――一――
切り合い

遺
物
石上 (土師器皿1) 石

造
物 1写真図            1写 真  

―
備考 石組の南西部のみ残存

310号墓
遺構図   第75図        1本 文図   図80        1写 真   図版■12
葬法 土葬 1時期  H期 (14中 ) ブロック Dd群     1地 区 4A Cl鋼 2

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  一―――― 規模 南北  0.75<   東西  0.96<
造り替え

墓境‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N4° E         I平面形  円形
規模 長  075     短  085     深さ  0.34     1被熱痕跡  ――――一  1炭   

―
焼骨     

―

     1壌 内施設・状況  棺台 ?(南北 2石)     1木 棺    ――――一―
切り合い

遺
物
墳内(古瀬戸小皿完形) 石

造
物 1写真層]    109-52 1写真

備考 石組の西部のみ残存 墓壊に検出されている石は床面より浮いているため、落ち込んだ可能性もある
古瀬戸小皿は石の下からの出土だが、床面より浮いている 墓躾の規模が小さいため、子供埋葬の可含〕性もあるか ?



付表69 中近世墓一覧表 (63)311～ 315号墓

311号墓
遺構図   第76図        1本 文図   図80 1写真   図版■21
葬法  土葬      1時 期  HoⅢ期 プロック Dd群     1地 区 4A Cl∞ 2

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  ――一   東西  一―一
造り替え

墓境‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N32° E 1平面形  楕円形
規模 長  0,92     短  0.60     深さ  0.25    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   ―一一
焼骨     

―

     1嬢 内施設。状況                1木 棺    ~
切り合い

遺
物
壊内(土師器皿2・ 1つ は完形 ) 石

造
物 1写真    ――一図  10921・ 28     1写 真  1688

備考 石組残存せず 土師器皿は墓壊内の上層から出土

312号墓
遺構図___第7o図       1本文図   図80 1写真    一――――
葬法  火葬      1時 期  II期 ブロック Dd群     1地 区 4A Cl鋼 2

石組 ‖型式  I類 ?      1主 軸方向  ――――― 規模 南北  ―――   東西  ―――
り替え

墓墳‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N5° W 1平面形  楕円形
規模 長  088<    短  0.81     深さ  014    1被 熱痕跡  壁・床    1炭   単層
焼骨  散在 (21g) 1境内施設・状況     

―

     1木棺    

―
切り合い  313号墓に切られる
遺
物
鍍上 (上師器皿3) 石

造
物 1写真    ―――図 1写真  ――――――

備考 石組残存不良

313号墓
遺構図   第76図        1本 文図   図80 1写真    三正三正三
葬法 火葬      1時 期  H期 ブロック D―d群    1地 区 4A Cl働 2

石組 ‖型式  I類 ?      1主 軸方向  

―

規模 南北  ―――   東西
造り替え

墓壌 ‖型式  火葬墓 A類       1主 軸方位  N8° W 1平面形  楕由形
規模 長  109     短  081     深さ  025    1被 熱痕跡  壁・床    1炭   単層
焼骨  散在 (64g・ 成人 ?)    1境 内施設。状況     

―

     1木棺    

―
切り合い  312号墓を切る
遺
物
石上 (永楽通費 1点)壊 内 (上師器皿2) 石

造
物 1写真    ~~~図 1写真  

―
備考 石組残存不良

314号墓
遺構図   第76図        1本 文図   図80 1写真   図版■22
葬法 火葬      1時 期  H期 ブロック Dd群     1地 区 4A Cl鋼 2

石組‖型式  不明       1主軸方向  一―――― 規模 南北  ――一   東西  ―一―
造り替え

墓嬢‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N6° W 1平面形  楕円形
規模 長  095     短  0.69     深さ  0.■     1被 熱痕跡  壁・床    1炭   単層
焼骨  散在 (172g) 1壊内施設。状況     

―

     1木棺    

―
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    ―――図 1写真  ――――――

備考 石組残存不良

315号墓
遺構図   第76図       1本 文図   図80 1写真    ―――――
葬法  土葬      1時 期  H・ III期 ブロック Dd群     1地 区 4A Cl∞ 2

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  

―

規模 南北  0.50<   東西  0.55<
造り替え

墓墳‖型式  土葬墓A類       1主軸方位  N3° E 1平面形  円形
規模 長  0.67     短  0.55     深さ  043    1被 熱痕跡  ―――――  1炭   ――一
焼骨     

―

     1壊 内施設・状況     

―

     1木棺    

―
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    ―――図 1写真   

―
備考 石組残存不良



付表70 中近世墓一覧表 (64)316～ 320号墓

316号墓
遺構図   第77図        1本 文図   図80        1写 真    

―
葬法 土葬 1時期  H・ III期 ブロック Dd群     1地 区 4 A C1652

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  N5°一W 規模 南北  026<   東西  0.75<
り替え

墓壌‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N12° W        I平面形  楕円形
規模 長  0.87     短  056     深さ  043    1被 熱痕跡  一―――一  1炭   

―焼骨     

―

     1嬢 内施設・状況  拳大の石が数石落ち込む  1木棺    

―
切 り合い

遺
物
石上 (上師器皿3) 石

造
物 1写真図            1写 真  

―
備考 石組の北辺のみ残存

317号墓
遺構図   第77図        1本 文図   図80        1写 真    

―
葬法 火葬 1時期 H期 ブロック Dd群     1地 区 4 A C16i2

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向 規模 南北  ―――   東西  
―造り替え

墓墳‖型式  火葬墓CH類      1主軸方位  N8° W         I平面形  円形
規模 長  075     短  0.68     深さ  015    1被 熱痕跡  ―――――  1炭  混在
焼骨     

―

     1墳 内施設・状況                1木 棺

切 り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  

―
備考 石組残存せず

墓墳の埋上に炭が全体的に混じっている

318号墓
還構図   第77図        1本 文図   図80        1写 真    一一―一一
葬法  

―

   1時期  不明 プロック De群    1地 区 4A Cl釘 2
石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  N10° W 規模 南北  070<   東西  063<
造り替え

墓壌‖型式     
―

    1主軸方位     
―

     1平面形
規模 長   一一    短   ―一    深さ   一一   1被熱痕跡  ―――――  1炭   

―焼骨     

―

     1境 内施設・状況     

―

    1木 棺
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  

―
備考 石組のみ 根株で大半が壊されていた

319号墓
遺構図   第77図        1本 文図   図80        1写 真   図版1131、 3
葬法 火葬 1時期 II期 ブロック De群     1地 区 4A Cl衝 2_3

石組 ‖型式  I―②類?     1主軸方向  N10° W 規模 南北  0,75   東西  075
造り替え

墓嬢‖型式  火葬墓BI類      1主軸方位  N25° W        I平面形  円形
規模 長  0.63     短  0,55     深さ  0.18    1被 熱痕跡  ―――――  1炭   

―焼骨  蔵骨器(106g)      1城内施設・状況     

―

    1木 棺
切り合い

遺
物
蔵骨器 (瓦質羽釜)石上 (土師器皿2) 石

造
物 1写真図 1写真 171-7

備考 石組の中央部に平坦な石を置く 石組の中心に五輪塔の痕跡有り

320号墓
遺構図   第77図        1本 文図   図80        1写 真   図版11併 1、 2
葬法 火葬 1時期 H期 ブロック De群     1地 区 4 A C16i3

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  

―

規模 南北  0.85   東西  088<
造り替え  石組の南北両辺が残存しており、墓壊の規模と差異があり造り替えが判る
墓壌‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N12° W        I平面形 楕円形
規模 長  0。 97     短  0,72     深さ  014    1被 熱痕跡  壁・床・棺台  1炭  単層
焼骨  散在(68g)        1媛 内施設・状況  棺台(南北 2石)      1木 棺    

―
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  ――――――

備考 石組残存不良



付表71 中近世墓一覧表 (65)321～ 325号墓

321号墓
遺構図   第78図        1本 文図   図80 1写真   図版■23
葬法          1時 期  H oIII期 ブロック De群     1地 区 4 A ClG3

石組‖型式  I類       1主軸方向  N3° W 規模 南司ヒ 東西  118<
造り替え

墓嫉‖型式  火葬墓BH類      1主軸方位    ―一一――    1平面形
規模 長   

―
    短   一一    深さ   一一   1涵 痕跡  ―――――  1炭   

―焼骨  集中(17g) 1境内施設・状況                1木 棺 ~~~正三三====
切り合い  322号墓に切られる
遺
物
石上 (土師器皿1) 石

造
物 1写真    

―
図            1写 真  

―
備考 石組の北・西辺を残存 径0,3mの範囲に焼骨をまとまって検出した

322号墓
遺構図   第78図        1本 文図   図80 1写真   図版1123、 4
葬法  火葬      1時 期  H期 (14後～1前 ブロック De群     1地 区 4 A ClG3

石組‖型式  I―②類?    1主軸方向  ――――― 規模 南北  055<   東西  056<
造り替え

墓墳‖型式  火葬墓BI類      1主軸方位  N19° W 1平面形  円形
規模 長  0.62     短  0.55     深さ  0.19<
焼骨  集中(107g) 1塘内施設・状況                1木 棺    

―

切り合い  321号墓を切る
遺
物
石上 (土師器皿1)蔵骨器 (瓦質羽釜1) 石

造
物 1写真    

―
図  1113       1写 真  1713
備考 石組残存不良

323号墓
遺構図   第78図       1本 文図   図80 1写真   図版1126
葬法  火葬      1時 期  Ⅱ期 ブロック De群     1地 区 4 A C16i3

石組‖型式  I一③類     1主軸方向  Nl° E 規模 南北  078   東西  075<
造り替え  石組と墓嫉の規模に差異があり、造り替えが判る
墓壌 ‖型式  火葬墓 A類       1主 軸方位  N12° E 1平面形  楕円形
規模 長  0,98    1短   077    1深 さ  0.12     1被熱痕跡  棺台    1炭   単層
焼骨  散在 (141g。子供 ?)    1壌 内施設・状況  棺台 (南北 2石 )
切り合い

遺
物
石上 (土師器皿2) 石

造
物 1写真   ~~図 1写真  

―
備考 石組の中央部に石仏の抜き取り痕有り

324号墓
遺構図   第78図        1本 文図   図80 1写真    

―
葬法  一―――一   1時期  不明 ブロック De群     1地 区 4A Cl何 3

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  不粥 規模 南北  0,83<   東西  0,78<
造り替え

墓壌 ‖型式     

―

    1主 軸方位     

―

     1平 面形    

―

規模 長   一一    短   一―    深さ   一一   1被熱痕跡  ―――――  1炭  ~~~~~
焼骨     

―

     1壌 内施設・状況                1木 棺    

―

切り合い

遺
物
石上 (土師器皿2) 石

造
物 1写真    

―
図 1写真  

―
備考 石組のみ

325号墓
遺構図   第78図        1本 文図   図80 1写真    

―
葬法  土葬      1時 期  Ⅱ・IH期 プロック De群     1地 区 4A Cl衝 3

石組 ‖型式  H類 ?   _ 1主 軸方向  ――――一 規模 南北  ―――   東西  ――一
造り替え

墓壌 ‖型式  上葬墓 A類       1主 軸方位  N19° W 1平面形  楕円形
規模 長  0.86     短  058     深さ  022     1被 熱痕跡  ―――――  1炭   

―焼骨     

―

     1壌 内施設・状況                1木 棺    ~
切り合い

遺
物

石
造
物

水輪図1297

1写真  2029図 1写真  

―
備考 水輪 1点のみ



付表72 中近世墓一覧表 (66)326～ 330号墓

326号墓
遺構図   第79図        1本 文図   図80        1写 真    ―――一―
葬法 火葬 1時期 II期 ブロック De群     1地 区 4A Cl句 3

石組‖型式  不明       1主軸方向  ――一―一 規模 南北  ――一   東西  ―――
造り替え

墓壊 ‖型式  火葬墓 CH類      1主 軸方位  N18° W        I平 面形  円形
規模 長  0,73     短  0.64     深さ  0.23    1被 熱痕跡  ――一―一  1炭  混在
焼骨     一―――一     1壊 内施設。状況    ―一――――    1木 棺    ――――一一
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真

備考 石組残存せず

327号墓
遺構図   第79図        1本 文図   図80        1写 真   図版■35
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック De群     1地 区 4A Cl働 3

石組‖型式  I類       1主軸方向  不明 規模 南北  0.43<   東西  0,70<
造り替え

墓境 ‖型式  火葬墓 BH類       1主 軸方位     ――一――     1平 面形    ―――――一
規 模  長    一 一    短    

―

    深 さ    ― 一    1被
熱 痕

跡   
― ― ― ― 一  1炭   ― 一 ―

焼骨  集中(2教)        1壌 内施設・状況    ―――――一    1木 棺
切 り合い

遺
物
石上 (土師器皿2) 石

造
物 1写真図            1写 真

備考 石組の一部のみ残存 径0.4mの範囲に焼骨が集中

328号墓
遺構図   第79図        1本 文図   図80        1写 真   図版1125
葬法 火葬 1時期 II期 ブロック De群     1地 区 4A Cl傷 3

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  不明 規模 南北  090<   東西  090<
造り替え

BH類      1主 軸方位     

―

    1平 面形    _
規模 長   ―一    短   一一    深さ   一一   1被熱痕跡
焼骨  集中(56g・ 子供 ?)    1壊 内施設。状況     

―

    1木 棺    

―
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  

―
備考 石組の北東部のみ残存 径05mの範囲に焼骨が集中

329号墓
遺構図   第79図       1本 文図   図80        1写 真   図版1134
葬法  上葬      1時 期  IV期 ブロック De群     1地 区 4A Cl衝 3

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ―一一―一 規模 南北  ―一一   東西  一―一
造り替え

墓境‖型式  上葬墓B類       1主軸方位  N86°―W        I平面形  長方形
規模 長  0,90     短  0.42     深さ  0.51    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   _
焼骨     ――――一     1境内施設・状況    一―――――    1木棺  鉄釘使用木棺(0.65× 0.25)
切り合い

遺
物
墳内 (鉄釘 7) 石

造
物

「写真図            1写 真  

―
備考 石組残存せず

330号墓
遺構図   第79図        1本 文図   図81        1写 真     

―葬法 火葬 1時期 H剣] ブロック Df群     1地 区 4 A C16i2
石組‖型式  不明       1主軸方向  ――――一 規模 南北  ――一   東西  ―一―
造り替え

墓壊‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N49tW        I平面形  円形
規模 長  0,79     短  071     深さ  028    1被 熱痕跡  壁      1炭   単層
焼骨  散在(20g)        1墳 内施設・状況    一一―――一    1木 棺    ――一―一一
切り合い

遺
物
嬢内 (土師器皿 1) 石

造
物 1写真図            1写 真  

―
備考 石組残存せず 墓嬢には被熱痕跡が見られないが、炭層、焼土塊の存在から火葬墓A類とした



付表73 中近世墓一覧表 (67)331～ 335号墓

331号墓
遺構図   第79図        1本 文図   図81        1写 真   図版1141
葬法 火葬 1時期  I・ Ⅱ期 プロック Df群     1地 区 4A Cl∞ 2

石組‖型式  不明       1主軸方向  
―

規模 南北  一―一   東西  一一一
造り替え

墓壌 ‖型式  火葬墓A類       1主 軸方位  N13° W        I平 面形  楕円形
規模 長  146     短  075     深さ  0.33    1被 熱痕跡  壁・床    1炭   単層
焼骨  散在(12g)        1墳 内施設・状況    ――――――    1木 棺
切 t,合い

遺
物

石
造
物 1写真図 1写真  

―
備考 石組残存せず 墓墳の規模からは、 I期に遡る可能性あり

332号墓
遺構図   第79図        1本 文図   図81        1写 真   図版1143
葬法  火葬      1時 期  Ⅱ期 ブロック Df群     1地 区 4A Cl鋼 23

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  

―

規模 南北  ――一   東西  一一一
り替え

墓嬢‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N18° W        I平面形  楕円形
規模 長  127     短  0,86     深さ  0.17    1被 熱痕跡  壁・床・棺台  1炭  単層
焼骨  集中 308冨・成人)     1墳 内施設・状況  棺台 (南北 3石)      1木 棺
切 り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  

―
備考 石組残存せず

333号墓
遺構図   第79図        1本 文図   図81        1写 真    ―一―一一
葬法  火葬      1時 期  H期 プロック Df群     1地 区 4 A C1613

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  

―

規模 南北  ――一   東西  
―造り替え

墓嬢‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N7° W         I平面形  方形
規模 長  0.88     短  0.83     深さ  035    1被 熱痕跡  ――――一  1炭  単層
焼骨  有(1貿)        1嬢 内施設・状況    一――――一    1木 棺    ――一――一
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  

―
備考 石組残存せず 墓壌には被熱痕跡が見られないが、炭層、焼土塊の存在から火葬墓A類 とした

334号墓
遺構図   第80図       1本 文図   図81        1写 真   図版1142
葬 法 火葬 1時期 II期 プロック Df群     1地 区 4A Cl句 3

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ―一一一― 規模 南北  一一―   東西  一一一
造り替え

墓嬢 ‖型式  火葬墓A類       1主 軸方位  N7° W         I平 面形  長方形
規模 長  1.15     短  071     深さ  0.34    1被 熱痕跡  壁     1炭   単層
焼骨  集中(254g・成人)     1墳 内施設・状況  床面より浮いている石2石あり 1木棺
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真

備考 石組残存せず

335号墓
遺構図   第80図        1本 文図   図81        1写 真    ――一一―
葬法 土葬 1時期  H・Ⅲ期 プロック Df群    1地 区 4A Cl∞ 3

石組‖型式  不明       1主軸方向  ―一―一― 規模 南北  ――一   東西  
―造り替え

墓境 ‖型式  上葬墓A類       1主 軸方位  N12° W        I平 面形  方形
規模 長  0.99     短  0.92     深さ  0.20    1被 熱痕跡  ―――――  1炭   ―――
焼骨     一―――一     1壌 内施設。状況    ―――――一    1木 棺
切 り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  

―
備考 石組残存せず



付表74 中近世墓一覧表 (68)336～ 340号墓

336号墓
遺構図   第80図        1本 文図   図83        1写 真   図版■44
葬法  土葬      1時 期  I期 ブロック Ea群     1地 区 4 A C16j4

石組‖型式  不明       1主軸方向  
―

規模 南北  ―一一   東西  一―一
造り替え

墓壌‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N3° E         I平面形  長方形
規模 長  133    1短   090    1深 さ  050    1被 熱痕跡  ―一一一一  1炭   ―――
焼骨     ――――一     1墳 内施設・状況  権台 石を南北 3ヶ所に配す)1木 棺  木棺の使用の可能性
切り合い  355号墓に切られる
遺
物
躾内(鉄釘 3・瓦器椀1) 石

造
物 1写真図  10930       1写 真  ――一――一

備考 石組残存せず 墓墳の一番南側の石は床面より浮いている 木棺が使用された可能性はあるが、鉄釘の出土本数は少なく
鉄釘使用のものかは不明

337号墓
遺構図   第80図        1本 文図   図83        1写 真   図版■52
葬法  土葬      1時 期  I期 プロック Ea群     1地 区 4 A C16,4

石組‖型式  I―①類     1主軸方向  N35° E 規模 南北  1.80    東西  130
造り替え

墓壌‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N34° E        I平面形  長方形
規模 長  1.28    1短   057    1深 さ  0.44    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   ――一
焼骨_   ―――――     1嬢 内施設。状況    一――――一    1木 棺    一―――――
切り合い

遺
物
石上 (土師器皿4) 石

造
物 1写真図  10922・ 23     1写 真

備考 外周枠の石を大部分欠損

338号墓
遺構図   第81図       1本 文図   図83        1写 真   図版■61、 2
葬法  火葬      1時 期  I・ コ期 ブロック Ea群     1地 区 4A Cl∝ 4

石組‖型式  I―①類     1主軸方向  N7° E 規模 南北  2.00    東西  130
造り替え

墓壊‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N5° E         I平面形  楕円形
規模 長  148    1短   059    1深 さ  037    1被 熱痕跡  壁      1炭   単層
焼骨     ―――――     1壌 内施設・状況    ――――――    1木 棺    ―――――一
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真図           1写 真  ―――――一

備考 石組の東辺を欠損

339号墓
遺構図   第82図       1本 文図   図83        1写 真   図版1151
葬法  土葬      1時 期  I期 プロック Ea群     1地 区 4A Cl飼 4

石組 ‖型式  I―①類     1主 軸方向  N7° E 規模 南北  173<   東西  1.00<
り替え

墓境‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N ll° E         I平面形  長方形
規模 長  1.57    1短   1.07    1深 さ  061    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   

―焼骨  石組内(102g・ 成人 ?)  1壌 内施設。状況  棺台(南北 2石)      1木 棺  木棺使用の可能性
切 り合い  376号墓に切られる また338号墓の石組に切られる ?
遺
物
石上 (土師器皿13。天聖元賓1)石内(土師器皿1) 石

造
物 1写真図  10938,39。 41    1写真  16811

備考 石組の北 。東辺欠損 石組がやや墓壊に落ち込んだような状況を呈しており、木棺が使用された可能性あり
石組内から、焼骨が検出されており、後世の追葬と思われる

340号墓
還構図   第82図        1本 文図   図83        1写 真   図版■71
葬法  土葬      1時 期  I期 プロック Ea群     1地 区 4 A D16a4

石組 ‖型式  I―①類     1主 軸方向  Nl° W 規模 南北  1.73    東西  138
造り替え

墓境 ‖型式  上葬墓 A類       1主 軸方位  NO° 1平面形  楕円形
~

規模 長  132    1短   0.97    1深 さ  069    1被 熱痕跡  ―一―――  1炭   ――一
焼骨     一―――一     1境 内施設・状況  棺台(南北 3石)      1木 棺  木棺使用の可能性あり
切り合い

遺
物
石上 (上師器皿9)石内(上師器皿9)壌内(鉄釘 2) 石

造
物 1写真図  10936       1写 真  ――――――

備考 石組の東辺を欠損 石組が墓壊に落ち込んだような状況を呈しており、木棺が使用された可能性はあるが鉄釘を使用した
ものかどうかは断定できず 石組上面から、焼骨 (17g。熟年以上)が検出されており、炭盛土からの混入の可能性が高い



付表75 中近世墓一覧表 (69)341～ 345号墓

341号墓
遺構図   第83図        1本 文図   図83 1写真   図版■72
葬法  土葬      1時 期  I期 (13後 ) プロック Ea群     1地 区 4 A D16a4

石組‖型式  I―①類     1主軸方向  N3°一E 規模 南北  185    東西  1.40
造り替え

墓壌‖型式  上葬墓A類 1主軸方位  N23° E 平面形  長方形
規模 長  144     短  0生      深さ  042    1被 熱痕跡  一―――一  1炭  混在
焼骨  石組内(63g) 1媛内施設

。状況  棺台(散在して 6石)    1木 棺  木棺使用の可能性あり
切り合い  炭盛土に覆われる
遺
物
石上 (上師器皿1)石内(土師器皿6・小柄)壊内(鉄釘 1) 石

造
物 1写真    ―一―図  10924～ 27,12■4  1写真  1689。 10

備考 石組がやや墓壊に落ち込んだような状況を呈しており、木棺が使用された可能性はあるが、鉄釘を使用したものかは
断定できず 石組内から、焼骨・小柄・土師器皿 (15後～16前)が出上しており、後世の追葬の可能性がある

342号墓
遺構図   第84図       1本 文図   図84 1写真   図版H81、 2、 図版11併 2
葬法  火葬      1時 期  Ⅱ期 ブロック Eb群     1地 区 4A Cl∞ 3

石組‖型式  不明       1主軸方向  ――――一 規模 南北  
―
  東西  ―――

造り替え

墓嬢‖型式  火葬墓A類 1主軸方位  N4° W 平面形  楕円形
規模 長  0.94     短  052<    深さ  0.20    1被 熱痕跡  壁・棺台   1炭  単層
焼骨  集中(30g) 1壌内施設・状況  棺台(南北 4石)    1木 棺    

―

切り合い  343号墓に切られている
遺
物

石
造
物 1写真    ――一図 1写真  

―
備考 石組残存せず 墓媛の一番南側の棺台は地山の石を利用

343号墓
遺構図   第84図       1本 文図   図84 1写真   図版1181、 2、 図版1191
葬法 火葬      1時 期  H期 プロック Eb群     1地 区 4 A C16j3

石組‖型式  I―③類     1主軸方向  N―Ⅲ―E 規模 南北  110    東西  0.90<
造り替え  石組の中心部の小礫を西側に掻き出し、新たに石組を造り足す
墓崚 ‖型式  火葬墓 A類       1主 軸方位  N4° E 1平面形  長方形
規模 長  090     短  0.64     深さ  0.41    1被 熱的 炭  単層
焼骨  散在 (23g) L榛内施設・状
切 り合い  342号墓を切る
遺
物
墳内 (鉄釘 2) 石

造
物

石仏 (51)

1写真    ――一図 1写真  

―
備考 造り替えた石組の中心に石仏

344号墓
還惰図   第84図        1本 文図   図84 1写真   図版五

『
1、 図版1193

葬法  一―――一   1時期  不明 ブロック Eb群     1地 区 4 A C16,4
石組‖型式  I―③類     1主軸方向  N6° W 規模 南北  0.90   東西  063
り替え

墓墳‖型式 1主軸方位 平面形    ――――――
規 模  長    ― 一    短    ― ―     深 さ    一 ―

 ~下
被 熟 痕 跡  ~ 灰

焼骨     ―――――     1壊 内施設・状況    ―――――一
~~~~可

万誦〒
~~~~===三

三三

切 り合い

遺
物

石
造
物

石仏写18牛 3

1写真  1843図 1写真

備考 石組のみ 石組の中心に石仏

345号墓
遺構図   第84図       1本 文図   図84 1写真   図版1194
葬法 ―――――   1時期  不明 プロック Eb群     1地 区 4A Cl匈 4

石組 ‖型式  I類        1主 軸方向  N6° W 規模 南北  040<   東西  0.70<
造り替え

多壊 ‖型式    ―――――     1主 軸方位     一――――     1平 面形    ――――――
規模 長 短 深 さ 1被熱痕跡  ―――――  1炭   ――一
焼骨     ――――一     1墳 内施設・状況    ――――――    1木 棺    ―――――一
切り合い  346号墓を切る
遺
物
石上 (土師器皿3) 石

造
物 1写真    ――一図 1写真   

―
備考 石組のみ 北半部のみ残存



付表76 中近世墓一覧表 (70)346～ 350号墓

348号墓
遺構図   第84図       1本 文図   図84 1写真   図版1202、 4
葬法  上葬      1時 期  I・ II期 ブロック Eb群     1地 区 4 A C16j4

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  
―

規模 南北  ―一一   東西  ―一―
造り替え

墓壌‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N5° W 1平面形  長方形
規模 長  0.85     短  0.50     深さ  0.21    1被 熱痕跡  ―――――  1炭   一十一
焼骨     

―

     1壌内施設・状況     

―

     1本搾    

―
切り合い  345347348号墓に切られる

遺
物

石
造
物 「写真    ―――図 1写真  ――――一一

備考 石組残存せず

347号墓
遺構図   第84図       1本 文図   図84 1写真   図版1204
葬法  土葬      1時 期  I・ H期 プロック Eb群     1地 区 4A Cl∞ 4

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ―――一一 規模 南北  一一一   東西  ―一一
造り替え

墓墳‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  Nl° E 1平面形  長方形
規模 長  078     短  0.65     深さ  0.15    1被 熱痕跡  一―――一  1炭   ――一
焼骨     ――一―一     1嬢 内施設・状況    ―――――一    1木 棺  木呻
切り合い  346号墓を切 り、348号墓に切られる

遺
物
壊内(鉄釘 5) 石

造
物 1写真    ――一図 1写真  一――――一

備考 石組残存せず 鉄釘は出上しているが、切り合いのためもあり木棺が使用されたかは断定できず

348号墓
遺構図   第84図        1本 文図   図84 1写真   図版1201、 3、 4
葬法  火葬      1時 期  II期 ブロック Eb群     1地 区 4A Cl匈 4

石組‖型式  H類 ?      1主軸方向  N7tW 規模 南北  1.08<   東西  100<
り替え

墓壊‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N■ 2° E 1平面形  楕円形
規模 長  0.89     短  0.59     深さ  028    1被 熱痕跡  壁・棺台   1炭  単層
焼骨  散在 (23g) 1壊内施設・状況  棺台(南北 2石)      1木 棺    ――――――
切り合い  346号墓を切る

遺
物
石上(土師器皿1・瓦器椀1)嫉内(土師器皿1) 石

造
物

火輪図12814

1写真  2012図  10934       1写 真  ――――――
備考 石組の西辺欠損 石組に火輪 1点転用

349号墓
遺構図   第85図       1本 文図   図84 1写真   図版■95
葬法  火葬      1時 期  H期 プロック Eb群     1地 区 4 A C16j4

石組‖型式  不明       1主軸方向  
―

規模 南北  ――一   東西  一―一
造り替え

墓墳‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N4° W 1平面形  方形
規模 長  089     短  079<    深さ  0.45    1被 熱痕跡  壁。棺台   1炭  無
焼骨  散在(6g) 1嬢内施設・状況  棺台(4石を南】ヒ凡そ2ヶ所に配す)1木棺    

―
切り合い  350号墓に切られる

遺
物

石
造
物 1写真    ―――図 1写真  一―――――

備考 石組残存不良 棺台は10～20cm前後の石とかなり小さめの石を使用している

350号墓
遺構図   第85図       1本 文図   図84 1写真   図版1196
葬法  

―

   1時期  不明 ブロック Eb群     1地 区 4A Cl飼 4
石組‖型式  I―③類     1主軸方向  N16° W 規模 南北  065<   東西  0.75
造り替え

墓城‖型式     
―

     1主軸方位     
―

     1平面形    

―
規模 長   十一    短   一一    深さ   ―一   1被熱痕跡  ――――一  1炭   ――一
焼骨     

―

     1壌 内施設・状況     

―

     1木 棺    

―
切り合い  349,351号墓を切る

遺
物
石上 (土師器皿1) 石

造
物 1写真    ―――図 1写真  ――一一――

備考 石組のみ 石組の中心部に石仏の抜き取り痕有り



付表77 中近世墓一覧表 (71)351～ 355号墓

351号墓
遺構図   第85図 1本文図   図84 1写真   図版1163
葬法  火葬      1時 期  H oIII期 ブロック Eb群     1地 区 4A Cl鋼 4

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  1.20<   東西  0.78<
造り替え

墓嬢 ‖型式  火葬墓BH類      1主 軸方位     

―

     1平面形  円形
規模 長   ――    短   一―    深さ   ―一   1被熱痕跡  ――一―一  1炭   一――
焼骨  集中(2錐 ) 1境内施設・状況    ―――――一    1木 棺    一―――――
切り合い  350352号墓を切る
遺
物

石
造
物 1写真    ―――図            1写 真  ――――――

備考 石組残存不良 石組に一石五輪塔写2052転用か? 径07mの範囲に焼骨が集中

352号墓
遺構図   第85図       1本 文図   図84 1写真    ―一一一一
葬法  土葬      1時 期  H・ III期 プロック Eb群     1地 区 4A Cl鋼 4

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  一一一   東西  一―一
造り替え

墓壌‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N66° W 1平面形  楕円形
規模 長  1.44     短  096     深さ  0.15    1被 熱痕跡  一一―一―  1炭   ―――
焼骨     一――――     1壊 内施設。状況    一―――――     1木 棺    ――――――
切り合い  351号墓を切る

遺
物
壌内 (上師器皿 1) 石

造
物 1写真    一――図 1写真  ―十一―――

備考 石組残存せず

353号墓
遺構図   第85図       1本 文図   図84 1写真     一―一――
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック Eb群     1地 区 4A Cl飼 4

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  ――一   東西  ―――
造り替え

墓嬢‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N50° E 1平面形  楕円形
規模 長  0_83     短  056     深さ  010    1被 熱痕跡  ――――一  1炭  単層
焼骨  有 (微量) 1壌内施設・状況    ――――――    1木 棺    ―一――――
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真 ~~下■__図 1写真  一―――――

備考 石組残存せず

354号墓
遺構図   第85図        1本 文図   図84 1写真    ――一―一
葬法  土葬      1時 期  H・ III期 ブロック Eb群     1地 区 4 A C16,4

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  一一―   東西  ―一―
造り替え

墓境 ‖型式  上葬墓A類       1主 軸方位  N63°一W 1平面形  円形
規模 長  0.88     短  085     深さ  010    1被 熱痕跡  ―一―一―  1炭   一―一
焼骨     ――――一     1境 内施設・状況    一―――――    1木 棺    ――一――一
切り合い  336号墓を切る

遺
物
墳内 (土師器皿Ⅲ鉄釘 1) 石

造
物 1写真    ―――図            1写 真  ――――――

備考 石組残存せず

355号墓
遺構図   第85図       1本 文図   図84 1写真    一―――一
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック Eb群     1地 区 4A C崎 4

石組‖型式  不明       1主軸方向  一―――― 規模 南北  一一一   東西  ―一一
り替え

墓壌 ‖型式  火葬墓A類       1主 軸方位  NO° 1平面形  長方形
規模 長  087     短  073     深さ  027    1被 熱痕跡  壁     1炭   単層
焼骨  集中(97g・熟年以上)   1嬢 内施設。状況    

―

     1木 棺    

―
切り合い  336号墓を切る
遺
物

石
造
物 1写真    ―――図            1写 真  

―
備考 石組残存せず



付表78 中近世墓一覧表 (72)356～360号墓

358号墓
還構図   第85図       1本 文図   図84 1写真     ―――――
葬法  土葬      1時 期  I・ H期 ブロック Eb群     1地 区 4A Cl句 4

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  

―

規模 南北  ――一   東西  一――
造り替え

昇境 ‖型式  上葬墓 A類       1主 軸方位  N35七 E 1平面形  楕円形
規模 長  1,14     短  0,79     深さ  0,37    1被 熱痕跡  ――一―一  |…
焼骨     

―

     1境 内施設・状況                1木 棺    ―――一一―
切り合い  焼土坑4(古代)を切る
遺
物

石
造
物 1写真    ―――図            1写 真  

―
備考 石組残存せず

357号墓
遺構図   第86図       1本 文図   図84 1写真   図版1223
葬法 火葬      1時 期  Ⅱ期 プロック Ec群     1地 区 4A Cl働 3

石組‖型式  不明       1主軸方向  ――――― 規模 南北  ―――   東西  ――一
造り替え

墓嬢 ‖型式  火葬墓 CH類       1主 軸方位  N22° E 1平面形  楕円形
規模 長  0.58     短  0,35<    深さ  0.20    1被熱痕赫

~ 
一―――― 1炭  単層

焼骨     

―

     1境 内施設・状況     

―

     1木 棺    ―~
切り合い  362号墓を切る
遺
物

石
造
物 1写真    ―――図 1写真  ――――――

備考 石組残存せず

338号墓
遺構図   第86図       1本 文図   図84 1写真     

―
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック Ec群     1地 区 4A Cl∞ 3

石組‖型式  不明       1主軸方向  ――――― 規模 南北  ―――   東西  ―――
造り替え

墓墳‖型式  火葬墓CI類      1主軸方位     
―

     1平面形    ―――一一―
規模 長  1.40     短  1.08<    深さ  0.5     1被 熱痕跡  ―――――  1炭  単層
焼骨  散在 (微量) 1壌内施設・状況                1木 棺    

―

切り合い  362号墓に切られる
遺
物

石
造
物 1写真    ―――図 1写真  

―
備考 石組残存せず 径13～1.7mの楕円形の範囲に焼骨と炭が浅く広がっており、散布した可能性がある

359号墓
遺構図   第86図       1本 文図   図84 1写真   図版12■ 1、 彦
葬法  土葬      1時 期  I・ II期 ブロック Ec群     1地 区 4A Cl鋼 4

石組‖型式  I類       1主軸方向  N7° E 規模 南北  0.58<   東西  100
造り替え

墓墳 ‖型式  土葬墓 仝類       1主 軸方位  N26° W 1平面形  楕円形
規模 長  1.02     短  085     深さ  0.50    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   ―――
焼骨     

―

     1境 内施設・状況                1木 棺    

―

切り合い  360.361号墓に切られる

遺
物
石上 (上師器皿 1) 石

造
物 1写真    ―――図 1写真  

―
備考 石組の南辺のみ残存する

360号墓
遺構図   第86図       1本 文図   図84 1写真   図版1211、 3
葬法 火葬      1時 期  II期 ブロック Ec群     1地 区 4 A C16,4

石組 ‖型式  I―③類?     1主軸方向  N23° E 規模 南北  088<   東西  1.10
造り替え

墓壌 ‖型式  火葬墓 CH類      1主 軸方位  N35° E 1平面形  楕円形
規模 長  0,75     短  0,64     深さ  0,23    1被 熱痕跡  無     1炭

~~軍
層
~

焼骨     

―

         [墳内施設・状況  被熱した石 1石あり     1木 棺    

―

切り合い  359号墓を切 り、362号墓に切られる
遺
物

石
造
物 1写真    ――一図 1写真  ――――――

備考 石組の北辺を欠損 石組の中心部を欠損 石組の中心に石仏が座っていた痕跡有り 被熱した石と埋上が2層構成である
ことから火葬墓 A類の可能性はあるが、断定できない



付表79 中近世墓一覧表 (73)361～ 365号墓

381号墓
遺構図   第86図       1本 文図   図84 1写真   図版12■ 1、 4
葬法 火葬      1時 期  H期 ブロック Ec群     1地 区 4 A ClG4

石組 ‖型式  I―③類     1主 軸方向 N18°一E 規模 南北  1.13,0.8 東西  0.90
造り替え  石組と墓壊の規模の差異から、造り替えが判る
墓壊 ‖型式  火葬墓 A類       1主 軸方位  N12° E 1平面形下

~楕
円形

規模 長  104     短  0,70     深さ  018    1被 熱痕跡  壁     1炭   単層
焼骨  集中(101g) 1嬢内施設。状況     

―

     1木 棺    

―
切り合い  359号墓を切る
遺
物
石上 (土師器皿5)壊内(瓦器椀1) 石

造
物 1写真  ~~=正 三図 1写真  

―
備考 造り替えた石組の南側に墓壊に伴う石組の石が残存 石組の中心に石仏の抜き取り痕 墓嫉の埋土には炭化材も含む

362号墓
遺構図   第86図       1本 文図   図84 1写真   図版1221、 2
葬法  土葬      1時 期  Ⅳ期 プロック Ec群     1地 区 4A Cl∞ 3

石組‖型式  H類       1主軸方向  
―

規模 南北  ―一―   東西  ―――
造り替え

墓墳‖型式  上葬墓B類       1主軸方位  N80° W 1平面形  長方形
規模 長  1.94     短  0.62     深さ  080    1被熱痕跡  ――一――  1炭

~下
茂在

焼骨     

―

     1壌 内施設・状況     

―

     1木 棺  鉄釘使用木棺 (1,7× 035)
切り合い  357358.360号墓を切る

遺
物
壊内 (鉄釘17) 石

造
物

石仏写1836,1926 地輪図13116
1写真  20413図 1写真  一――――一

備考 墓墳上面に石仏 2体および一石五輪塔の地輪 1点

363号墓
遺構図   第87図       1本 文図   図84 1写真     ――――一
葬法  土葬      1時 期  I・ II期 ブロック Ec群     1地 区 4A Cl釘 3

石組 ‖型式  I類       1主 車由方向  一―――― 規模 南北  0.87<   東西  093
造り替え

墓墳‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N17° E 1平面形  長方形
規模 長  0.92     短  0.58     深さ  039    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   ―一―
蜂骨     

―

     1墳内施設・状況     

―

     1木棺      ~~~~
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    一―一図 1写真  ――――――

備考 石組残存不良

364号墓
遺構図   第87図       1本 文図   図84 1写真   図版12■ 5
葬法  土葬      1時 期  I・ II期 ブロック Ec群     1地 区 4A Cl∞ 3

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  

―

規模 南北  1.03<   東西  0.60<
造り替え

墓壊‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N3° E 1平面形  長方形
規模 長  087     短  055     深さ  0.20    1被 熱痕跡  ――一―一  1炭   一―一
焼骨     

―

     1嬢 内施設・状況     

―

     |
切 り合い

遺
物
壌内 (鉄釘14) 石

造
物 1写真    ―――図 1写真   一――――一

備考 石組残存不良

385号墓
遺構図   第87図       1本 文図   図84 1写真   図版1224
葬法  

―

   1時期  不明 プロック E―c群    1地 区 4 A ClG3
石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  N13° W 規模 南北  0.68<   東西  0,98
造り替え

墓壌‖型式     
―

     1主軸方位     
―

     1平面形    ~
規模 長   一―    短   ―一    深さ   一―   1被熱痕跡  ――――一  1炭   ――一
焼骨     

―

     1墳 内施設。状況    

―

     1木棺    ――――――
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真   ~~図 1写真  ――――――

備考 石組のみ 北辺および中心部を欠損



付表80 中近世墓一覧表 (74)366～ 370号墓

386号墓
遺構図   第87図       1本 文図   図85 1写真    

―
葬法  土葬      1時 期  H oIII期 ブロック Ed群     1地 区 4 A ClG4

石組 ‖型式  ――一―一    1主軸方向  ――一―一 規模 南北  118    東西  0.98
造り替え

墓境‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N27°一E 1平面形  円形
規模 長  087     短  0,78     深さ  017    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   

―焼骨     

―

     1境 内施設。状況                1木 棺    

―
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    

―
図 1写真  

―
備考 石組残存不良 空風輪写198131996点在 墓嫉に伴う石組か不明

367号墓
遺構図   第87図        1本 文図   図85 1写真   図版1225
葬法 火葬      1時 期  H期 ブロック E―d群    1地 区 4 A C164

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  ――一―一 規模 南北  1.25    東西  100
造り替え

墓境‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N20° E 1平面形  長方形
規模 長  110     短  0.83     深さ  025     1被 熱痕跡  棺台    1炭   単層
焼骨  散在 (3餃 ) 1墳内施設・状況  棺台 (南北 2石)      1木 棺    

―
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真  ~~三二二一図 1写真  

―
備考 墓壊に伴う石組か不明 一辺0.80mの 石組が 2基並ぶものか ?
墓壊の埋上には、炭化材も含む

388号墓
遺構図   第88図        1本 文図   図85 1写真    

―
葬法  上葬      1時 期  I・ II期 ブロック Ed群     1地 区 4A Cl鋼 4

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  N27°一E 規模 南北  103   東西  065<
造り替え

墓境 ‖型式  上葬墓A類       1主 軸方位  N39° E 1平面形  長方形
規模 長  089     短  0,65     深さ  0.55     1被熱痕跡  一―――一  1炭   

―焼骨     

―

     1壌 内施設。状況                1木 棺  木棺使用の可能性
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    

―
図 1写真  

―
備考 石組残存不良 南側に石列有り 墓壌の埋上が落ち込むような堆積であるので、木棺を使用していた可能性がある

389号墓
遺構図   第88図        1本 文図   図85 1写真   図版1226
葬法  土葬      1時 期  I・ H期 ブロック Ed群     1地 区 4A Cl何 4

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  ――一   東西  ―一一
造り替え

墓嬢 ‖型式  上葬墓A類       1主 軸方位  N48° E 1平面形  楕円形
規模 長  1.14     短  0.61     深さ  051    1被 熱痕跡  ―――――  1炭   

―焼骨     

―

     1墳 内施設・状況  棺台(4石を南北3ヶ所に配す)1木棺    

―
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    

―
図 1写真  

―
備考 石組残存不良 墓墳の4石は、床面よりやや浮いているものはあるが、配置的には棺台と思われる

370号墓
遺構図   第88図        1本 文図   図85 1写真    

―
葬法  火葬      1時 期  H期 プロック Ed群     1地 区 4A Cl碕 4

石組‖型式  不明       1主軸方向  ――――― 規模 南北  ――一   東西  
―り替え

墓壊 ‖型式  火葬墓A類       1主 軸方位  N21°一E 1平面形  楕円形
規模 長  1.04     短  0.58     深さ  0.30    1被 熱痕跡  壁・床・棺台  1炭  単層
焼骨     

―

     1壌 内施設・状況  棺台 (南北 3石)      1木 棺    

―
切 り合い

遺
物

石
造
物 1写真    

―
図 1写真  

―
備考 石組残存せず 墓墳の廉面が北側に向って傾斜しており、火の通りを良くするためであろうか ?



付表81 中近世墓一覧表 (75)371～ 375号墓

371号墓
遺構図   第88図       1本 文図   図85 1写真     ――――一
葬法  上葬      1時 期  II・ III期 プロック Ee群     1地 区 4A Cl旬 3

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  ―――   東西  一――
造り替え

墓壌 ‖型式  上葬墓A類       1主 軸方位  Nl° E 1平面形  方形
規模 長  086     短  0.84     深さ  020    1被 熱痕跡  ――一―一  1炭   一――
焼骨     ――一―一     1壌 内施設・状況                木棺    一―――――
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    ―――図 1写真   一―――――

備考 石組残存せず

372号墓
遺構図   第88図       1本 文図   図85 1写真   図版1231
葬法  土葬      1時 期  Ⅲ期 (16中 ) ブロック Ee群     1地 区 4A Cl何 4

石組‖型式  不明       1主軸方向  ――――一 規模 南北  ―一一   東西  ―――
造り替え

墓壌 ‖型式  上葬墓A類       1主 軸方位  N24° E 1平面形  方形
規模 長  1.27     短  1.05     深さ  0.30    1被 熱痕跡  ―――――  1炭  混在
焼骨  散在 (34g) 1壌内施設・状況     

―

     1木 棺  鉄釘使用木棺 (0,75× 055)
切 り合い  375号墓を切る
遺
物
墳内 (土師器皿 2・鉄釘20) 石

造
物 1写真    一十一図  10935       1写 真  ――――――

備考 石組の北西角のみ残存 墓城の埋上には焼骨が含まれるが、散在しており、埋納したような状況は確認できなかった

373号墓
遺構図   第89図       1本 文図   図85 1写真    ―――――
葬法  土葬      1時 期  I・ H期 ブロック Ee群     1地 区 4A Cl句 4

石組‖型式  不明       1主車由方向  一―――一 規模 南北  0.35<   東西  0.37<
造り替え

墓墳 ‖型式  上葬墓A類       1主 軸方位  N17°一E 1平面形  長方形
規模 長  0.68<    短  056     深さ  028    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   ――一
焼骨     

―

     1壌 内施設。状況                1木 棺    ―――――一
切り合い  375376.387号墓に切られる
遺
物
石上 (土師器皿 6) 石

造
物 1写真    ―――図  10951       1写 真  ―――――一

備考 石組残存不良

374号墓
遺構図   第89図       1本 文図   図85 1写真    ―――――
葬法 火葬      1時 期  H期 ブロック Ee群     1地 区 4A Cl旬 4

石組 ‖型式  H類       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  1.00<   東西  0.48<
り替え

墓壌 ‖型式  火葬墓A類       1主 軸方位  N3° W 1平面形  楕円形
規模 長  1.■     短  0.79     深さ  0.19    1被 熱痕跡  ――――一  1炭  単層
焼骨     

―

     1城 内施設・状況    

―

     1木 棺    ―――一――
切 り合い

遺
物
壊内 (土師器皿 1) 石

造
物

火輪図12820

1写真  2015図 1写真  

―
備考 石組残存不良 石組に火輪転用
規模と炭層の存在から、火葬墓 A類と思われる

375号墓
遺構図   第89図       1本 文図   図85 1写真    

―
葬法 土葬      1時 期  Ⅳ期 プロック Ee群     1地 区 4A Cl傷 4

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  ―――   東西  一―一
造り替え

墓壌 ‖型式  上葬墓 B類       1主 軸方位  N67° W 1平面形  楕円形
規模 長  0.94     短  0.50     深さ  053    1被 熱痕跡  ――一―一  1炭   ―――
焼骨     

―

     1嫉 内施設・状況     ―――――一―     木棺  鉄釘使用木麒サイズ復元困難)?
切り合い

遺
物
墳内 (土師器皿Ⅲ鉄釘 5) 石

造
物 1写真    ――一図 1写真  一―――――

備考 石組残存せず 調査時に幾つか記録できずに鉄釘を取り上げてしまったので、規模・構造は復元できないがおそらく
木棺が使用されたと思われる



付表82 中近世墓一覧表 (76)376～ 380号墓

376号墓
遺構図   第89図       1本 文図   図85 1写真   図版1232
葬法 土葬      1時 期  IV期 ブロック Ee群     1地 区 4A Cl∝ 4

石組‖型式  H類       1主軸方向  ――一―― 規模 南北       東西
造り替え

墓壌 ‖型式  上葬墓 B類       1主 軸方位  N62° W 1平面形  楕円形
規模 長  1.98     短  057     深さ  0.43    1被 熱痕跡  ―――――  1炭  混在
焼骨     ―――――  _ 1墳 内施設・状況    ――――――    1木 棺  鉄釘使用木棺 (1.65× 0.40)
切り合い  372373.339号墓を切る

遺
物
壊内(鉄釘16) 石

造
物 1写真    ―一一図            1写 真

備考 石が点在するも墓壊に伴うものか不明 北側に石仏写1882点在

377号墓
遺構図   第90図       1本 文図   図86 1写真     ―――――
葬法  不明      1時 期  III期 プロック E―f群     1地 区 4 A C16,3

石組‖型式  H類       1主軸方向  N-24° W 規模 南北  053   東西  034
造り替え

墓壌‖型式  不明 1主軸方位  N-20° W 1平面形  円形
規模 長  047     短  044     深さ  0.17    1被 熱痕跡  ―一―一一

~1炭
  単層

焼骨     ___       1壊 内施設。状況  墓媛内に水輪出上     1木 棺    ――――――
切り合い

遺
物

石
造
物

石仏写19牛 1,1962,水輪図1298
1写真  20211図 1写真  

―
備考 石仏 2体背を上に並べる
墓墳内に水輪 1点が出上しており、水輪を埋納した遺構の可能性がある

378号墓
遺構図   第90図        1本 文図   図86 1写真   図版12牛 1
葬法  火葬      1時 期  I・ Ⅱ期 ブロック Ef群    1地 区 4A Cl何 3

石組‖型式  I―②類     1主軸方向  N16° W 規模 南北  1.33   東西  1.25
造り替え

墓壌‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N21生W 1平面形  楕円形
規模 長  116     短  078    1深 さ  0.19    1被 熱痕跡  壁      1炭   無
焼骨  有(2g) 1墳内施設・状況    ――――――     木相   ~
切 り合い

遺
物
石上 (土師器皿8)墳内(土師器皿1) 石

造
物 1写真    一一一図 1写真

備考 石組の中央部に地輪の痕跡有り 石組の北東部に石仏写1955点在

379号墓
遺構図   第90図       1本 文図   図85 1写真   図版1243
葬法  土葬      1時 期  I・ H期 プロック Ef群    1地 区 4 A C1613

石組 ‖型式  I―②類?     1主軸方向  

―

規模 南北  083<   東西  0.85<
造り替え

墓墳‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N40° W 1平面形  楕円形
規模 長  0.84     短  0.66     深さ  0.25    1被 熱痕跡  ―――一一  1炭   ―――
焼骨     ―一一――     1墳 内施設・状況  約50cmの大きさの石が1石あり  1木棺    ――――――
切 り合い

遺
物

石
造
物 1写真    一―一図 1写真  ―一―――一

備考 石組の外周枠をほとんど欠損 石組の中心に五輪塔の痕跡有り 墓墳内の石は1石のみあるが、原位置かは不明

380号墓
遺構図   第90図        1本 文図   図85 1写真   図版1261
葬法  土葬      1時 期  IV期 プロック Ef群     1地 区 4 A C16,3

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――一 規模 南北  ―一―   東西  ―――
造り替え

墓壌 ‖型式  上葬墓 B類       1主 軸方位  N75° W |"
規模 長  118     短  0.55     深さ  037    1被 熱痕跡  ―――一一  1炭   一――
焼骨     ―――――     1墳 内施設・状況    一――――一     1木 棺  鉄釘使用木棺 (0.85× 0.3)
切り合い

遺
物
嬢内 (鉄釘13) 石

造
物 1写真

~―
図 1写真

備考 石組残存せず



付表83 中近世墓一覧表 (77)381～ 385号墓

381号墓
遺構図   第91図        1本 文図   図85 1写真   図版1242
葬法 土葬      1時 期  I・ H期 プロック Ef群     1地 区 4A Cl∝ 3

石組‖型式  I―①類?    1主軸方向  N ll° W 規模 南北  1.33   東西  1.15
造り替え  石組と墓壊に大きなずれが認められ、造り替えが判る
墓壌‖型式  土葬墓A類 1主軸方位  N二 10° W 平面形  楕円形
規模 長  1.36     短  0.69     深さ  064 被熱痕跡  

―

 1炭   ―――
蜂骨     ―――――     1壌内施設 木棺  木棺使用の可能性あり
切 り合い

遺
物
石上 (土師器皿2) 石

造
物 1写真  ~~=三 三図  10940       1写 真

備考 墓嬢に石が落ち込んだような状況なので、木棺が使用されていた可能性は高い

382号墓
遺構図   第91図        1本 文図   図85 1写真   図版125
葬法 火葬      1時 期  I・ H期 ブロック Ef群     1地 区 4A Cl句 3

石組‖型式  I類       1主軸方向  Nl° E 規模 南北  120P   東西  120P
造り替え  一辺0.90mの 石組に造り替えられた可能性がある
墓墳‖型式  火葬墓A類 1主軸方位  臣覇扉五 平面形  楕円形
規模 長  1.02     短  o.92     深さ  023 被熱痕跡  棺台     1炭   単層
焼骨  集中 4g)        1壌 内 釉    

―

切り合い

遺
物
石上 (上師器皿1・瓦器椀1)壊内(温石1) 石

造
物 1写真

~~~~===
図  10950、 1151   1写真  1761

備考 石組の北辺が381号墓と並ぶ? 石組の南東部に空風輪写19810点在

383号墓
還構図   第91図        1本 文図   図85 写真   図版1271
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック Ef群    1地 区 4A Cl句 3

石組‖型式  I類       1主軸方向  N6° W 規模 南北  0,95<   東西  078<
り替え

墓壌 ‖型式  火葬墓 A類 1主軸方

…

平面形  長方形
規模 長  0.92    短  o.58    深さ  0.19 被熱痕跡  棺台     1炭   単層
焼骨     ――――一     1壌 内施設・状況  棺台 12石を全体に配す) 木権    ――――――
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    ―――図 1写真

備考 石組残存不良
墳内の石には被熱しているものがあるが、金て棺台かどうかは不明 しかし、埋土から火葬墓 A類 とした

384号墓
遺構図 第92図       1本 文図   図86 写真   図版126-5
葬法  一――――   1時期  不明 ブロック Ef群     1地 区 4A Cl街 3

石組‖型式  I―②類     1主軸方向  N13° E 規模 南北  0.66<   東西  0.83
造り替え

墓壌‖型式 1登至臣モ看距匪 平面形    ――――――
難 長   一一    短   ――    深さ   一― 被熱痕跡  ―――――  1炭   ――一
舛骨     ――――一     1壌内施設。状況    ――――――    1木構    ――――――
切り合い  389号墓に切られる
遺
物
石上 (上師器皿3) 石

造
物 1写真    ―――図 1写真     ~

備考 石組のみ 南半部分欠損

385号墓 1本文図   図86 写真   図版1263、 4、 6
葬法  火葬      1時 期  H期 プロック Ef群     1地 区 4 A ClG34

石組 ‖型式  I類        1主 軸方向  N7° こ 規模 南北  0.40<   東西  0.83
造り替え

墓嬢‖型式 火葬墓A類 1主軸方位  N14° W 平面形  不明
規模 長  0.34<    短  o,78<    深さ  0.19 被熱痕跡  床・棺台 1炭 単層

焼骨  散在(6g)        1墳 内施設・状況  棺台(現状で 1石 ) 木棺    

―

切り合い  386号墓を切り、389号墓に切られる
遺
物

石
造
物 1写真    ~~図 1写真  

―

備考 墓壊の棺台は現状で1石だが、本来は南北 2石だったと思われる



付表84 中近世墓一覧表 (78)386～ 390号墓

386号墓
遺構図   第92図        1本 文図   図86 1写真   図版1263
葬法  ――一―一   1時期  不明 ブロック Ef群     1地 区 4 A C16j4

石組‖型式  I類       1主軸方向  N13° W 規模 南北  0.59<   東西  058<
造り替え

墓壊‖型式   ~一――一―    1主軸方位    ――――一    1平面形   __
規模 長   ―一    短   ―一    深さ   十一   1被熱痕跡  ――一一一  1炭     __
焼骨     

―

     1嬢 内施設・状況     

―

     1木 棺         ___
切り合い  385号墓を切る
遺
物

石
造
物 1写真    一――図 1写真  ―――――一

備考 石組のみ

387号墓
遺構図   第92図 1本文図   図86 1写真    一一――一
葬法  

―

   1時 期  不明 ブロック Ef群     1地 区 4A Cl∞ 4
石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  N13° W 規模 南北  013<   東西  0.83<
造り替え

墓壊‖型式    一―一―一    1主軸方位    ―一―十一    1平面形    一――――一
規模 長   ―一    短   一―    深さ   ―一   1被熱痕跡  

―

_1炭   ――一
暁骨     

―

     1嬢内施設・状況     

―

     1木棺    

―
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    一――図 1写真  一――一―一

備考 石組のみ 北辺のみ残存

388号墓
遺構図   第92図       1本 文図   図86 1写真   図版1244
葬法  土葬      1時 期  I・ Ⅱ期 ブロック Ef群     1地 区 4 A C16,4

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ―一――― 規模 南北  ――一   東西  ―十一
造り替え

墓壌‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N ll° E 1平面形  楕円形
規模 長  0.93     短  0.64<    深さ  0.40    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   _
焼骨     ――――一     1嬢 内施設・状況  2方の石囲いの上にもう1石を覆う |
切 り合い

遺
物

石
造
物 臣 真    

―
図 1写真  ――一―――

備考 石組残存せず 墓墳内の石囲いは2方のみで、その上に1石を蓋のようにかぶせた状態である。

389号墓
遺構図   第93図       1本 文図   図86 1写真   図版1262、 6
葬法  土葬      1時 期  IV期 ブロック Ef群     1地 区 4A Cl句 4

石組‖型式  H類       1主軸方向  N70° W 規模 南北  0.78    東西  150<
造り替え

墓壌‖型式  上葬墓B類       1主軸方位  N68° W 1平面形  長方形
規模 長  185     短  071     深さ  043    1被 熱痕跡  ――――一  1炭  混在
焼骨     

―

     1墳 内施設・状況     

―

     1木 棺  鉄釘使用木棺 (155× 0.45)
切り合い  384.385号墓を切る

遺
物
壌内(鉄釘 7) 石

造
物

石仏写1847,1865,1905,7,1913,1946,火 輪図1289

1写真  200■図 1写真  ―――一一―
備考 石組に石仏 3体転用
墓嬢内から石仏 2体・火輪 1点出土

390号墓
遺構図   第92図       1本 文図   図87 1写真   図版1272
葬法  土葬      1時 期  I・ H期 ブロック E宮 群     1地 区 4A Cl句 4

石組‖型式  不明       1主軸方向  ―――一― 規模 南北  ――一   東西  ―一―
造り替え

墓娯 ‖型式  上葬墓 A類       1主 軸方位  N14° W 1平面形  楕円形
規模 長  1.25     短  0.98     深さ  042    1被 熱痕
焼骨  有 (8宜 ) 1墳内施設・状況  人頭大の石が数石落ち込む  1木棺  木棺使用の可能性あり
切り合い

遺
物
石上 (土師器皿9)壊内(土師器皿5。鉄釘 2) 石

造
物

火輪図12826

1写真  20卜■図  10987      1写 真
備考 墓壊に伴う石組か不明 墓媛内に火輪 埋土内に焼骨と炭を含むが微量であるので、墓壌の規模から混入と考え
土葬墓 A類とした また木棺が使用された可能性はあるが、鉄釘使用のものかは不明



付表85 中近世墓一覧表 (79)391～ 395号墓

391号墓
遺構図   第93図       1本 文図   図87        1写 真   図版1281
葬法 土葬 1時期  I・ H期 ブロック Ef群     1地 区 4A Cl∞ 4

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  

―

規模 南北  1.25   東西  0.93<
造り替え  石組の造り替えの可能性有り
墓嬢‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  Nl° W         I平面形  楕円形
規模 長  1,03     短  0.83     深さ  051    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   ―――
焼骨     

―

     1嬢 内施設・状況     

―

     1木 棺  木棺使用の可能性あり
切り合い

遺
物
石上 (土師器皿15) 石

造
物

7三れム隻ヌ190-2.197-6

1写真図 1写真  ――――――
備考 石組残存不良 石組に石仏 2体転用 墓壌の埋土はしまりがなく、また中央が落ち込むような堆積をしており、
木棺が使用されていた可能性はある

392号墓
遺構図   第94図       1本 文図   図87        1写 真   図版1282
葬法 土葬 1時期  H・ III期 ブロック Eg群     1地 区 4A Cl句 4

石組‖型式  I類       1主軸方向  一―――― 規模 南北  1.15    東西  0.68<
造り替え

墓壌‖型式  土葬墓A類       1主軸方位  N3° E         I平面形  円形
規模 長  1.01     短  094     深さ  0.29    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   一一―
焼骨     一―――一     1墳 内施設・状況    ――――――    1木 棺    ――――――
切り合い

遺
物
石内(土師器皿1) 石

造
物

石仏写1952

1写真図            1写 真  ―――――一
備考 石組残存不良 墓壌に伴うか不明 石組に石仏 1体転用 墓壊の断面がスリバチ状である

393号墓
遺構図   第94図       1本 文図   図87        1写 真    

―
葬法 火葬 1時期  H・Ш期 ブロック Eg群     1地 区 4A Cl飼 4

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  
―
  東西  ――一

造り替え

墓墳‖型式  火葬墓CH類      1主軸方位  N87° E         I平面形  円形
規模 長  034     短  033     深さ  018    1被 熱痕跡  ――――一  1炭  単層
焼骨     一――――     1壌 内施設・状況    ―――――一    1木 棺    ――――――
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  一――――一

備考 石組検出せず 炭のみが充壊されているピット状の遺構

394号墓
遺構図   第94図       1本 文図   図87        1写 真    

―
葬法  火葬      1時 期  H期 プロック Eg群     1地 区 4A Cl∞ 4

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  

―

規模 南北  一一―   東西  ――一
造り替え

墓媛‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N15° E         I平面形  楕円形
規模 長  118     短  0.85     深さ  012    1被 熱痕跡  ――――一  1炭  単層
焼骨  集中(34g)        1塔 内施設・状況    ――――――    1木 棺    ――――――
切り合い  395号墓に切られる

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  ――――――

備考 石組残存せず
墓壊は被熱していないが、その規模と炭層の存在、焼骨の検出状況から、火葬墓A類 と思われる

395号墓
遺構図   第94図       1本 文図   図87        1写 真    

―
葬法  

―

   1時期  不明 プロック Eg群     1地 区 4 A ClG4
石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  0.68<   東西  0.55<
造り替え

墓墳 ‖型式    ――――一    1主 軸方位    一――――    1平 面形    ―――――一
規模 長   ――    短   ――    深さ   ――   1被熱痕跡  ――――一  1炭   ―一―
焼骨     一――――     1嬢 内施設・状況    ―――――一     1木 棺    ――――――
切り合い  394号墓を切る

遺
物

石
造
物 1写真図           1写 真  ―――――一

備考 石組の残存不良 石組の西側に石仏写1936点在



付表86 中近世墓一覧表 (80)396～ 400号墓

396号墓
還構図   第94図       1本 文図   図87 1写真   図版1283
葬法  

―

   1時期  不明 プロック E咀群    1地 区 4A Cl鋼 4
石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  N3° E 規模 南北  115   東西  096
造り替え

墓墳 ‖型式     

―

     1主軸方位     

―

     1平面形    

―
規模 長   ―一    短   ―一    深さ   ――   1被熱痕跡  ――一―一  1炭   一――
焼骨     

―

     1壌 内施設・状況                1木 棺    ――――――
切り合い

遺
物
石上 (土師器皿1) 石

造
物 1写真    ――一図 1写真  

―
備考 石組のみ 石組の北東部に石仏写18卜 6転在

397号墓
遺構図   第94図       1本 文図   図87 1写真    ――――一
葬法  土葬      1時 期  I・ H期 ブロック E双群    1地 区 4A Cl鋼 4

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  ――一   東西  ―――
造り替え

墓墳‖型式 上葬墓A類       1主軸方位  N5° E 1平面形  不明
規模 長  041<    短  0.69     深さ  0.36    1被 熱痕跡  ――一―一  1炭  混在
焼骨     

―

     1墳 内施設・状況                1木 棺    ――――――
切り合い  398号墓に切られる
遺
物

石
造
物 1写真    ―――図            1写 真  ――――――

備考 石組残存せず

398号墓
遺構図   第95図       1本 文図   図87 1写真   図版12併 4
葬法  

―

   1時期  不明 ブロック Eぱ 群    1地 区 4A Cl傷 4
石組‖型式  I―③類      1主軸方向  N30° E 規模 南北  1.03   東西  0.78<
造り替え

墓壌‖型式     
―

     1主軸方位     
―

     1平面形    

―
規模 長   一一    短   一一    深さ   一一   1被熱痕跡  ――一――  1炭   ―――
焼骨  石組内(5g)       1城 内施設・状況     

―

     1木 棺    ――――――
切り合い  397号墓を切 り、399号墓に切られる 炭盛上下層
遺
物
石上 (上師器皿 3・皇宋通費 2・不明 1) 石

造
物

石仏写1857

1写真  1857図 1写真  ――――――
備考 石組のみ 西辺を欠損 中心に石仏 石組内から、焼骨が 5gと少ないが検出されているが、炭盛上に覆われているため
である

399号墓
遺構図   第95図       1本 文図   図87 1写真    一――――
葬法  上葬      1時 期  I・ Ⅱ期 ブロック Eg群     1地 区 4A Cl∝ 4

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  N17° E 規模 南北  0.65<   東西  0.70
造り替え

墓墳‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N22° E 1平面形  楕円形
規模 長  077     短  055     深さ  0.35    1被 熱痕跡  ――一――  1炭   一十一
焼骨     

―

     1墳 内施設・状況  人頭大程度の石が3石浮いた状況 1木棺    

―
切り合い  398号墓を切る
遺
物

石
造
物 1写真    ―一一図 1写真   

―
備考 石組の南西部を欠損

400号墓
遺構図   第95図       1本 文図   図87 1写真    ―――――
葬法  火葬      1時 期  II期 ブロック Eg群     1地 区 4 A ClG4

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  ――一   東西  一――
造り替え

墓壊‖型式  火葬墓CⅡ類      1主軸方位  N-35° E 1平面形  円形
規模 長  029     短  025     深さ  0.21    1被 熱痕跡  ――――一  1炭  単層
焼骨     

―

     1壌 内施設・状況     

―

     1木棺    ――――――
切り合い  炭盛上に覆われる
遺
物

石
造
物 1写真    ――一図 1写真  ――――――

備考 石組検出せず 炭のみが充壊されているピット状の遺構



付表87 中近世墓一覧表 (81)401～ 405号墓

401号墓
遺構図   第95図       1本 文図   図87        1写 真        ~
葬法 火葬      1時 期  H期 ブロック Eg群     1地 区 4 A ClG4

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  ――一   東西  ―――
造り替え

葬墓A類       1主 軸方位  N19上E         I平面形  楕円形
規模 長  0.92     短  0,64     深さ  030    1被 熱痕跡  壁・床 炭  単層
焼骨  散在 (33g) 1墳内施設。状況 木棺    

―

切 り合い  炭盛土に覆われる
遺
物
石上 (開元通賓 1)城 上 (土師器皿1) 石

造
物 1写真    ――一図 1写真  

―
備考 石組残存不良 埋土には炭化材も含む

402号墓
遺構図   第95図       1本 文図 1写真      ~~~
葬法 火葬      1時 期  H期 プロック Eg群     1地 区 4 A ClG4

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  N37° E 規模 南北  0.53<   東西  0.55<
造り替え  石組と墓墳がずれているため、造り替えが判る
製  火葬墓CH類      1主 軸方位  N51° E         I平面形  円形
規模 長  0.58     短  0.56     深さ  010    1被 熱痕跡

~~正
三三== 炭  単層

焼骨 1渡内施設・状況 木相    

―

切り合い  炭盛上に覆われる
遺
物

石
造
物 1写真    ―――図 1写真  ――――――

備考 石組残存せず

403号墓
還構図   第96図       1本 文図   図88         1写 真   繭
葬法 火葬      1時 期  H期 ブロック Eh群     1地 区 4 A D16a3

石組‖型式  I―②類     1主軸方向  N8° W 規模 南北  1.03    東西  1.00
造り替え  石組と墓墳の方向に差異があり、造り替えられたと考えられる
墓壌 ‖型式  火葬墓 A類       1主 軸方位  NO° 1平面形  長方形
規模 長  098     短  0.64     深さ  0.39    1振 熱痕跡

~壁
・棺台 炭  単層

焼骨 有(4 g) 1墳内施設。状況  棺台(北に2石 ) 木棺    一――――一
切り合い

遺
物
石上 (土師器皿 1) 石

造
物 1写真    ―――図            1写 真  ―――――一

備考 石組の中心に地輪の抜き取り痕有り 墓娘の棺台は1石しかないが、北側にあることから、奈昆時には南北 2石だったのが
片付けの際に 1石は除去された可能性が考えられる

404号墓
文図   図88         1写 真   図版1301

葬法  不明      1時 期  皿期 ブロック Eh群     1地 区 4 A D16a3
f組 ‖型式  H類        1主 軸方向  N-0° 規模 南北  090    東西  1.00
造り替え

墓壌‖型式  不明 1主軸方位 下耳憲戸百
~~~~~~― ――

「
覇罰該
~下
肩百形

難 長  1,39    短  0,89    深さ  028  ~~踊 覇頭所
~正
三三
== 炭   ――一

1墳内施設。状況     

―

     1木 棺    ――――――
切り合い

遺
物
石上 (土師器皿1・元祐通賛 1) 石

造
物

石仏写1862,1922,1935,1961.6、 火輪図128-5.1929

1写真  2007,2014,14図 1写真  ――――――
備考 石組に石仏 5体および火輪 3点転用 これらをlヶ所に集積した遺構の可能性もあり、土葬墓であるかは断定できず

405号墓
遺構図   第96図       1本 文図   図88      ~  1写 真   図版1292
葬法  土葬      1時 期  I・ H期 ブロック Eh群     1地 区 4 A D16a3

鯉 式  H類 ?      1主 軸方向  N16° E 規模 南北 098     東西  110
造り替え  石組と墓媛にずれが認められ、造り替えが考えられる
墓嬢‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N16° E       ~ 1平面形  長方形
規模 長  1.12     短  066     深さ  0.61    1被 熱痕跡  ―――――  1炭   ――一
焼骨  石組内(4g)       1壌 内施設。状況  床面の東側に扁平な石が1個あり  1木棺  木棺使用の可能性あり
切り合い

遺
物
石上 (上師器皿 1) 石

造
物 1写真    ―――図 1写真  ――――――

備考 墓墳の石は長さ40cm、幅20cm程度で、床面に立てたような状況 墓渡の埋土は中央が落ち込むような状況を呈しており木
権が使用された可能性もあり 石組内から焼骨が微量だが検出されている



付表88 中近世墓一覧表 (82)406～ 410号墓

406号墓
遺構図   第97図       1本 文図   図88 1写真    

―葬法  土葬      1時 期  IV期 プロック Eh群     1地 区 4 A D16a3
石組‖型式  Ⅱ類?      1主軸方向  

―

規模 南北  ―一一   東西  一一一
造り替え

墓墳‖型式  上葬墓B類       1主軸方位  N89° W 1平面形  長方形
規模 長  2.08     短  0.50     深さ  038     1被 熱痕跡  一―一―一  1炭   _
焼骨     

―

     1壊 内施設・状況                1木 棺  本棺使用の可能性あり
切 り合い

遺
物
壊内(瓦器椀 1) 石

造
物

石仏写1954、 空風火輪図1281

1写真  2021図  10933       1写 真  

―
備考 墓媛上面に石仏が背を上に向けて 1体出土
墓墳内から空風火輸出上しており、本棺が使用された可能性は高い 瓦器椀は混入の可能性あり

407号墓
遺構図   第97図       1本 文図   図88 1写真   図版1302
葬法  不明      1時 期  II・ III期 プロック Ei群     1地 区 4 A D16a3

石組‖型式  H類 ?      1主軸方向  
―

規模 南北  ――一   東西
造り替え

墓墳‖型式  不明 1主軸方位  N33° E 1平面形  円形
規模 長  0.58     短  054     深さ  027     1被 熱痕跡  ――――一  1炭   

―
焼骨     

―

     1壌 内施設。状況  地輪が出土 1 
舅にオ自        _

切り合い

遺
物

石
造
物

地輪図1305

1写真  2039図 1写真  ――一―――
備考 石組残存せず 地輪を埋納した遺構の可能性あり

408号墓
遺構図   第97図       1本 文図   図88 1写真   図版1303
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック Ei群     1地 区 4 A D16a3

石組‖型式  I―③類     1主軸方向  N17° W 規模 南北  1.03    東西
造り替え

墓壌 ‖型式  火葬墓 A類       1主 軸方位  N12° W 1平面形  楕円形
規模 長  0.85     短  0.62     深さ  0.10     1被熱本跡  床・棺台   1炭  単層
焼骨  有 (微量) 1壌内施設・状況  棺台 (南北 2石)      1木 棺    

―
切り合い

遺
物
石上(土師器皿2・瓦器椀3) 石

造
物

石仏 (158)

1写真    
―

図  10932       1写 真  

―
備考 石組の中心に石仏 墓帳の棺台は図化できなかったが、30伽程度の大きさであつた

409号墓
諏    第97図        1本 文図   図88 1写真    ―――一―
葬法  土葬      1時 期  m期 ?(15後～16前 ) プロック E■ 群    1地 区 4 A D16a3

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  

―

規模 南北  一―一   東西  
―

造り替え

墓境‖型式 上葬墓A類       1主軸方位  N6° E 1平面形  円形
規模 長  058     短  0.54     深さ  0.19     1被熱痕跡
焼骨     

―

     1墳 内施設・状況  床面に拳大の石 1石あり   1木棺    

―
切り合い

遺
物
嫉内(土師器皿1) 石

造
物 1写真    

―
図  1102       1写 真  1692
備考 石組残存せず 墓墳の床面の石の下に土師器皿の破片が出土

410号墓
遺構図 第97図 1本文図 図88 1写真

葬法  土葬      1時 期  H・ III期 プロック Ei群     1地 区 4 A D16a3
石組‖型式  不明       1主軸方向 ――一―一 規模 南北  ―一一   東西  ――一
造り替え

墓境‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  NO° 1平面形  楕円形
規模 長  0.75     短  0.59     深さ  0.35    1被 熱痕跡  ―一―――  1炭   _
焼骨     

―

     1壌 内施設・状況     

―

    1木 棺    

―
切り合い

遺
物

石
造
物 隔賞   一一図 1写真  

―
備考 石組残存せず 墓壊の埋土は北側から落ち込むような堆積状況である



付表89 中近世墓一覧表 (83)411～ 415号墓

411号墓
遺構図   第97図        1本 文図   図88        1写 真    一―――一
葬法  

―

   1時期  不明 ブロック Ei群     1地 区 4 A D16a3
石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  N ll° E 規模 南北  080<   東西  083<
り替え

墓嫉‖型式    ―一―――    1主軸方位    ―一一一一    1平面形    ―――――一
規模 長   

―
    短   ―一    深さ   一一   1被熱痕跡  一―――一  1炭   ―――

焼骨     

―

     1壌 内施設。状況                1木 棺    

―
切 り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真   

―
備考 石組のみ 石組残存不良

412号墓
遺構図   第98図        1本 文図   図88        1写 真   図版1304
葬法  土葬      1時 期  Ⅳ期 プロック Ei群     1地 区 4 A D16a3

石組 ‖型式  H類       1主 軸方向  

―

規模 南北  1.03<   東西  013<
造り替え

墓壌‖型式  上葬墓B類       1主軸方位  N 90°          1平面形  長方形
規模 長  2.06     短  054     深さ  069    1被 熱痕跡  ―――――  1炭   一――
焼骨     

―

     1嬢 内施設・状況                1木 棺  木棺使用の可能性有り
切り合い

遺
物

石
造
物

石仏写1903

睡図            1写 真  ――――――
備考 石組残存不良 墓墳上面に石仏表を上に出土 墓墳の埋土は中央が落ち込んだような状況であるので木棺が使用された可
台ヒ′性あり

413号墓
遺構図   第98図        1本 文図   図89        1写 真   図版1311、 2
葬法 土葬 1時期  Ⅱ・ⅡI期 プロック E筍 群    1地 区 4 A D16a3

石組 ‖型式  I―③類     1主 軸方向  Nl° W 規模 南北 075     東西  05<
造り替え

墓壌 ‖型式  上葬墓A類       1主 軸方位  N5°一W         I平 面形  楕円形
規模 長  0.68     短  041     深さ  035    1被 熱痕跡  ―――――  1炭  混在
焼骨     

―

     1壊 内施設・状況  床面付近に2石あり     1木 相    

―
切り合い  414号墓を切る
遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  

―
備考 石組の中心部に石仏の抜き取り痕有り 墓壌の埋上には炭が混在するが414号墓を切っているためと思われる

414号墓
遺構図   第98図        1本 文図   図89        1写 真   図版13■ 2
葬法  火葬      1時 期  H期 プロック Ej群     1地 区 4 A D16a3

石組‖型式  不明       1主軸方向  
―

規模 南北  一一―   東西  ――一
造り替え

墓壌‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N13° W        I平面形  楕円形
規模 長  093     短  0,72     深さ  016     1被 熱痕跡  壁・棺台   1炭  単層
焼骨     

―

     1壌 内施設。状況  棺台 現状では南側に 3石) 1木 棺    一―――――
切り合い  413号墓に切られる
遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  

―
備考 石組残存せず 墓墳の棺台は本来、南北に存在していたものと思われる

415号墓
遺構図   第99図        1本 文図   図89        1写 真   図版1311、 3
葬法 火葬 1時期 II期 プロック E司 群    1地 区 4 A D16a3

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  N■°W 規模 南北  0.63<   東西  0.80
造り替え  413～ 416号墓の石組の北辺が並ぶため、造り替えの可能性が考えられる
墓壌‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N3tW         I平 面形  長方形
規模 長  0.92     短  054     深さ  0.18     1被熱痕跡  一―――一  1炭   

―焼骨  散在(8g)        1壌 内施設・状況                1木 棺    

―
切 り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  

―
備考 石組の南半部を欠損するか造り替えられた石組の南辺を欠損する



中近世墓一覧表 (84)416～ 420号墓

416号墓
遺構図   第99図        1本 文図   図89        1写 真   図版1315
葬法  土葬      1時 期  I・ Ⅱ期 プロック E封 群    1地 区 4 A D16a3

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  

―

規模 南北  ――一   東西  
―

造り替え

墓墳‖型式  土葬墓A類       1主軸方位  N4上W         I平面形  楕円形
規模 長  1.13     短  0.52<    深さ  0.29    1被 熱痕跡  ――――一  1炭  混在
焼骨     ―一―――     1嬢 内施設・状況    ―一――――     1木 棺
切り合い  417418号墓に切られる

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  

―
備考 石組残存せず

417号墓
遺構図   第99図        1本 文図   図89        1写 真   図版1315
葬法 火葬 1時期 II期 プロック E芍 群    1地 区 4 A D16a3

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  Nl° W 規模 南北  060<   東西  0.63<
造り替え

墓嬢‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  NO° 1平面形  楕円形
規模 長  0.89     短  0,70     深さ  0,26    1被 熱痕跡  壁     1炭   単層
焼骨  有(3g)         1境 内施設・状況     

―

    1木 棺 ____二正三正三正三
切り合い  416号墓を切る
遺
物
石上 (土師器皿2)攪乱 (瓦器椀1) 石

造
物

石仏写1911

1写真図            1写 真  ――一――一
備考 石組残存不良 石組に石仏転用 ?

418号墓
遺構図   第99図        1本 文図   図89        1写 真   図版1314、 5
葬法 火葬 1時期 H期 ブロック Ej群     1地 区 4 A D16a3

石組‖型式           1主軸方向  
―

規模 南北  ―――   東西  
―り替え

墓墳‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N2° W         I平面形  楕円形
規模 長  1.26     短  0,83     深さ  012    1被 熱痕跡  壁。棺台   1炭  単層
焼骨
~有
(4 gl         l墳 内施設・状況  棺台(1石)        1木 棺          _

切り合い  416号墓を切 り、419号墓に切られる

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  

―
備考 石組残存せず

419号墓
遺構図   第99図        1本 文図   図89        1写 真   図版131-6
葬法 火葬 1時期  H期 (14後～15前 ) ブロック E菊 群    1地 区 4 A D16a3

石組‖型式  
―

    1主軸方向  
―

規模 南北  ――一   東西  
―

造り替え

墓嬢‖型式  火葬墓BI類      1主軸方位  N9° E         I平面形  円形
規模 長  0.53     短  0.52     深さ  0.14<    1被熱痕跡  一一――一  1炭   一――
焼骨  蔵骨器(3g)       1壌 内施設・状況     

―

    1木 棺
切り合い  418号墓を切る

遺
物
蔵骨器 (瓦質羽釜1、 底部打ち欠き) 石

造
物 1写真図 1写真 171-2

備考 石組残存せず 羽釜は底部を打ち欠いて蔵骨器として、使用されていた

420号墓
遺構図   第100図       1本 文図   図89        1写 真   図版1321
葬法 火葬 1時期  H期 (15前 ) ブロック EI群     1地 区 4 A D16a3

石組‖型式  
―

    1主軸方向  
―

規模 南北  ―――   東西  
―

造り替え

墓壌 ‖型式  火葬墓 A類       1主 軸方位  N6° E         I平 面形  楕円形
規模 長  1.05     短  0.74     深さ  016    1被 熱痕跡  壁・床    1炭   単層
焼骨  2個体検出        1墳 内施設・状況     

―

    1木 棺
切り合い

遺
物
壊内(土師器皿ほぼ完形 1) 石

造
物 1写真図 1写真

備考 石組残存せず 焼骨は墓墳内で散在した状況で検出されたものが (172g。熱年以上 ?)で、土師器皿の上から検出されたも
のが(23g。若い)と、2個体分の骨が見られる



付表91 中近世墓一覧表 (85)421～ 425号墓

421号墓
遺構図   第100図       1本 文図   図89 1写真   ~
葬法 火葬      1時 期  Ⅱ期 プロック Ej群     1地 区 4 A D16a4

石組‖型式  不明       1主軸方向  ――――一 規模 南北        東西
り替え

墓壌 ‖型式  火葬墓 A類 1主軸方位  雨 平面形  長方形
規模 長  120     短  0.82     深さ  0.19     1被熱痕跡  壁・棺台 炭  単層
焼骨 有 (微量) 1壌内施設・状況  棺台(南北 2石 ) 糀

切り合い  423号墓に切られる
遺
物

石
造
物 1写真    

―

図            1写 真  

―
備考 石組残存せず

422号墓
遺構図   第100図       1本 文図   図89 1写真  ~
葬法  土葬      1時 期  I・ Ⅱ期 ブロック Ej群     1地 区 4 A D16a4

石組‖型式  不明       1主軸方向  ――――― 規模 南北        東西
造り替え

墓壊 ‖型式  上葬墓 A類 1主軸方仕  N6° W 平面形  楕円形
規模 長  1.06     短  0.84     深さ  0.36     1被熱痕跡  

―

灰

焼骨 1墳内施設。状況 木棺

切り合い  423号墓に切られる
遺
物

石
造
物 1写真  ~π 正三三図 1写真  

―
備考 石組残存せず

423号墓
遺構図   第100図       1本 文図   図89 1写真    

―
葬法  火葬      1時 期  H期 プロック Ej群     1地 区 4 A D16a4

石組‖型式  不明       1主車由方向  ――一一― 規模 南北       東西
造り替え

墓犠‖型式  火葬墓A類 1主軸方位  N38°一E 平面形  楕円形
規模 長  086    短  0.69    深さ  | 炭  単層
焼骨  有 1墳内施設・状況 木棺

切り合い  421422号墓を切る
遺
物

石
造
物 1写真    

―

図 1写真   ――――――
備考 石組残存せず ℃7年掘削痕有り

424号墓
遺構図   第100図       1本 文図   図89 1写真    

―
葬法  火葬      1時 期  Ⅱ期 ブロック E筍 群    1地 区 4 A D16a4

石組‖型式  不明       1主軸方向      ~ 規模 南北       東西
造り替え

墓壌‖型式  火葬墓A類 1主軸方位  N8° E 平面形  楕円形
規模 長  1.18     短  083     深さ  0.44     1被熱痕跡  壁・床 炭  単層
焼骨 1壌内施設。状況 木棺

切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    

―

図            1写 真  

―
備考 石組残存せず ℃7年掘削痕有り

425号墓
還構図   第100図       1本 文図   図89 1写真       ~~
葬法 火葬      1時 期  H期 ブロック Ek群     1地 区 4 A D16a4

石組‖型式  不明       1主軸方向  ――一―― 規模 南北  ―――   東西  一一一
り替え

墓壊 ‖型式  火葬墓 A類       1主 軸方位  Nむ 9° E | 平面形  楕円形
規模 長  0.56<    短  0.44     深さ  0.05    ]被 熱痕跡  壁 炭  単層
焼骨 散在 (15g) 1墳内施設・状況 木棺

切 り合い

遺
物

石
造
物 1写真      ~図 1写真  ――――――

備考 石組残存せず



中近世墓一覧表 (86)426～ 430号墓

426号墓
遺構図   第101図       1本 文図   図89        1写 真     ―――一―
葬法  土葬      1時 期  I・ II期 ブロック Ek群     1地 区 4 A D16a4

石組‖型式  I一③類     1主軸方向  N2° E 規模 南北  100<   東西  95_00
造り替え  石組と墓墳にずれが認められ、造り替えが判る
墓嬢 ‖型式  上葬墓 A類       1主 軸方位  N17° E        I平 面形  精円形
規模 長  124     短  088     深さ  0.32    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   ――一
焼骨     ―――一―     1墳 内施設。状況  幾つかの石力落ち込んでいた  1木棺    一―一―――
切 り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真

備考 石組の外周枠の大半を欠損する 石組の中心部に石仏の抜き取り痕有り

427号墓
遺構図   第101図       1本 文図   図89        1写 真   図版1322
葬法 火葬 1時期 II期 プロック Ek群     1地 区 4 A D16a3

石組‖型式  I類       1主軸方向  N ll° W 規模 南北  070   東西  0.75
造り替え  石組と墓壊の規模に差異が認められ、造り替えが判る
墓境 ‖型式  火葬墓 A類       1主 軸方位  N6° W         I平 面形  楕円形
規模 長  1.24     短  058     深さ  0.14    1被 熱痕跡  壁・棺台   _噂
焼骨     

―

     1壌 内施設・状況  棺台 (南北 3石)      1木 棺    

―
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真

備考 石組の残存不良 石組の中心に石仏の抜き取り痕有り

428号墓
遺構図   第101図        1本 文図   図89        1写 真   図版1322
葬法 土葬 1時期  I・ II期 ブロック Ek群     1地 区 4 A D16a3

石組 ‖型式  I類 ?      1主 軸方向  N7° W 規模 南北  0,75   東西  0,73<
造り替え  石組と墓墳の規模に差異が認められ、造り替えが判る
墓嬢‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  Nl° E         I平面形  楕円形
規模 長  0.71     短  0.52     深さ  0.30    1被 熱痕跡  一―――一  1炭   =
焼 骨      一 ― ― ― 一      1壌 内 施 設

。
状 況     ― ― ― 一 ― 一     _J木 棺     一 ― ― ― ― 一

切 り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  一―一――一

備考 石組の残存不良 石組の南辺が427号墓と並ぶ

429号墓
遺構回   第102図        1本 文図   図89        1写 真   図版1324
葬法  

―

   1時期  不明 ブロック Ek群     1地 区 4 A D16a3
石組 ‖型式  I―②類?    1主 軸方向  N15° W 規模 南北  1.00   東西  0.88
り替え

墓壌‖型式    ―――――    1主軸方位    一―――一    1平面形    ―一――――
規模 長   ―一    短   一     深さ   ――   1被熱痕跡  ――――一  1炭   ――一
焼骨     ――――一     1嬢 内施設。状況    一――一――    1木 棺       ___
切 り合い

遺
物

石
造
物 1写真図           1写 真  ――――――

備考 石組のみ 中心部を欠損

430号墓
遺構図   第102図       1本 文図   図89        1写 真   図版1323
葬法 火葬 1時期 II期 ブロック Ek群     1地 区 4 A D16a3

石組‖型式  I類       1主軸方向  N13tW 規模 南北  0.50<   東西  0.65
造り替え  石組と墓壊の規模に差異が認められ、造り替えが判る
墓境‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  NO°          1平面形  長方形
規模 長  099     短  0.62     深さ  0.51    1被 熱痕跡  壁・棺台   1炭  単層
焼骨  散在 (115g。若い?)    1墳 内施設・状況  棺台(南北 2石)      1木 棺    

―
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  

―
備考 石組の北辺および東辺の一部を残存



付表93 中近世墓一覧表 (87)431～ 435号墓

431号墓
還構図   第102図        1本 文図   図89        1写 真   図版1331
葬法  不明      1時 期  不明 ブロック Ek群     1地 区 4 A D16a3

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  N4° E 規模 南北  075<   東西  075<
造り替え  石組と墓壌の規模に差異が認められ、造り替えが判る
墓塘‖型式  不明 1主軸方位  N35° E        I平 面形  円形
規模 長  0.42     短  0.34     深さ  013    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   一―一
焼骨     

―

     1嬢 内施設・状況  拳大以下の石が詰められていた 1木棺    

―
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    ―――図 1写真  ――一――一

備考 石組残存不良 墓壌には石が数個詰められているような状況であり、埋葬されていたかは不明

432号墓
還構図 第102図 1本文図 優]89 1写真

葬法  火葬 ?     1時 期  H・ IH期 ブロック Ek群     1地 区 4 A D16b4
石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  N10° W 規模 南北  065<   東西  0.37<
造り替え  石組と墓壊の規模に差異が認められ、造り替えが判る
墓壌 ‖型式  火葬墓 CH類 ?     1主 軸方位  N56° E        I平 面形  長方形
規模 長  125     短  088     深さ  020    1被 熱痕跡  ―――――  1炭  混在
焼骨     

―

     1境 内施設・状況     

―

    1木 棺    

―

切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    一―一図 1写真

備考 石組残存不良
墓墳の埋土には炭・焼上塊が少量含まれ、断言はできないが火葬墓の可能性を考えたし

433号墓
遺構図   第103図       1本 文図   図91        1写 真   図版1334
葬法  土葬      1時 期  I・ II期 ブロック Fa群     1地 区 4 A C16i5

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――一 規模 南北  ――一   東西  ――一
造り替え

墓墳 ‖型式  上葬墓 A類       1主 軸方位  N10° W        I平 面形  長方形
規模 長  0,79     短  054     深さ  025    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   ――一
焼骨     ――――一     1嬢 内施設。状況  約60cmの石を検出     1木 権  鉄釘使用木棺(05× 0.3?)
切り合い

遺
物
墳内 (鉄釘 7) 石

造
物 1写

―

図 1写真  

―
備考 石組北辺の 1石のみ残存 鉄釘が出上していること、大きめの石が見られることから木棺が使用されたと思われる

434号墓
遺構図   第103図       1本 文図   図91        1写 真   図版1332
葬法  火葬      1時 期  II期 ブロック Fa群     1地 区 4 A Cla5

石組‖型式  不明       1主軸方向  ―一―一一 規模 南北  ―――   東西  ――一
造り替え

墓壌‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N52° E        I平面形  楕円形
規模 長  1.04     短  062     深さ  0.08    1被 熱痕跡  床・棺台   1炭  単層
焼骨  散在(85g)        1壌 内施設・状況  棺台(南 2。 中 1、 北 2石) 1木棺    ~
切 り合い

遺
物

石
造
物 1写真    一―一図 1写真

備考 石組残存せず

435号墓
遺構図   第103図       1本 文図   図91        1写 真   図版1333
葬法  土葬      1時 期  I・ II期 ブロック Fa群     1地 区 4 A Cla5

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  

―

規模 南北  ―一一   東西  ―――
造 り替え

墓嬢‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N49° E         I平面形  楕円形
規模 長  092     短  0.66     深さ  0.34    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   ―――
焼骨     ―――――     1媛 内施設・状況    ――――――    1木 棺

~~~下
三
=正
三三三

切 り合い  436号墓に切られる
遺
物

石
造
物 1写真    ―――図 1写真  

―
備考 石組残存せず



付表94 中近世墓一覧表 (88)436～ 440号墓

436号墓
遺構図   第103図       1本 文図   図91        1写 真   図版13併3
葬法  土葬      1時 期  Ⅳ期 ブロック Fa群     1地 区 4 A C16i5

石組 ‖型式  Ⅱ類       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  
―
  東西  ――一

造り替え

墓壊‖型式  上葬墓B類        1主軸方位  N51° W        I平面形  長方形
規模 長  0,96     短  040     深さ  036    1被 熱痕跡  ―一―一一  1炭   ――一
焼骨     ―――――     1墳 内施設・状況  拳大の石落ち込む     1木 槍

~~

切り合い  435号墓を切る
遺
物
墳内 (鉄釘26) 石

造
物 1写真図            1写 真  ――一―――

備考 墓墳上には数個の石があり、墓壊内にも落ち込んでいることから、H類の石組であった蓋然性は高い

437号墓
遺構図 第103図 1本文図 図91 1写真

葬法 火葬 1時期 H期 ブロック Fa群     1地 区 4 A C16i5
石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――一 規模 南北  

―
  東西  一――

造り替え

墓墳‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N44°一E         I平面形  楕円形
規模 長  0.86     短  0.65     深さ  012    1被 熱痕跡  壁・床    1炭   単層
焼骨  集中(21g)        1墳 内施設・状況  棺台(2石が北側に
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  

―
備考 石組残存せず

438号墓
遺構図   第103図       1本 文図 1写真   図版18「了

~

葬法 土葬 1時期  H・ IH期 プロック Fa群     1地 区 4 A C16i5
石組 ‖型式  H類 ?      1主 軸方向  N29° W 規模 南北  0.50 東西

造り替え

婁城 ‖型式  上葬墓 A類       1主 軸方位  N71° E         I平 面形  P3形
規模 長  0.59     短  0.52     深さ  043    1被 熱痕跡  ―――――  1炭   ―――
焼骨     ―――――     1壌 内施設・状況  板状の石が落ち込んでいる  1木棺  木棺使用の可能性有り
切り合い

遺
物
壌内(土師器皿1) 石

造
物 1写真図            1写 真   ――――――

備考 墓墳に伴う石組 ? 石が墓墳に落ち込んだような状況であり、木棺を使用していた可能性はある また墓墳の規模から子
供埋葬の可能性もある 上層に石仏写1982転在

439号墓
遺構図 第103図 1本文図 回]92 1写真

葬法  土葬      1時 期  I・ Ⅱ期 ブロック Fb群     1地 区 4 A C164
石組‖型式  不明       1主軸方向  

―

規模 南北  
―
  東西  ――一

造り替え

墓境 ‖型式  上葬墓 A類       1主 軸方位  N34° E         I平 面形  楕円形
規模 長  1.04     短  0.84     深さ  0.33    1被 熱痕跡  ―――――  1炭   ―一一
焼骨  有(lg)        1壌 内施設・状況    一――――一     1木 棺    ―――――一
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  ―――――一

備考 石組残存せず 墓墳の埋上には焼骨が含まれるが、少量であることと炭を含まないこと、そして墓壊の規模から考えると土
葬墓の可能性が高いと思われる

440号墓
遺構図   第103図 1本文図   図92 1写真

葬法 火葬 1時期 H期 ブロック Fb群     1地 区 4A Cl匈 4
石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  ―――   東西  一一―
造り替え

墓壌‖型式  火葬墓CI類      1主軸方位  N37° E         I平面形  楕円形
規模 長  1.21     短  0,75     深さ  008    1被 熱痕跡  ―――一―  1炭  単層
弊骨  散在(18g)        1壌 内施設・状況    一―――――    1木棺    ~~~
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  ――――――

備考 石組残存せず



付表95 中近世墓一覧表 (89)441～ 445号墓

441号墓
遺構図   第104図        1本 文図   図92 1写真   図版1342
葬法  土葬      1時 期  H,III期 ブロック Fb群     1地 区 4A Cl∞ 5

石組 ‖型式  不明       1主 草由方向  ――――― 規模 南北  ――一   東西  ――一
り替え

墓墳‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N42° E 1平面形  円形
規模 長  1.00     短  0,97     深さ  0.16    1被 熱痕跡  ―一―一一  1炭   ―――
焼骨     ―――――     1墳 内施設・状況  床面の南側に4石あり    1木棺    ―――一――
切 り1全|い

遺
物

石
造
物 1写真    ――一図 1写真

備考 石組残存せず

442号墓
遺構図   第104図        1本 文図   図92 1写真     ――――一
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック Fb群     1地 区 4 A C16i5

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  ―――   東西  
―造り替え

墓壌‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N■ 8° E 1平面形  楕円形
規模 長  1.10     短  0.67     深さ  0.27    1被 熱痕跡  壁・床・棺台  1炭  単層
焼骨  有 (微量) 1境内施設・状況  棺台(南 3石、北 1石)   1木 棺    ―――――一
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    一一―図 1写真

備考 石組残存せず 墓壊の棺台の中央には、東西方向に走る浅い溝があり、火の通りを良くするためか

443号墓
遺構図   第104図        1本 文図   図92 1写真     ―――――
葬法 火葬      1時 期  H期 ブロック Fb群     1地 区 4 A C16i5

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――一 規模 南北  ―――   東西  
―造り替え

墓境‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N72° E 1平面形  楕円形
規模 長  124     短  075     深さ  0.10    1被 熱痕跡  棺台     1炭   単層
焼骨  有 (微量) 1壊内施設。状況  棺台(東西 2石)      1木 相    

―
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    一一一図 1写真  ――――――

備考 石組残存せず

444号墓
遺構図   第104図        1本 文図   図92 1写真   図版1341
葬法 火葬      1時 期  H期 ブロック Fb群     1地 区 4 A Cla5

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  

―

規模 南北  一一一   東西  ―一一
造り替え

墓嬢 ‖型式  火葬墓A類       1主 軸方位  N81° E 1平面形  楕円形
規模 長  0.95     短  0,76     深さ  0.12    1被 熱痕跡  棺台     1炭  単層
焼骨  集中(44g) 1壌内施設。状況  棺台(西側に1石のみ)   1木 棺    

―
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    

―
図 1写真  

―
備考 石組残存せず 墓壊の棺台は現状では 1石だが、本来は2石あった可能性あり

445号墓
遺構図   第104図       1本 文図   図92 1写真   図版1345
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック Fb群     1地 区 4 A C16i5

石組‖型式  不明       1主軸方向  ――――― 規模 南北  
―
   東西  

―造り替え

墓壌‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N52° E 1平面形  不明
規模 長  0.40<    短  0.59     深さ  019    1被 熱痕跡  壁・床・権台  1炭  単層
焼骨  有 (微量) 1壊内施設。状況  棺台(現状では北 1石のみ) 1木棺    一――――一
切り合い  446号墓に切られる
遺
物

石
造
物 1写真    

―
図 1写真  

―
備考 石組残存せず 墓嫉の棺台は本来南北 2石あった可能性あり



付表96 中近世墓一覧表 (90)446～ 450号墓

448号墓
遺構図   第104図       1本 文図   図92 1写真   図版1345、 6
葬法  土葬      1時 期  Ⅳ期 ブロック Fb群     1地 区 4 A C16i5

石組 ‖型式  H類       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  ――一   東西  ―――
造り替え

墓墳 ‖型式  上葬墓 B類       1主 軸方位  N58七 E 1平面形  楕円形
規模 長  1.13     短  0,72     深さ  0.40    1被 熱痕跡  ―――――  1炭   ―――
焼骨  混入(4g) 1境内施設・状況     

―

     1木 棺  鉄釘使用木棺(055× 0.25)
切り合い  445号墓を切る
遺
物
壌内(鉄釘17) 石

造
物

石仏写1932 水輪図1296H
I写真  2028_13図 1写真  ――――――

備考 石組残存不良 石組に石仏 1体、水輪 1点転用 墓壌内にも水輪 1点出上しており、上方から落ち込んだものと思われる
埋上には焼骨が含まれるが、445号墓からの混入と思われる

447号墓
遺構図   第105図       1本 文図   図92 1写真    ―――――
葬法  土葬      1時 期   I・ H期 プロック Fc群     1地 区 4A Cl釦 5

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  ――一   東西  一――
造 替え

墓墳 ‖型式  上葬墓A類       1主 軸方位  N51° E 1平面形  楕円形
規模 長  1.08     短  073     深さ  0.30    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   ――一
焼骨     

―

     1壊 内施設・状況     

―

     1木 棺    ――――――
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    一一―図 1写真  ――――――

備考 石組残存せず

448号墓
遺構図   第105図       1本 文図   図92 1写真   図版1351
葬法  土葬      1時 期  IV期 (18後～19前 ) ブロック Fc群     1地 区 4A Cl鋼 5

石組‖型式  
―

    1主軸方向  ――――― 規模 南北  ――一   東西  ――一
造り替え

墓壊 ‖型式  上葬墓 B類       1主 軸方位  N70° W 1平面形  長方形
規模 長  1.32     短  0.55     深さ  044    1被 熱痕跡  ―――――  1炭   一―一
焼骨     

―

     1墳 内施設・状況     

―

     1木 棺  木棺使用の可能性有り
切り合い  449号墓を切る
遺
物
壌内 (波佐見碗完形 1) 石

造
物 1写真    ―――図  ■036       1写 真  1705

備考 石組残存せず 波佐見碗が落ち込んだような状況で出上しており、木棺の使用の可能性が考えられる

449号墓
遺構図   第105図       1本 文図   図92 1写真    ―――――
葬法  上葬      1時 期  I・ H期 ブロック Fc群     1地 区 4 A C16j5

石組‖型式  不明       1主軸方向  
―

規模 南北  ―――   東西  一―一
り替え

墓壌 ‖型式  上葬墓A類       1主 軸方位  N17°一E 1平面形  楕円形
規模 長  1,04     短  063     深さ  0.14    1被 熱痕跡  一―――一  1炭   ―――
焼骨     

―

     1壌 内施設・状況    

―

     1木棺    

―
切り合い  448号墓に切られる
遺
物

石
造
物 1写真    ―一―図 1写真  一―――――

備考 石組残存せず

450号墓
遺構図   第105図       1本 文図   図92 1写真   図版1343
葬法  土葬      1時 期  H oIII期 プロック Fc群     1地 区 4 A C1615

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  ――一   東西  ―――
造り替え

墓壌‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N13° W 1平面形  円形
規模 長  072     短  0.68     深さ  026    1被 熱痕跡  ―――――  1炭   ――一
焼骨     

―

     1壌 内施設・状況  3方 をめぐる石囲い     1木棺    ――――――
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    ―――図 1写真  ――――――

備考 石組残存せず 墓墳の規模と石囲いから子供埋葬の可能性も考えられる



付表97 中近世墓一覧表 (91)451～ 455号墓

451号墓
遺構図   第105図       1本 文図   図92 1写真   図版13牛 4
葬法  土葬      1時 期  H・ IH期 ブロック Fc群     1地 区 4 A C16i5

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  ――一   東西  ―――
造り替え

墓墳 ‖型式  上葬墓A類       1主 軸方位  N58° E 1平面形  円形
規模 長  0.62     短  0.54     深さ  027    1被 熱痕跡  ――一―一  1炭   ―――
焼骨     ――一――     1壊 内施設。状況  3方を巡る石囲い     1木 棺    一―――一一
切り合い

遺
物
嫉内 (上師器皿1) 石

造
物 1写真    ―――図 1写真   ――――――

備考 石組残存せず 墓壊の規模と石囲いから子供埋葬の可能性も考えられる 石囲い上に30clnの 石が覆う

452号墓
遺構図   第106図       1本 文図   図92 1写真   図版1352
葬法  火葬      1時 期  X・ H期 ブロック F―d群    1地 区 4 A C1615

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  ―――   東西
造り替え

墓墳‖型式  火葬墓A類       1主 軸方位  N36°一E 1平面形  方形
規模 長  097     短  0.88     深さ  024    1被 熱痕跡  壁・床    1炭   単層
焼骨  有 (微量) 1壌内施設・状況    ――一―――     1木 棺    一―――――
切り合い  453.454号墓に切られる

遺
物

石
造
物 1写真    ――一図           1写 真  ―一―一―一

備考 石組残存せず

453号墓
遺構図   第106図       1本 文図   図92 1写真   図版1352
葬法  火葬      1時 期  Ⅱ期 ブロック Fd群     1地 区 4 A C16i5

石組‖型式  I類       1主軸方向  N33° W 規模 南北  080<   東西  090<
造り替え

墓嬢‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N20° W 1平面形  楕円形
規模 長  089     短  0,74     深さ  0.■     1被 熱痕跡  床     1炭   単層
焼骨  有 (微量) 1城内施設。状況     ――――――     1木 棺    ――――――
切り合い  452号墓を切り、454号墓に切られる
遺
物

石
造
物 1写真    一―一図 1写真  一―――――

備考 石組の中央部および外周枠の大半を欠損

454号墓
遺構図   第106図       1本 文図   図92 1写真   図版1352、 3
葬法 火葬      1時 期  H期 ブロック F―d群    1地 区 4 A C16i5

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  N44° W 規模 南北  0.48<   東西  0.51<
り替え

墓墳‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N37° E 1平面形  円形
規模 長  061     短  0.57     深さ  012     1被 熱痕跡  壁・床    1炭   単層
焼骨  集中(2監・子供か幼児)  1壌 内施設。状況     

―

     1木 棺    

―
切り合い  452.453号墓を切る

遺
物

石
造
物

|

図 1写真   一一―一―一
備考 石組残存不良

455号墓
遺構図   第106図       1本 文図   図92 1写真   図版1354
葬法  土葬      1時 期  I・ II期 プロック Fd群     1地 区 4 A C16i5

石組 ‖型式  H類 ?      1主 車由方向  ――――一 規模 南北  061<   東西  075<
造り替え

墓墳‖型式 土葬墓A類       1主軸方位  N28° E 1平面形  楕円形
規模 長  0.88     短  0.64     深さ  0.36    1被 熱痕跡  ―――――  1炭   ―――
焼骨     

―

     1嬢 内施設。状況     

―

     1木棺    

―
切り合い

遺
物
石上 (土師器皿2)渡内(土師器皿1) 石

造
物 1写真    一―一図  ■04       1写 真   一――――一

備考 石組残存不良 墓墳が 2段掘りを呈する



付表98 中近世墓一覧表 (92)456～ 460号墓

458号墓
遺構図   第106図        1本 文図   図92 1写真    ―――――
葬法  

―

   1時期  不明 プロック Fd群     1地 区 4 A C16i5
石組 ‖型式  I類 ?      1主 軸方向  N37° W 規模 南北  0。 90   東西  0.90
造り替え

墓壌‖型式    一一一一―    1主軸方位    ―一――一    1平面形    ――――――
規模 長   一一    短   一一    深さ   

―    1被熱痕跡  ――――一  1炭   
―焼骨     

―

     1嬢 内施設・状況                1木 棺    ――――――
切り合い  457号墓を切る
遺
物
石上 (土師器皿1)石内(上師器皿6) 石

造
物

死ヨわム彊子190-4, 194-3

1写真  19牛4_1943図  1103・ 7      1写 真  1694
備考 石組のみ 石組の中心に石仏 石組に石仏 1体転用 石組の北東部に石仏写19卜 4点在

457号墓
遺構図   第106図        1本 文図   図92 1写真    ―――――
葬法  

―

   1時期  不明 ブロック Fd群     1地 区 4 A C16i5
石組‖型式  I類 ?      1主軸方向  N40°一W 規模 南北  1.04   東西  0,75
造り替え

墓嬢‖型式    ―一―一一    1主軸方位    ――一一一    1平面形    ――――――
規模 長   

―
    短   一―    深さ   ―一   1被熱痕跡  ――――一  1炭   ―――

焼骨     

―

     1壌 内施設・状況                1木 相    

―
切り合い  456号墓に切られる
遺
物
石上 (土師器皿2) 石

造
物

|~図 1写真  ―――一――
備考 石組のみ

458号墓
遺構図   第106図        1本 文図   図92 1写真    一―――一
葬法  

―

   1時期  不明 プロック Fd群     1地 区 4 A C1615
石組 ‖型式  I類 ?      1主 軸方向  N43° W 規模 南北  1.00<   東西  0.90
造り替え

墓壌‖型式     
―

     1主軸方位     
―

     1平面形    

―
規模 長   ――    短   一―    深さ   

―    1被熱痕跡  ――――一  1炭   
―焼骨     

―

     1境 内施設。状況                1木 棺    

―
切り合い

遺
物
石上 (土師器皿 1) 石

造
物

石仏写1951

1写真  1951図 1写真  ――――――
備考 石組のみ 石組に石仏転用

459号墓
遺構図   第107図       1本 文図   図93 1写真    ―――――
葬法  土葬      1時 期  I・ H期 プロック Fe群     1地 区 4 A ClG5

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  ――一   東西  ―一―
造り替え

墓壌‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N28° W 1平面形  精円形
規模 長  079     短  0.54     深さ  0.25<    1被熱痕跡  ――――一  1炭  ――――
焼骨     

―

     1壌 内施設・状況                1木 棺    

―
切り合い  火葬場 2に切られる
遺
物

石
造
物 1写真    

―
図 1写真  ――――――
備考 石組残存せず

400号墓
還構図   第107図        1本 文図   図93 1写真    ―――――
葬法  土葬      1時 期  I・ H期 プロック Fe群     1地 区 4A Cl∞ 5

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  

―

規模 南北  一―一   東西  ―――
造り替え

墓壊 ‖型式  土葬墓 A類       1主 軸方位  N35° E 1平面形  楕円形
規模 長  068     短  052     深さ  0.19     1被熱痕跡  ――――一  1炭   

―焼骨     

―

     1壊 内施設・状況                1木 棺    

―
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    ―一一図            1写 真  ――――――

備考 石組残存せず



付表99 中近世墓一覧表 (93)461～ 465号墓

461号墓
遺構図   第107図       1本 文図   図93 1写真    ―――――
葬法  土葬      1時 期  IoH期 ブロック Fe群     1地 区 4A Cl飼 5

石組‖型式  不明       1主軸方向  ――――一 規模 南北  0.39<   東西  041<
造り替え

墓壊 ‖型式  上葬墓 A類       1主 軸方位  N48° E 1平面形  楕円形
規模 長  107     短  062     深さ  0.37 被熱痕跡  ――――一  1炭   ―一一
焼骨     

―

     1壌 内施設・状況                1木 棺    ――――――
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    ――一図 1写真  一―――――

備考 石組の残存不良

462号墓
遺構図   第107図       1本 文図   図93 1写真   図版1362
葬法  土葬      1時 期  I・ H期 ブロック Fe群     1地 区 4 A ClG5

石組‖型式  不明       1主軸方向  一―――― 規模 南北  ―一―   東西  ――一
造り替え

墓墳 ‖型式  上葬墓 A類       1主 軸方位  N30° W 1平面形  楕円形
規模 長  0.90     短  066     深さ  017 被熱痕跡  ――一――  1炭   ―一一
院骨     

―

     1壌 内施設・状況  北側の壁面に石が巡る    1木棺    ――――――
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    ――一図 1写真  一―――――

備考 石組残存せず 墓渡の北側の壁面に石が数個巡っており、床面より浮いているが落ち込んだものではないと思われる

463号墓
遺構図   第107図       1本 文図   図93 1写真   図版1363
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック Fe群     1地 区 4 A ClG5

石組‖型式  H類 ?      1主軸方向     ~ 規模 南北  0.56<   東西  065<
造り替え

墓嬢 ‖型式  火葬墓 A類       1主 軸方位  N64° E 1平面形  楕円形
規模 長  097     短  079     深さ  0.12 被熱痕跡  ――――一  1炭  単層
焼骨  集中(38g) 四 施設・状況               1木 相    一―――――
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    ――一図 1写真  一――――一

備考 石組残存不良
墓墳には被熱痕跡が見られないが、墓墳の規模と炭層の存在から火葬墓 A類 と思われる

464号墓
遺構図   第107図       1本 文図   図93 1写真   図版1362
葬法  土葬   _  1時 期  H・Ш期 プロック Fe群     1地 区 4 A Cla5

石組‖型式  不明       1主軸方向  ――――― 規模 南北  ――一   東西  ――一
造り替え

墓墳
_‖
型式  上葬墓 A類       1主 軸方位  N32と雨 1平面形  円形

規模 長  094    短  o.84    深さ  0.32 被熱痕跡  一―――一  1炭   ―一一
悌骨     ―一一一一―     1境 内施設・状況  床面より5石浮いた状況であり 1木 棺     

―

切り合い

遺
物

石
造
物 1写真     ~~図 1写真  ――――――

備考 石組残存せず 墓墳の石は床面より浮いてはいるが、東西に配されているように見え、落ち込んだ状況ではないと思われる

485号墓
遺構図   第107図        1本 文図   図93 1写真
葬法  土葬      1時 期  H・ III期 ブロック Fe群     1地 区 4A Cl∞ 5

f組 ‖
型 式   不 明

       1主
軸 方 向   一 ― ― ― ― 規模 南北  ――一   東西

造り替え

墓墳 ‖型式  上葬墓 A類       1主 軸方位  N7° W 平面形  円形
規模 長  088     短  074     深さ  043    1被 熱痕跡  ――一――  1炭   ―一―

1墳内施設・状況                1木 棺    ――――――
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    

―

図 1写真  一―――――
備考 石組残存せず



付表100 中近世墓一覧表 (94)466～ 470号墓

466号墓
遺構図   第108図       1本 文図   図93        1写 真   図版1371
葬法 火葬 1時期 H期 ブロック Ff群     1地 区 4A Cl釘 5

石組‖型式  I―②類?     1主軸方向  N30° E 規模 南北  0.88   東西  113
造り替え

墓境‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N23°一W        I平面形  円形
規模 長  0.93     短  086     深さ  019    1被 熱痕跡  床     1炭   単層
焼骨  有 (微量)         1墳 内施設。状況     

―

    1木 棺
切 り合い

遺
物
石上 (土師器皿 1) 石

造
物 1写真図            1写 真  ――――一―

備考 石組の中央部に平らな石を置く 石組の北東部に石仏写1944点在 石組上面から焼骨を微量検出

467号墓
遺構図   第108図       1本 文図   図93        1写 真   図版1372
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック Ff群     1地 区 4A Cl釘 5

石組‖型式  I類       1主軸方向  N46°一E 規模 南北  066<   東西  1.00<
造り替え  石組と墓壊に差異があり、造り替えが認められる
墓壊‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N3°一E         I平面形  不定形
規模 長  1.03     短  0.82     深さ  0,22    1被 熱痕跡  一―――一  1炭  単層
焼骨  集中(不明)       1境 内施設。状況    ―――――一     1木 棺
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  

―
備考 石組の北東角を欠損
墓壌には被熱痕跡が見られないが、規模と炭層の存在から火葬墓 A類と思われる,

488号墓
遺構図   第108図       1本 文図   図93        1写 真   図版1382、 3
葬法 火葬 1時期 H期 プロック ト f群     1地 区 4 A C16j5

石組‖型式  I類       1主軸方向  Nl° E 規模 南北  0.95   東西  036<
造り替え  468469号墓の石組と墓壊の切り合いが逆転していることから、造り替えが判る
墓壌 ‖型式  火葬墓CH類      1主 軸方位  N48°一E         I平 面形  楕円形
規模 長  0.73     短  0.49     深さ  0.18    1被 熱痕跡  ――――一  1炭  単層
焼骨     

―

     1墳 内施設・状況     

―

    1木 棺
切 り合い  墓墳が469号墓に切られ、石組が469号墓を切る
遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  

―
備考 墓壊の埋土は炭層で焼土も含むが、規模が小さく火葬墓 A類 とは断定できない

469号墓
遺構図   第108図        1本 文図   図93        1写 真   図版1382、 3
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック Ff群     1地 区 4A Cl釦 5

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  Nl七E 規模 南北  086   東西  0.90<
造り替え  468.469号墓の石組と墓嬢の切り合いが逆転していることから、造り替えが判る

墓墳‖型式  火葬墓CI類      1主軸方位  N42° E         I平面形  方形
規模 長  0.80     短  057<    深さ  0.14    1被 熟痕跡  ―――――  1炭  単層
焼骨  有 (微量)        1嬢 内施設・状況     

―

    1木 棺         _
切 り合い  墓墳が468号墓を切 り、石組が468号墓に切られる
遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  

―
備考 墓鍍の埋土は炭層で焼土も含むが、規模が小さく火葬墓 A類 とは断定できない

470号墓
遺構図   第109図       1本 文図   図93        1写 真   図版1381、 3
葬法  土葬      1時 期  II期 プロック Ff群     1地 区 4A Cl働 5

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  不明 規模 南北  1.01<   東西  099<
り替え

墓嬢‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N33° E         I平面形  精円形
規模 長  0.99     短  0.65     深さ  0.44    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   

―
焼骨     

―

     1壌 内施設。状況     

―

    1木 棺
切り合い  469号墓を切る
遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  

―
備考 石組の外周枠のほとんどを欠損か ?



付表101 中近世墓一覧表 (95)471～ 475号墓

471号墓
遺構図   第109図       1本文図   図93         1写真   薗版1384
葬法  上葬      1時 期  I・ H期 プロック Ff群     1地 区 4 A C16,5

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  

―

規模 南北  ――一   東西  
―り替え

墓壌‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N22° E         I平面形  円形
規模 長  051     短  0.51     深さ  018     1被 熱痕跡  一―――一  1炭   

―焼骨     

―

     1壊 内施設。状況  棺台 B 1木棺    

―
切り合い  473号墓に切られる
遺
物

石
造
物 1写真    

―
図 1写真  ――――――
備考 石組残存せず 墓墳の規模が小さいため、子供埋葬の可能性もあり

472号墓
遺構図   第109図       1本 文図   図93        1写 真  ~図 版1384
葬法  火葬 ?     1時 期  I・ H期 プロック Ff群     1地 区 4A Cl句 5

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  

―

規模 南北  一一―   東西  ――一
造り替え

墓塘 ‖型式  火葬墓 BH類 ?      1主 軸方位  N15° W        I平 面形  不定形
規模 長  078     短  063     深さ  0.33     1被熱痕跡  ―――――  1炭  無
焼骨  有 (微量)         1壌 内施設・状況                1木 棺    

―

切り合い  473号墓に切られる
遺
物

石
造
物 1写真   ~三 正三図            1写 真  

―
備考 石組残存せず

焼骨の量が微量であるため、火葬墓 B類 と断定できるかはやや不明

473号墓
遺構図   第109図       1本 文図   図93        1写 真   図版1384
葬法 火葬      1時 期  H期 プロック Ff群     1地 区 4A Cl∞ 5

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  

―

規模 南北  ―一一   東西  ―――
造り替え

墓墳‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N4° E         I平面形  楕円形
規模 長  098     短  0_66     深さ  0.13     1被熱痕跡  棺台    1炭

~~単
層

焼骨  有(2g)         1媛 内施設・状況  棺台(現状では北 1石のみ) 1木相    

―

切り合い  471.472号墓を切る

遺
物

石
造
物 1写真    

―
図 1写真  ――――――
備考 石組残存せず 墓壊の棺台は北 1石のみであるが、本来 2石あったと思われる

474号墓
遺構図   第109図       1本 文図   図93        1写 真   図版1373
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック Ff群     1地 区 4A Cl飼 5

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  0。 96<   東西  0.91<
造り替え

墓境‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N22° E         I平面形  長方形
規模 長  1.11     短  0.58     深さ  015     1被 熱痕跡  壁・床・棺台  1炭  単層
焼骨  散在(51g)        1壌 内施設・状況  棺台 (南北 3石)      1木 棺    ~
切り合い  炭盛上に覆われる 466号墓に切られる
遺
物
嫉内 (土師器皿2) 石

造
物 1写真    

―
図 1写真  ――――――

備考 石組残存不良 墓媛に伴う石組か不明

475号墓
遺構図   第■0図       1本 文図   図93        1写 真    

―
葬法  土葬      1時 期  I・ II期 ブロック Ff群     1地 区 4A Cl飼 5

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  

―

規模 南北  0,75<   東西  0.50<
造り替え

墓壌‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N82° E         I平面形  円形
規模 長  0,72     短  061     深さ  024     1被 熱痕跡  一――――  1炭   一―一
焼骨     

―

     1壌 内施設。状況                1木 棺    ――――――
切り合い  炭盛上に覆われる 475号墓に切られる
遺
物

石
造
物 1写真    ――一図 1写真  

―
備考 石組残存不良 墓壊に伴う石組か不明



付表102 中近世墓一覧表 (96)476～ 480号墓

476号墓
遺構図   第110図        1本 文図   図93        1写 真    ―――――
葬法  火葬      1時 期  Ⅱ・III期 ブロック Fg群     1地 区 4A Cl句 5

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  一―一   東西  ――一
造り替え

墓嬢‖型式  火葬墓BH類      1主軸方位  N8° E         I平面形    ―一一一―一
規模 長   ―一    短   一―    深さ   ――   1被熱痕跡  ―――一一  1炭   ――一
焼骨  集中(67g)        1境 内施設・状況    一――――一    1木 棺    一―――――
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    一―一図 1写真  ――――――

備考 石組残存せず 径0.5mの範囲に焼骨が集中

477号墓
遺構図   第110図       1本 文図   図94        1写 真    一―――一
葬法  土葬      1時 期  IoH期 ブロック Fg群     1地 区 4A Cl伺 5

石組 ‖型式  ――――一    1主軸方向  ――――一 規模 南北  一一一   東西  
―造り替え

墓境‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N80° E         I平面形  楕円形
規模 長  1.12<    短  090     深さ  038    1被 熱痕跡  ――――一  1炭  混在
焼骨  有(3g)         1境 内施設。状況     

―

     1木 棺  木棺の使用の可能性 ?
切り合い  478～ 480。 482・ 483号墓に切られ、481号墓を切っている
遺
物
壌内 (鉄釘 1) 石

造
物 1写真    ―――図 1写真   ――――――

備考 石組残存せず 墓媛の埋土には焼骨・炭を含むが481号墓を切っているためと思われる

478号墓
遺構図   第110図       1本 文図   図94        1写 真   図版1391、 4
葬法 火葬      1時 期  H期 ブロック Fg群     1地 区 4A Cl鋼 5

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  N40° W 規模 南北  088<   東西  0.90
造り替え  478号墓上の石組は478_483号墓上に新たに造られた石組である
墓壌‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N51° E         I平面形  楕円形
規模 長  0.90     短  0.68     深さ  030    1被 熱痕跡  壁・棺台   1炭  単層
焼骨  集中(274g・若い?)    1塘 内施設・状況  棺台(東西 3石)      1木 棺    ――――――
切 り合い  477.481号墓を切 り、480.483号 墓に切られる

遺
物
石上 (土師器皿3) 石

造
物 1写真    ――一図 1写真  ―――――一

備考

479号墓
還構図   第110図        1本 文図   図94        1写 真   図版1391、 2
葬法  土葬      1時 期  I・ II期 プロック Fg群     1地 区 4 A C16j5

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  ――一   東西  
―造り替え

墓墳‖型式  土葬墓A類       1主軸方位  N17° E         I平面形  楕円形
規模 長  0.94     短  071     深さ  0.29    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   ―――
焼骨     一―――一     1壌 内施設。状況  拳大の石が数石落ち込む  1木棺    一―――――
切り合い  480号墓に切られる

遺
物

石
造
物 1写真    ―――図            1写 真  ――――――

備考 石組残存せず

480号墓
遺構図   第110図        1本 文図   図94        1写 真   図版1391、 3
葬法 火葬      1時 期  H期 ブロック F預 群    1地 区 4 A C1615

石組‖型式  不明       1主車由方向  ――――― 規模 南北  ―一一   東西  ――一
造り替え

墓墳‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N14° E         I平面形  楕円形
規模 長  1.26     短  072     深さ  013    1被 熱痕跡  壁・棺台   1炭  単層
焼骨  集中(50g。若い?)    1壌 内施設・状況  棺台 中央に1石)     1木 棺    ――一――一
切り合い  477～ 479号墓を切る
遺
物

石
造
物 1写真

~~~~
図           1写 真  ――――――
備考 石組残存不良 墓嫉の棺台は現状では1石だが、拾骨の際の片付けにより除去されたからではないか



付表103 中近世墓一覧表 (97)481～ 485号墓

481号墓
遺構図   第■0.■ 1図     1本 文図   図94        1写 真   図版1391、 6
葬法  火葬      1時 期  I・ H期 プロック Fg群     1地 区 4 A C16j5

石組‖型式  I類       1主軸方向 規模 南北  090<   東西  0.29<
造り替え

募境 ‖型式  火葬墓 CI類      1主 軸方位  N51° E         I平 面形  楕円形
規模 長 短  074< 深 さ 被熱痕跡  ―一―――  1炭 単層

焼骨  散在 (41g) 1嬢内施設・状況 木棺    一――――一
切 り合い  477・ 478号墓に切られる

遺
物

石
造
物 1写真    ―――図 1写真  ――一――一

備考 石組の東辺を残存
埋土は炭層で焼土も含み、火葬墓 A類の可能性が高いが、炭・焼骨・焼上を埋納もしくは廃棄した可能性もある

482号墓
遺構図   第110.■ 1図     1本 文図   図94        1写 真   図版1391、 5
葬法  火葬      1時 期  H期 (14後～15前 ) プロック Fg群     1地 区 4 A ClG5

石組‖型式  I類       1主軸方向  N43° W 規模 南司と 東西  040<
造り替え

墓壌 ‖型式  火葬墓 BI類      1主 軸方位  N21° E        I平 面形  円形
規模 長  025     短  0.20     深さ  0.07< 被熱痕跡  一―一一一  1炭   一―一
焼骨  蔵骨器 (lg) 1壌内施設。状況 木棺    一――――一
切り合い  478号墓を切るか ?
遺
物
蔵骨器 (瓦質茶釜1、 体部下半のみ) 石

造
物 1写真図  ■22       1写 真  1721

備考 石組の東半部残存 蔵骨器の羽釜は検出時、底部しか残存しておらず、付近の表層から出上していた口縁部の破片と同一個
体であることが判明した また、羽釜の底部は打ち欠いた状況である

483号墓
遺構図   第■0.■ 1図     1本 文図   図94        1写 真   図版1391
葬法 火葬      1時 期  H期 ブロック Fg群     1地 区 4 A C165

石組 ‖型式  不明       1主 車由方向  ――――― 規模 南北  一一―   東西  ―――
造り替え

墓境 ‖型本  火葬墓 CI類      1主 軸方位  N76° Ё        I平 面形  楕円形
規模 長  095     短  055     深さ  0.19 被熱痕跡  ―一――一  1炭 単層

焼骨  散在 g・成人?)    1嬢内施設・状況 木棺    ――――――
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真      ~図 1写真  ―――――一

備考 石組残存せず
墓嫉の埋土は炭層で構成され 他の上がほとんど混ざらない

484号墓
還構図   第111図       1本 文図   図94        1写 真   図版1401
葬法  火葬?     1時 期  H期 ブロック Fg群     1地 区 4 A Cla5

石組‖型式  H類 ?      1主軸方向  ――――― 規模 南北  1_25<   東西  0.85<
造り替え  石組と墓壌がずれるため、造り替えが判る
墓嬢 ‖型式  火葬墓 A類 ?      1主 軸方位  N
規模 長  104     短  0.78     深さ  0.36    1被 熱痕跡  棺台?    1炭  混在
焼骨  有 (微量)        1塘 内施設・状況  棺台と思われる石が1石の
切 合い

遺
物

石
造
物

石仏写1924,1956

1写真
~~~下
三三=図 1写真  ―――――一

備考 石組に石仏 2体転用 墓墳には被熱が見られないが、棺台らしき石の存在と、焼骨と炭が全ての層に検出され、火葬墓A
類の可能性はあるが、断定できず

483号墓
遺構図   第111図       1本 文図   図94        1写 真     

―
葬法 火葬      1時 期  H期 ブロック Fg群     1地 区 4A Cl飼 5

石 組
⊥

型 式
_一

― ― ― 一     1主 軸 方 向   ― ― ― ― ― 規模 南北  0.42<   東西  0.83<
造り替え

墓媛 ‖型式  火葬墓 A類       1主 軸
"

平面形  楕円形
規模 長  1.08     短  0.78     深さ  0,08    1被 熱痕跡  床・石    1炭   単層
焼骨  有(勢量)        1墳 内施設。状況  棺台(1石のみ)      1木棺    

―

切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    ―――図 1写真   ――――――

備考 石組残存不良 墓墳の棺台は1石のみだが削平を受けているので本来 2石あった可能性はある



付表104 中近世墓一覧表 (98)486～ 490号墓

488号墓
遺構図   第■2図       1本 文図   図94         1写 真   図版1403
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック Ff群     1地 区 4A Cl句 5

石組‖型式  I一③類     1主軸方向  N21° W 規模 南北  055<,080東西  0.80,055<
造り替え  486号墓の墓墳上に 2組の石組の造り替えが確認できる
墓塘‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N37°一W         I平面形  楕円形
規模 長  108     短  081     深さ  015    1被 熱痕跡  壁・床・棺台 1炭  単層
焼骨  集中(50g)        1墳 内施設。状況  棺台(北側に 1石)     1木 棺    ――――――
切 り合い

遺
物

石
造
物

石仏 (7,8)

1写真    ―一―図 1写真   一一――――
備考 各石組の中心に石仏 墓壊の棺台は 1石しかないが本来は 2石あったと思われる また棺台の下に焼骨が集中して検出さ
れた

487号墓
遺構図   第■2図       1本 文図   図94         1写 真    ―一一――
葬法  火葬      1時 期  Π期 ブロック F双 群    1地 区 4 A C16,5

石組‖型式  I類       1主軸方向  N63° E 規模 南北  055<   東西  1_00
造り替え  石組と墓嫉にずれが認められ、造り替えが判る
墓嬢‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N32° E         I平面形  方形
規模 長  1.00     短  090     深さ  0.19    1被 熱痕跡  床     1炭   単層
焼骨  有 (微量)         1壊 内施設・状況                1木 棺    

―
切り合い  488号墓に切られる
遺
物

石
造
物

石仏写1942

1写真  19牛2図 1写真  一――――一
備考 石組の南半部欠損 石組に石仏転用

488号墓
遺構図   第112図       1本 文図   図94        1写 真    ―――――
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック Ff群     1地 区 4 A C16j6

石組‖型式  不明       1主軸方向  N62° E 規模 南北  050<   東西  070<
造り替え  石組と墓嫉にずれが認められ、造り替えが判る
墓壌 ‖型式  火葬墓A類       1主 軸方位  N2° W         I平 面形  方形
規模 長  0.92     短  082     深さ  023    1被 熱痕跡  床     1炭   無
焼骨     

―

     1墳 内施設・状況     

―

     1木棺    ――――一―
切り合い  487号墓を切る

遺
物

石
造
物

空輪図12726

1写真  19併 6図 1写真  一――――一
備考 石組の残存不良 石組に空輪転用

489号墓
遺構図   第■2図       1本 文図   図94        1写 真   図版1402
葬法 火葬      1時 期  H期 ブロック Fg群     1地 区 4A Cl鋼 5

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  N44° E 規模 南北  0.70<   東西  1.10
造り替え

墓壌‖型式  火葬墓CH類      1主軸方位  N40° E         I平面形  楕円形
規模 長  0.87     短  0.54     深さ  012    1被 熱痕跡  ――――一  1炭  単層
焼骨     

―

     1嬢 内施設・状況     

―

     1木 棺         __
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    一―一図 1写真  一―――――

備考 石組の北東部角部を残存 被熱痕跡がなく火葬墓 A類の可能性はあるが、規模が小さいこともあり断定できず

490号墓
遺構図   第113図       1本 文図   図94         1写 真    ―一―――
葬法  

―

   1時期  不明 ブロック Fg群     1地 区 4A Cl句 6
石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  N48° E 規模 南北  080<   東西  113
造り替え

墓壌‖型式     
―

     1主軸方位     
―

     1平面形    

―
規模 長   ―一    短   ―一    深さ   一一   1被熱痕跡        1炭   一―一
焼骨     

―

     1壊 内施設・状況    

―

     1木棺    ―――――一
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    ―一一図 1写真  一―一――一

備考 石組のみ 南半部を残存



付表105 中近世墓一覧表 (99)491～ 495号墓

491号墓
遺構図   第113図       1本 文図   図94 1写真    一―――一
葬法  

―

   1時 期  不明 プロック Fg群     1地 区 4 A C16j6
石組‖型式  I―②類?     1主軸方向  N44° E 規模 南北  119<   東西  0.98<
り替え

墓境 ‖型式     

―

     1主軸方位     

―

     1平面形    

―
規模 長   ―一    短   一一    深さ   ―一   1被熱痕跡  ――――一  1炭   一―一
焼骨     

―

     1壌 内施設。状況     

―

     1木 棺    ――一―――
切 り合い

遺
物
石上 (上師器皿1) 石

造
物 1写真    一―一図 1写真  一一―一―一

備考 石組のみ 南西半分が崩落する 石組の北東部に空風輪写19915点在

492号墓
遺構図   第113図       1本 文図   図95 1写真   図版14卜 1
葬法  

―

   1時期  Ⅲ期 ブロック Fh群     1地 区 4 A D16a4
石組 ‖型式  I―②類      1主軸方向  N20° E 規模 南北  1.08   東西  090
造り替え 鉦

小
墓墳 ‖型式     

―

     1主軸方位     

―

     1平面形    

―
規模 長   一―    短   ―一    深さ   一一   1被熱痕跡  ――一―一  1炭   一―一
焼骨     

―

     1墳 内施設・状況     

―

     1木 棺    

―
切り合い  火葬場 3を切っており、炭盛上にも覆われている
遺
物
石上 (政和通費 1) 石

造
物

地輪図1306

1写真  20310図 1写真  ――――――
備考 石組のみ 中心に地輪

493号墓
遺構図   第113図       1本 文図   図95 1写真    ――一―一
葬法  火葬      1時 期  H期 プロック F―h群    1地 区 4 A D16a4

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  

―

規模 南北  ――一   東西  ―――
造り替え

墓境‖型式  火葬墓CH類      1主軸方位  N20° E 1平面形  円形
規模 長  0.51     短  0.50     深さ  0.10    1被 熱痕跡  一一――一  1炭  混在
焼骨     

―

     1墳 内施設・状況     

―

     1木 棺    

―
切り合い  炭盛上に覆われる
遺
物

石
造
物 1写真  ~― ―一図 1写真   一一十一――

備考 石組残存せず

494号墓
遺構図   第113図       1本 文図   図95 1写真   図版1412
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック Fh群     1地 区 4 A D16a4

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  

―

規模 南北  0.75<   東西  040<
造り替え

墓墳 ‖型式  火葬墓A類       1主 軸方位  N13七 E 1平面形  精円形
規模 長  116<    短  0.87     深さ  017    1被 熱痕跡  棺台    1炭   単層
焼骨  散在(9g) 1墳内施設・状況  棺台(南北 3石)      1木 棺    

―
切り合い  炭盛土に覆われる
遺
物

石
造
物 1写真    一――図 1写真  ――一―――

備考 石組の北西部のみ残存 石組の北側に石仏写1896、 一石五輪塔の空風輪写2054および地輪写20410点在

495号墓
遺構図   第113図       1本 文図   図95 1写真    一――――
葬法  火葬      1時 期  H期 プロック Fh群     1地 区 4 A D16a4 5

石組‖型式  不明       1主軸方向  ――――― 規模 南北  ―一一   東西  一――
り替え

墓猿 ‖型式  火葬墓CH類       1主 軸方位  N ll° E 1平面形  不定形
規模 長  076     短  0.40     深さ  012    1被 熱痕跡  ――――一  1炭  単層
焼骨     

―

     1嬢 内施設・状況     

―

     1木 棺    ――――一―
切り合い  炭盛土に覆われる
遺
物

石
造
物 1写真    ――一図 1写真  一―――――

備考 石組残存せず



付表106 中近世墓一覧表 (100)496～ 500号墓

498号墓
遺構図   第114図       1本 文図   図95        1写 真   図版1404
葬法  土葬      1時 期  H期 ブロック Fh群     1地 区 4 A D16a5

石組 ‖型式  I―③類     1主 軸方向  N18° E 規模 南北  108    東西  125
造り替え

墓嬢‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N8° E         I平面形  楕円形
規模 長  093     短  0.67     深さ  0_40    1被 熱痕跡  集石A   I炭   単層
焼骨  石組内(5g)       1壌 内施設・状況  人頭大の石が大きく落ち込む  1木棺  木棺使用の可能性有り
切り合い  炭盛土に覆われる
遺
物
石内 (土師器皿2) 石

造
物

石仏写1831.1875

1写真    
―

図 1写真  

―
備考 石組に石仏 2体転用 墓媛内には多くの石が落ち込んでおり、木棺が使用されていた可能性は高い そうすれば石組はやや
盛り上がるような形状を呈していたと思われる 石組内から焼骨が検出されているが、炭盛土からの混入の可能性もある

497号墓
還構図   第114図        1本 文図   図95        1写 真   図版14115
葬法 土葬      1時 期  H期 ブロック Fh群     1地 区 4 A D16a5

石組 ‖型式  I―③類     1主 軸方向  N2° W 規模 南北  1.25   東西  103
造り替え

墓嬢 ‖型式  土葬墓 A類       1主 軸方位  N21° E         I平 面形  不明
規模 長  103     短  052     深さ  0.45     1被 熱痕跡  一―――一  1炭  混入
焼骨     ―一一一一―     1境 内施設・状況  人頭大の石が大きく落ち込む  1木棺  木棺使用の可能性有り
切り合い  炭盛上に覆われる
遺
物

石
造
物

石仏写1834

1写真    ―――図 1写真  

―
備考 石組に石仏転用 石組の東側に空風輪写1998点在 墳内には多くの石が落ち込んでおり、木棺が使用されていた可能性は
高い そうすれば石組はやや盛り上がるような形状を呈していたと思われる

498号墓
遺構図   第■4図       1本 文図   図96        1写 真    ――――一
葬法  土葬      1時 期  I・ II期 プロック Fi群     1地 区 4 A C165

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  

―

規模 南北  ―一一   東西  一――
造り替え

墓嬢‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N33° E         I平面形  楕円形
規模 長  0.81     短  0.58     深さ  024<    1被 熱痕跡  一―――一  1炭  混在
焼骨     

―

     1墳 内施設・状況                1木 棺    

―
切り合い  火葬場 2に切られる 炭盛土に覆われる
遺
物

石
造
物 1写真    ~図 1写真  ――――――

備考 石組残存せず

499号墓
遺構図   第115図       1本 文図   図96        1写 真    ―――――
葬法  土葬      1時 期  I・ H期 ブロック Fi群     1地 区 4A Cl∞ 5

石組‖型式  不明       1主軸方向  ――――一 規模 南北  0.80<   東西  0.51<
造り替え

墓墳‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N39° E         I平面形  精円形
規模 長  095     短  072     深さ  0.36     1被熱痕跡  一―――一  1炭  混在
焼骨     

―

     1嬢 内施設。状況                1木 棺    ――――――
切り合い  炭盛上に覆われる
遺
物

石
造
物

空風輪図13110.15、 火輪図12830

1 妥ヌF三     205-11, 200-15図 1写真  

―
備考 石組残存不良 石組に一石五輪塔の空風輪・火輪転用 墓墳に伴う石組かは不明

500号墓
遺構図   第■4図       1本 文図   図96        1写 真    

―
葬法  

―

   1時期  Ⅲ期 ブロック Fi群     1地 区 4A Cl∝ 5
石組 ‖型式  I―③類     1主 軸方向  ――――― 規模 南北  1.15<   東西  076<
り替え

墓墳‖型式     
―

    1主軸方位     
―

     1平面形    

―
規模 長   ―一    短   ―一    深さ   

―    1被熱痕跡  一―――一  1炭   
―焼骨     

―

     1墳 内施設・状況                1木 棺    

―
切り合い  炭盛土形成途上に造られる
遺
物
石上 (元豊通費 1)石内(土師器皿2) 石

造
物

石仏写1874,19Ⅲ 8

1写真    
―

図 1写真  ――――――
備考 石組の残存不良 石組の中心に石仏 2体 石組上部に石仏写1872点在 石組というよりは火葬場 3の 区画石か ?



付表107 中近世墓一覧表 (101)501～505号墓

501号墓
遺構図   第115図        1本 文図   図96         1写 真    

―
葬法 火葬      1時 期  H期 プロック Fi群     1地 区 4 A D16a5

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  

―

規模 南北  0,76<   東西  0.45<
造り替え

墓墳‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N21° E         I平面形  楕円形
規模 長  1.01     短  0,72     深さ  0.19     1被熱痕跡  床     1炭   単層
焼骨  有 (不明)         1壌 内施設。状況                1木 棺    

―
切り合い  炭盛上に覆われる
遺
物
壊内 (北宋銭6・鉄釘8)'67年調査時 石

造
物 1写真    ――一図 1写真   ――――――

備考 東側の石組に五輪塔の火・水・地輪が転用されていた '67年発掘済
銭種構成は皇宋通費・元豊通費・元祐通費・祥付元賓・祥付通費2の計6枚

502号墓
遺構図   第115図       1本 文図   図96         1写 真   図版1421、 2、 5
葬法  火葬      1時 期  IX期 (15前 ) ブロック F■ 群    1地 区 4 A D16a5

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  

―

規模 南北  1.08<   東西  0.62<
造り替え

墓墳‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N24上E         I平面形  楕円形
規模 長  107<    短  0.62     深さ  009     1被 熱痕跡  壁・床 。棺台 1炭  単層
焼骨  有 (微量)         1墳 内施設・状況  棺台 (南北 2石)      1木 棺    

―
切り合い  503号墓に切られる 炭盛上に覆われる
遺
物
壊内(土師器皿ほぼ完形 1) 石

造
物 1写真    

―
図  ■05       1写 真  1693

備考 石組残存不良 墓墳の棺台は原位置を保っていると思われる 墓壌の床面からは土師器皿が出土

503号墓
遺構図   第116図        1本 文図   図96         1写 真   図版1421、 3、 5
葬法  火葬      1時 期  Ⅱ期 ブロック Fi群     1地 区 4 A D16a5

石組 ‖型式  I―③類     1主 軸方向  N46°一E 規模 南北  1.00   東西  0.90
造り替え  石組と墓壌にずれが認められ、造り替えが判る
墓壊 ‖型式  火葬墓A類       1主 軸方位  N30° E        I平 面形  不定形
規模 長  1.04     短  0.77     深さ  0.12     1被熱痕跡  壁・床。棺台  1炭  単層
焼骨  有 (微量)         1墳 内施設・状況  棺台(4石を南北3ヶ所に配す)1木棺    

―
切り合い  502506号墓を切る 立石 1に切られる 炭盛土に覆われる
遺
物
石内 (土師器皿2)石上 (鉄釘 1) 石

造
物

石仏写1858

1写真 185-8図 1写真   

―
備考 石組の中心に石仏 墓媛の棺台は原位置を保っていると思われる

304号墓
遺構図   第116図       1本 文図   図96        1写 真   図版1421、 4、 5
葬法  火葬      1時 期  H期 プロック Fi群     1地 区 4 A D16a5

石組‖型式  I―③類     1主軸方向  N24° E 規模 南北  100    東西  0.90
造り替え  石組と墓壊にずれが認められ、造り替えが判る
墓壊 ‖型式  火葬墓A類       1主 軸方位  N37° E         I平 面形  長方形
規模 長  103     短  0.70     深さ  0.19     1被熱痕跡  壁。床・棺台  1炭  単層
焼骨     

―

     1媛 内施設。状況  棺台(南北3石)       1木 植    ――――――
切り合い  503号墓を切る 立石 1に切られる 炭盛上に覆われる
遺
物
石上 (土師器皿 1・鉄釘 1) 石

造
物

た三れム弩子186-8

1写真    ―――図 1写真  

―
備考 石組の中心に石仏

505号墓
遺構図   第117図       1本 文図   図96        1写 真   図版143
葬法 火葬      1時 期  H期 ブロック Fi群     1地 区 4 A D16a5

石組 ‖型式  I―③類     1主 車由方向  N16°―E 規模 南北  1.02   東西  1.27
造り替え  石組と墓壌にずれが認められ、造り替えが判る
墓墳‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N30七E         I平面形  楕円形
規模 長  104     短  070     深さ  0.31     1被熱痕跡  壁・床    1炭   

―焼骨  単層 1壌内施設・状況  散在 (1破)         1木 棺  煙道
切り合い  炭盛上に覆われる
遺
物
石上 (上師器皿 2・紀熙元賓 1) 石

造
物

石仏写1884.1893

1写真    
―

図 1写真  

―
備考 石組の中心に石仏 2体 石組上面からも焼骨(lg)が検出されているが、炭盛土からの混入の可能性もある



付表108 中近世墓一覧表 (102)506～ 510号墓

508号墓
遺構図   第■6図       1本 文図   図96        1写 真   図版1413
葬法  ――――一   1時期  Ⅲ期 ブロック Fi群     1地 区 4 A D16a5

石組 ‖型式  I―②類?    1主 軸方向  N20° E 規模 南北  150   東西  1_50
造り替え

墓境‖型式    ――――一    1主軸方位     ――一――    1平面形
規模 長   一一    短   一一    深さ   ―    1被熱痕跡  ――――一  1炭   ――一
焼骨     

―

     1壌 内施設・状況     

―

    1木 相
切り合い  503号墓を切る 炭盛土に覆われる
遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真

備考 石組のみ 中心部を欠損 炭盛上に覆われているが、石組の下部にも炭層が堆積しており、火葬場が使用されている際に造
営されたものと思われる

507号墓
遺構図   第■7図       1本 文図   図96        1写 真   図版14卜 4
葬法  

―

1時期 H期 ブロック Fi群     1地 区 4 A D16a5
石組 ‖型式  I―③類     1主 軸方向  N43° W 規模 南北  094    東西  1.03
造り替え  無
墓境‖型式    ――――一    1主軸方位     ――――一    1平面形
規模 長   一一    短   ――    深さ   一一   1被熱痕跡  ――――一  1炭   一一―
焼骨     

―

     1壊 内施設・状況     

―

    1木 棺
切り合い  508号墓に切られる 炭盛上に覆われる
遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真

備考 石組のみ 中心部を欠損 石仏の抜き取り痕 ?

508号墓
遺構図   第■7図       1本 文図   図96        1写 真   図版1415
葬法  

―

   1時期  II期 プロック Fi群     1地 区 4 A D16a5
石組 ‖型式  I―③類     1主 軸方向  N40°一W 規模 南北  1.04   東西  0.83
造り替え

墓嬢‖型式    一―一――    1主軸方位     ―――十一    1平面形
規模 長   一一    短   一一    深さ   ――   1被熱痕跡  一一―――  1炭   ――一
焼骨     

―

     1壌 内施設・状況     

―

    1木 棺
切り合い  507.509号墓を切る 炭盛上に覆われる
遺
物

石
造
物

石仏1916

1写真図            1写 真  

―
備考 石組のみ 中心に石仏

509号墓
遺構図   第■7図       1本 文図   図96        1写 真   図版14卜 6
葬 法 火葬 1時期 II期 ブロック Fi群     1地 区 4 A D16a5

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  0.60<   東西  0.08<
造り替え  509号墓の石組が509号墓の石組と並ぶため、造り替えの可能性がある
墓墳 ‖型式  火葬墓A類       1主 軸方位  N49°一E         I平 面形  楕円形
規模 長  1.06     短  0.76     深さ  0.12    1被 熱痕跡  床・棺台   1炭  単層
焼骨  有(2g)         1墳 内施設・状況  棺台 (南北 3石)      1木 棺
切り合い  508号墓に切られる 炭盛上に覆われる
遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  

―
備考 石組の東辺の一部のみ残存

510号墓
遺構図   第■7図       1本 文図   図96        1写 真    

―
葬法 火葬 1時期 H期 プロック Fi群     1地 区 4 A D16a5

石組‖型式  I類       1主軸方向  
―

規模 南北  0.38<  東西  0.37<
造り替え

墓壊‖型式  火葬墓A類       1主 軸方位  N10° E        I平 面形  長方形
規模 長  0.85     短  069     深さ  0.41    1被 熱痕跡  壁・床    1炭   単層
焼骨  散在 (微量)       1境 内施設・状況     

―

    1木 棺
切り合い

遺
物
媛内 (土師器皿1) 石

造
物 1写真図  ■024       1写 真  

―
備考 石組の南東角のみ残存



511号墓
遺構図   第118図        1本 文図   図96        1写 真    

―
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック F■ 群    1地 区 4 A D16a5

石組‖型式  不明       1主 軸方向  

―

規模 南北  ――一   東西  
―造り替え

墓城‖型式  火葬墓A類       1主 軸方位  N18° W        I平 面形  楕円形
規模 長  099     短  0_70     深さ  0.12    1被 熱痕跡  一――――  1炭  無
焼骨  有(3g)         1嬢 内施設・状況     

―

    1木 棺
切 り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  

―
備考 石組残存せず
墓城の埋上に炭は含まないが、規模と焼上・焼骨を含むことから火葬墓 A類と思われる

512号墓
遺構図   第118図        1本 文図   図96        1写 真    

―
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック Fi群     1地 区 4 A D16a5

石組‖型式  一一――一    1主軸方向  ――一―一 規模 南北  ―――   東西  
―造り替え

墓壌 ‖型式  火葬墓A類       1主 軸方位  N40° W        I平 面形  楕円形
規模 長  108     短  0,78     深さ  0.21    1被 熱痕跡  壁     1炭   単層
焼骨  散在 (25g・ 成人 ?)    1墳 内施設・状況     

―

    1木 棺
切 り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  ―――――一

備考 石組残存せず 墓壊の北側が 2段掘りになっている

513号墓
遺構図   第■8図       1本 文図   図96        1写 真    

―
葬法 火葬 1時期 II期 ブロック Fi群     1地 区 4 A D16a5

石組‖型式  不明       1主軸方向  
―

規模 南北  070<   東西  0.52<
造り替え

墓境‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N30° E         I平面形  方形
規模 長  0_78     短  074     深さ  0.01<    1被熱痕跡  壁・棺台  1炭  無
焼骨     

―

     1嬢 内施設。状況  棺台 現状では 1石)    1木 棺
切 り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  

―
備考 石組残存不良 墓嫉の棺台は本来 2石あった可能性もある

514号墓
遺構図   第■8図       1本 文図   図97        1写 真    

―
葬法  ―一一一一―   1時期  H期 ブロック Fi群     1地 区 4A Cl∝ 5

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  N39°一E 規模 南北  0.97   東西  1.18
造り替え

墓媛‖型式     
―

     1主軸方位     
―

    1平面形
規模 長   一一    短   ―一    深さ   

―    1被熱痕跡  一―――一  1炭   ――一
焼骨     

―

     1嬢 内施設。状況     

―

    1木 棺
切り合い  炭盛上に覆われる
遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  ――――――

備考 石組のみ 集石遺構 ?

515号墓
遺構図   第■8図       1本 文図   図97        1写 真   図版1441
葬法 火葬 1時期 H期 ブロック F司 群    1地 区 4 A ClG5

石組 ‖型式  I類 ?      1主 軸方向  N32° E 規模 南北  0.75<   東西  081<
造り替え

墓墳 ‖型式  火葬墓CI類      1主 軸方位  N32° E         I平 面形  方形
規模 長  0,67     短  064     深さ  0.24    1被 熱痕跡  ―――――  1炭  単層
焼骨  有 (微量)        1境 内施設・状況     

―

    1木 棺
切り合い  炭盛土に覆われる
遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  

―
備考 石組の外周枠をほとんど欠損? 墓嫉の埋土は2層 に分かれているが、被熱痕跡がなく墓壊の規模が小さいことから火葬
墓 A類 とはしなかった

付表109 中近世墓一覧表 (103)511～ 515号墓
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付表110 中近世墓一覧表 (104)516～ 520号墓

516号墓
還構図   第■9図       1本 文図   図97        1写 真   図版1443
葬法 火葬      1時 期  H期 ブロック F百 群     1地 区 4 A C16i5

石組 ‖型式  I―③類     1主 軸方向  N62°一E 規模 南北  110    東西  0.80
造り替え  石組と墓壊の規模に差異が認められ、造り替えが判る
墓墳 ‖型式  火葬墓 A類       1主 軸方位  N72° E        ¬平面形  長方形
規模 長  141     短  0.90     深さ  0.29    1被 熱痕跡  壁・床    1炭   単層
焼骨  有 (微量)        1壌 内施設・状況    ―――――一    1木 棺    ―――一一―
切り合い  炭盛上に覆われる
遺
物
壌内(上師器皿 1) 石

造
物 1写真  ~~~~図            1写 真

備考 石組の中心部に石仏の抜き取り痕有り 墓城の壁面・床面は非常に被熱しており、硬く焼きしまっている

517号墓
遺構図   第119図        1本 文図   図97        1写 真   図版1444
葬法  土葬      1時 期  I・ H期 ブロック F筍 群    1地 区 4 A C16i5

石組‖型式  I類       1主軸方向  N52° E 規模 南北  0.78    東西  075
造り替え  墓壊が518号墓に切られ、石組が518号墓を切ることから造り替えが判る
墓嬢‖型式  土葬墓A類       1主軸方位  N64° E        I平面形  長方形
規模 長  1.00     短  0.68     深さ  0.25    1被 熱痕跡  

―

 1炭
~混
在

焼骨     ―――――     1境 内施設・状況    ――――――    1木 棺    一――――一
切り合い  518号墓に切られる 炭盛土に覆われる
遺
物

石
造
物 1写真    一一一図 1写真  ―――――一

備考 石組の中心部および北東部角を欠損

518号墓
遺構図   第■9図       1本 文図   図97        1写 真   図版1444
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック Fj群     1地 区 4A Cl句 5

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  

―

規模 南北  一――   東西  ―――
造り替え

墓嬢‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N50° E        I平面形  楕円形
規模 長  1.33     短  0.75     深さ  0.10    1被 熱痕跡

~ 

―

 1炭  単層
焼骨  有 (微量)        1墳 内施設・状況    ――――――    1木 棺     ~~~~~
切り合い  517号墓を切る 炭盛上に覆われる
遺
物

石
造
物 1写真    ――一図 1写真

備考 石組残存せず 墓帳には被熱痕跡が見られないが、焼土塊が多量に含まれていることから火葬墓 A類と判断した

519号墓
遺構図   第120図       1本 文図   図97        1写 真     

―
葬法 火葬      1時 期  H期 ブロック F司 群    1地 区 4A Cl飼 5

石組‖型式  I類       1主軸方向  ――一―― 規模 南北  0.60<   東西  0,79<
造り替え

墓墳‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N15°一W        I平面形  長方形
規模 長  089     短  0.58     深さ  013    1被 熱痕跡  壁・床    1炭   単層
焼骨  有 (微量)        1壊 内施設・状況    ―――――一    1木 棺    ―――――一
切 り合い  520号墓に切られる
遺
物

石
造
物 1写真    ――一図 1写真  

―
備考 石組残存不良

520号墓
遺構図   第120図       1本文図   図97        1写 真   菌繭
葬法 火葬      1時 期  H期 プロック F苛 群    1地 区 4A Cl街 5

石組 ‖型式  I類       1主 車由方向  N3、 18° E 規模 南北  0.83    東西  1.20
造り替え  石組の北辺と南辺が平行でなく、墓壌が南側に石組より延びることから、南辺が造りかえられたと考えられる
墓壌 ‖型式  火葬墓 A類       1主 軸方位  N51° E        I平 面形  円形
規模 長  約080    短  約080    深さ  0.■    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   ―――
焼骨  集中(36g)        1境 内施設・状況     

―

    1木 棺  茶毘時に木欄更用の可能性?
切り合い  519号墓を切る
遺
物
壊内 (土師器皿 1・鉄釘 1) 石

造
物 1写真  ~~=■ 一図 1写真  ―――――一

備考



付表111 中近世墓一覧表 (105)521～ 525号墓

321号墓
遺構図   第120図       1本 文図   図97        1写 真   図版1445
葬法  火葬      1時 期  Ⅱ期 ブロック F司 群     1地 区 4A Cl∞ 5

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  

―

規模 南北  ―――   東西  
―造り替え

墓境 ‖型式  火葬墓A類       1主 軸方位  N50° E         I平 面形  楕円形
規模 長  079     短  052     深さ  009    1被 熱痕跡  棺台     1炭   単層
焼骨     ―――――     1壌 内施設・状況  棺台(2石あるがlヶ所に集中)1木 棺    ――一―――
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    ――一図            1写 真  

―
備考 石組残存不良 北側に石仏のみ立てられる (写1897) 地輪写2045点在
墓壌には被熱はなく、また規模もやや小さいが、棺台が lヶ所にかたまっているが 2石あるので、火葬墓 A類と思われる

522号墓
遺構図   第120図       1本 文図   図97        1写 真    ――一一一
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック F句 群    1地 区 4 A C16j6

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ―一―一一 規模 南北  ―――   東西  ――一
造り替え

墓壌 ‖型式  火葬墓A類       1主 軸方位  N30tW        I平 面形  楕円形
規模 長  0.97     短  0,75     深さ  018    1被 熱痕跡  壁・床・棺台  1炭  単層
焼骨  集中(14g)        1墳 内施設・状況  棺台 (南北 3石 ?)     1木 棺    ――――――
切り合い  523号墓に切られる
遺
物

石
造
物 1写真    一十一図            1写 真  

―
備考 石組残存せず 墓墳の北側の石は被熱しているが地山の石である また棺台は全て浮いているので原位置を保っていない

523号墓
遺構図   第120図        1本 文図   図97        1写 真    ――一―一
葬法  火葬      1時 期  Ⅱ期 プロック F筍 群    1地 区 4A Cl句 6

石組 ‖型式  ―――――    1主軸方向  ―一――一 規模 南北  ―――   東西  ―――
り替え

墓壌‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N48° E        I平面形  精円形
規模 長  090     短  0,79     深さ  008    1被 熱痕跡  壁・床    1炭   単層
焼骨     

―

     1境 内施設。状況     

―

    1木 棺    

―
切り合い  522号墓を切る
遺
物

石
造
物 1写真    ――一図 1写真  

―
備考 石組残存せず

524号墓
遺構図   第121図       1本 文図   図99        1写 真   図版1451
葬法  土葬      1時 期  I～ HI期 プロック Ga群     1地 区 4 A ClG2

石組 ‖型式  不明       1主 車由方向  ―一――一 規模 南北  ―――   東西  ――一
造り替え

墓嬢‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N18° W        I平面形  長方形
規模 長  0.89     短  054     深さ  0.30    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   ―――
焼骨     

―

     1嬢 内施設・状況  人頭大の石が6石浮いている  1木棺  木棺使用の可能性 ?
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    一一―図 1写真

備考 石組残存せず 墓壊内の石は床面より浮いており,また墓壊の深さからすると、上方から落ち込んだ可能性も考えられ、本
格が使用されていた可能性もある

525号墓
遺構図   第121図        1本 文図   図99        1写 真     

―
葬法 土葬       1時 期  I～IV期 ブロック Ga群     1地 区 4 A C16,2

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ―――一一 規模 南北  ――一   東西  
―造り替え

墓境 ‖型式  上葬墓A類       1主 軸方位  N62° E         I平 面形  方形
規模 長  091     短  0.87     深さ  0.51    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   ―一―
焼骨     

―

     1壊 内施設・状況  拳大の石が5石落ち込んでいる 1木棺
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    ―一一図 1写真

備考 石組残存せず



付表112 中近世墓一覧表 (106)526～ 530号墓

526号墓
還構図   第 121図       1本 文図   図99        1写 真     

―
葬法 土葬 1時期  I～Ⅲ期 ブロック Ga群     1地 区 4A Cl傷 2

石組 ‖型式  H類 ?      1主 車由方向  ――一―― 規模 南北  
―
  東西  ――一

造り替え

墓媛‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N32° W        I平面形  楕円形
規模 長  091     短  073     深さ  032    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   ―――
焼骨     ―――――     1端 内施設。状況    ―――――一    1木 棺    一――――一
切り合い

遺
物

石
造
物

火輪図12833

1写真  20118図            1写 真  ――――――
備考 墓墳上面に火輪 1点のみ

527号墓
遺構図   第 121図       1本 文図   図99        1写 真     

―
葬法 土葬 1時期  I～ III期 プロック Ga群     1地 区 4 A D16a2

石組 ‖型式  H類 ?      1主 軸方向  ――――― 規模 南北  ――一   東西  ―――
造り替え

墓境 ‖型式  上葬墓A類       1主 軸方位  N85°一E         I平 面形  長方形
規模 長  069     短  0.55     深さ  0,15    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   ―一―
焼骨     ―――――     1壌 内施設・状況    一――――一    1木 棺    一――――一
切り合い

遺
物
壌内 (鉄釘 3) 石

造
物

空風輪図12724

1写真図            1写 真  

―
備考 墓嫉上面に空風輪 1点

528号墓
遺構図   第121図       1本 文図   図99        1写 真   図版1452
葬法  土葬      1時 期  ⅢoⅣ期 ブロック Ga群     1地 区 4 A D16a2

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――一 規模 南北  一一一   東西  ―一一
造り替え

墓境 ‖型式  上葬墓A類       1主 軸方位  N54° E         I平 面形  円形
規模 長  1.22     短  110     深さ  0.55    1被 熱痕跡  一―――一  1炭   一――
焼骨     ――――一     1墳 内施設・状況    一――――一     1木 棺  木棺使用の可能性 ?
切り合い

遺
物
墳内 (鉄釘 1、 古代土器 ) 石

造
物 1写真図            1写 真  一――――一

備考 石組残存せず 古代土器が落ち込むような状況で出土しているので、木棺が使用された可能性は高いが、鉄釘を使用したも
のかどうかは断定できず

529号墓
遺構図   第121図        1本 文図   図99        1写 真   図版1453
葬法 土葬 1時期  III・ Ⅳ期 プロック Ga群     1地 区 4 A D16a2

石組 ‖型式  無?       1主 軸方向  ――――一 規模 南北  一一―   東西
造り替え

墓壌 ‖型式  上葬墓A類       1主 軸方位  N13° E        I平 面形  円形
規模 長  090     短  0,88     深さ  071    1被 熱痕跡  ―一―一―  1炭   一―一
焼骨     ―一――一     1壌 内施設。状況    一―――――    1木 棺    ―――一――
切 り合い

遺
物

石
造
物 1写真図           1写 真  ――――――

備考 石組残存せず 墓壊の形状から座棺による埋葬だと思われる このタイプの墓壊には石組がなかった可能性が高いと思わ
″をる

530号墓
遺構図   第122図        1本 文図   図99        1写 真    

―
葬法 土葬 1時期  I～ Ⅲ期 ブロック Ga群     1地 区 4 A D16a3

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――一 規模 南北  
―
  東西  

―造り替え

墓境‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N16° W        I平面形  楕円形
規模 長  108     短  0,75     深さ  027    1被 熱痕跡  一―――一  1炭   一――
焼骨     

―

     1壌 内施設・状況  床面に扁平な石が 1石あり  1木棺    ――――――
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真図           1写 真  ―――一――

備考 石組残存せず



付表113 中近世墓一覧表 (107)531～ 535号墓

531号墓
遺構図   第122図       1本 文図   図99 1写真   図版1454
葬法  土葬      1時 期  I～Ⅲ期 プロック Ga群     1地 区 4 A D16a3

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  一―――― 規模 南北  0.80<   東西  050<
造り替え

墓壌 ‖型式  上葬墓A類       1主 軸方位  N29° W 1平面形  楕円形
規模 長  1.22     短  0.92     深さ  041    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   一一―
焼骨     ――――一     1嬢 内施設・状況    ―――――一    1木 棺    ―――――一
切 り合い

遺
物
墳内(土師器皿1)石落ち込み 石

造
物 1写真    ――一図 1写真  一―一――一

備考 石組の中心部のみ残存

532号墓
遺構図   第122図       1本 文図   図99 1写真   図版1461
葬法  土葬      1時 期  I～ III期 ブロック Gb群     1地 区 4 A D16a2

石組‖型式  不明       1主軸方向  ――――一 規模 南北  ―――   東西  一一一
造り替え

墓墳‖型式  上葬墓A類       1主 軸方位  N20° W 1平面形  長方形
規模 長  0.89     短  0.68     深さ  0.28    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   ―――
焼骨     

―

     1墳 内施設・状況     

―

     1木 棺    

―
切り合い

遺
物
墳上 (北宋銭 6・鉄釘 1) 石

造
物 1写真    ――一図 1写真  ―――――一

備考 石組残存せず 銭貨と鉄釘は墓壊上面から出土
銭貨は6枚付着しており、(元祐通費 2・咸平元贅・祥符元賓・元豊通賛・不明 1点 )の銭種あり

538号墓
遺構図   第122図        1本 文図   図99 1写真    ――一―一
葬法  上葬      1時 期  I～Ш期 プロック Gb群     1地 区 4 A D16a2

石組‖型式  不明       1主軸方向  ――――― 規模 南北  ―一一   東西  ――一
り替え

墓壌‖型式  上葬墓A類       1主 軸方位  N31° W 1平面形  精円形
規模 長  0.87     短  0.60     深さ  0.22    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   ―――
焼骨     ―――――     1嬢 内施設・状況    一―――――    1木 棺    一―一――一
切 り合い

遺
物

石
造
物 1写真    

―
図 1写真  ―――――一

備考 石組残存せず

534号墓
遺構図   第122図       1本 文図   図99 1写真    ―一――一
葬法  土葬      1時 期  I～Ш期 ブロック Gb群     1地 区 4 A D16a2

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――一 規模 南北  ――一   東西  
―造り替え

墓城‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N76° E 1平面形  長方形
規模 長  1.03     短  077     深さ  026    1被 熱痕跡  一一一一一  1炭   ―一―
焼骨     一―――一     1壌 内施設。状況    一――――一     1木 棺    ――一――一
切り合い  535号墓に切られる
遺
物

石
造
物 1写真    

―
図 1写真  ―――――一

備考 石組残存せず

535号墓
遺構図   第122図        1本 文図   図99 1写真     一一一一一
葬法  土葬      1時 期  I～ H期 プロック Gb群     1地 区 4 A D16a2

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  
―
  東西  

―造り替え

墓嬢 ‖型式  上葬墓A類       1主 軸方位  N25° W 1平面形  楕円形
規模 長  0.85     短  0,70     深さ  0.20    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   ――一
焼骨     一―一――     1壌 内施設・状況    ―一一――一    1木 棺    ――一――一
切り合い  534号墓を切る
遺
物

石
造
物 1写真  ~~―図 1写真   ―――――一

備考 石組残存せず



付表114 中近世墓一覧表 (108)536～ 540号墓

538号墓
遺構図   第123図        1本 文図   図99 1写真   図版1463
葬法  土葬      1時 期  Ш・IV期 プロック Gb群     1地 区 4 A D16a3

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  ―一一   東西  ―一―
造り替え

墓墳 ‖型式  土葬墓A類       1主 軸方位  N42° E 1平面形  円形
規模 長  1.04     短  104     深さ  0.62    1被 熱痕跡  ―一――一  1炭   ―――
焼骨     ―一―一―     1壌 内施設・状況    ――一―――     木棺    一―――――
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    ―――図 1写真  ――――――

備考 墓城の形状から座棺による埋葬だと思われる このタイプの墓壊には石組がなかった可能性が高いと思われる

537号墓
遺構図   第123図       1本 文図   図99 1写真   図版1462
葬法  

―

   1時期  不明 ブロック Gb群     1地 区 4 A D16a3
石組 ‖型式  I類 ?      1主 軸方向  N37° W 規模 南北  1.58    東西  0.80
造り替え

墓嬢 ‖型式     

―

     1主軸方位     

―

     1平面形    

―
規模 長   一―    短   ―一    深さ   ―一   1被熱痕跡  一―――一  1炭   一一一
焼骨     

―

     1境 内施設・状況     

―

     1木 棺    

―
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    一一―図 1写真  一一―一―一

備考 石組のみ 中心部を欠損 2基の石組 ?

538号墓
遺構図   第123図        1本 文図   図99 1写真    ―――――
葬法  不明      1時 期  I～ III期 ブロック Gb群     1地 区 4 A D16a3

石組‖型式  不明       1主軸方向  一―――― 規模 南北  一一―   東西  ―――
造り替え

墓墳‖型式  不明 1主軸方位  N6tW 1平面形  楕円形
規模 長  0.56     短  0.38     深さ  0.17    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   ――一
焼骨     

―

     1墳 内施設・状況     

―

     1木 棺    

―
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    一――図 1写真  ――――――

備考 石組残存せず 墓嫉の規模があまりにも小さいため墓であるか断言はできない

539号墓
遺構図   第123図       1本 文図 1写真   図版1464
葬法  土葬      1時 期  H・ III期 ブロック Gc群     1地 区 4 A D16al

石組 ‖型式  

―

    1主 軸方向  ――――― 規模 南北  ――一   東西  ――一
造り替え

墓壌‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N32° E 1平面形  円形
規模 長  0.70     短  0.61     深さ  066    1被 熱痕跡  ―――――  1炭   一――
焼骨     一――――     1壌 内施設。状況  2方を巡る石囲い      木棺    ――――――
切り合い

遺
物

石
造
物

水輪図12917

1写真  2034図 1写真   一――――一
備考 墓壊上面に水輪 1点のみ 墓嬢内の石囲いは2方に巡るもので、その上に扁平な石が蓋のように乗っている
墓壊の規模から、子供埋葬の可含留性あり

540号墓
遺構図   第123図       1本 文図 1写真    ―――――
葬法  土葬      1時 期  I～Ш期 ブロック Gc群     1地 区 4 A D16al

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  

―

規模 南北  一――   東西  ―――
造り替え

墓嬢‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N12° W 1平面形  円形
規模 長  0.89     短  088     深さ  0.48    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   ――一
焼骨     

―

     1墳 内施設・状況    

―

     1木 棺    ――――――
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    ―――図 1写真  一一―一――

備考 石組残存せず



付表115 中近世墓一覧表 (109)541～ 545号墓

541号墓
遺構図   第123図       1本 文図   

―

   1写 真   図版1471
葬法  土葬      1時 期  I・ H期 ブロック Gc群     1地 区 4 A D16al

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  ―一―   東西  ――一
造り替え

墓媛 ‖型式  上葬墓 A類       1主 軸方位  N21° W 1辛面形  長方形
規模 長  1.38     短  0.94     深さ  0.42    1被 熱痕跡  ――一――  |…
焼骨     

―

     1壌 内施設・状況  床面の西側に 1石あり    1木 糖  木棺使用の可能性有り
切り合もヽ

遺
物
墳内(土師器皿1・鉄釘 2) 石

造
物 1写真    ―――図 1写真  ――――――

備考 石組残存せず 墓壊の床面の西側に石が立てられたような状況であり、405号墓と類似している
墓壌の埋上が中央に落ち込むような堆積であるので、本棺が使用された可能性は高いが、鉄釘使用のものかは断定できず

542号墓
遺構図   第124図       1本 文図 1写真    

―
葬法  土葬      1時 期  I～Ш期 プロック Gc群     1地 区 4 A D16a2

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  一―――一 規模 南北  一――   東西  一――
造り替え

墓壌 ‖型式  上葬墓 A類       1主 軸方位  N19° W 1平面形  円形
規模 長  0.92     短  0.84     深さ  0.27    1被 熱痕跡  ――――一  ¬炭   ――一
焼骨     ――――一     1壌 内施設・状況    ――――――    1木 槍    ――――――
切 り合い

遺
物

石
造
物 1写真    ―――図 1写真  ―一――一一

備考 石組残存せず

543号墓
遠構図   第124図        1本 文図 1写真    

―
葬法  土葬      1時 期  I～Ⅲ期 ブロック Gc群     1地 区 4 A D16a2

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  ―一一   東西  一―一
造り替え

募墳 ‖型式  上葬墓 A類       1主 軸方位  N2° W 1平面形  円形
規模 長  0.55     短  049     深さ  033    1被 熱痕跡        l炭

~~===

焼骨     

―

     1壌 内施設・状況     

―

     1木 棺    ~
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    ―――図            1写 真  ――――――

備考 石組残存せず 墓壌の規模から、子供埋葬の可能性あり

544号墓
遺構図   第124図       1本 文図 1写真    ―――――
葬法  土葬      1時 期  I～Ⅲ期 プロック Gc群     1地 区 4 A D16a2

石組‖型式  不明       1主軸方向  一―――― 規模 南北  ―一一   東西  ――一
造り替え

墓墳 ‖型式  上葬墓 A類       1主 軸方位  N25葡 1平面形  長方形
規模 長  0.91     短  0.54     深さ  0.14    1被 熱渡
焼骨     

―

     1境内施設・状況     

―

     1木糖
~~~~π
=三====

切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    ―――図 1写真  ――――――

備考 石組残存せず

545号墓
遺構図   第124図       1本 文図    

―

    1写 真   ~下 三正三正三
葬法  土葬      1時 期  H・ III期 ブロック Gc群     1地 区 4 A D16a2

石組‖型式  H類 ?      1主軸方向  一―――一 規模 南北  0,75<   東西  0.50<
造り替え

墓境 ‖型式  土葬墓 A類       1主 軸方位  N8° E 1平面形  楕円形
規模 長  088     短  0.6坐     深さ  0.30    1被熱痕跡  ―――――  1炭   ――一
勢 骨     ――――一     1境 内施設・状況     ――――――

~~~~¬
巧雨話

~~~~======

切り合い

遺
物

石
造
物

石仏写1963、 水輪図1293

1写真  2023図 1写真  ――――――
備考 石組に石仏および水輪転用



付表H6 中近世墓一覧表 (110)546～ 550号墓

548号墓
遺構図   第124図        1本 文図    一一一一一    1写 真    ―一一――
葬法  土葬      1時 期  I～ Ⅲ期 ブロック Gd群     1地 区 4 A D16b3

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  一―――一 規模 南北  ――一   東西  ――一
造り替え

墓壌‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  Nl° E 1平面形  楕円形
規模 長  0.66     短  0.51     深さ  014    1被 熱痕跡  ――一―一  1炭   __
焼骨     一一一一一     1壌 内施設。状況               1木 棺    一――一――
切り合い

遺
物
媛内(聖宋元賓・永楽通賓) 石

造
物 1写真    一――図 1写真  一――一一―

備考 石組残存せず

547号墓
遺構図   第124図        1本 文図    ―一―十一    1写 真     ―――一一
葬法 火葬       1時 期  H・ II期 プロック Gd群     1地 区 4 A D16b3

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  一―――― 規模 南北  ―一一   東西  ――一
造り替え

墓壊‖型式  火葬墓CH類      1主軸方位  NO° 1平面形  円形
規模 長  0.36     短  034     深さ  008     1被 熱痕跡  ―――一一  1炭  単層
焼骨     

―

     1墳 内施設・状況                1木 棺    

―
切 り1舒もヽ

遺
物

石
造
物 1写真    

―
図 1写真  一―――――

備考 石組残存せず

548号墓
遺構図   第124図        1本 文図    

―

    1写 真    ―――一―
葬法 火葬       1時 期  H・ⅡI期 プロック Gd群     1地 区 4 A D16b3

石組‖型式  不明       1主軸方向  ――――― 規模 南北  ―一一   東西  ―――
造り替え

墓壌‖型式  火葬墓C II類      1主軸方位  N64° W 1平面形  長方形
規模 長  078     短  0.62     深さ  0.10     1被熱痕跡  ――一―一  1炭  単層
焼骨     

―

     1城 内施設・状況                1木 棺    

―
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    ―一一図 1写真  ―――――一

備考 石組残存せず

549号墓
遺構図   第124図       1本 文図    

―

    1写 真   図版1472
葬法  土葬      1時 期  I・ H期 ブロック Gd群     1地 区 4 A D16b3

石組‖型式  I―③類     1主軸方向  Nl° W 規模 南北  105   東西  051<
造り替え

墓嬢‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N2° W 1平面形  楕円形
規模 長  1.18     短  0.68     深さ  023     1被 熱痕跡  ――一――  1炭   

―
焼骨     

―

     1壊 内施設・状況  人頭大の石が落ち込む   1木 棺    ――――――
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    ――一図 1写真  一―――――

備考 石組の中心部に石仏の抜き取り痕有り

550号墓
遺構図   第125図        1本 文図    

―

    1写 真    

―葬法 土葬       1時 期  I・ H期 プロック Gd群     1地 区 4 A D16b3
石組‖型式  不明       1主軸方向  ――――― 規模 南北  ――一   東西  ――一
造り替え

墓嬢‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N2° E 1平面形  楕円形
規模 長  1.32     短  073     深さ  0.43     1被 熱痕跡  ――――一  1炭  混在
焼骨     

―

     1境 内施設・状況                1木 棺    ――一一――
切り合い 4号墳の区画溝を切る

遺
物

石
造
物 1写真    ―――図 1写真  ―一――――

備考 石組残存せず



付表117 中近世墓一覧表 (111)550～ 555号墓

551号墓
還構図   第125図        1本 文図    ―――一一    1写 真    ――――一
葬法  土葬      1時 期  I～Ⅲ期 ブロック Gd群     1地 区 4 A D16b3

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  

―

規模 南北  ―――   東西  一―一
造り替え

墓墳‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  NO° 1平面形  円形
規模 長  071     短  068     深さ  0,27    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   

―焼骨     

―

     1壊 内施設・状況                1木 棺    ――――――
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    一――図 1写真  

―
備考 石組残存せず 墓嬢の規模が小さく子供埋葬の可能性あり

552号墓
遺構図   第125図       1本 文図    ―一一一一    1写 真    一――――
葬法  土葬      1時 期  Ⅱ期 (15前 ) ブロック Gd群     1地 区 4 A D16b 4

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  一―――一 規模 南北  ―一一   東西  一一一
造り替え

墓墳 ‖型式  上葬墓A類       1主 軸方位  N28° W 1平面形  円形
規模 長  0.65     短  054     深さ  0.18    1被 熱痕跡  ――一―一  1炭   ―――
焼骨     

―

     1壊 内施設・状況     

―

     1木 棺    

―
切り合い

遺
物
壊内 (土師器皿2) 石

造
物 1写真    ――一図  1106・ 8      1写 真  1695。 6

備考 石組残存せず 土師器皿が落ち込んだような状況で出土している

553号墓
遺構図   第125図        1本 文図    

―

    1写 真   図版1473
葬法  上葬      1時 期  H・ IH期 ブロック G―d群    1地 区 4 A D16b3

石組‖型式  不明       1主軸方向  ――――― 規模 南北  ――一   東西  
―造り替え

墓境‖型式  土葬墓A類       1主軸方位  NO° 1平面形  精円形
規模 長  1.08     短  085     深さ  033    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   

―焼骨     

―

     1壌 内施設・状況                1木 棺  鉄釘使用木棺 (0.45× 0.4)
切 り合い

遺
物
壊内(鉄釘13) 石

造
物 1写真  ~図 1写真  ――――――

備考 石組残存せず

554号墓
遺構図   第125図       1本 文図   図101 1写真   図版1474
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック Ha群     1地 区 4 A D16a4

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  Nl° W 規模 南北  1.03<   東西  0,75<
造り替え

墓境‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N■°E 1平面形  長方形
規模 長  1_15     短  0,70     深さ  0.25    1被 熱痕跡  壁     1炭   単層
焼骨  有 (微量) 1壌内施設・状況     

―

     1木棺    

―
切り合い

遺
物
石上 (土師器皿 1) 石

造
物 1写真    ――一図 1写真  ――――――

備考 石組残存せず

555号墓
遺構図   第126図       1本 文図   図101 1写真   図版148
葬法  土葬      1時 期  Ⅳ期 (16後～17前 ) プロック Ha群     1地 区 4 A D16a4

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  ――一   東西  
―造り替え

墓壌‖型式  上葬墓B類       1主軸方位  N67°一W 1平面形  長方形
規模 長  1.78     短  0.66     深さ  0.64    1被 熱痕跡  ――一―一  1炭   ―一―
焼骨  混入 ?(10g) 1嬢内施設。状況                1木 棺  鉄釘使用木棺 (1.5× 0.35)
切り合い

遠
物
墳内 (北宋銭 6。鉄釘38) 石

造
物 1写真    ――一図 1写真  一―――――

備考 石組残存せず 銭貨は床面よりやや浮いているので、遺体と共に木倍に納められたものと思われる
焼骨が検出されているが、混入か?銭貨は付着しており、(天聖元賛・元豊通賓 2・咸平元賓。景徳元費・大観通賓)の銭種あり



付表118 中近世墓一覧表 (112)556～ 560号墓

55G号墓
遺構図   第126図        1本 文図   図101 1写真    

―
葬法 火葬      1時 期  H期 ブロック Ha群     1地 区 4 A D16a4

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ―一―一― 規模 南北  ―――   東西  ―一―
造り替え

墓境‖型式  火葬墓CI類      1主軸方位  N83° E 1平面形  長方形
規模 長  0_65<    短  0.69     深さ  0.10    1被 熱痕跡  ――――一  1炭  単層
焼骨  有 (微量) 1墳内施設・状況     

―

    1木 棺
切り合い

遺
物
壊内(土師器皿3) 石

造
物 1写真    

―
図 1写真  

―
備考 石組残存せず 炭層の存在から火葬墓 A類の可含静性はあるが断定できず

557号墓
遺構図   第126図        1本 文図   図101 1写真    

―
葬法  土葬      1時 期  I・ II期 ブロック Ha群     1地 区 4 A D16a4

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ―一――― 規模 南北  ――一   東西  ―一一
造り替え

墓嬢 ‖型式  上葬墓A類       1主 軸方位  N17° E 1平面形  長方形
規模 長  118     短  071     深さ  0.44    1被 熱痕跡  一―――一  1炭  無
焼骨     

―

     1嬢 内施設・状況     

―

    1木 棺    

―
切り合い

遺
物
躾内 (上師器皿3) 石

造
物 1写真    一一―図 1写真  ――――――

備考 石組残存せず 墓嫉の埋土に焼土塊が含まれているが、古代焼土坑 7を切っているためと思われる

558号墓
遺構図   第127図        1本 文図   図101 1写真    

―
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック Hb群     1地 区 4 A D16a4

石組‖型式  H類 ?      1主軸方向  ――――一 規模 南北  040<   東西  050<
造り替え

墓壌 ‖型式  火葬墓A類       1主 軸方位  N39° E 1平面形  精円形 ?
規模 長  071<    短  0.63     深さ  0.17    1被 熱痕跡  床     1炭   無
焼骨  散在 (12g) 1墳内施設・状況     

―

    1木 棺
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    

―
図 1写真  

―
備考 石紅残存不良

559号墓
遺構図   第127図        1本 文図   図101 1写真   図版1491
葬法  火葬      1時 期  H oIII期 プロック Hb群    1地 区 4 A D16a4

石組‖型式  I類       1主軸方向  N2° E 規模 南北  0,88   東西  1.00
造り替え

墓壌‖型式  火葬墓BH類      1主軸方位  N52° W 1平面形  楕円形
規模 長  046     短  033     深さ  0.19    1被 熱痕跡  一―――一  1炭   

―焼骨  集中(92g・ 成人)     1媛 内施設・状況     

―

    1木 棺    

―
切 り合い

遺
物
石上 (上師器皿 3) 石

造
物 1写真    

―
図 1写真  

―
備考

568号墓
遺構図   第127図        1本 文図   図101 1写真   図版1492
葬法 火葬      1時 期  不明 プロック Hb群     1地 区 4 A D16a 5

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  N3° E 規模 南北  105    東西  0.86<
造り替え

墓境‖型式  火葬墓CI類      1主軸方位  N4° E 1平面形  楕円形
規模 長  0.73     短  0.61     深さ  0.10    1被 熱痕跡  一―――一  1炭  単層
焼骨  有 (微量) 1嬢内施設・状況  石 1木棺

切り合い

遺
物
石上 (上師器皿2) 石

造
物 1写真    

―
図 1写真  

―
備考 石組残存不良



付表119 中近世墓一覧表 (113)561～ 565号墓

561号墓
遺構図   第127図       1本 文図   図101 1写真   図版1494、 6
葬法 火葬 1時期 H期 ブロック Hb群    1地区 4 A D16a 5

石組‖型式  I類       1主軸方向  N ll° E 規模 南北  0.75<   東西  076<
造り替え

墓境‖型式  火葬墓A類 1主軸方位  N-15°五 平面形  長方形
規模 長  119    短  0_69    深さ  030 被熱痕跡  壁・床。棺台  1炭 単層
焼骨  有 (微量) 1境内施設・状況  棺台(南北3石 ) 木棺

切り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  

―
備考 崎7年時掘削痕あり

582号墓
遺構図   第128図       1本 文図   図101 1専貰下

~~種
両訂万巧

葬法 火葬 1時期  H oIH期 ブロック Hb群     1地 区 4 A D16a5
石組 ‖型式  I類       1主 軸方向   ~~~~ 規模 南北  ――一   東西  ―一一
造り替え

墓墳‖型式  火葬墓A類 ? 1主軸方位  N23° E 平面形  長方形
規模 長  0.91     短  o46     深さ  0.08 被熱痕跡  一――――  1炭  単層
焼骨  有 (微量) 1嬢内施設・状況 木棺
切 り合い

遺
物

石
造
物 1考弓霊図            1写 真  

―
備考 石組の北辺の一部のみ残存 墓噴には蜘 なゞいが、輝+が炭層で焼骨・焼土塊を含むため火葬墓A類と考えられる
しかしながら、火葬墓A類である562号墓とのセット関係で捉えるならば炭・焼骨・焼上を埋納もしくは廃棄したとも捉えられる

583号墓
遺構図   第128図       1本 文図   図101 写真   図版1493
葬法 土葬 1時期  I・ H期 ブロック Hb群     1地 区 4 A D16a 5

f組 ‖型式  I類       1主 軸方向 ~ 規模 南北  0.51<   東西  0.80<
造り替え

墓壌‖型式  土葬墓A類 1主軸方位  N33° E 平面形  楕円形
規模 長  086     短  o.69     深さ  0.25 被熱痕跡  ―――――  1炭  混在
焼骨 1墳内繭 木棺    

―

切り合い

遺
物
石上 (土師器皿3・瓦器椀1) 石

造
物 睡図            1写 真  

―
備考 石組残存不良 炭と焼上塊が含まれるが微量を上層に含むので、火葬墓ではなく土葬墓と判断した

564号墓 淳構図   第128図       1本文図   図101 与具      

―
葬法  ―――――   1時期  不明 ブロック Hb群    1地 区 4 A D16a5

石組‖型式  I類       1主軸方向  NO° 規模 南北  100<  東西  100<
造り替え

墓壌‖型式 1主軸方任 平面形
離 長   ―一    短   一―    深さ   ―一 被熱痕跡  ―――――  1炭   

―焼骨  石上 g)        1墳 内施設・状況     

―

木棺

切り合い

遺
物
石上 (土師器皿1) 石

造
物 1写真図            1写 真       ~

備考 石組のみ 北西隅のみ残存 石組上面から焼骨を微量検出

585号墓
遺構図   第128図 _     1本 文図   図101 写真

勢   土葬      1時 期  I・ II期 ブロック Hb群    1地 区 4 A D16a5
f組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  一――   東西
造り替え

墓境 ‖型式  上葬墓 A類 1主軸方位  N26° E 平面形  長方形 ?
規模 長  0.97     短  o.32<    深さ  0.23 被熱痕跡  一――――  1炭   

―焼骨 1壌内施設・状況 木棺    

―

切り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  

―
備考 石組残存せず



付表120 中近世墓一覧表 (114)566～ 570号墓

366号墓
遺構図   第129図       1本 文図   図102        1写 真   図版1501
葬法  土葬      1時 期  I・ II期 プロック Hc群     1地 区 4 A D16b4

石組 ‖型式  I類       1主 車由方向  ―一一一一 規模 南北  0.80<   東西  0,70
造り替え

墓壌‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N8° W         I平面形  長方形
規模 長  113     短  066     深さ  042    1被 熱痕跡  ―一――一  1炭   ―――
焼骨     ――――一     1塘 内施設・状況  棺台(南北 4石 ?)     1木 相    ――一――一
切 り合い

遺
物

石
造
物

石仏写1911

1写真    ――一図 1写真  

―
備考 石組の残存不良 石組に石仏 墓壊内の石は床面からやや浮いてはいるので、棺台等に使われたかは断定できない

587号墓
遺構図   第129図       1本 文図   図102        1写 真   図版1502
葬法  上葬      1時 期  I期 ブロック Hc群     1地 区 4 A D16b4

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  一―一―一 規模 南北  1.05<   東西  0.56<
造り替え

墓嬢‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N6° E         I平面形  長方形
規模 長  1.29     短  0.91     深さ  0.54    1被 熱痕跡  石     1炭   =
焼骨     ―一――一     1墳 内施設・状況  四方を巡る石囲い     1木 相          _
切 t,合い

遺
物
壌内 (短刀・鳥帽子) 石

造
物

石仏写1835

1写真  1835図  12卜 1,1561    1写 真  1771,カ ラー48
備考 石組残存不良 墓城内には四方の壁面に沿うように石を1～ 2段巡らせ、高さ約40clnの 石囲いを造っている
短刀・烏帽子は床面より出土

568号墓
遺構図   第130図       1本 文図   図102        1写 真   図版15ユ
葬法  上葬      1時 期  I・ II期 ブロック Hc群     1地 区 4 A D16b4

石組‖型式  I類       1主軸方向  ―一―一一 規模 南北  1.25<   東西  0.56<
造り替え

墓墳‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N4° W         I平面形  楕円形
規模 長  107     短  079     深さ  043    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   一――
焼骨   ~―      1墳 内施設・状況  石組の石が落ち込んでいる  1木棺  木棺使用の可能性
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    ―一―図 1写真

備考 石組残存不良 墓城には石組の石が落ち込んでいるので、木悟を使用されていた可能性がある

569号墓
遺構図   第130図       1本 文図   図102        1写 真   図版152
葬法  土葬      1時 期  IoH期 ブロック Hc群     1地 区 4 A D16b4

石組‖型式  I―③類     1主軸方向  NO° 規模 南北  1.15    東西  070<
造り替え  石組と墓壊にずれが認められ、造り替えが判る
墓境‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N3° W         I平面形  長方形
規模 長  112     短  0_74     深さ  (0.40推)  1被熱痕跡  ――――一  1炭   一――
焼骨  石上 (1後・若いか女性)  1嬢 内施設。状況  棺台 ?(南北 3石)     1木 棺
切り合い

遺
物
躾内 (短刀) 石

造
物

石仏写1844

1写真    一―一図  12卜2       1写 真  1772
備考 石組の東西両辺を欠損 石組の中心に石仏 石組上面から焼骨が検出されているが、石組に伴うものかは不明
墓壊内の3つの石は棺台と思われるが、そう考えるにはやや墓壌が浅い印象を受ける 短刀は床面より出土

570号墓
遺構図   第131図       1本 文図   図102        1写 真   図版1532
葬法  火葬      1時 期  Ⅱ期 プロック Hc群     1地 区 4 A D16b4

石組‖型式  不明       1主軸方向  一一―一一 規模 南北  一十一   東西  一―一
造り替え

墓壊 ‖型式  火葬墓 A類       1主 軸方位  N27° E         I平 面形  楕円形
規模 長  1.24     短  0.89     深さ  0.43    1被 熱痕跡  一―――一  1炭   ―一―
焼骨  散在(32g)        1壊 内施設・状況     

―

    1木 棺
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    ――一図 1写真

備考 '67年 に既に掘削した痕跡があるので、墓壊内の石は被熱が無く石組の石であった可能性が高し



付表121 中近世墓一覧表 (■5)571～ 575号墓

571号墓
遺構図   第131図       1本 文図   図102        1写 真   図版153ユ
葬法  土葬      1時 期  I期 (13後～14前 ) ブロック Hc群     1地 区 4 A D16a5

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  

―

規模 南北  1.20<   東西  0.95<
り替え

墓壌‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N5° E         I平面形  長方形
規模 長  1.49     短  084     深さ  0.60    1被 熱痕跡  ―――――  1炭   

―焼骨     

―

     1壌 内施設・状況  棺台 ?(南北 3ヶ所)    1木 棺
切 り合い

遺
物
石上 (上師器皿 10。皇宋通賓。天聖元賓)嫉 内 (土師器皿 5) 石

造
物 1写真    

―
図  1109～ 12・23    1写真  1697～9

備考 石組の残存不良 墓墳の石は床面に近いが、
また、南側には川原石が床面に置かれている

レベルが揃っておらず棺台ではなく、落ち込んだものとも言える
土師器皿は石の下で確実に床面に置かれたものと思われる

572号墓
遺構図   第132図       1本 文図   図102        1写 真   図版154、 図版155
葬法  土葬      1時 期  I期 ブロック Hc群     1地 区 4 A D16b4

石組 ‖型式  I類       1主 軸方向  

―

規模 南北  100<   東西  0.68<
造り替え

墓壌‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N12°一W        I平面形  長方形
規模 長  128     短  082     深さ  048     1被 熱痕跡  ―――――  1炭   

―焼骨  石上 (22質)        1壌 内施設・状況  人頭大の石が落ち込む?   1木棺
切り合い

遺
物
石上 (土師器皿4)墳内(短刀、烏帽子) 石

造
物 1写真

~~~π
正三■図  ■013,1213,1“ 2  1写真  1773,カ ラー49

備考 石組の中心部のみ残存 石組上面から焼骨が検出されている 墓嫉の石は廉面よりやや浮いており、落ち込んだ可能性
が高いと思われるが棺台の可含留Lも 否定はできず 短刀。鳥帽子は石の下であるが床面に置かれていたかは断定できず

573号墓
遺構図   第132図       1本 文図    

―

    1写 真    

―
葬法  土葬      1時 期  I・ II期 プロック Hd群     1地 区 4 A D16b5

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  ――一   東西  
―造り替え

墓壌‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N23° E         I平面形  楕円形
規模 長  0.95     短  0.72     深さ  0.35    1被 熱痕跡  一―――一  1炭  混在
焼骨     

―

     1墳 内施設・状況     

―

    1木 棺
切り合い

遺
物

石
造
物 降図            1写 真  

―
備考 石組残存せず 墓壊の床面中央にピット状の落ち込みあり 墓媛の埋上には炭が含まれるが微量であるため、火葬墓では
ないと半」断した

574号墓
遺構図   第132図       1本 文図    

―

    1写 真    

―
葬法 火葬      1時 期  Ⅱ期 プロック Hd群     1地 区 4 A D16a5

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  

―

規模 南北  ―――   東西  
―造り替え

墓壌 ‖型式  火葬墓A類       1主 軸方位  N36° E         I平 面形  楕円形
規模 長  1.32     短  0.90     深さ  0.20     1被熱痕跡  棺台?    1炭  単層
焼骨  有 (微量)        1壌 内施設・状況  被熱している石が 1石ある  1木棺
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    

―
図 1写真  ――――――

備考 石組残存せず
墓壊には被熱が見られないが、その規模と炭層の存在、棺台と思われる被熱した石の存在から火葬墓 A類 と思われる

575号墓
遺構図   第132図        1本 文図    

―

    1写 真    

―
葬法  火葬      1時 期  I～Ⅲ期 ブロック Hd群     1地 区 4 A D16a5

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  

―

規模 南北  ―――   東西  
―造り替え

墓境 ‖型式  火葬墓CI類      1主 軸方位  N39°一E         I平 面形  楕円形
規模 長  1.68     短  0.80     深さ  0.20    1被 熱痕跡  ―――――  1炭  単層
焼骨  散在 183g)       1媛 内施設・状況     

―

    1木 棺
切 り合い

遺
物
塘内(土師器皿1)墳上(土師器皿ほぼ完形1・破片5。瓦器椀1) 石

造
物 1写真  ~―図  11014～ 17     1写真  16910・ 11

備考 石組残存せず 墓媛には被熱がないが、炭層をなすため火葬墓 A類である可能性も否定はできなし
墓墳の北西隅には土師器皿が 4枚まとまって出上しているが、直接関係あるかは断定できない



付表122 中近世墓一覧表 (116)576～ 580号墓

576号墓
遺構図   第133図       1本 文図    

―

    1写 真   図版1561
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック Hd群     1地 区 4 A D16a5

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  

―

規模 南北        東西
造り替え

墓嬢 ‖型式  火葬墓 A類       1主 軸方位  N32° W         I平 面形  精円形
規模 長  112     短  0.93     深さ  021     1被 熱痕跡  棺台     1炭  単層
焼骨     

―

     1境 内施設・状況  棺台 南北 2石)      1木 棺    

―
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  ―――――一

備考 石組残存せず

577号墓
遺構図   第133図       1本 文図    

―

    1写 真   図版1562
葬法 上葬 1時期  H・ IV期 ブロック He群     1地 区 4 A D16b4

石組‖型式  不明       1主軸方向  ――――― 規模 南北  ――一   東西  ―――
造り替え

墓塘‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N2° E         I平面形  円形
規模 長  0.94     短  0,91     深さ  0.46    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   ――一
焼骨     

―

     1境 内施設・状況     

―

     1木 棺    ――――――
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  ――――――

備考 石組残存せず

578号墓
遺構図   第133図       1本 文図    

―

    1写 真    ―――――
葬法 火葬 1時期 H期 ブロック He群     1地 区 4 A D16b4

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  

―

規模 南北  ―一一   東西  ―――
造り替え

墓塘‖型式  火葬墓CH類      1主軸方位  N10° E         I平面形  楕円形
規模 長  1.17     短  0,97     深さ  0,08    1被 熱痕跡 ~―――――  1炭  単層
焼骨     

―

     1壌 内施設・状況     

―

     1木 棺    ――――――
切 り合い

遺
物

石
造
物 1写真図           1写 真  ―――――一

備考 石組残存せず 墓媛の規模および炭層から火葬墓 A類の可能性はあるが断定できず

579号墓
遺構図   第133図       1本 文図    

―

    1写 真   図版1564
葬法  火葬      1時 期  H期 プロック He群     1地 区 4 A D16b4

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  ―――   東西  ――一
造り替え

墓墳‖型式  火葬墓CI類      1主軸方位  N5° E         I平面形  円形
規模 長  0.74     短  0,70     深さ  0.21    1被 熱痕跡  ――――一  1炭  単層
焼骨  散在(44g)        1壌 内施設・状況     

―

     1木 棺    ――――――
切 り合い

遺
物
壌内 (上師器皿 1・鉄釘 5) 石

造
物 1写真図            1写 真  一――――一

備考 石組残存せず

380号墓
遺構図   第133図       1本文図    

―

    1写真   図肢156二 3
葬法  土葬      1時 期  Ⅳ期 ブロック He群     1地 区 4 A D16b4

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向 規模 南北  ―一一   東西  一―一
造り替え

墓壌 ‖型式  上葬墓 B類       1主 軸方位  N84° W         I平 面形  長方形
規模 長  1.97     短  0.70     深さ  0,78    1被 熱痕跡  ―一一――  1炭   ――一
焼骨     

―

     1墳 内施設・状況     

―

     1木 棺  鉄釘出土 (1.55× 0.35)
切り合い

遺
物
壌内(鉄釘 5) 石

造
物 1写真図            1写 真  ―――――一

備考 石組残存せず 鉄釘の出土本数は少ないが、 4隅から出土しているので鉄釘を使用した木棺であったと思われる



付表123 中近世墓一覧表 (■7)581～ 585号墓

581号墓
遺構図   第133図       1本 文図    

―

    1写 真   図版1571
葬法  土葬      1時 期  H・ III期 プロック He群     1地 区 4 A D16b4

石組‖型式  I類       1主軸方向  N8° E 規模 南北  0.68    東西  0.51
造り替え

墓壌 ‖型式  上葬墓 A類       1主 軸方位  N7°こE         I平 面形  楕円形
規模 長  073     短  058     深さ  032    1被 熱痕跡  ――――一  1炭   ―――
焼骨  石上(3g) 1壊内施設・状況    ―――――一     1木 槍
切り合い

遺
物
壊内(開元通賓・洪武通費・元祐通賓・不明) 石

造
物 1写真    一――図 1写真  ―――――一

備考 石組の中心部欠損 石組上面から焼骨が検出されているが、石組に伴うものか不明
銭貨は4枚床面よりやや浮いた状況で出土しており、落ち込んだものと思われる また銭貨の裏には木質の付着あり

582号墓
遺構図   第134図       1本 文図    

―

    1写 真       ~~
葬法  火葬 ?     1時 期  H期 プロック Hd群     1地 区 4 A D16b5

石組‖型式  不明       1主軸方向  ――――― 規模 南北  ―――   東西  ――一
造り替え

墓壌‖型式  火葬墓CI類 ?      1主軸方位  Nl° W         I平面形  精円形
規模 長  1.14     短  083     深さ  021
焼骨  ■(微量)         1壌内施設・状況     ――一――――  ~  1木棺    

―
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    ――一図 1写真  ――――――

備考 石組残存せず 墓壊には被熱が見られないが、埋土に焼骨のみ微量含むので、規模も合わせて考えると火葬墓A類の可能
性が考えられる しかし、炭が検出されていないことなどからは断定しがたい

583号墓
遺構図 第134図 1本文図 1写真

葬法  火葬      1時 期  H期 プロック He群     1地 区 4 A D16b5
石組‖型式  不明       1主軸方向  ――――― 規模 南北  ―――   東西  ―――
造り替え

墓壊 ‖型式  火葬墓 A類       1主 軸方位  N5° E         I平 面形  楕円形
規模 長  1.25     短  0.60     深さ  0.10    1被 熱痕跡  壁・床・棺台  1炭  単層
焼骨  散在 (120g・成人)     1境 内施設・状況  棺台(南北 2石)      1木 棺    ――――――
切 り合い

遺
物

石
造
物 1写真

~~~下
正三三図 1写真  ――――――

備考 石組残存せず

584号墓
遺構図   第134図       1本 文図    

―

    1写 真    

―
葬法  火葬 ?     1時 期  Ⅱ期 ブロック He群     1地 区 4 A D16b5

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  一――   東西  ――一
り替え

墓城 ‖型式  火葬墓CI類 ?      1主 軸方位  N-3° W        I平 面形  長方形
規模 長  1.12     短  087     深さ  012    1被 熱痕跡  一―――一  1炭  混在
焼骨  散在(35g)        1壌 内施設・状況     

―

     1木 棺
切 り合い

遺
物

石
造
物 1写真    ―――図 1写真  ――――――

備考 石組残存せず 墓嫉には被熱が見られないが、埋上に焼骨が比較的多く含むので、火葬墓 A類の可能性もあるが、炭が検
出されていないことなどからは断定しがたい

585号墓
遺構図   第134図       1本 文図    

―

    1写 真    

―
葬法  土葬      1時 期  I～Ⅲ期 ブロック Hf群     1地 区 4 A D16b4

石組‖型式  不明       1主軸方向  
―

規模 南北  ―一―   東西  ―――
造り替え

墓墳 ‖型式  上葬墓 A類       1主 軸方位  N20° E         I平 面形  楕円形
規 模  長   0.68     短   0.54     深 さ   0.30    1被 熱 痕 跡   ― ― ― ― 一  1炭   一 ― 一

焼骨     _         1壌 内施設・状況     

―

     1木 棺
~~~下
三=====

切り合い

遺
物

石
造
物 1写真    

―

図            1写 真  ――――――
備考 石組残存せず 墓墳の規模からすると子供埋葬の可能性あり



付表124 中近世墓一覧表 (■8)586～ 590号墓

586号墓
遺構図   第134図        1本 文図 1写真   図版1573
葬法  不明      1時 期  I期 (13後～14前 ) ブロック Hf群     1地 区 4 A D16b5

石組‖型式  不明       1主軸方向  
―

規模 南北  一一一   東西  ―――
造り替え

墓壌 ‖型式  不明 1主軸方位  N58° E 1平面形  楕円形 ?
規模 長  0,70<    短  0.54     深さ  0.12<    1被 熱痕跡  一―――一  1炭  混在
焼骨     

―

     1壌 内施設・状況                1木 棺    

―
切り合い

遺
物
境内(上師器皿■) 石

造
物 1写真    

―
図  1ll1 26～35     1写真  16913,14・ 170■～3
備考 石組残存せず 土師器皿を十数枚重ねて埋納した遺構と思われる

587号墓
遺構図   第134図       1本 文図    

―

    1写 真    

―葬法  土葬      1時 期  I～ Ⅲ期 ブロック Hf群     1地 区 4 A D16b5
石組‖型式  不明       1主軸方向  ――――― 規模 南北  一一―   東西  ――一
造り替え

墓壊‖型式 上葬墓A類       1主軸方位  N21° W 1平面形  円形
規模 長  0,72     短  068     深さ  032     1被 熱痕跡  棺台    1炭   単層
焼骨     

―

     1境 内施設・状況                1木 糖    

―
切り合い

遺
物

石
造
物 IT告     _

図  11018       1写 真  

―
備考 石組残存せず 墓墳の規模からすると子供埋葬の可能性あり

588号墓
遺構図   第134図        1本 文図    ―一―一一    1写 真    ――一――
葬法 火葬      1時 期  II期 ブロック Hf群     1地 区  4 A D16b5

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  

―

規模 南北  一一一   東西  ――一
造り替え

墓境‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N28° E 1平面形  不明
規模 長  0.64<    短  036<    深さ  0.10     1被熱痕跡  一一――一  1炭   ――一
焼骨  散在 (成人) 1墳内施設・状況  棺台(現状では1石のみ)  1木棺    _
切り合い  592号墓に切られる
遺
物
壊内(土師器皿2) 石

造
物 1写真    

―
図 1写真  

―
備考 石組残存せず 墓壊の床石は本来 2石であった可能性あり

589号墓
遺構図   第135図        1本 文図    

―

    1写 真    ―――――
葬法  土葬 ?     1時 期  I・ H期 プロック Hf群    1地 区 4 A D16a.b5

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ―一――― 規模 南北  ―一一   東西  ――一
造り替え

墓壌‖型式 上葬墓A類 ?      1主軸方位  N17°―E 1平面形  長方形
規模 長  1.02     短  0_85     深さ  0.30    1被 熱痕跡  ――――一  1炭  単層
焼骨  散在 (161g。成人)     1壌 内施設・状況  約60cmの扁平な石の落ち込みあり 1木棺    

―
切り合い

遺
物
嬢内(上師器皿 5・鉄釘 1) 石

造
物 1写真    

―
図  11025       1写 真  ―一――――

備考 石組残存せず
焼骨と炭は落ち込んだような状況で、混入の可能性があるため、土葬墓と考えたが断定できず

590号墓
遺構図   第135図       1本 文図    

―

    1写 真    

―葬法  

―

   1時期  不明 ブロック Hf群     1地 区 4 A D16a6
石組‖型式  H類 ?      1主軸方向  ―――一― 規模 南北  0.53<   東西  055<
造り替え

墓壌 ‖型式    ―一――一    1主 軸方位    ―一―一一    1平 面形    ―――一――
規模 長   一一    短   ―一    深さ   一―   1被熱痕跡  ―一一――  1炭   一――
焼骨     

―

     1城 内施設・状況     

―

    1木 棺    

―
切り合い

遺
物

石
造
物

石仏写1901、 火輪図12817

1写真  20卜 2図 1写真  

―
備考 石組のみ 集石遺構 ? 石仏および火輪転用 ?



付表125 中近世墓一覧表 (119)591～595号墓

591号墓
遺構図   第135図        1本 文図    

―

    1写 真    ―――――
葬法  土葬 ?     1時 期  I・ Ⅱ期 プロック Hf群     1地 区 4 A D16a6

石組‖型式  不明       1主 軸方向  ――一―― 規模 南北  ――一   東西  ――一
り替え

墓帳‖型式  上葬墓A類 ?      1主軸方位  N28° E         I平面形  橋円形
規模 長  1.19     短  0.82     深さ  027    1被 熱痕跡  ―――――  1炭  単層
焼骨  有(6g)         1壌 内施設・状況     

―

     1木 棺    ――――――
切り合い

遺
物
嬢内(上師器皿3) 石

造
物 1写真図  11019。 20     1写 真   一――――一

備考 石組残存せず
焼骨と炭は落ち込んだような状況で、混入の可能性があるため、土葬墓と考えたが断定できず

592号墓
遺構図   第135図       1本 文図    

―

    1写 真   図版1572
葬法 上葬 1時期 IVttg ブロック Hf群     1地 区 4 A D16b5

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  

―

規模 南北  ――一   東西  ―――
り替え

墓墳‖型式  上葬墓B類       1主軸方位  N70° W        I平面形  長方形
規模 長  188     短  0,74     深さ  0.50     1被熱痕跡  ――――一  1炭  混在
焼骨  混入(27g)        1壌 内施設・状況                1木 棺  鉄釘使用木倍(サイズ復元困難)
切 り合い  588号墓を切る
遺
物
媛内(土師器皿 2・鉄釘 8) 石

造
物 1写真図            1写 真  一―――――

備考 石組残存せず 焼骨・炭が588号墓を切っているために混入したものと思われる
木棺が使用されたと思われるが、鉄釘はまばらに出上しているため、規模・構造の復元はできず

593号墓
遺構図   第135図       1本 文図    

―

    1写 真   図版1582
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック Hf群     1地 区 4 A D16b5

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  ――――― 規模 南北  ――一   東西  
―造り替え

墓嬢‖型式  火葬墓A類       1主軸方位  N41° E         I平面形  長方形
規模 長  1.00     短  0.64<    深さ  020     1被 熱痕跡  壁     1炭   単層
焼骨  集中(72g)        1境 内施設・状況                1木 棺    一―――――
切り合い  594号墓に切られる
遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  ――――一―

備考 石組残存せず

594号墓
遺構図   第135図       1本 文図    

―

    1写 真   図版1581
葬法 土葬 1時期  H oIII期 ブロック Hf群     1地 区 4 A D16b5

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  

―

規模 南北  0,78<   東西  0.59<
造り替え

墓壌‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N5° W         I平面形  精円形
規模 長  1.50     短  1_20     深さ  040     1被 熱痕跡  ――――一  1炭  混在
焼骨  混入 (微量)        1墳 内施設・状況     

―

     1木 権    

―
切り合い  593号墓を切る
遺
物
石上 (上師器皿 1) 石

造
物 1写真図            1写 真  ――――――

備考 石組残存不良 焼骨は593号墓からの混入と思われる

595号墓
遺構図   第136図        1本 文図    ――一一一    1写 真    ―――――
葬法  土葬      1時 期  H・Ⅳ期 プロック Hf群     1地 区 4 A D16b5

石組‖型式  不明       1主軸方向  ――――― 規模 南北  ――一   東西  ――一
造り替え

墓壌‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  Nl° E         I平面形  円形
規模 長  097     短  086     深さ  055    1被 熱痕跡  ―一――一  1炭   ――一
焼骨     

―

     1媛 内施設。状況                1木 棺    ――――――
切り合い

遺
物

石
造
物 1写真図            1写 真  

―
備考 石組残存せず



付表126 中近世墓一覧表 (120)596～ 600号墓

598号墓
遺構図   第136図       1本 文図    

―

    1写 真    

―
葬法  火葬      1時 期  H期 ブロック Hg群     1地 区 4 A D16b4

石組‖型式  不明       1主軸方向  ―一―一一 規模 南北  ―――   東西  
―造り替え

墓境 ‖型式  火葬墓 C II類      1主 軸方位  N28tW 1平面形  楕円形
規模 長  1.17     短  067     深さ  0.22    1被 熱痕跡  一―一――  1炭  混在
焼骨     

―

     1墳 内施設・状況     

―

     1木権
切 り合い

遺
物

石
造
物 1写真    

―
図 1写真  

―
備考 石組残存せず 墓墳の規模と炭層の存在から火葬墓 A類の可能性はあるが断定できず

597号墓
遺構図   第136図       1本 文図    

―

    1写 真    

―
葬法  土葬      1時 期  H・ III期 ブロック Hg群     1地 区 4 A D16b4

石組‖型式  不明       1主軸方向  
―

規模 南北  ――一   東西  
―り替え

墓壌 ‖型式  上葬墓A類       1主 軸方位  NO° 1平面形  円形
規模 長  111     短  1.00     深さ  042    1被 熱痕跡  一――――  1炭   一一―
焼骨     

―

     1嬢 内施設。状況     

―

     1木棺  鉄釘使用木棺 (0.6× 0.35)
切 り合い

遺
物
壌内 (鉄釘13) 石

造
物 1写真    

―
図            1写 真  ――――――

備考 石組残存せず

598号墓
遺構図   第136図       1本 文図    

―

    1写 真    

―
葬法  土葬      1時 期  I・ II期 ブロック Hば 群    1地 区 4 A D16b4

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  

―

規模 南北  一――   東西  
―造り替え

墓壊‖型式  上葬墓A類       1主軸方位  N7° W 1平面形  楕円形 ?
規模 長  118     短  090推 )   深さ  0.56    1被 熱痕跡  一―――一  1炭   

―焼骨     

―

     1壊 内施設・状況     

―

    1木 棺  木棺使用の可能性有り
切り合い  599号墓に切られる
遺
物
嫉内(鉄釘 5) 石

造
物 1写真    

―
図 1写真  

―
備考 石組残存せず 墓媛の埋上が中央に落ち込むような堆積を呈しており、本棺が使用されたと思われるが鉄釘を使用したも
のかどうかは断定できず

599号墓
遺構図   第136図       1本 文図    

―

    1写 真    

―
葬法 土葬      1時 期  IV期 プロック H載 群    1地 区 4 A D16b4

石組 ‖型式  不明       1主 軸方向  

―

規模 南北  ―――   東西  
―造り替え

墓嬢 ‖型式  上葬墓 B類       1主 軸方位  N93° W 1平面形  長方形
規模 長  1,98     短  0.74推)   深さ  0.52    1被 熱痕跡  ―――――  1炭  混在
焼骨     

―

     1境 内施設。状況     

―

    1木 棺  鉄釘使用木棺 (1.65× 035)
切り合い  598号墓を切る
遺
物
壌内(鉄釘23) 石

造
物 1写真    

一
図 1写真  

―
備考 石組残存せず

600号墓
遺構図   第137図       1本 文図    

―

    1写 真   図版1583
葬法  土葬      1時 期  Ⅳ期 (16後～17前 ) ブロック Hg群     1地区 4 A D16b5

石組 ‖型式  

―

    1主軸方向  

―

規模 南北  一一―   東西  ―一一
造り替え

墓境 ‖型式  上葬墓B類       1主 軸方位  N97° W 1平面形  長方形
規模 長  2.37     短  0.69     深さ  0.52    1被 熱痕跡  一―――一  1炭   

―焼骨     

―

     1崚 内施設。状況     

―

    1木 棺  鉄釘使用木信(1.8× 0,4)
切 t,合い

遺
物
墳内9ヒ朱銭 6枚付着、鉄釘16) 石

造
物 1写真    一一―図 1写真  

―
備考 石組残存せず 銭貨は6枚が藁状の植物繊維で重ねられる「さし銭」の状況で出土 また床面より浮いているので、遺体と
共に木棺に納められたものと思われる 銭種は、(元豊通賓 2・元祐通賓・治平元賓・嘉祐通費・興寧減賓)である



付表127 中近世墓一覧表 (121)601号墓

801号墓
遺構図   第137図 1本文図    

―

    1写 真   図版159
葬法  土葬 1時期  Ⅲ期 (16中)  |プ ロック Hg群     1地区 4 A D16b5

石組 ‖型式  
―

     1主軸方向  

―

    1規模 南北  一―一   東西  一―一
り替え

墓墳 ‖型式  上葬墓A類 1主軸方位  NO° 1平面形  方形
規模 長  152     短  1.37     深さ  0.68    1被 熱痕跡  一――一―  1炭   

―焼骨     

―

     1境 内施設・状況                1木 棺  鉄釘使用木棺 (0.8× 0.55?)
切り合い

遺
物
嬢内 (上師器皿ほぼ完形 1・破片 1・鉄釘 9) 石

造
物層∃    110-21・ 22 1写真  16912 1写真

備考 石組残存せず 土師器皿が落ち込むような状況で出上しており、埋上の状況から木棺が使用された可能性あり
ただ、鉄釘の本数がやや少なく疑間は残る

付表128 火葬場一覧表

遺構名 地区名 主軸方位 長軸 短軸 深 さ 備 考

火葬場 1

火茅場 2

4A D16a4 N-3°一E 1 95 0 21
南西部を炭盛土に覆われる 棺台の方向はN13° E土 坑内および周辺に焼上塊有 り
棺台に火輪 2点、石仏 1体、一石五輪塔地輪転用 墓墳 2段掘り 床面に比熱痕跡無し

4A C16J5 N-15°一E 3 70 075<
炭盛土に覆わ注る 2段掘り 上坑床面に煙道有り 床面に比熱痕跡有り 棺台の一部残存
459498号墓を切る 2段掘り上坑の北側 N45° Eに振る棺台有り(14× 1 lm)一部'67年
に調査

火葬場 3 4A D16a4 N-35°一E 2 80 0 45
炭盛上に覆われる 2段掘り 床面に比熱痕跡有り 構台は石組 4段積(14× 1 lm)棺 台
の方向はNO°棺台に石仏・五輪塔転用 火葬場2396492号墓に切られる

火葬場 4 4A D16a5 N-16°一E 2 00 03< 炭盛土に覆われる 火葬場 2に切られる 土琉中央部に煙道有り 上坑全面に比熱痕跡有り
煙道を挟んで棺台の石組有り

火葬場 5 4A D16a5 N14°一E 160< 25< 炭盛上上部に棺台のみ検出(14× 1 lm)棺台に石仏・五輪塔転用 南側に石列有り

火葬場 6 4A D16b5 N20°一E 0 33 炭盛上に覆われる 2段掘り 比熱痕跡無し 棺台検出せず

火葬場7 4A D16a5 N20°一E 210 0 13 桔台の石は「コJの字形に配置 床面に比熟痕跡有り

炭盛土 4A
C16,45、

D16a45 1700 675< 火葬場 1～ 6を覆う炭・焼骨の堆積層 特に火葬場23か らの排出物で構成される '67年に
一部掘削 人骨 。鉄釘・銭貨・土器等多量に出土

立石 1 4A C1615 475< 50< 南東角で屈曲する 火葬場 2を囲むための施設? 火葬場 5の南側の石列に緊がるものか ?

(釜海翼畿 獣 、家   弩された喝)







付表131 中近世墓群出土土器一覧表 (3)
図番号 写真番号 器  種 地 区 遣構・層仕 口径 器高 残 荏 色 調 特 級 時期

土師器血

4A

4A

D16a4

火葬場3(坑 内)

火葬場3(坑 内)

火葬場3(坑内)

40% にぶい黄橙 跳そ糸誘森刻統サ
上半は指頭圧痕がのこる強いヨコナデによりやや屈曲 内面底

15後～16前

土師器皿 45% にぶい表橙 Cタ イプ大 体部上半は指頭圧痕がのこる強いヨコナデによりやや屈曲 15後～16前

土師器皿 5% 橙

灰白

黄橙

にぶい黄橙

灰黄褐

Cタ イプ大 体部上半の屈曲は明瞭で外反する 一則

土師器鳳 火葬場4(坑内)

火葬場 7(坑内 )

火葬場 7(坑内 )

火葬場 7(坑内)

(126) 50% Dタ イプ大 内面口縁端部は平坦な面をもつ 16前～中

上師器 III IO% 口縁端部はやや内傾する平坦な面をもつ

土師器皿 (94) 10% 体部上半は指頭庄痕が残るヨコナデによりやや肥厚 Cタ イテ小の可能性

体部上半は強いヨコナデにより外反 口縁端部は丸い Cタ イプ小の可能性

15後～ 16前

土師器皿 (35) 25%

土師器皿 火葬場6(坑 内)

火葬場2(坑 内)

火葬場3(坑内)

第1層

第1暦

第1層

25% 橙

橙

にぶい橙

回縁部はつまみあげやや直立 胎上は金雲母、砂粒を多く含む 15後

土師器皿 C1615

D16b5

C16,3

(76) 暢
一明
一幌
一明
一既

Aタ イプ 13後～14前

中央部は6mm前後の円形の空洞となっている

土師器皿

(8 2)

Aタ イプ 13後

土師器皿 橙

灰白

Aタ イプ 13,そ

土師器皿 187) Aタ イプで、体部は大きく外反 13後

土師器皿 第1層 20% にぶい橙 Aタ イプ

Aタ イプ、体部がやや深い 体部と底部の境に明瞭な稜あり

13後

土師器 llll 第1層

第1層

第2層

(84) 賜
一嶋
一畷

黄橙

にぶい黄橙

にぶい黄橙

橙

18後～14前

土師器 llll Cl旬 3 口縁端部を外につまみ出している 15後～16前

土師器皿 (32) Bタ イプ小 体部は直線的であまり肥厚 しな▼ 5後～16前

土師器皿 第1層

(78)

(7 6)

(8 4)

90% Bタ イプ小 体部は直線的に伸びるが、やや肥厚する

土師器皿 第2層 25% にぶい橙 体部上半は肥厚する 0前～中

土師器皿 第1層 20% 黄橙 体部上半は指頭圧痕が残るヨヨナデにより外反、肥厚 5後～16前

■師器皿 D16わ3 第1層 35% 黄橙 体部は比較的直線的に伸びる 5後

土師器皿 第2層 10% 袷 体部上半はヨヨナデにより外反 5後～16前

土師器lll C16i5 第1層 (70) 20% 灰 白 口縁端部に煤付着 体部は丸みを帯びる 16中～後

土師器 lll 第1層 25% 灰 白 底部中央は突出 体部は丸みを帯びる 16前～中

16中～後

15後～16前

16前

上師器ml 第 1層 15% 黄褐 体部は直線的に伸び、やや肥厚する

上師器 fl A D16b5 第 1層 (98) 25% 黄橙 体部上半は肥厚する

土師器皿 A 第2層 95% 黄橙 Dタ イア大 内面底部端には凸状圏線あり 外面四方に墨書あり
土師器皿 第ユ層 80% にぶい橙 Cタ イプ大 体部上半の屈曲は緩やか 15後

土師器II 第1層 50% 黄橙 Dタ イプ大 器壁がつmmと 薄い 16中

上師器皿 第1層 (142) 15% 黄褐 Dタ イプ大 16中

土師器皿

土師器皿

土師器皿

第1層 (142) 20% 黄橙 Dタ イプ大 口縁端部内面はやや平坦な面をなす

第2層 (130) 25% 橙 Cタ イノ大 体部上半の屈曲は緩やか 15後

C1614 第1層 (132) 20% にぶい黄橙

黄橙

におい黄橙

にぶい褐

黄種

Cタ イプ大 内面ハケメ
Cタ イプ大 体部上半は緩く屈曲し、内面口縁と底面にハケロ (5本 /1cm)

15後～16前

土師器皿 第2層 75% 15後

土師器皿 ▲ 第 1層 (136) 40% Cタ イプ大 体部上半の屈曲は緩やか 口縁は薄くやや上方へ向かう
日縁部はやや内傾する すり目が磨り滅っている 備前IVtt B古段階

15後～16前

備前攘鉢 A Ci旬 3 第1層 10% 15後

瓦質香炉 表採 10D 賜
一明
一薪

鼎状の三足をもつ 体部中央には渦紋のスタンプを2段に配す
釉は2重掛けで、胎土が緻密であることから、中国産

内面に灰釉 外面底部のヘラクズリは概ね左回り 古瀬戸前III～中H期

16世紀

鉄釉天目茶碗 第1層 灰黄 14後～15

古瀬戸入子皿 C16g10 6号墳石室 灰自

灰自

黄橙

13後～14前

自鰤 6号墳石室 182) 30% 回はげ

土師器皿

3A

4A

D16b2,3

C16g10

C16g10

C1613

C16h3

4号墳石室

6号墳石室

6号墳石室

12 6)

12 6)

95% 口縁部は糧い右回りの「の」字状のナデ、砂粒が多い 16前～中

瓦器椀 50%

40%

完形

完形

灰 高台はあるが、歪んでいる 不口泉IV 2 14中

14前～中瓦器椀 灰 粘上のつなぎ目あり わずかに高台あり 和泉IV 2
温石 332号墓 (躾内)

11号墓 (壌内)

滑石製 長170、 短120 石鍋の再加工品 内面に穿孔時?の痕跡3ヶ所あり
温石 滑石製 長123、 短85

付表132 中近世墓群出土金属製品一覧表

図番号 写真番号 種  類 地  区 出土遺構・ 層位 特 徴

‐２

一

‐２ 2

‐７７

一

‐７７

1

2

短 刀 4A D16b4 567号墓 (墳内 )

569号墓 (壊内 )

572号墓 (壊内 )

刃部長22 1cm、 元幅2 6cm、 元重ね0 6cm、 茎長10 7cm、 茎幅1 9cm、 刀身は反り無し

短刀 4A D16b4 刃部長201<cm、 元幅2 4cm、 元重ね0 6cm、 茎長10 2cm、 茎幅1 9cm、 刀身は反り無し

刃部長18 2cm、 元幅2 3cm、 元重ね0 5clal、 茎長9 9cm、 茎幅1 8cna、 切っ先が細身

残存長15 6cm、 さびが薄く被熱している可能性もあり

121

121

121

122

122

122

122

3 短刀

小柄刀子

4A D16b4

4A D16a4 341号墓 (石内 )

4 短刀

不明環座金具

錠前牝金具 ?

錠前化金具 ?

4A 第2層 刃部長14 3cm、 元幅2 0cm、 元重ね0 4cm、 茎欠損、刀身は0 2cm腰反り

3 4A D16a4 炭盛土 鉄板に割リピン状の金具を組み合わせたもの 高さ4 2cm、 最大幅6 4cm、 被熱している

筒部の一部と思われる 高さ3 0cm、 幅1 4cm、 残存長5 5cm 被熱している1 4A D16a4 炭盛上

2 4A

4A

4A

4A

D16a4

D16a5

D16a5

D16a5

炭盛土 弦部の一部と思われる 残存長4 6cm、 クランク部長5 1cm 被熱している
7 厩止 炭盛土

炭盛土

L字伏金具全長5 4cm、 割リピン状金具全長2 8cm 被熱している

5 180 8 煽止

不明飾 り金具

不明飾 り金具

L字状金具全長5 2cm、 割リピン状金具全長3 3cm 被熱している

6 6 炭盛土

炭盛土

円盤状銅製品 半分しか残存していないが、12卜 7と 同様のものと思われる
7 5 4A D16a4 円盤状銅製品 径2 7cm、 厚さ0 02cm 中央の孔の周囲に6個の円形懐様を施す









































付表152 空風輪一覧表

図番号 写真番号 遺構名 分類 d F g h 石 材

27-1

27-2

27-3

27-4

27-5

27-6

198-9 231号墓 石組 ⅡI B 12 6 11

12

10

12

12

13

13

14

13

12

15

12

14

14

14

14

13

14

15

15

15

17

17

17

12

0

1

2

8

90
104
88
105
90

斑状 0 71

198-10 層 B 粗粒

198-11 66号墓 石組 III A 12 7 75 粗粒

198-12 242号墓  石組 Ⅲ A 13 9 44 斑状 0 76

198-13 366号墓 石組 III A 106 70 0 斑 状

199-1 層 III B 2 粗粒

27-7 199-2 層 B 20 1 117 74 12 0

10 1

粗粒 0 82

27-8 99-3 57号墓 石組 Ⅲ A 21 5 117 5 61 粗粒 0 72

14号墓 石組 II B 112 85 4 粗粒

27-10 99-5 第1層 HA 108 53 斑状

27-11 366号墓 石組 HA 15 2 77 5 1 期

27-12 99-15 第1層 HB 72 82 50 粗粒

27-13 527号墓 石組 HA 21 7 4 97 斑状

27-14 199-8

199-9

199-10

199-11

199-12

199-13

199-14

199-16

200-1

200-2

200-3

198-5

198-6

198-8

198-7

202-1

炭盛土 HB 21 4 113 8 40 斑状 0 63

27-15 200号墓 石組 I 21 8 12 1 5 94 55 斑状

27-16 第1層 HA 117 4 斑状

27-17 25号墓 石組 HB 22 6 119 斑状

27-18 第1層 IB 23 2 3 50 触
一髄
一繊
一髄
一阻
一船

0 67

27-19 第1層 HA 2

27-20 63号墓 石組 I 5

27-21 第1層 15 2 7 0 76

27-22 第1層 HA 26 0 157 0 12 3

27-23 32号墓 石組 IB 142 8

527号墓 I 27 7 162 2 雛
一髄127-25 火葬場 3

127-26 341号墓 石組 13

12

13

122

81

59

粗粒

127-27 390号墓 石組 榊
一雛27-28 第1層 14 2

128-1 406号墓墳内 27 2 5 斑状 0 73

付表153 人輪一覧表

図版番号 写真番号 遺構名
さ
幅
類

高

・
分

反 り
分類

四隅
反 り
分類
ほぞ b f g h 」 k 石 材

128-2 第1層

10 7

11 6

13 7

11 3

13 7

105
13 1

14 4

13 7

10 9

16 3

13 7

15 2

17 2

13 1

136

26
31
40
34

57
51
59
46
68

期
一期
一馳
一雛
一釉
一蹴
一榊
一髄
一蛾
一雛
一雛
一雛
一肺
一期

128-3 200-5

200-6

200-7

200-8

200-9

200-10

200-11

200-12

200-13

200-14

200-15

200-16

200-17

201-1

201-2

火葬場3坑内

51
52
67
(56)

71
(64)

71
69
64
(51)

91

火葬場5坑内 18 6

19 0

18 6

(196)

19 2

9 8

404号墓石組 0 2 1 4

12232号墓石組 B 0 0

128-7 火葬場 3坑内 B 6 0 (73

第1層 2 4 10

128-9 389号墓墳内 6 0 57
47
63
53

10

128-10 200号墓装内 B 5 42
42

0 43 11

128-11 第1層 C 0 5 12 91

128-12 200号墓壌内 B 0 5 45 1 1

128-13 499号墓石組 B 202) 5 3

3

4 5 54 11

128-14 348号墓石組 B 2

3

3

4

97

128-15 火葬場 1棺台 B 220) (65) 9 57 51

128-16 火葬場1棺台 C 22 7 9 (70) 7 4 72 10 11 0

10 4

94
95
94
79

粗粒

128-17 590号墓石組 B 23 7 0 54 2 2 57 10 粗粒

128-18 201-3

201-4

256号墓石組 B 22 8 6 5 42 0 11 粗粒

128-19 404号墓石組 23 5 6 74 51 7 53 6 斑状

128-20 201-5 374号墓石組 B 6 (89) 5 3 54 11 粗粒

201-6 第1層 6 3 53 7 斑状

128-22 201-7 第1層 B 1 52 6 65 8 08 108

10 0

10 0

粗粒

128-23 201-8

201-9

232号墓石組 B 4

8

1

1

9

3 59
56
56
85
53

0 51 ,随

128-24 第1層 B 3 8 粗粒

201-10

201-11

火葬場4坑内 B
B
A
B
B
A

25 3 (79) 2 1 97 粗粒

128-26 390号墓墳内 25 2 47 3 7 粗粒

128-27 201-12

201-13

201-14

91号墓墳内 25 2 6 97 斑状

128-28 200号墓石組 25 1 72 4 60 3

17

斑状

128-29 404号墓石組 52
36
95 57 66 9 粗粒

128-30 201-15

201-16

201-17

201-18

202-4

91号墓石組 176 27 7 87 4 7 斑 状

128-31 第1層 B

B

B

3

163 3 52 4 69 5 粗 粒

128-32 第1層 195 7 56
60

4 66 8 斑状

526号墓石組

200号墓石組

7 97 65 0 斑状

0 11 9 65 4 9 斑状



付表154 水輪一覧

コ版番号 写真番号 遺構名 扁平華
の
リ
一肩
張 ほぞ d f h 」 石材

129-1 ２〇

一
２〇

一
２０

第1層 A 148

15 1

16 8

97 80
90
99

02 4 2

53
35
43
60
26

09
09
08
08
14
09

00 粗粒
129-2 第1層 0 74 B 13 02

00
00

05
03
07
02
06

粗粒

129-3 545号墓石組 B 21 1 105

110

[08

95
t14

122

10 4

10 7

38
46

02 粗粒

粗粒

粗粒

粗粒

斑状

129-4 ２〇

一

２０

第1層 0 77 B 97 05

07
08

129-5 99号墓石組 B

129-6

129-7

129-8

446号墓城内 B 22 7 120 4 0
325号墓石組 0 71

0 78

0 73

B 91 52

1 377号墓境内 B 25 5 110 46 粗粒

129-9 0 第1層 B 25 1 12 0 11 64 13 斑状

129-10

129-11

2 232号墓石組 A 18 2

20 2

26 2

26 5

26 5

27 8

00 07 00
00
02
00
00

斑状

3 446号墓石組 0 76

0 78

0 76

0 78

0 73

0 72

0 69

A b 10 7 03 15 粗粒

129-12 4 99号墓石組 A
B
A
A
A
B

b

b

b

b

19 5

21 2

24 1

23 0

23 7

23 5

0 137

139

10 5

12 5

08 57 12 斑状

129-13 5 232号墓石組 5

62

69
59
63

粗粒

129-14 270号墓墳内 31 0 2 12 斑状

129-15 200号墓壊内 9 15 2 12 0

130

13 9

04
04
02

10
12
15

斑状

粗粒

粗粒

129-16 98号墓石組 32 7 8 16 1

16 6

09 60
64129-17 539号墓石組 1 00

付表155 地輪一覧

図番号 写真番号 遺構名 横幅分類 扁平率 b b 石材

130-1 203-5 176号墓 I 170 21 3 11 0 0 粗粒

203-6 第 1層 I 8

6

1

2

0

8

2

粗粒

203-7 火葬場 4 I 125 24 2

24 8

24 9

粗粒

130-4 203-8

203-9

第 1層 I b 73 斑状

130-5 407号墓墳内 I 168

169

24 4 55 47 粗粒

130-6 203-10

203-11

203-12

203-13

203-14

492号墓 b 26 1

25 6

66
59
52

斑状

130-7 208号墓 II

II

b

b

17 4

23 8

11 5 粗粒

130-8

130-9

240号墓 25 4

26 4

115 粗粒

22号墓 II

II

26 4 90
150

9 斑状

130-10

130-11

48号墓 22 2 27 7 27 5 5 斑状

203-15 81号墓 II

[I

75 6 理 伏

130-12 204-1 第 1層 23 6 32 7 33 7 105 0 斑状

130-13

130-14

130-15

130-16

204-2 3号墓 II 8 粗粒

204-3 第 1層 ] 31 4 7 斑状

204-4 293号墓 b 23 2 33 7

35 4

35 4

36 1

37 5

38 5

91 8

8

8

6

斑状

第 1層 26 4 80 期

130-17 271号墓 石組 35 8 70 斑状

130-18 204-7 9号墓 28 6 15 0

100

66 粗粒

130-19 35号墓 III

III

b 28 5 2 期

130-20 33号墓 斑状

付表156 -石五輪塔一覧

図版番号 写真番号 遺構名 b f g k 石 材

131-1 205-3 第1層 75

70

73

粗粒

131-2

131-3

131-4

131-5

131-6

131-7

131-8

205-1 火葬場1・ 3坑内 55 1

22 3

‐４

一
　

一
‐４

81 70
61
78

粗粒

271号墓墳内 110 114 95 4 1 粗粒

205-2 351号墓 石組
108

10 8

13 4

11 5

14 ユ 26 3 雛
一雛
一阻
一雛
一蛾

205-4 第1層 51
53

68
51

205-5 第1層 165 97

205-7 第1層 167 132 94

205-9 第1層 152 10 5

98131-9

131-10
15

205-10 火葬場 3坑内 19 6 132 72 粗粒

499号墓石組
火葬場7 棺台

43 5

25 7

33 7

12 6 127 24 3

37 0

粗粒

131-11 205-6 火葬場 3坑内 12 3 121 30 粗粒

131-12 204-10 炭盛上下層

(06)

粗粒

131-13 204-12

204-11

第1層 4) 13 5

15 4

16 3

25 1 斑状

131-14 火葬場7棺台 33 7 随
一髄

131-16 204-13 362号墓 石組 137) (29)
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付表161 焼土坑一覧表

遺構名 地区名 平面形 主軸方位 長 軸 短軸 深 さ 被熱痕跡 備考

焼土坑8 Ａ

一
Ａ

B15f10

B16h3

長方形

長方形

長方形

長方形

N-60・―E 1 00 0 66 0 30

0 20

0 25

0 60

壁 に有 り 床面無 埋土にわずかに災混入 土師器椀Cが出土

焼土坑9

焼土坑10

焼土坑■

N-20°一E 1 00 0 80 壁に有り 床面無 最下層に戊層

A B16h2 N-18°一E 1 60 1 00 壁および床面に有り

壁に有り 床面無

最下層に炭層

A C16b3 N-20°一E 0_85 下層の 2層に炭層

付表162 墳墓群以外の遺物一覧表

図番号 写真番弓 器種 地 区 遺構・層位 口径 器高 残存度 色調 時徴・ 時期

‐３３

一

‐３３

一

‐３３

一

‐３３

一

‐３３

1

2

3

4

5

瓦器椀 2A C16f5 第2層 10_7 70% 灰 白 和泉Ⅳ -4 14世紀

瓦器椀 2A C16f5 第2層 (109) 45%

80%

80%

灰 白 和泉Ⅳ-4 14世紀

瓦器椀 2A C16f5 第2層 10 9 灰白 和泉Ⅳ-4 14世紀

3 瓦器椀 2A C16f5 第2層 11 1 灰白 和泉Ⅳ-4 14世紀

4 瓦器椀 2A C16f5 第2層 10 85 31

30<

70%

5%

灰 白 和泉Ⅳ -4 14世紀

6 弥生土器奏 4A D16a4 第1層 底30

底42

底95

にぶい橙 外面タタキ 弥生後刺後半～古墳時代前期

7 弥生土器甕

縄文土器深鉢

砥石

4A C16g3 第1層

第2層

第1層

3_1< 20% 橙 体部 2分割技法 外面タタキ 内面ハケロ残る 弥生後
期後半～古墳時代前期

8 とA B16i3 36< 5% 黄橙 LR横位縄文 北白川 C式 縄文中期末～後期初頭

9 1 2A C16e5 不明 赤変している部分があり、被熱の可能性 砂岩製

2 石製品 4A D16b4 第1層 完形 すり石の可能性 長さ795、 幅8 65cln 砂岩製
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